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1
②

医
師

の
増

員

(
内

科
)

内
科

医
を

確
保

す
る

｡
内

科
各

分
野

の
診

療
が

院
内

で
概

ね
可

能
と

な
る

｡

減
員

予
定

。
大

学
各

医
局

か
ら

の
派

遣
は

長
期

的
に

期
待

で
き

な
い

。

内
科

医
の

増
員

○
○

○
内

科
医

の
増

員

2
⑧

糖
尿

病
診

療
に

お
け

る
地

域
連

携
シ

ス
テ

ム
の

構
築

(
内

科
)

地
域

内
の

各
医

療
機

関
所

属
の

地
域

糖
尿

病
療

養
指

導
士

の
育

成
･
拡

大

専
門

医
不

在
の

病
院

･
診

療
所

と
の

有
効

な
地

域
連

携
が

可
能

と
な

る
｡

地
域

内
で

も
増

え
つ

つ
あ

る
糖

尿
病

患
者

に
対

応
し

た
、

有
効

な
地

域
連

携
を

模
索

中
で

あ
る

｡

①
地

域
糖

尿
病

療
養

指
導

士
の

新
規

育
成

お
よ

び
資

格
保

持
者

の
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
を

継
続

す
る

｡
②

糖
尿

病
療

養
指

導
士

の
活

動
を

踏
ま

え
、

各
医

療
機

関
と

当
院

と
の

連
携

シ
ス

テ
ム

の
構

築
を

図
る

｡

○
○

○

地
域

糖
尿

病
療

養
指

導
士

の
新

規
育

成
お

よ
び

資
格

保
持

者
の

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

3
②

神
経

疾
患

に
対

す
る

医
療

の
充

実
と

地
域

連
携

の
強

化
　 (
脳

神
経

内
科

)

認
知

症
や

パ
ー

キ
ン

ソ
ン

病
等

の
神

経
疾

患
に

対
す

る
よ

り
よ

い
診

療
体

制
の

整
備

及
び

地
域

連
携

の
強

化
を

図
る

｡

患
者

数
の

増
加

が
期

待
で

き
る

｡
認

知
症

は
脳

卒
中

に
次

い
で

多
い

疾
患

で
あ

る
｡
ま

た
、

神
経

疾
患

の
患

者
数

は
年

々
増

加
傾

向
に

あ
り

、
今

後
高

齢
化

が
進

む
に

つ
れ

医
療

需
要

が
さ

ら
に

増
え

る
こ

と
が

予
想

さ
れ

る
｡

開
業

医
等

へ
の

逆
紹

介
を

積
極

的
に

行
っ

て
い

る
が

、
診

断
の

窓
口

と
し

て
当

院
脳

神
経

内
科

は
非

常
に

重
要

な
役

割
を

担
っ

て
い

る
｡

認
知

症
に

関
し

て
は

,
現

行
の

診
療

を
続

け
て

い
く

と
共

に
、

検
査

機
器

等
が

充
実

し
て

い
る

強
み

を
生

か
し

、
、

そ
れ

に
伴

う
早

期
診

断
に

関
す

る
体

制
を

整
え

て
い

く
.
ア

デ
ュ

カ
ヌ

マ
ブ

は
本

邦
で

は
厳

し
そ

う
で

あ
る

が
、

レ
カ

ネ
マ

ブ
が

期
待

が
も

て
そ

う
で

あ
る

。
ま

た
当

院
で

も
別

治
験

も
進

行
し

て
い

る
。

専
門

外
来

と
し

て
｢
も

の
忘

れ
外

来
｣
の

開
設

が
望

ま
れ

て
い

る
が

、
マ

ン
パ

ワ
ー

及
び

ス
ペ

ー
ス

不
足

に
よ

り
実

現
で

き
て

い
な

い
が

、
健

診
で

物
忘

れ
チ

ェ
ッ

ク
が

で
き

る
体

制
に

な
っ

て
き

て
い

る

早
期

診
断

体
制

の
構

築
も

の
忘

れ
外

来
開

設
の

検
討

医
師

の
確

保
認

知
機

能
評

価
ス

タ
ッ

フ
の

増
員

逆
紹

介
数

の
増

加

◎
⇒

⇒

早
期

診
断

体
制

の
構

築
認

知
機

能
評

価
ス

タ
ッ

フ
と

し
て

の
臨

床
検

査
技

師
の

増
員

･
育

成
認

知
機

能
評

価
ス

ペ
ー

ス
の

確
保

も
の

忘
れ

外
来

開
設

の
検

討

令
和

5
年

度
ま

で
の

目
標

達
成

に
向

け
て

の
取

組
事

項
令

和
5
年

度
取

組
事

項
№

区 分
取

組
項

目
(
担

当
部

署
)

令
和

5
年

度
ま

で
に

達
成

す
る

目
標

目
標

達
成

後
の

効
果

現
状

と
課

題
・

達
成

状
況

等
年

度
別

計
画
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R
0
3
R
0
4
R
0
5

令
和

5
年

度
ま

で
の

目
標

達
成

に
向

け
て

の
取

組
事

項
令

和
5
年

度
取

組
事

項
№

区 分
取

組
項

目
(
担

当
部

署
)

令
和

5
年

度
ま

で
に

達
成

す
る

目
標

目
標

達
成

後
の

効
果

現
状

と
課

題
・

達
成

状
況

等
年

度
別

計
画

4
⑧

神
経

難
病

セ
ン

タ
ー

設
立

(
脳

神
経

内
科

)

神
経

難
病

セ
ン

タ
ー

設
立

先
端

医
療

の
充

実
と

、
地

域
連

携
に

よ
り

、
地

域
医

療
に

貢
献

す
る

。

診
断

、
治

療
、

対
応

の
難

し
い

疾
患

に
対

し
て

、
地

域
全

体
で

の
診

療
体

制
を

構
築

す
る

。
一

方
で

、
治

験
な

ど
も

含
ん

だ
最

先
端

の
診

療
を

提
供

し
て

い
く

。
地

域
と

し
て

し
っ

か
り

し
た

診
療

体
制

が
構

築
し

て
い

る
と

は
言

え
な

い
現

状
が

有
り

。
在

宅
に

行
っ

た
際

の
専

門
家

が
少

な
い

(
往

診
な

ど
の

出
来

る
体

制
も

必
要

と
な

る
)
。

人
材

が
不

足
し

て
い

る

①
神

経
難

病
セ

ン
タ

ー
の

設
立

②
往

診
体

制
の

確
立

③
人

材
の

確
保

や
連

携
体

制
な

ど
設

立
に

向
け

た
検

討

△
△

◎

セ
ン

タ
ー

設
立

に
関

す
る

検
討

5
②

脳
卒

中
超

急
性

期
治

療
チ

ー
ム

の
設

立
脳

卒
中

診
療

体
制

の
整

備

(
脳

神
経

内
科

)
(
脳

卒
中

セ
ン

タ
ー

)

脳
卒

中
超

急
性

期
治

療
チ

ー
ム

の
設

立
お

よ
び

円
滑

な
運

用

脳
卒

中
超

急
性

期
患

者
の

で
き

る
限

り
早

い
治

療
開

始
が

可
能

に
な

り
、

患
者

の
予

後
改

善
に

つ
な

が
る

。

t
-
P
A
を

例
に

挙
げ

る
と

、
d
o
o
r
 
t
o
 
t
-

P
A
が

6
0
分

以
内

と
さ

れ
て

い
た

が
、

現
在

は
3
0
分

以
内

に
開

始
し

、
迅

速
に

血
管

内
治

療
に

移
行

で
き

て
き

て
い

る
。

現
時

点
、

特
に

夜
間

で
は

、
初

期
対

応
の

医
師

1
名

、
別

業
務

の
あ

る
救

急
看

護
師

で
対

応
し

て
お

り
、

P
C
P
S
チ

ー
ム

の
よ

う
な

専
門

チ
ー

ム
を

作
り

た
い

。
ま

た
、

一
部

の
血

栓
回

収
医

に
負

担
が

か
か

っ
て

い
る

こ
と

も
あ

り
、

今
後

当
番

制
を

導
入

す
る

予
定

で
あ

る
。

来
る

働
き

方
改

革
に

対
し

て
の

対
応

に
管

し
て

も
人

材
の

確
保

が
必

要
で

あ
る

①
脳

卒
中

超
急

性
期

治
療

チ
ー

ム
の

設
立

お
よ

び
円

滑
な

運
用

②
医

師
お

よ
び

N
P
の

育
成

や
人

材
の

確
保 ③

血
栓

回
収

医
の

当
番

制
の

導
入

〇
◎

⇒

チ
ー

ム
の

設
立

教
育

、
リ

ク
ル

ー
ト

6
②

M
R
ガ

イ
ド

下
集

束
超

音
波

治
療

装
置

の
導

入

(
脳

神
経

内
科

)

左
記

を
導

入
し

、
振

戦
の

治
療

の
質

の
向

上
を

図
る

患
者

さ
ん

の
A
D
L
の

改
善

M
R
I
の

新
規

購
入

さ
れ

設
置

さ
れ

る
。

そ
れ

に
M
R
ガ

イ
ド

下
集

束
超

音
波

治
療

装
置

の
導

入
を

図
り

た
い

。
ま

だ
全

国
で

2
0
施

設
程

度
し

か
な

く
、

今
後

も
検

討
が

必
要

で
あ

る
。

M
R
ガ

イ
ド

下
集

束
超

音
波

治
療

装
置

の
運

用
△

△
◎

装
置

購
入

の
検

討
(
長

野
県

全
域

で
考

え
る

べ
き

問
題

)

7
⑧

地
域

連
携

の
推

進 (
呼

吸
器

内
科

)

病
病

連
携

･
病

診
連

携
の

推
進

地
域

連
携

を
推

進
し

、
急

性
期

病
院

の
本

分
を

生
か

す
｡

紹
介

患
者

に
対

し
て

は
ほ

ぼ
対

応
し

て
い

る
が

、
逆

紹
介

に
つ

い
て

は
ま

だ
低

率
で

あ
る

｡

逆
紹

介
患

者
の

紹
介

率
を

5
0
%
に

上
げ

る
｡

○
○

○

逆
紹

介
患

者
の

増
加

⇒
コ

ロ
ナ

を
除

け
ば

達
成

・
立

案
中

止

8
②

医
局

員
の

増
員

(
呼

吸
器

内
科

)

呼
吸

器
内

科
医

を
確

保
す

る
。

近
隣

病
院

で
の

入
院

診
療

は
縮

小
傾

向
に

あ
り

、
当

科
へ

の
一

極
集

中
が

予
想

さ
れ

、
当

科
各

人
の

診
療

負
担

の
緩

和
を

目
指

す
。

長
野

県
内

で
は

、
呼

吸
器

内
科

医
師

が
不

足
し

て
お

り
、

信
州

大
学

医
局

か
ら

は
、

ど
の

施
設

も
減

員
の

対
象

と
言

わ
れ

て
い

る
。

当
科

で
の

診
療

を
医

局
に

ア
ピ

ー
ル

す
る

こ
と

で
、

一
人

で
も

当
科

で
の

診
療

を
希

望
す

る
若

手
呼

吸
器

内
科

医
師

を
増

や
す

。
ま

た
、

未
来

の
内

科
医

師
を

増
や

す
た

め
、

研
修

医
指

導
も

怠
ら

な
い

よ
う

に
す

る
。

△
△

研
修

医
の

指
導

・
育

成
と

在
来

医
局

員
の

Q
O
L
・

や
り

が
い

の
維

持
。

別 -2



R
0
3
R
0
4
R
0
5

令
和

5
年

度
ま

で
の

目
標

達
成

に
向

け
て

の
取

組
事

項
令

和
5
年

度
取

組
事

項
№

区 分
取

組
項

目
(
担

当
部

署
)

令
和

5
年

度
ま

で
に

達
成

す
る

目
標

目
標

達
成

後
の

効
果

現
状

と
課

題
・

達
成

状
況

等
年

度
別

計
画

9
②

医
師

の
充

実

(
消

化
器

内
科

)

消
化

器
内

科
医

師
の

増
員

医
師

の
負

担
軽

減
、

よ
り

多
く

の
患

者
の

診
療

と
収

益
の

増

内
視

鏡
医

3
名

、
肝

臓
内

科
医

1
名

に
よ

る
診

療
体

制
を

実
施

。
専

門
性

が
高

度
化

し
つ

つ
あ

り
、

現
状

の
診

療
体

制
で

は
対

応
で

き
て

い
な

い
。

内
視

鏡
診

療
と

肝
臓

内
科

診
療

は
明

確
な

分
離

が
望

ま
し

い
。

ド
ッ

ク
内

視
鏡

に
多

く
の

人
員

を
割

か
れ

通
常

診
療

に
常

時
制

限
を

か
け

て
い

る
状

況
あ

り
。

ド
ッ

ク
内

視
鏡

が
足

枷
に

な
っ

て
休

み
も

取
り

に
く

い
た

め
消

化
器

内
科

医
師

だ
け

で
な

く
院

内
か

ら
も

内
視

鏡
担

当
医

を
募

る
体

制
が

必
要

。

信
州

大
学

消
化

器
内

科
へ

の
依

頼
や

地
元

出
身

医
師

を
勧

誘
す

る
な

ど
、

医
師

の
増

員
を

図
る

｡
肝

臓
内

科
標

榜
に

よ
る

診
療

科
の

独
立

。
ド

ッ
ク

内
視

鏡
体

制
の

見
直

し

○
○

○

医
師

の
増

員
要

請

1
0

⑤

設
備

の
充

実

(
消

化
器

内
科

)

内
視

鏡
関

連
機

器
及

び
診

察
室

の
充

実
検

査
及

び
処

置
数

の
増

加
に

よ
り

、
患

者
の

満
足

度
を

高
め

る
と

と
も

に
収

益
の

増
加

必
要

と
す

る
内

視
鏡

関
連

設
備

の
充

足
状

況
は

6
割

程
度

で
あ

る
｡

必
要

な
機

器
等

の
購

入
(
更

新
)
申

請
を

毎
年

継
続

し
て

い
く

｡
○

○
○

必
要

な
機

器
等

の
購

入
(
更

新
)
申

請

別 -3



R
0
3
R
0
4
R
0
5

令
和

5
年

度
ま

で
の

目
標

達
成

に
向

け
て

の
取

組
事

項
令

和
5
年

度
取

組
事

項
№

区 分
取

組
項

目
(
担

当
部

署
)

令
和

5
年

度
ま

で
に

達
成

す
る

目
標

目
標

達
成

後
の

効
果

現
状

と
課

題
・

達
成

状
況

等
年

度
別

計
画

1
1

②

心
臓

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

構
築

、
発

展

(
循

環
器

内
科

)

科
学

的
根

拠
に

基
づ

い
た

包
括

的
2
次

予
防

医
療

と
し

て
の

心
臓

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

推
進

、
向

上
心

不
全

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

と
の

円
滑

な
連

携

心
臓

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

実
施

に
よ

る
診

療
の

質
的

向
上

、
収

益
増

加

心
大

血
管

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
施

設
認

定
取

得
済

多
職

種
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

開
始

済
C
P
X
検

査
稼

働
開

始
済

心
臓

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
用

占
有

ス
ペ

ー
ス

確
保

済
(
課

題
)

有
効

か
つ

効
率

的
な

心
臓

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
施

行
の

た
め

、
ま

た
収

益
的

に
も

メ
リ

ッ
ト

の
大

き
い

外
来

集
団

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

施
行

を
可

能
と

す
る

に
は

、
マ

ン
パ

ワ
ー

と
、

リ
ハ

ビ
リ

機
器

の
購

入
、

整
備

が
必

要
不

可
欠

で
あ

る
｡
ハ

ー
ド

の
整

備
と

マ
ン

パ
ワ

ー
の

確
保

に
よ

る
外

来
リ

ハ
ビ

リ
の

推
進

。
多

職
種

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
施

行
に

あ
た

っ
て

は
、

有
効

か
つ

円
滑

な
運

用
、

情
報

の
共

有
や

記
録

の
た

め
の

電
子

カ
ル

テ
活

用
法

等
に

つ
い

て
更

な
る

検
討

･
改

良
が

必
要

で
あ

る
｡

患
者

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

充
実

生
涯

に
わ

た
る

継
続

的
心

臓
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

を
可

能
と

す
る

た
め

の
地

域
と

の
連

携
心

大
血

管
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
の

算
定

に
あ

た
っ

て
は

、
体

制
に

関
す

る
監

査
が

厳
し

く
な

っ
て

い
る

現
状

が
あ

り
、

診
療

体
制

の
整

備
、

マ
ン

パ
ワ

ー
確

保
、

指
導

士
の

育
成

が
急

務
で

あ
る

。

心
臓

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
に

習
熟

し
た

理
学

療
法

士
の

増
員

、
心

臓
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

指
導

士
の

資
格

取
得

者
の

増
加

包
括

的
2
次

予
防

医
療

と
し

て
の

質
の

高
い

心
臓

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
を

提
供

す
る

た
め

に
、

ハ
ー

ド
面

の
整

備
、

予
算

の
確

保
、

I
P
W
を

進
め

て
い

く
う

え
で

の
ツ

ー
ル

の
整

備
、

患
者

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

向
上

、
院

内
ク

リ
ニ

カ
ル

パ
ス

な
ら

び
に

地
域

連
携

パ
ス

と
の

リ
ン

ク
、

心
理

的
ア

プ
ロ

ー
チ

を
可

能
と

す
る

マ
ン

パ
ワ

ー
の

確
保

を
進

め
て

い
く

｡
医

療
関

係
者

お
よ

び
地

域
住

民
へ

の
啓

発
活

動
◎

⇒
⇒

理
学

療
法

士
の

資
格

取
得

と
増

員
心

臓
リ

ハ
ビ

リ
用

機
材

の
充

実
外

来
心

臓
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
充

実
心

臓
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
算

定
に

あ
た

っ
て

の
要

件
の

チ
ェ

ッ
ク

と
対

応
地

域
連

携
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

別 -4



R
0
3
R
0
4
R
0
5

令
和

5
年

度
ま

で
の

目
標

達
成

に
向

け
て

の
取

組
事

項
令

和
5
年

度
取

組
事

項
№

区 分
取

組
項

目
(
担

当
部

署
)

令
和

5
年

度
ま

で
に

達
成

す
る

目
標

目
標

達
成

後
の

効
果

現
状

と
課

題
・

達
成

状
況

等
年

度
別

計
画

1
2

⑧

地
域

連
携

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
推

進 (
循

環
器

内
科

)

上
伊

那
循

環
器

疾
患

地
域

連
携

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
推

進

上
伊

那
圏

域
の

循
環

器
疾

患
診

療
の

標
準

化
、

充
実

が
図

ら
れ

、
病

診
･

病
病

連
携

及
び

医
療

の
分

業
化

に
よ

り
、

診
療

の
シ

ー
ム

レ
ス

化
の

よ
り

循
環

器
診

療
の

質
的

向
上

が
得

ら
れ

、
患

者
及

び
医

療
者

の
負

担
軽

減
が

図
ら

れ
る

｡

実
際

の
運

用
面

で
の

検
討

が
必

要
で

あ
る

｡
地

域
連

携
シ

ス
テ

ム
を

円
滑

に
機

能
さ

せ
る

た
め

に
、

紹
介

患
者

の
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
を

作
成

し
、

患
者

、
紹

介
先

医
療

機
関

の
安

心
感

を
た

か
め

、
よ

り
円

滑
な

紹
介

、
逆

紹
介

を
進

め
る

シ
ス

テ
ム

を
整

備
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

と
考

え
る

｡

循
環

器
疾

患
に

か
か

わ
る

開
業

医
と

の
連

携
お

よ
び

パ
ス

シ
ー

ト
の

運
用

を
検

討
し

、
共

有
す

る
｡

地
域

連
携

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

の
作

成
看

護
師

、
保

健
師

、
ケ

ア
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
等

と
の

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
の

実
施

、
お

よ
び

必
要

な
組

織
づ

く
り

ア
ド

バ
ン

ス
・

ケ
ア

・
プ

ラ
ニ

ン
グ

の
推

進
上

記
事

項
に

つ
い

て
、

心
不

全
W
G
の

活
動

を
活

か
し

て
検

討
、

推
進

し
て

い
く

(
心

不
全

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
項

参
照

)

○
○

○

上
伊

那
循

環
器

疾
患

地
域

連
携

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
確

立
急

性
心

筋
梗

塞
地

域
連

携
ク

リ
ニ

カ
ル

パ
ス

の
作

成
、

運
用

い
ー

な
電

子
＠

連
絡

帳
の

活
用

の
検

討

1
3

②

定
期

チ
ェ

ッ
ク

外
来

(
仮

称
)
の

開
設

(
循

環
器

内
科

)

定
期

チ
ェ

ッ
ク

外
来

稼
働

に
む

け
て

の
準

備
、

啓
発

今
後

、
地

域
連

携
シ

ス
テ

ム
の

必
要

性
は

ま
す

ま
す

増
加

し
て

い
く

と
考

え
ら

れ
る

｡
定

期
チ

ェ
ッ

ク
外

来
を

創
設

し
、

地
域

基
幹

病
院

と
の

関
連

が
保

障
さ

れ
る

こ
と

に
よ

り
、

安
心

感
が

生
ま

れ
よ

り
円

滑
に

地
域

連
携

が
進

む
こ

と
が

期
待

さ
れ

る
｡

心
疾

患
の

場
合

に
は

、
患

者
も

医
療

機
関

も
将

来
や

有
事

の
際

の
対

応
に

不
安

が
あ

り
、

こ
れ

が
医

療
分

業
、

地
域

連
携

を
進

め
て

い
く

う
え

で
の

障
害

と
な

っ
て

い
る

現
状

が
あ

る
｡
定

期
チ

ェ
ッ

ク
外

来
の

創
設

、
な

ら
び

に
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
の

作
成

、
ま

た
紹

介
シ

ス
テ

ム
や

運
用

面
が

よ
り

簡
潔

に
で

き
れ

ば
、

さ
ら

に
円

滑
に

連
携

シ
ス

テ
ム

が
運

用
で

き
る

と
考

え
ら

れ
る

｡

マ
ン

パ
ワ

ー
の

確
保

診
療

室
の

確
保

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

の
作

成
、

運
用

(
医

療
補

助
業

務
者

の
教

育
、

増
員

)
地

域
連

携
パ

ス
と

の
連

動
紹

介
シ

ス
テ

ム
の

効
率

化
、

簡
素

化
紹

介
受

診
患

者
の

負
担

軽
減

の
た

め
の

工
夫

(
検

査
機

器
の

共
有

化
な

ど
の

検
討

)

◎
⇒

⇒

ス
タ

ッ
フ

の
増

員

1
4

⑤

設
備

の
整

備
、

充
実

(
循

環
器

内
科

)

循
環

器
診

療
に

必
要

な
医

療
機

器
の

整
備

、
充

実

地
域

基
幹

病
院

と
し

て
の

責
務

を
果

た
す

た
め

に
、

医
療

進
歩

に
遅

れ
ず

、
質

の
高

い
医

療
を

地
域

に
提

供
す

る
｡
ま

た
、

医
療

の
質

的
維

持
･

向
上

に
よ

る
患

者
確

保
と

収
益

の
確

保
･
増

収
を

図
る

｡

現
病

院
の

開
院

後
、

十
数

年
が

経
過

し
、

医
療

機
器

の
更

新
の

必
要

性
が

増
加

し
て

き
て

い
る

。
現

行
と

医
療

機
器

が
維

持
さ

れ
る

こ
と

は
最

低
限

必
要

で
あ

る
。

診
療

圏
で

の
地

域
完

結
型

医
療

を
目

指
す

に
は

、
最

新
医

療
機

器
の

整
備

も
必

須
で

あ
り

、
こ

の
立

ち
後

れ
は

診
療

圏
の

患
者

の
流

出
に

も
つ

な
が

る
危

険
性

が
あ

る
。

医
療

の
質

的
維

持
、

お
よ

び
向

上
の

た
め

、
医

療
機

器
の

更
新

、
お

よ
び

先
端

医
療

機
器

の
購

入
申

請
を

継
続

的
に

行
い

、
予

算
の

確
保

に
努

め
る

｡

○
○

○

必
要

な
医

療
機

器
の

購
入

申
請

別 -5



R
0
3
R
0
4
R
0
5

令
和

5
年

度
ま

で
の

目
標

達
成

に
向

け
て

の
取

組
事

項
令

和
5
年

度
取

組
事

項
№

区 分
取

組
項

目
(
担

当
部

署
)

令
和

5
年

度
ま

で
に

達
成

す
る

目
標

目
標

達
成

後
の

効
果

現
状

と
課

題
・

達
成

状
況

等
年

度
別

計
画

1
5

②

心
臓

病
教

室
の

運
営

の
向

上
･

発
展

(
循

環
器

内
科

)

地
域

住
民

へ
の

心
臓

病
予

防
、

診
療

に
関

す
る

啓
発

地
域

住
民

の
健

康
増

進
に

関
す

る
社

会
的

貢
献

の
一

環
と

し
て

開
始

し
た

心
臓

病
教

室
の

更
な

る
向

上
、

発
展

を
通

じ
て

、
当

院
が

よ
り

地
域

に
根

差
し

、
親

し
ま

れ
る

病
院

と
し

て
位

置
し

、
受

診
率

の
上

昇
、

し
い

て
は

診
療

圏
外

へ
の

患
者

の
流

出
の

防
止

に
つ

な
が

る
こ

と
が

期
待

さ
れ

る
｡

心
臓

病
教

室
は

平
成

2
5
年

度
に

開
始

済
平

成
2
9
年

度
に

は
、

木
曽

地
域

で
の

出
張

心
臓

病
教

室
開

催
平

成
3
0
年

度
に

は
、

内
容

の
大

幅
な

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

を
行

っ
た

。
ア

ン
ケ

ー
ト

等
を

行
い

、
よ

り
住

民
の

ニ
ー

ズ
に

即
し

た
充

実
し

た
内

容
の

教
室

と
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

｡
C
O
V
I
D
-
1
9
感

染
対

策
下

に
お

け
る

地
域

住
民

へ
の

健
康

増
進

啓
発

活
動

の
あ

り
方

の
検

討
の

必
要

が
あ

る
。

C
O
V
I
D
-
1
9
感

染
対

策
下

に
お

け
る

心
臓

病
教

室
の

運
営

、
内

容
の

再
検

討
、

向
上 教

室
の

継
続

に
向

け
た

、
院

内
職

員
へ

の
啓

発
、

教
育

マ
ン

パ
ワ

ー
の

確
保

地
域

住
民

へ
の

継
続

的
な

啓
発

活
動

△
△

△

C
O
V
I
D
-
1
9
感

染
対

策
下

に
お

け
る

心
臓

病
教

室
運

営
の

検
討

1
6

②

医
師

の
マ

ン
パ

ワ
ー

確
保

(
循

環
器

内
科

)

循
環

器
内

科
医

師
の

増
員

医
師

の
ワ

ー
ク

ラ
イ

フ
バ

ラ
ン

ス
の

獲
得

診
療

体
制

と
診

療
報

酬
の

適
合

性
の

確
保

女
性

医
師

の
増

加
に

伴
い

、
医

師
の

ワ
ー

ク
ラ

イ
フ

バ
ラ

ン
ス

の
獲

得
の

必
要

性
が

高
ま

っ
て

い
る

が
、

2
4
時

間
対

応
の

循
環

器
疾

患
救

急
対

応
を

考
え

る
と

、
い

ま
だ

マ
ン

パ
ワ

ー
は

十
分

と
は

言
え

な
い

。
ま

た
、

診
療

体
制

と
診

療
報

酬
の

適
合

性
に

関
す

る
審

査
が

厳
密

化
し

て
い

る
中

で
、

し
か

る
べ

き
マ

ン
パ

ワ
ー

の
確

保
が

必
須

で
あ

る

信
州

大
学

循
環

器
内

科
と

の
連

携
を

通
じ

て
、

医
師

増
員

を
図

る

○
⇒

⇒
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R
0
3
R
0
4
R
0
5

令
和

5
年

度
ま

で
の

目
標

達
成

に
向

け
て

の
取

組
事

項
令

和
5
年

度
取

組
事

項
№

区 分
取

組
項

目
(
担

当
部

署
)

令
和

5
年

度
ま

で
に

達
成

す
る

目
標

目
標

達
成

後
の

効
果

現
状

と
課

題
・

達
成

状
況

等
年

度
別

計
画

1
7

③ ⑧

心
不

全
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

開
始 (
循

環
器

内
科

)

増
加

す
る

慢
性

心
不

全
診

療
に

つ
い

て
、

院
内

で
の

多
職

種
に

よ
る

診
療

体
制

を
構

築
し

、
慢

性
心

不
全

外
来

を
創

設
、

そ
の

他
、

心
不

全
ラ

ウ
ン

ド
や

在
宅

ケ
ア

へ
の

メ
デ

ィ
カ

ル
ス

タ
ッ

フ
の

介
入

な
ど

心
不

全
診

療
の

質
的

向
上

を
図

る
。

さ
ら

に
地

域
レ

ベ
ル

で
の

診
療

体
制

も
構

築
し

、
診

療
圏

内
の

包
括

的
心

不
全

診
療

体
制

を
構

築
す

る
。

慢
性

心
不

全
の

包
括

的
診

療
の

質
的

向
上

外
来

診
療

の
質

的
向

上
環

境
因

子
や

ア
ド

ヒ
ア

ラ
ン

ス
、

リ
ハ

ビ
リ

の
充

実
な

ど
を

通
じ

て
の

慢
性

心
不

全
患

者
の

Q
O
L

の
向

上
患

者
や

か
か

り
つ

け
医

の
不

安
の

軽
減

高
齢

化
社

会
を

迎
え

、
高

齢
者

慢
性

心
不

全
を

考
え

る
上

で
は

、
医

師
と

の
連

携
の

み
な

ら
ず

、
地

域
の

C
O
-
M
E
D
I
C
A
L

と
の

連
携

の
必

要
性

が
高

ま
っ

て
き

て
お

り
、

診
療

部
が

リ
ー

ダ
と

な
り

、
多

面
的

な
連

携
の

在
り

方
が

必
要

と
な

っ
て

き
て

い
る

慢
性

心
不

全
療

養
認

定
看

護
師

を
中

心
に

、
心

不
全

外
来

を
開

始
、

生
活

指
導

の
み

な
ら

ず
、

患
者

の
セ

ル
フ

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

力
の

向
上

等
、

き
め

細
や

か
な

心
不

全
診

療
を

開
始

し
て

い
る

。
心

不
全

と
と

も
に

生
き

る
伊

那
谷

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
(
以

下
心

不
全

W
G
と

略
記

)
に

お
い

て
、

地
域

の
医

療
・

福
祉

機
関

に
行

っ
た

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
も

参
考

に
、

地
域

学
習

会
班

と
地

域
連

携
パ

ス
作

成
班

を
結

成
し

、
現

在
、

班
活

動
に

て
シ

ス
テ

ム
策

定
を

進
め

て
い

る
。

心
不

全
W
G
に

お
け

る
、

地
域

学
習

会
(
対

面
と

W
e
b
の

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

形
式

を
予

定
)
、

な
ら

び
に

地
域

連
携

パ
ス

の
パ

イ
ロ

ッ
ト

ス
タ

デ
ィ

を
R
4
～

5
年

度
に

開
始

目
標

と
し

て
準

備
中

で
あ

る
。

◎
⇒

⇒

心
大

血
管

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

算
定

、
外

来
心

臓
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

に
対

す
る

対
応

整
備

心
不

全
外

来
の

充
実

連
携

医
療

機
関

・
福

祉
施

設
等

へ
の

情
報

提
供

の
充

実
心

不
全

の
医

療
連

携
シ

ス
テ

ム
の

検
討

、
充

実
心

不
全

地
域

学
習

会
の

開
催

、
心

不
全

地
域

連
携

パ
ス

の
パ

イ
ロ

ッ
ト

ス
タ

デ
ィ

的
稼

働
開

始

1
8

⑨

学
術

的
活

動
の

充
実

(
循

環
器

内
科

)

積
極

的
な

学
会

・
セ

ミ
ナ

ー
へ

の
参

加
、

発
表

最
新

の
循

環
器

診
療

へ
の

知
見

を
得

る
。

施
設

基
準

維
持

の
た

め
の

資
格

獲
得

、
維

持

医
師

に
お

い
て

は
、

海
外

留
学

経
験

の
あ

る
医

師
の

赴
任

後
、

国
内

の
み

な
ら

ず
海

外
学

会
へ

の
自

験
デ

ー
タ

で
の

発
表

が
増

加
し

て
い

る
。

施
設

基
準

の
維

持
の

た
め

の
資

格
維

持
、

獲
得

の
た

め
に

も
学

会
活

動
は

必
須

で
あ

る
ま

た
、

コ
メ

デ
ィ

カ
ル

分
野

で
も

循
環

器
診

療
関

連
の

発
表

サ
ポ

ー
ト

を
行

い
増

加
し

て
き

て
い

る
C
O
V
I
D
1
9
体

制
に

お
い

て
学

会
活

動
の

自
粛

を
余

技
な

く
さ

れ
て

い
る

が
、

自
験

デ
ー

タ
の

収
集

は
継

続
的

に
行

っ
て

お
り

、
学

会
活

動
の

再
開

が
可

能
と

な
っ

た
ら

、
ま

た
積

極
的

に
行

っ
て

い
き

た
い

。

学
会

参
加

、
発

表
の

推
進

◎
⇒

⇒

学
会

、
セ

ミ
ナ

ー
へ

の
発

表
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R
0
3
R
0
4
R
0
5

令
和

5
年

度
ま

で
の

目
標

達
成

に
向

け
て

の
取

組
事

項
令

和
5
年

度
取

組
事

項
№

区 分
取

組
項

目
(
担

当
部

署
)

令
和

5
年

度
ま

で
に

達
成

す
る

目
標

目
標

達
成

後
の

効
果

現
状

と
課

題
・

達
成

状
況

等
年

度
別

計
画

1
9

⑨

医
師

、
研

修
医

、
医

学
生

教
育 (
循

環
器

内
科

)

将
来

を
担

う
循

環
器

医
師

の
育

成
高

い
医

療
ス

キ
ル

と
、

患
者

、
ス

タ
ッ

フ
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ス
キ

ル
を

併
せ

も
つ

循
環

器
内

科
医

の
育

成

研
修

医
制

度
に

不
確

定
要

素
の

大
き

な
現

状
で

は
、

医
師

確
保

の
観

点
か

ら
、

個
々

の
病

院
で

の
教

育
体

制
の

充
実

が
必

要
で

あ
る

。
ま

た
信

州
大

学
か

ら
の

医
師

派
遣

の
維

持
の

観
点

か
ら

も
、

循
環

器
内

科
を

志
望

す
る

医
師

の
育

成
は

重
要

で
あ

る

医
師

、
研

修
医

、
医

学
生

へ
の

教
育

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

の
活

用

◎
⇒

⇒

研
修

医
制

度
へ

の
協

力
医

学
生

の
見

学
希

望
へ

の
対

応

2
0

⑫

医
師

の
労

働
環

境
整

備
(
循

環
器

内
科

)

医
師

の
過

重
労

働
対

策
医

師
の

負
担

軽
減

が
得

ら
れ

る
循

環
器

救
急

疾
患

に
対

す
る

2
4
時

間
対

応
に

つ
い

て
、

診
療

部
は

拘
束

者
に

対
す

る
報

酬
は

な
し

の
状

況
で

あ
る

(
実

際
に

実
働

が
な

い
と

無
償

拘
束

の
状

況
)
。

ま
た

、
病

病
連

携
、

病
診

連
携

が
進

め
ら

れ
、

さ
ら

に
レ

セ
プ

ト
等

に
対

す
る

よ
り

綿
密

な
対

応
が

求
め

ら
れ

て
い

る
中

で
、

書
類

作
成

に
対

す
る

時
間

外
報

酬
も

休
日

以
外

は
支

払
わ

れ
な

い
状

況
で

あ
る

。
さ

ら
に

、
診

療
デ

ー
タ

の
開

示
、

学
会

レ
ジ

ス
ト

リ
ー

へ
の

参
加

等
に

よ
り

、
事

務
的

な
仕

事
も

増
加

の
一

途
を

た
ど

っ
て

い
る

。

医
師

事
務

業
務

補
助

者
等

に
対

す
る

教
育

、
あ

る
い

は
M
e
d
i
c
a
l
 
s
t
u
f
f
を

含
め

た
多

職
種

と
の

分
業

を
進

め
る

こ
と

に
よ

り
、

医
師

業
務

の
負

担
軽

減
を

図
り

、
仕

事
へ

の
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
維

持
を

図
る

。
ま

た
報

酬
に

対
す

る
要

望
を

行
っ

て
い

く
。

○
⇒

⇒

医
師

事
務

業
務

補
助

者
の

教
育

、
分

業
の

推
進

多
職

種
で

の
チ

ー
ム

医
療

体
制

の
改

善
に

よ
る

、
特

に
事

務
的

作
業

の
軽

減
に

よ
る

労
働

環
境

の
改

善

2
1

⑧

病
病

連
携

の
強

化 (
循

環
器

内
科

)

上
伊

那
地

域
、

木
曽

地
域

の
病

院
間

の
綿

密
な

連
携

循
環

器
救

急
医

療
に

お
け

る
迅

速
性

、
安

全
性

、
治

療
の

質
的

向
上

が
図

れ
る

患
者

の
状

態
に

よ
り

、
適

切
な

治
療

、
ベ

ッ
ト

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

が
地

域
で

可
能

と
な

る
。

当
院

循
環

器
診

療
に

お
い

て
、

木
曽

地
域

も
診

療
圏

と
な

っ
た

現
在

、
上

伊
那

地
域

も
含

め
た

病
院

間
の

業
務

分
担

は
重

要
な

課
題

で
あ

る
が

、
救

急
医

療
体

制
や

情
報

共
有

、
伝

達
等

に
つ

い
て

整
備

す
べ

き
課

題
は

多
い

の
が

現
状

で
あ

る
。

病
病

連
携

の
シ

ス
テ

ム
構

築
と

、
周

知
徹

底
情

報
伝

達
、

共
有

シ
ス

テ
ム

の
構

築

○
⇒

⇒

通
信

網
の

整
備

特
に

木
曽

病
院

と
の

デ
ー

タ
共

有
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

作
成

を
図

る

2
2

①

救
急

隊
と

の
連

携
の

充
実

(
循

環
器

内
科

)

循
環

器
救

急
疾

患
の

病
院

到
着

前
医

療
情

報
伝

達
体

制
の

充
実

循
環

器
救

急
疾

患
に

対
す

る
、

迅
速

か
つ

適
切

な
対

応
が

可
能

と
な

り
、

救
急

医
療

の
質

的
向

上
が

得
ら

れ
る

。

虚
血

性
心

疾
患

を
始

め
と

し
た

循
環

器
救

急
疾

患
、

あ
る

い
は

救
命

医
療

に
お

い
て

、
病

院
到

着
前

の
医

療
情

報
伝

達
は

、
患

者
の

救
命

率
や

長
期

的
Q
O
L
の

確
保

に
直

結
す

る
問

題
で

あ
る

が
、

現
在

の
と

こ
ろ

、
心

電
図

の
伝

送
体

制
等

の
整

備
が

遅
れ

て
い

る

I
T
等

を
活

用
し

た
連

携
体

制
、

ツ
ー

ル
の

整
備

◎
⇒

⇒

心
電

図
伝

送
体

制
の

整
備

検
討
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R
0
3
R
0
4
R
0
5

令
和

5
年

度
ま

で
の

目
標

達
成

に
向

け
て

の
取

組
事

項
令

和
5
年

度
取

組
事

項
№

区 分
取

組
項

目
(
担

当
部

署
)

令
和

5
年

度
ま

で
に

達
成

す
る

目
標

目
標

達
成

後
の

効
果

現
状

と
課

題
・

達
成

状
況

等
年

度
別

計
画

2
3

③

病
棟

間
連

携
の

強
化

(
循

環
器

内
科

)

病
棟

間
の

ス
キ

ル
格

差
を

な
く

す
病

棟
間

の
シ

ー
ム

レ
ス

な
連

携
の

強
化

循
環

器
診

療
の

質
的

向
上

、
安

全
性

の
強

化
現

在
の

病
棟

編
成

は
、

診
療

報
酬

加
算

の
問

題
も

あ
り

、
病

期
別

の
要

素
が

増
加

し
て

い
る

。
急

性
期

病
院

に
お

け
る

特
定

加
算

病
床

の
効

率
的

運
営

に
は

、
フ

レ
キ

シ
ブ

ル
な

ベ
ッ

ト
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
が

欠
か

せ
な

い
。

し
か

し
、

現
在

な
お

病
棟

間
の

医
療

ス
キ

ル
格

差
が

あ
る

の
が

現
実

で
あ

る
。

ま
た

、
2
次

予
防

医
療

の
重

要
性

が
増

加
し

て
い

る
現

状
で

、
患

者
の

病
棟

移
動

が
避

け
が

た
い

現
状

で
は

、
シ

ー
ム

レ
ス

な
連

携
が

必
須

で
あ

る

医
療

ス
タ

ッ
フ

教
育

病
棟

間
連

携
体

制
の

整
備

◎
⇒

⇒

救
急

病
棟

、
集

中
治

療
室

、
東

H
C
U
、

5
東

病
棟

間
の

効
率

的
ベ

ッ
ト

運
用

、
連

携
強

化

2
4

①

患
者

の
受

け
入

れ (
腎

臓
内

科
)

(
透

析
室

)

腎
臓

内
科

の
外

来
看

護
師

増
員

透
析

ベ
ッ

ト
の

空
き

を
恒

常
的

に
確

保
す

る

患
者

受
け

入
れ

が
ス

ム
ー

ズ
に

な
る

腎
臓

内
科

と
し

て
は

外
来

看
護

師
が

少
な

い
こ

と
、

透
析

室
で

は
他

科
の

入
院

透
析

患
者

を
受

け
入

れ
る

ベ
ッ

ド
が

少
な

い
こ

と
が

課
題

外
来

看
護

師
増

員
を

検
討

す
る

。
当

院
で

の
維

持
透

析
患

者
を

近
隣

の
透

析
ク

リ
ニ

ッ
ク

に
紹

介
し

、
院

内
の

透
析

ベ
ッ

ド
を

空
け

る
よ

う
に

す
る

。
△

○
◎

看
護

師
増

員
の

検
討

2
5

②

医
師

の
勤

務
体

制 (
腎

臓
内

科
)

医
師

2
名

体
制

維
持

人
件

費
削

減
透

析
室

で
は

、
土

曜
日

や
祝

日
の

外
来

予
定

透
析

で
医

師
不

在
と

な
る

こ
と

が
あ

る

フ
レ

キ
シ

ブ
ル

勤
務

に
す

る
な

ど
し

て
休

日
透

析
を

安
全

に
行

え
る

よ
う

に
す

る
△

○
◎

フ
レ

キ
シ

ブ
ル

勤
務

等
、

勤
務

体
制

の
検

討

2
6

③

医
療

の
質

と
安

全
性

の
向

上

(
腎

臓
内

科
)

ス
タ

ッ
フ

教
育

ク
リ

ニ
カ

ル
パ

ス
が

徹
底

さ
れ

る
病

棟
再

編
成

し
た

ば
か

り
で

慣
れ

て
い

な
い

部
署

で
、

ク
リ

ニ
カ

ル
パ

ス
の

見
落

と
し

な
ど

が
あ

る

勉
強

会
開

催
な

ど

△
○

◎

ス
タ

ッ
フ

と
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
と

る

2
7

⑤

施
設

、
設

備
の

整
備

(
透

析
室

)

透
析

室
に

も
う

一
つ

個
室

を
増

設
す

る
感

染
症

患
者

が
入

院
し

た
際

に
ベ

ッ
ド

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

が
容

易
に

な
る

透
析

室
に

個
室

が
1
つ

し
か

な
い

の
で

熱
発

時
に

は
苦

慮
し

て
い

る
工

事
の

検
討

△
○

◎

工
事

の
検

討

2
8

⑤

施
設

、
設

備
の

整
備

(
透

析
室

)

使
用

期
限

の
過

ぎ
た

透
析

装
置

の
入

れ
替

え
安

全
で

安
定

し
た

透
析

治
療

の
提

供
が

で
き

る
当

院
の

透
析

装
置

は
す

で
に

メ
ー

カ
ー

保
証

の
使

用
期

限
を

2
倍

過
ぎ

て
お

り
、

安
全

な
医

療
を

提
供

す
る

た
め

に
は

計
画

的
に

透
析

装
置

を
入

れ
替

え
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

使
用

期
限

の
2
倍

を
使

用
し

た
も

の
に

つ
い

て
は

年
2
台

ず
つ

新
し

い
も

の
に

入
れ

替
え

て
い

く
と

の
方

針
で

あ
っ

た
が

、
こ

こ
3
年

間
は

予
算

の
都

合
で

透
析

装
置

の
入

れ
替

え
が

出
来

て
い

な
い

状
態

で
あ

る
。

計
画

的
な

透
析

装
置

入
れ

替
え

の
再

開
(
年

2
台

)

△
○

◎

医
療

機
器

購
入

の
検

討
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R
0
3
R
0
4
R
0
5

令
和

5
年

度
ま

で
の

目
標

達
成

に
向

け
て

の
取

組
事

項
令

和
5
年

度
取

組
事

項
№

区 分
取

組
項

目
(
担

当
部

署
)

令
和

5
年

度
ま

で
に

達
成

す
る

目
標

目
標

達
成

後
の

効
果

現
状

と
課

題
・

達
成

状
況

等
年

度
別

計
画

2
9

④ ⑤

新
た

な
加

算
取

得
と

よ
り

上
質

な
医

療
の

提
供

(
腎

臓
内

科
)

(
透

析
室

)

O
n
-
L
i
n
e
-
H
D
F
が

実
施

で
き

る
透

析
室

に
な

る
痒

み
・

血
圧

低
下

な
ど

の
改

善
O
n
-
L
i
n
e
-
H
D
F
が

設
備

的
に

で
き

な
い

導
入

、
工

事
の

検
討

△
○

◎

導
入

の
検

討

3
0

②

包
括

的
が

ん
治

療
セ

ン
タ

ー

(
腫

瘍
内

科
)

安
定

し
た

運
用

臓
器

横
断

的
多

職
種

に
よ

る
が

ん
の

包
括

的
治

療
が

確
立

す
る

地
域

で
の

が
ん

患
者

の
療

養
支

援
が

充
実

す
る

メ
ン

バ
ー

選
定

中
(
R
3
年

度
中

)
院

内
に

お
け

る
包

括
的

が
ん

治
療

の
一

般
化

地
域

医
療

施
設

・
医

療
資

源
と

の
連

携
強

化
○

○
◎

セ
ン

タ
ー

設
立

業
務

開
始

(
6
月

を
目

処
)

3
1

②

腫
瘍

内
科

医
育

成
増

員

(
腫

瘍
内

科
)

腫
瘍

内
科

医
3
人

体
制

信
州

大
学

と
連

携
し

て
の

研
修

制
度

労
働

環
境

の
改

善
学

術
活

動
の

進
展

現
在

2
人

　
信

州
大

学
に

も
余

剰
人

員
な

し
他

院
と

の
連

携

△
△

△

院
外

へ
の

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

発
信

3
2

③

高
齢

化
社

会
へ

の
対

応

(
腫

瘍
内

科
)

高
齢

者
の

リ
ス

ク
判

定
家

族
の

リ
ス

ク
判

定
高

齢
者

に
お

け
る

安
全

で
効

果
的

な
が

ん
薬

物
療

法

現
在

は
Q
O
L
測

定
の

み
G
8
な

ど
老

人
リ

ス
ク

判
定

を
網

羅
的

に
行

う
必

要
あ

り

7
0
歳

以
上

の
患

者
と

家
族

全
員

の
リ

ス
ク

判
定

と
治

療
の

安
全

性
に

つ
い

て
考

察
す

る
△

○
◎

高
齢

者
リ

ス
ク

判
定

の
方

法
を

一
般

化
し

て
、

網
羅

的
に

開
始

す
る

3
3

③

P
a
t
i
e
n
t

R
e
p
o
r
t

O
u
t
c
o
m
e
(
P
R
O
)

の
臨

床
応

用

(
腫

瘍
内

科
)

P
R
O
に

よ
る

安
全

な
が

ん
治

療
管

理
よ

り
詳

し
い

患
者

の
副

作
用

や
癌

性
疼

痛
な

ど
の

症
状

を
認

識
で

き
る

2
0
1
9
年

9
月

よ
り

臨
床

試
験

開
始

I
T
機

器
使

で
き

な
い

人
で

の
P
R
O
収

集
に

つ
い

て
考

案
す

る

○
○

○

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
利

用
P
R
O
(
e
P
R
O
)
臨

床
試

験
継

続 入
院

患
者

で
P
R
O
記

入
し

て
も

ら
う

別 -10



R
0
3
R
0
4
R
0
5

令
和

5
年

度
ま

で
の

目
標

達
成

に
向

け
て

の
取

組
事

項
令

和
5
年

度
取

組
事

項
№

区 分
取

組
項

目
(
担

当
部

署
)

令
和

5
年

度
ま

で
に

達
成

す
る

目
標

目
標

達
成

後
の

効
果

現
状

と
課

題
・

達
成

状
況

等
年

度
別

計
画

3
4

② ③ ⑧

上
伊

那
地

域
の

成
育

医
療

の
整

備 (
小

児
科

)

上
伊

那
地

域
の

神
経

発
達

症
(
発

達
障

害
)
、

小
児

在
宅

医
療

を
含

め
た

重
症

心
身

障
害

児
医

療
、

思
春

期
医

療
、

成
人

領
域

へ
の

ト
ラ

ン
ジ

シ
ョ

ン
体

制
の

整
備

、
小

児
健

康
支

援
･
育

児
支

援
、

エ
コ

チ
ル

調
査

を
継

続
し

て
い

く
｡

こ
の

分
野

は
、

現
在

、
そ

し
て

当
面

の
当

院
小

児
科

の
最

重
点

項
目

・
最

重
要

課
題

で
あ

り
、

地
域

の
セ

ン
タ

ー
と

し
て

の
役

割
を

担
い

、
引

き
続

き
最

適
な

環
境

・
体

制
を

整
え

て
い

く
｡

神
経

発
達

症
(
発

達
障

害
)
や

小
児

在
宅

医
療

を
含

め
た

重
症

心
身

障
害

児
医

療
、

思
春

期
医

療
は

、
現

在
、

そ
し

て
今

後
の

小
児

医
療

に
お

い
て

益
々

重
要

性
が

増
す

分
野

で
あ

る
。

予
防

接
種

の
普

及
な

ど
に

よ
り

感
染

症
の

患
者

が
減

る
中

で
、

こ
の

分
野

の
患

者
は

確
実

に
増

え
て

お
り

、
当

院
の

よ
う

な
地

域
基

幹
病

院
が

担
う

比
率

が
圧

倒
的

に
高

い
。

ま
た

、
少

子
化

が
進

む
中

で
収

益
も

期
待

で
き

る
｡
上

伊
那

地
区

は
、

教
育

も
福

祉
も

こ
の

分
野

に
と

て
も

熱
心

な
地

域
で

あ
り

、
体

制
を

よ
り

整
備

す
る

こ
と

に
よ

り
、

上
伊

那
モ

デ
ル

と
し

て
県

内
に

発
信

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
ま

た
、

エ
コ

チ
ル

調
査

を
継

続
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

地
域

の
小

児
の

健
康

支
援

な
ど

、
地

域
貢

献
に

繋
が

る
｡

1
神

経
発

達
症

(
発

達
障

害
)
児

医
療

<
現

状
>
近

年
の

取
組

に
よ

っ
て

か
な

り
充

実
し

て
き

た
。

県
内

の
市

中
病

院
と

し
て

は
、

質
・

量
と

も
に

屈
指

の
施

設
と

な
っ

て
い

る
。

<
課

題
>

①
小

児
科

医
の

診
療

レ
ベ

ル
の

向
上

　
若

手
医

師
も

こ
の

分
野

の
診

療
に

携
わ

る
た

め
、

全
体

的
な

質
の

向
上

が
求

め
ら

れ
る

が
、

経
験

も
必

要
と

す
る

分
野

で
あ

る
。

②
リ

ハ
ビ

リ
ス

タ
ッ

フ
不

足
　

ス
タ

ッ
フ

の
産

休
な

ど
も

あ
り

、
需

要
に

医
療

の
提

供
が

追
い

つ
い

て
な

い
。

小
児

分
野

は
特

殊
で

、
ス

タ
ッ

フ
育

成
に

時
間

が
か

か
る

。
③

教
育

・
福

祉
と

の
連

携
　

い
く

つ
か

の
協

議
会

や
組

織
が

あ
り

、
参

加
し

て
い

る
が

、
時

間
外

の
活

動
が

多
い

。
2
重

症
心

身
障

害
児

医
療

、
在

宅
医

療
<
現

状
>
年

々
医

療
的

ケ
ア

を
必

要
と

す
る

児
は

増
え

て
い

る
。

ま
た

、
疾

患
も

多
様

化
し

て
お

り
、

様
々

な
疾

患
に

対
応

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

<
課

題
>

①
診

察
・

処
置

の
ス

ペ
ー

ス
が

な
い

　
一

番
大

き
な

課
題

。
現

在
急

患
児

と
一

緒
の

ス
ペ

ー
ス

し
か

な
く

、
対

応
に

非
常

に
苦

慮
し

て
い

る
。

②
対

応
で

き
る

診
療

ス
タ

ッ
フ

(
医

師
、

看
護

師
、

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
)
の

育
成

・
確

保
③

訪
問

看
護

と
の

連
携

　
小

児
に

対
応

で
き

る
訪

問
看

護
師

の
育

成
、

確
保 3
成

人
領

域
へ

の
ト

ラ
ン

ジ
シ

ョ
ン

<
現

状
と

課
題

>
　

成
人

期
に

キ
ャ

リ
ー

オ
ー

バ
ー

し
た

患
者

が
増

え
て

い
る

。
成

人
科

と
連

携
を

図
り

、
ス

ム
ー

ズ
に

移
行

し
て

い
く

こ
と

が
課

題
。

4
そ

の
他

①
病

児
病

後
児

保
育

へ
の

支
援

②
エ

コ
チ

ル
調

査
の

継
続

①
重

症
心

身
障

害
児

・
医

療
的

ケ
ア

児
の

診
療

・
処

置
ス

ペ
ー

ス
の

増
設

②
理

学
療

法
士

・
言

語
療

法
士

･
作

業
療

法
士

･
小

児
医

療
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

の
人

材
育

成
･
確

保
③

福
祉

機
関

や
教

育
機

関
、

行
政

と
の

連
携

　
特

に
、

養
護

学
校

と
密

に
連

携
を

図
っ

て
い

く
。

④
小

児
科

医
の

医
療

レ
ベ

ル
の

向
上

　
研

修
会

や
学

会
な

ど
へ

の
参

加
、

長
野

県
発

達
障

害
診

療
医

・
専

門
医

の
育

成
(
信

大
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
へ

の
参

加
)

⑤
成

人
科

と
連

携
し

、
ス

ム
ー

ズ
な

ト
ラ

ン
ジ

シ
ョ

ン
を

目
指

す
　

連
携

会
議

の
立

ち
上

げ
な

ど
⑥

病
児

･
病

後
児

保
育

の
充

実
　

経
営

母
体

を
伊

那
市

と
し

て
開

設
さ

れ
た

。
現

在
、

毎
月

カ
ン

フ
ァ

ラ
ン

ス
を

行
う

な
ど

支
援

体
制

を
整

え
て

い
る

。
⑦

エ
コ

チ
ル

調
査

の
継

続
　

信
大

へ
の

医
師

協
力

要
請

○
○

○

①
小

児
支

援
連

携
委

員
会

の
継

続
、

充
実

　
成

育
医

療
、

移
行

期
問

題
を

含
め

た
課

題
を

検
討

す
る

委
員

会
を

さ
ら

に
充

実
さ

せ
る

②
小

児
リ

ハ
ビ

リ
体

制
の

整
備

　
ス

タ
ッ

フ
の

育
成

･
充

足 ③
教

育
と

の
連

携
強

化
　

養
護

学
校

と
の

支
援

会
議

　
→

継
続

④
研

修
会

や
学

会
な

ど
へ

の
参

加
、

長
野

県
発

達
障

害
診

療
医

・
専

門
医

の
育

成
(
信

大
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
へ

の
参

加
)
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R
0
3
R
0
4
R
0
5

令
和

5
年

度
ま

で
の

目
標

達
成

に
向

け
て

の
取

組
事

項
令

和
5
年

度
取

組
事

項
№

区 分
取

組
項

目
(
担

当
部

署
)

令
和

5
年

度
ま

で
に

達
成

す
る

目
標

目
標

達
成

後
の

効
果

現
状

と
課

題
・

達
成

状
況

等
年

度
別

計
画

3
5

② ③ ⑧

小
児

ア
レ

ル
ギ

ー
専

門
医

療
診

療
体

制
の

充
実 (
小

児
科

)

小
児

ア
レ

ル
ギ

ー
専

門
医

療
の

拡
充

喘
息

や
、

食
物

ア
レ

ル
ギ

ー
な

ど
、

小
児

の
ア

レ
ル

ギ
ー

疾
患

患
者

は
多

い
。

特
に

、
食

物
ア

レ
ル

ギ
ー

に
関

し
て

は
、

こ
の

と
こ

ろ
注

目
度

が
高

ま
り

、
正

確
な

診
療

が
求

め
ら

れ
る

。
保

育
園

や
学

校
の

ニ
ー

ズ
に

応
え

る
と

と
も

に
、

コ
ロ

ナ
禍

で
の

経
営

に
も

十
分

に
プ

ラ
ス

の
効

果
が

あ
る

と
考

え
る

｡

小
児

ア
レ

ル
ギ

ー
患

者
は

非
常

に
多

い
。

当
科

で
は

、
小

児
ア

レ
ル

ギ
ー

エ
デ

ュ
ケ

ー
タ

ー
を

取
得

し
た

看
護

師
が

お
り

、
入

院
で

食
物

経
口

負
荷

試
験

を
行

う
体

制
が

整
っ

た
｡

<
課

題
>

・
コ

ロ
ナ

患
者

が
増

え
て

病
床

が
逼

迫
す

る
と

検
査

入
院

は
さ

せ
に

く
い

。
・

小
児

ア
レ

ル
ギ

ー
エ

デ
ュ

ケ
ー

タ
ー

の
資

格
を

持
つ

看
護

師
が

別
病

棟
に

移
動

に
な

っ
て

し
ま

っ
た

。
→

R
4
年

度
か

ら
小

児
外

来
に

異
動

に
な

っ
た

。
・

栄
養

士
の

育
成

が
課

題
｡

小
児

ア
レ

ル
ギ

ー
診

療
体

制
の

拡
充

(
画

一
的

診
療

体
制

の
整

備
、

機
器

の
整

備
、

人
材

育
成

)

○
○

○

小
児

ア
レ

ル
ギ

ー
エ

デ
ュ

ケ
ー

タ
ー

の
資

格
取

得
と

栄
養

士
の

育
成

食
物

ア
レ

ル
ギ

ー
負

荷
試

験
実

施
体

制
の

整
備

・
継

続

3
6

② ③ ⑧

小
児

救
急

医
療

体
制

の
構

築

(
小

児
科

)

小
児

救
急

医
療

体
制

の
整

備
上

伊
那

医
療

圏
の

小
児

救
急

医
療

提
供

体
制

が
整

備
さ

れ
、

小
児

科
医

の
負

担
軽

減
が

図
れ

る
｡

<
現

状
>

人
口

1
8
万

の
上

伊
那

圏
域

で
、

当
院

は
実

質
上

唯
一

小
児

の
救

急
医

療
を

担
っ

て
い

る
。

救
急

部
と

連
携

し
な

が
ら

、
2
4
時

間
3
6
5
日

小
児

救
急

患
者

に
対

応
し

て
い

る
。

毎
日

1
9
時

か
ら

2
1
時

ま
で

小
児

科
･
内

科
診

療
所

医
師

(
開

業
医

)
と

当
院

小
児

科
医

と
が

交
代

で
夜

間
救

急
診

療
(
一

次
救

急
)
を

行
っ

て
い

る
が

、
十

分
に

機
能

し
て

い
る

と
は

言
え

な
い

｡
全

国
で

も
小

児
科

医
が

少
な

い
地

域
に

認
定

さ
れ

て
お

り
、

県
内

他
地

域
に

比
べ

て
も

医
師

の
負

担
が

大
き

い
。

<
課

題
>

①
二

次
医

療
圏

全
体

で
小

児
救

急
医

療
を

行
う

こ
と

が
望

ま
し

い
が

、
伊

南
地

区
は

二
次

医
療

が
機

能
し

て
お

ら
ず

、
現

実
的

に
は

難
し

い
。

②
医

師
会

や
行

政
と

連
携

し
て

取
り

組
む

こ
と

が
必

要
で

、
救

急
セ

ン
タ

ー
の

開
設

が
望

ま
し

い
が

、
現

実
的

に
は

難
し

い
。

③
コ

ロ
ナ

禍
で

の
小

児
救

急
医

療
は

、
様

々
な

面
で

困
難

が
多

い
。

二
次

医
療

圏
全

体
で

行
う

小
児

救
急

医
療

体
制

を
再

構
築

し
て

い
く

こ
と

が
望

ま
し

く
、

体
制

を
検

討
し

て
い

く
。

夜
間

救
急

に
関

し
て

も
、

今
後

の
運

営
方

法
に

関
し

て
検

討
し

て
い

く
。

コ
ロ

ナ
禍

で
の

小
児

救
急

医
療

に
関

し
て

、
状

況
に

応
じ

た
最

良
の

方
法

を
模

索
し

て
い

く
。

○
○

○

コ
ロ

ナ
禍

で
の

小
児

救
急

医
療

に
関

し
て

、
救

急
部

と
連

携
し

な
が

ら
体

制
を

整
備

す
る

。
当

院
小

児
科

医
の

救
急

関
連

の
学

会
・

講
習

会
へ

の
参

加
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R
0
3
R
0
4
R
0
5

令
和

5
年

度
ま

で
の

目
標

達
成

に
向

け
て

の
取

組
事

項
令

和
5
年

度
取

組
事

項
№

区 分
取

組
項

目
(
担

当
部

署
)

令
和

5
年

度
ま

で
に

達
成

す
る

目
標

目
標

達
成

後
の

効
果

現
状

と
課

題
・

達
成

状
況

等
年

度
別

計
画

3
7

② ③

新
生

児
医

療
の

整
備

、
強

化

(
小

児
科

)

新
生

児
医

療
の

体
制

を
整

え
る

新
生

児
蘇

生
法

(
N
C
P
R
)

の
普

及

当
院

は
、

地
域

周
産

期
母

子
医

療
セ

ン
タ

ー
に

指
定

さ
れ

て
お

り
、

当
院

お
よ

び
地

域
の

産
科

と
連

携
し

て
質

の
高

い
新

生
児

医
療

の
提

供
が

求
め

ら
れ

る
。

そ
の

機
能

･
役

割
が

充
実

す
る

こ
と

に
よ

り
、

地
域

で
安

心
し

て
出

産
が

で
き

る
よ

う
に

な
り

、
出

産
減

少
の

歯
止

め
に

も
貢

献
で

き
る

と
思

わ
れ

る
｡

新
生

児
蘇

生
法

(
N
C
P
R
)

を
、

出
産

に
関

わ
る

す
べ

て
の

ス
タ

ッ
フ

に
普

及
さ

せ
る

こ
と

に
よ

り
、

新
生

児
の

救
命

率
と

予
後

の
向

上
に

つ
な

が
る

。

当
院

で
の

出
生

数
は

減
少

傾
向

に
あ

る
が

、
他

院
で

の
お

産
も

含
め

て
ハ

イ
リ

ス
ク

の
お

産
は

多
い

。
現

在
、

地
域

の
問

題
で

あ
る

新
生

児
の

医
療

は
、

他
院

か
ら

の
紹

介
も

含
め

て
す

べ
て

当
院

小
児

科
医

が
対

応
し

て
い

る
。

時
に

緊
急

を
要

す
る

新
生

児
や

、
重

症
新

生
児

の
診

療
に

あ
た

る
こ

と
も

あ
る

が
、

こ
ど

も
病

院
や

信
州

大
学

と
連

携
し

な
が

ら
行

っ
て

い
る

｡
<
課

題
>

現
在

当
院

に
は

新
生

児
専

門
医

は
い

な
い

。
新

生
児

専
門

医
の

常
勤

化
は

難
し

い
が

、
新

生
児

医
療

は
日

々
進

歩
し

て
お

り
、

医
師

の
診

療
ス

キ
ル

を
毎

年
向

上
し

て
い

く
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

新
生

児
特

定
集

中
治

療
室

(
N
I
C
U
)
の

認
可

は
目

標
と

し
な

い
が

、
今

後
人

的
な

余
裕

が
で

き
れ

ば
採

算
性

も
含

め
て

N
I
C
U

の
設

置
を

目
指

し
て

い
く

か
を

検
討

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
｡

毎
年

、
一

定
の

確
率

で
出

産
直

後
に

児
の

救
急

蘇
生

を
要

す
る

お
産

は
あ

り
、

出
産

に
関

わ
る

全
て

の
ス

タ
ッ

フ
が

新
生

児
蘇

生
法

(
N
C
P
R
)
を

習
得

す
る

必
要

が
あ

る
。

N
C
P
R
の

普
及

は
、

全
国

的
な

取
り

組
み

で
あ

り
、

当
地

域
で

も
不

可
欠

で
あ

る
。

新
生

児
関

連
医

療
機

器
の

充
実

(
経

皮
P
C
O
2
モ

ニ
タ

ー
、

心
臓

超
音

波
な

ど
)

当
院

小
児

科
医

の
新

生
児

診
療

ス
キ

ル
の

向
上

N
C
P
R
講

習
会

の
実

施
、

イ
ン

ス
ト

ラ
ク

タ
ー

の
養

成
(
現

在
ま

で
に

4
人

が
取

得
)

○
○

○

当
院

小
児

科
医

の
新

生
児

関
連

の
学

会
・

研
究

会
へ

の
参

加
N
C
P
R
の

普
及

事
業

(
講

習
会

の
実

施
、

定
期

的
な

学
習

会
の

実
施

)

3
8

②

診
療

情
報

の
患

者
お

よ
び

家
族

へ
の

十
分

な
提

供 (
外

科
)

診
療

記
録

の
十

分
な

作
成

と
手

術
画

像
記

録
を

使
っ

た
病

状
説

明

患
者

の
み

な
ら

ず
家

族
に

対
す

る
十

分
な

イ
ン

フ
ォ

ー
ム

ド
コ

ン
セ

ン
ト

の
達

成

術
野

カ
メ

ラ
、

デ
ジ

タ
ル

写
真

画
像

を
用

い
て

、
術

後
の

イ
ン

フ
ォ

ー
ム

ド
コ

ン
セ

ン
ト

に
役

立
て

て
き

た
。

た
だ

し
、

説
明

は
医

師
個

人
に

ゆ
だ

ね
ら

れ
て

お
り

、
バ

ラ
バ

ラ
で

あ
る

｡
今

後
は

動
画

を
用

い
て

病
状

を
説

明
す

る
。

手
術

画
像

(
動

画
･
静

止
画

)
の

保
存

形
式

に
関

す
る

検
討

。
容

量
が

限
ら

れ
て

い
る

た
め

、
大

型
サ

ー
バ

ー
を

用
い

て
、

長
期

保
存

と
し

た
患

者
説

明
用

の
資

料
作

成
〇

〇
⇒

鮮
明

な
画

像
を

取
り

込
ん

だ
手

術
記

録
に

よ
る

患
者

へ
の

説
明

3
9

② ⑥

ク
リ

ニ
カ

ル
イ

ン
デ

ィ
ケ

ー
タ

ー
の

公
開

(
外

科
)

主
要

消
化

器
癌

の
症

例
数

、
治

療
成

績
の

公
表

十
分

な
イ

ン
フ

ォ
ー

ム
ド

コ
ン

セ
ン

ト
の

達
成

消
化

器
癌

の
治

療
成

績
を

集
計

集
計

の
継

続

○
○

○

消
化

器
癌

に
対

す
る

症
例

数
、

生
存

率
(
5
生

存
率

)
の

集
計

･
公

表
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R
0
3
R
0
4
R
0
5

令
和

5
年

度
ま

で
の

目
標

達
成

に
向

け
て

の
取

組
事

項
令

和
5
年

度
取

組
事

項
№

区 分
取

組
項

目
(
担

当
部

署
)

令
和

5
年

度
ま

で
に

達
成

す
る

目
標

目
標

達
成

後
の

効
果

現
状

と
課

題
・

達
成

状
況

等
年

度
別

計
画

4
0

②

外
科

医
師

人
員

増
員

養
成

(
外

科
)

後
期

研
修

医
の

受
け

入
れ

増
員

常
勤

医
派

遣
の

要
請

外
来

患
者

数
の

増
加

入
院

患
者

数
の

増
加

手
術

件
数

の
増

加

手
術

の
質

の
変

化
に

伴
い

、
鏡

視
下

手
術

が
増

加
し

つ
つ

あ
り

、
術

者
、

助
手

と
も

に
多

忙
と

な
っ

て
い

る
。

年
々

外
科

医
年

齢
が

上
昇

し
て

い
る

外
科

常
勤

医
の

増
員

が
必

要
な

状
況

信
州

大
学

消
化

器
外

科
へ

増
員

を
働

き
か

け
る

△
△

〇

4
1

③ ⑥

鏡
視

下
手

術
の

適
応

拡
大

(
外

科
)

上
部

消
化

管
手

術
の

鏡
視

下
手

術
増

加
手

術
件

数
の

増
加

術
後

経
過

の
改

善
現

在
、

下
部

消
化

管
手

術
の

多
く

は
鏡

視
下

手
術

が
主

流
と

な
っ

て
き

て
い

る
が

、
上

部
消

化
管

手
術

は
開

腹
手

術
が

主
体

で
あ

る
。

食
道

手
術

は
鏡

視
下

手
術

が
行

わ
れ

て
い

る
。

胃
の

悪
性

疾
患

、
食

道
悪

性
疾

患
の

鏡
視

下
手

術
の

症
例

数
増

加
肝

胆
膵

外
科

手
術

へ
の

導
入

〇
〇

〇

4
2

③ ⑥

ロ
ボ

ッ
ト

手
術

の
導

入

(
外

科
)

ロ
ボ

ッ
ト

手
術

の
デ

モ
ロ

ボ
ッ

ト
手

術
の

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

手
術

件
数

の
増

加
術

後
経

過
の

改
善

現
在

下
部

消
化

管
手

術
を

中
心

に
鏡

視
下

手
術

が
主

体
に

な
っ

て
い

る
が

、
ロ

ボ
ッ

ト
手

術
は

未
導

入
で

あ
る

。

直
腸

悪
性

腫
瘍

に
対

す
る

ロ
ボ

ッ
ト

手
術

第
1
例

を
実

現
さ

せ
る

〇
〇

〇

4
3

③

肝
胆

膵
外

科
高

度
技

能
専

門
医

の
育

成

(
外

科
)

肝
胆

膵
外

科
高

度
技

能
専

門
医

輩
出

肝
胆

膵
手

術
件

数
の

増
加

修
練

施
設

と
し

て
認

定
さ

れ
、

専
門

医
輩

出
に

向
け

て
症

例
数

を
増

や
し

て
い

る
。

年
間

3
0
例

以
上

の
高

度
技

能
手

術
を

達
成

す
る

。
〇

〇
〇

4
4

③

食
道

外
科

専
門

医
の

育
成

(
外

科
)

食
道

外
科

手
術

件
数

の
増

加
食

道
外

科
専

門
施

設
取

得
長

野
県

内
で

は
修

練
施

設
が

な
い

。
年

間
1
0
例

以
上

の
食

道
手

術
を

達
成

す
る

。
△

〇
○

4
5

② ③

医
師

の
充

実

(
整

形
外

科
)

整
形

外
科

医
の

増
員

及
び

技
能

の
習

熟
整

形
外

科
患

者
に

充
実

し
た

良
質

な
医

療
を

提
供

で
き

る
｡

現
在

整
形

外
科

医
6
人

で
対

応
し

て
い

る
が

、
整

形
外

科
医

療
を

充
実

さ
せ

る
た

め
、

医
師

の
十

分
な

配
置

と
高

度
な

技
能

の
習

得
が

必
要

と
な

る
｡

①
整

形
外

科
医

の
増

員
②

卒
後

研
修

医
の

受
入

③
高

度
技

能
の

習
得

○
○

○

①
整

形
外

科
医

の
増

員
②

卒
後

研
修

医
の

受
入

③
高

度
技

能
の

習
得

4
6

②

低
侵

襲
手

術
の

導
入

(
整

形
外

科
)

低
侵

襲
手

術
の

積
極

的
導

入
侵

襲
の

少
な

い
手

術
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

患
者

へ
の

負
担

が
軽

減
で

き
る

｡

　
｢
患

者
に

優
し

い
医

療
｣
が

主
流

に
な

り
つ

つ
あ

る
時

代
で

あ
り

、
患

者
へ

の
侵

襲
、

負
担

を
軽

減
す

る
こ

と
が

可
能

な
低

侵
襲

手
術

を
更

に
推

進
す

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

て
い

る
｡

　
脊

椎
セ

ン
タ

ー
を

設
立

し
基

本
的

に
当

院
で

内
視

鏡
手

術
は

行
わ

れ
て

い
る

｡
膝

に
関

し
て

も
、

以
前

か
ら

内
視

鏡
下

の
半

月
板

・
靭

帯
の

手
術

は
実

施
さ

れ
て

い
る

。
両

分
野

と
も

更
な

る
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
を

図
り

た
い

。

①
脊

椎
手

術
に

お
け

る
内

視
鏡

手
術

の
推

進
②

内
視

鏡
手

術
に

関
す

る
技

術
の

習
得

③
ナ

ビ
シ

ス
テ

ム
や

最
新

イ
メ

ー
ジ

な
ど

用
い

た
先

進
的

な
脊

椎
手

術
と

人
工

関
節

の
推

進
④

膝
内

視
鏡

手
術

の
維

持
と

技
術

の
向

上

○
○

○

①
内

視
鏡

手
術

の
導

入
②

安
全

な
手

術
の

た
め

の
研

修
会

等
参

加

別 -14



R
0
3
R
0
4
R
0
5

令
和

5
年

度
ま

で
の

目
標

達
成

に
向

け
て

の
取

組
事

項
令

和
5
年

度
取

組
事

項
№

区 分
取

組
項

目
(
担

当
部

署
)

令
和

5
年

度
ま

で
に

達
成

す
る

目
標

目
標

達
成

後
の

効
果

現
状

と
課

題
・

達
成

状
況

等
年

度
別

計
画

4
7

②

脊
椎

セ
ン

タ
ー

及
び

関
節

セ
ン

タ
ー

の
設

立

(
整

形
外

科
)

脊
椎

セ
ン

タ
ー

の
拡

充
及

び
人

工
関

節
セ

ン
タ

ー
の

設
立

当
科

に
お

い
て

の
脊

椎
疾

患
及

び
下

肢
関

節
疾

患
の

治
療

充
実

を
ア

ピ
ー

ル
し

、
地

域
医

療
に

貢
献

す
る

｡

　
脊

椎
疾

患
及

び
下

肢
関

節
疾

患
に

対
す

る
治

療
の

需
要

は
多

く
、

当
院

が
拠

点
的

役
割

を
担

う
必

要
性

と
ニ

ー
ズ

が
あ

る
｡

　
脊

椎
治

療
に

つ
い

て
は

こ
れ

ま
で

に
高

度
な

技
術

の
習

熟
に

努
め

て
き

て
お

り
、

現
在

十
分

な
治

療
を

行
え

る
体

制
が

整
っ

て
い

る
｡
た

だ
、

患
者

数
の

増
加

に
伴

い
、

脊
椎

専
門

医
の

人
的

確
保

が
望

ま
し

い
状

況
で

あ
る

。
　

下
肢

関
節

手
術

に
つ

い
て

も
紹

介
患

者
が

ふ
え

手
術

件
数

も
増

加
傾

向
と

な
っ

て
い

る
｡

　
脊

椎
・

下
肢

関
節

と
も

安
定

し
た

手
術

枠
の

確
保

が
望

ま
し

い
状

況
で

あ
る

。
　

脊
椎

･
下

肢
関

節
手

術
に

お
い

て
骨

移
植

例
が

徐
々

に
増

え
る

た
め

同
種

骨
バ

ン
ク

の
設

置
の

必
要

性
が

高
く

な
る

｡

①
脊

椎
セ

ン
タ

ー
の

拡
充

②
脊

椎
外

科
医

の
増

員
③

人
工

関
節

セ
ン

タ
ー

設
立

に
向

け
た

検
討

④
手

術
枠

の
拡

充
⑤

同
種

骨
バ

ン
ク

の
設

置

○
○

○

下
肢

関
節

セ
ン

タ
ー

設
立

に
向

け
た

検
討

4
8

② ⑧

回
復

期
リ

ハ
の

充
実

と
同

リ
ハ

へ
の

円
滑

な
移

行 (
整

形
外

科
、

看
護

師
、

ﾘ
ﾊ
ﾋ
ﾞ

ﾘ
、

ﾒ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ｶ
ﾙ
ｿ
ｰ

ｼ
ｬ
ﾙ
ﾜ
ｰ
ｶ
ｰ
等

)

回
復

期
リ

ハ
の

充
実

と
同

リ
ハ

へ
の

円
滑

な
移

行 多
職

種
連

携
に

よ
り

、
患

者
様

の
退

院
後

の
生

活
の

質
の

向
上

。

患
者

様
に

対
し

リ
ハ

ビ
リ

を
中

心
と

し
た

良
質

な
医

療
が

提
供

で
き

る
｡

当
院

で
の

整
形

外
科

医
療

の
質

の
維

持
｡

多
職

種
連

携
に

よ
り

、
退

院
後

の
生

活
の

質
の

向
上

と
改

善
が

期
待

さ
れ

る
。

　
H
2
9
年

度
に

回
復

期
リ

ハ
病

棟
が

本
格

稼
働

を
始

め
た

。
　

当
院

の
回

復
期

リ
ハ

・
近

隣
病

院
で

の
回

復
期

リ
ハ

を
バ

ラ
ン

ス
よ

く
利

用
し

、
患

者
様

に
対

し
良

質
な

医
療

を
提

供
し

て
い

き
た

い
。

　
多

職
種

の
連

携
に

よ
り

、
患

者
様

の
退

院
後

の
生

活
の

質
の

向
上

が
得

ら
れ

て
い

る
。

患
者

様
の

生
活

環
境

を
考

慮
し

、
さ

ら
に

改
善

を
目

指
し

た
い

。
　

ま
た

令
和

4
年

度
か

ら
施

設
基

準
と

し
て

、
入

棟
時

重
症

度
割

合
が

3
0
％

を
維

持
す

る
こ

と
が

必
要

に
な

っ
た

こ
と

か
ら

、
こ

れ
ま

で
よ

り
重

症
度

が
高

い
症

例
の

回
復

期
病

棟
へ

の
入

棟
を

受
け

入
れ

て
い

る
。

対
応

す
る

ス
タ

ッ
フ

数
は

変
更

が
な

い
こ

と
か

ら
、

ス
タ

ッ
フ

間
の

連
携

を
よ

り
充

実
さ

せ
て

、
患

者
様

に
不

利
益

に
な

ら
な

い
よ

う
な

注
意

が
必

要
と

考
え

て
い

る
。

①
当

院
で

の
回

復
期

リ
ハ

入
院

の
充

実
と

維
持

②
当

院
及

び
近

隣
病

院
で

の
回

復
期

リ
ハ

実
施

の
推

進
③

患
者

様
に

関
す

る
多

職
種

連
携

を
深

め
る

た
め

に
、

充
実

し
た

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
の

開
催

○
○

○

①
当

院
の

回
復

期
リ

ハ
の

充
実

と
近

隣
施

設
で

の
回

復
期

リ
ハ

へ
の

移
行

患
者

の
調

整
②

患
者

様
ご

と
の

多
職

種
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

の
開

催

別 -15



R
0
3
R
0
4
R
0
5

令
和

5
年

度
ま

で
の

目
標

達
成

に
向

け
て

の
取

組
事

項
令

和
5
年

度
取

組
事

項
№

区 分
取

組
項

目
(
担

当
部

署
)

令
和

5
年

度
ま

で
に

達
成

す
る

目
標

目
標

達
成

後
の

効
果

現
状

と
課

題
・

達
成

状
況

等
年

度
別

計
画

4
9

② ⑧

骨
折

リ
エ

ゾ
ン

サ
ー

ビ
ス

チ
ー

ム
(
F
L
S
チ

ー
ム

)
の

円
滑

な
運

営

(
整

形
外

科
、

看
護

師
、

ﾘ
ﾊ
ﾋ
ﾞ

ﾘ
、

薬
剤

師
、

栄
養

士
、

放
射

線
技

師
、

ﾒ
ﾃ
ﾞ
ｨ

ｶ
ﾙ
ｿ
ｰ
ｼ
ｬ
ﾙ
ﾜ
ｰ
ｶ
ｰ

等
)

　
令

和
4
年

度
に

チ
ー

ム
を

立
ち

上
げ

8
月

か
ら

運
営

を
開

始
し

て
い

る
。

こ
の

活
動

を
一

層
進

め
て

、
多

職
種

連
携

に
よ

る
骨

粗
鬆

症
治

療
の

継
続

を
行

い
、

活
動

の
院

内
お

よ
び

院
外

へ
の

周
知

と
共

に
、

地
域

に
お

け
る

二
次

骨
折

予
防

を
担

い
た

い
。

　
現

在
地

域
で

の
骨

粗
鬆

症
患

者
に

対
す

る
治

療
率

は
2
0
％

台
で

あ
る

。
こ

の
比

率
を

上
げ

る
こ

と
に

よ
り

二
次

骨
折

を
予

防
し

、
骨

折
に

伴
う

介
護

・
寝

た
き

り
に

な
る

症
例

を
減

ら
し

、
地

域
住

民
の

健
康

寿
命

が
伸

び
る

効
果

が
得

ら
れ

る
こ

と
が

期
待

さ
れ

る
。

　
令

和
4
年

8
月

か
ら

運
営

を
開

始
し

た
時

点
で

、
大

腿
骨

近
位

部
骨

折
で

手
術

を
し

た
後

に
退

院
(
自

宅
・

回
復

期
病

院
・

施
設

)
す

る
症

例
の

9
0
％

以
上

は
、

骨
粗

鬆
症

の
治

療
を

継
続

、
ま

た
は

開
始

へ
の

介
入

が
で

き
て

い
る

。
　

し
か

し
退

院
後

の
通

院
の

困
難

さ
、

施
設

入
所

な
ど

に
よ

る
金

銭
的

な
問

題
か

ら
、

治
療

の
継

続
に

理
解

を
得

に
く

い
場

合
も

あ
り

、
治

療
の

重
要

性
に

つ
い

て
社

会
的

な
認

識
が

十
分

で
は

な
い

。
ま

た
当

院
だ

け
対

応
で

き
る

治
療

で
は

な
い

の
で

、
近

隣
の

開
業

の
先

生
と

の
連

携
を

ど
の

よ
う

に
深

め
て

い
く

か
が

こ
れ

か
ら

の
課

題
で

あ
る

。

①
F
L
S
チ

ー
ム

の
活

動
を

院
内

、
院

外
へ

周
知

を
進

め
る

②
当

院
と

開
業

の
先

生
と

の
連

携
の

強
化 ③

地
域

の
皆

様
へ

の
骨

粗
鬆

症
治

療
の

必
要

性
に

対
す

る
啓

蒙
活

動

○
○

○

①
F
L
S
活

動
の

充
実

(
定

期
的

な
会

議
を

開
く

こ
と

で
の

各
職

種
間

と
の

認
識

の
共

有
)

②
地

域
の

皆
様

へ
骨

粗
鬆

症
治

療
の

必
要

性
を

認
識

い
た

だ
く

定
期

的
な

講
演

5
0

⑫

美
容

外
科

診
療

拡
大

な
ら

び
に

検
診

セ
ン

タ
ー

と
の

コ
ラ

ボ
レ

ー
シ

ョ
ン

に
よ

る
ア

ン
チ

エ
イ

ジ
ン

グ
診

療
の

拡
大

(
美

容
外

科
)

蓄
熱

型
脱

毛
レ

ー
ザ

ー
導

入
に

よ
り

、
患

者
待

機
時

間
の

減
少

、
施

術
児

頭
通

の
減

弱
を

は
か

り
、

患
者

満
足

度
を

上
げ

る
。

健
診

セ
ン

タ
ー

と
の

コ
ラ

ボ
に

よ
る

ア
ン

チ
エ

イ
ジ

ン
グ

セ
ン

タ
ー

化
の

準
備

。

美
容

収
益

に
よ

る
病

院
の

財
政

健
全

運
営

へ
の

貢
献

。
形

成
外

科
と

美
容

外
科

を
持

つ
こ

と
に

よ
る

、
両

科
に

お
け

る
症

例
数

増
加

。
ア

ン
チ

エ
イ

ジ
ン

グ
ド

ッ
ク

開
設

に
よ

る
、

当
院

健
診

セ
ン

タ
ー

利
用

者
の

増
加

。

脱
毛

レ
ー

ザ
ー

希
望

の
患

者
数

は
依

然
増

加
し

て
お

り
、

ス
タ

ッ
フ

を
重

点
的

に
振

り
分

け
て

も
初

回
待

機
時

間
が

3
か

月
ほ

ど
あ

り
、

継
続

予
約

も
ま

ま
な

ら
な

い
。

新
規

機
器

の
導

入
を

引
き

続
き

計
画

す
る

と
と

も
に

、
使

用
し

て
い

る
機

器
の

更
新

を
視

野
に

入
れ

た
計

画
を

行
っ

て
い

く
。

〇
〇

〇

蓄
熱

型
脱

毛
レ

ー
ザ

ー
の

選
定

と
導

入
を

図
る

。

5
1

③

L
V
A
(
リ

ン
パ

管
細

静
脈

吻
合

)
手

術
と

チ
ー

ム
医

療
に

よ
る

リ
ン

パ
浮

腫
治

療
を

前
面

に
打

ち
出

し
、

リ
ン

パ
浮

腫
治

療
に

お
け

る
長

野
県

の
基

幹
施

設
と

な
る (
形

成
外

科
)

L
V
A
手

術
の

増
加

手
術

枠
の

再
編

に
よ

る
手

術
顕

微
鏡

の
有

効
活

用 リ
ン

パ
浮

腫
治

療
に

お
け

る
チ

ー
ム

医
療

の
有

用
性

の
広

報

リ
ン

パ
浮

腫
手

術
の

入
院

患
者

の
入

院
は

1
週

間
で

入
院

費
用

は
1
件

7
0
-

1
0
0
万

程
度

で
あ

り
、

件
数

の
増

加
に

伴
い

収
益

改
善

が
望

め
る

。
同

時
に

、
長

野
県

の
リ

ン
パ

浮
腫

治
療

の
中

心
と

な
る

こ
と

で
、

病
院

の
価

値
が

高
ま

る
。

チ
ー

ム
医

療
に

よ
る

リ
ン

パ
浮

腫
の

集
学

的
な

治
療

が
で

き
て

い
る

の
は

、
県

内
で

当
院

だ
け

で
あ

り
、

こ
の

点
を

強
調

し
、

病
院

と
し

て
も

広
報

な
ど

、
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
を

お
願

い
し

た
い

。

手
術

室
増

築
に

あ
た

り
、

手
術

枠
再

編
を

行
い

、
現

在
、

火
曜

と
木

曜
に

集
中

す
る

脳
外

、
脊

椎
、

形
成

の
手

術
枠

を
分

散
さ

せ
る

。
月

1
回

行
っ

て
い

る
、

リ
ン

パ
浮

腫
合

同
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

(
形

成
外

科
医

、
リ

ン
パ

浮
腫

指
導

技
能

士
、

リ
ハ

ビ
リ

P
T
,
放

射
線

技
師

)
を

継
続

し
、

手
術

に
よ

っ
て

Q
O
L
改

善
見

込
め

る
症

例
を

選
出

し
、

積
極

的
に

手
術

を
行

う
。

他
院

か
ら

の
紹

介
を

得
ら

れ
る

よ
う

、
学

会
発

表
、

論
文

作
成

な
ど

広
報

活
動

を
行

う
。

〇
〇

◎

L
V
A
手

術
の

学
会

活
動

を
通

し
て

、
当

院
の

L
V
A
知

名
度

は
上

が
っ

て
い

る
。

(
論

文
発

表
、

学
会

表
彰

、
北

信
越

地
方

会
の

長
野

県
代

表
世

話
人

な
ど

)
当

院
で

行
っ

て
い

る
チ

ー
ム

医
療

の
実

際
を

、
病

院
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

紹
介

す
る

。
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R
0
3
R
0
4
R
0
5

令
和

5
年

度
ま

で
の

目
標

達
成

に
向

け
て

の
取

組
事

項
令

和
5
年

度
取

組
事

項
№

区 分
取

組
項

目
(
担

当
部

署
)

令
和

5
年

度
ま

で
に

達
成

す
る

目
標

目
標

達
成

後
の

効
果

現
状

と
課

題
・

達
成

状
況

等
年

度
別

計
画

5
2

②

伊
那

、
諏

訪
、

飯
田

地
区

に
お

け
る

小
児

形
成

外
科

手
術

施
設

と
し

て
の

基
幹

施
設

化

(
形

成
外

科
)

伊
那

、
諏

訪
、

飯
田

地
区

の
小

児
形

成
手

術
を

主
に

当
院

で
行

え
る

体
制

の
整

備
　

南
信

地
区

の
患

者
が

こ
ど

も
病

院
ま

で
移

動
し

な
く

て
よ

い
環

境
整

備

小
児

形
成

外
科

手
術

や
、

レ
ー

ザ
ー

照
射

は
、

比
較

的
保

険
点

数
の

優
遇

が
あ

る
。

手
術

件
数

や
、

レ
ー

ザ
ー

実
施

件
数

の
増

加
は

、
病

院
経

営
に

寄
与

で
き

る
。

諏
訪

地
区

、
飯

田
地

区
の

地
域

基
幹

病
院

で
も

小
児

形
成

外
科

治
療

は
行

わ
れ

て
い

る
も

の
の

、
小

児
形

成
外

科
の

特
殊

性
ゆ

え
に

、
診

療
体

制
と

し
て

は
不

十
分

で
あ

る
。

長
野

県
の

地
理

的
特

性
に

鑑
み

、
当

院
に

伊
那

、
諏

訪
、

飯
田

地
区

の
小

児
形

成
外

科
を

集
約

す
る

こ
と

に
よ

り
、

患
者

さ
ん

の
治

療
レ

ベ
ル

を
高

め
、

同
時

に
こ

ど
も

病
院

と
の

す
み

わ
け

(
同

時
に

こ
ど

も
病

院
と

の
連

携
)
を

進
め

る
。

△
〇

〇

当
院

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
お

け
る

小
児

形
成

外
科

診
療

内
容

の
掲

示
準

備
。

こ
ど

も
病

院
と

の
連

携
シ

ス
テ

ム
構

築
の

準
備

開
始

。

5
3

⑨

美
容

外
科

の
教

育
施

設
と

し
て

の
機

能
展

開

(
美

容
外

科
)

長
野

県
の

形
成

外
科

医
が

美
容

診
療

を
学

べ
る

施
設

と
し

て
、

設
備

、
教

育
方

法
の

充
実

を
図

る
。

当
院

の
美

容
非

常
勤

医
師

や
常

勤
師

の
質

的
改

善
が

得
ら

れ
る

。
美

容
の

で
き

る
医

局
員

を
育

て
る

こ
と

で
、

信
州

大
医

局
か

ら
の

評
価

も
高

ま
る

。

現
在

、
長

野
県

で
美

容
外

科
専

門
医

資
格

を
有

す
る

医
師

が
い

る
の

は
当

院
だ

け
で

あ
る

。
今

ま
で

に
、

松
代

総
合

病
院

、
飯

田
市

立
病

院
の

美
容

診
療

立
ち

上
げ

に
協

力
し

て
き

た
。

し
か

し
な

が
ら

、
ま

だ
、

長
野

県
内

で
美

容
診

療
可

能
な

施
設

は
圧

倒
的

に
少

な
い

。

美
容

診
療

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
内

で
、

ミ
ニ

レ
ク

チ
ャ

ー
や

症
例

相
談

を
行

い
、

常
勤

医
の

美
容

診
療

教
育

を
充

実
さ

せ
て

い
る

。
医

学
生

、
研

修
医

に
も

、
診

療
の

場
に

同
席

さ
せ

る
こ

と
で

、
美

容
外

科
診

療
の

魅
力

を
伝

え
、

形
成

外
科

入
局

希
望

医
師

を
増

や
す

。
従

来
、

伝
承

に
よ

っ
て

行
わ

れ
て

き
た

指
導

形
態

を
、

可
能

な
も

の
に

つ
い

て
、

マ
ニ

ュ
ア

ル
化

す
る

。
他

院
か

ら
の

見
学

も
積

極
的

に
受

け
入

れ
る

。
当

院
で

美
容

外
科

を
行

い
た

い
先

生
が

増
え

る
よ

う
に

、
施

術
に

伴
う

常
勤

医
へ

の
手

当
を

病
院

に
要

求
す

る
。

〇
〇

◎

美
容

診
療

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
を

継
続

し
、

美
容

診
療

マ
ニ

ュ
ア

ル
作

成
の

準
備

を
開

始
す

る
。

5
4

③ ⑫

眼
瞼

形
成

外
科

診
療

の
拡

大

(
形

成
外

科
)

眼
瞼

形
成

外
科

患
者

数
の

増
加

、
手

術
件

数
の

増
加

を
図

る
｡

眼
瞼

下
垂

に
伴

う
、

不
定

愁
訴

の
改

善
に

よ
り

、
患

者
の

Q
O
L
が

あ
が

り
、

収
益

に
も

貢
献

で
き

る
。

眼
瞼

下
垂

手
術

に
よ

り
、

難
治

性
の

頭
痛

、
肩

こ
り

、
冷

え
性

、
羞

明
な

ど
、

多
く

の
病

状
が

改
善

す
る

こ
と

が
わ

か
っ

て
い

る
が

、
一

般
に

は
ま

だ
認

知
さ

れ
て

い
な

い
。

こ
れ

ら
の

症
状

は
、

Q
O
L
を

低
下

さ
せ

、
患

者
の

社
会

活
動

を
抑

制
す

る
。

老
人

性
の

下
眼

瞼
内

反
症

、
先

天
性

内
反

症
、

先
天

性
眼

瞼
下

垂
な

ど
、

診
療

拡
大

の
余

地
が

あ
る

。

学
会

活
動

、
地

域
で

の
講

演
会

や
広

報
な

ど
の

機
会

を
利

用
し

て
、

眼
瞼

形
成

外
科

の
啓

蒙
を

す
す

め
、

受
診

患
者

数
を

増
や

し
、

手
術

件
数

の
増

加
を

図
る

｡
△

〇
◎

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
お

い
て

眼
瞼

形
成

外
科

の
手

術
内

容
、

手
術

件
数

、
症

状
の

改
善

な
ど

に
つ

き
、

情
報

開
示

を
行

う
準

備
を

開
始

す
る

。
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R
0
3
R
0
4
R
0
5

令
和

5
年

度
ま

で
の

目
標

達
成

に
向

け
て

の
取

組
事

項
令

和
5
年

度
取

組
事

項
№

区 分
取

組
項

目
(
担

当
部

署
)

令
和

5
年

度
ま

で
に

達
成

す
る

目
標

目
標

達
成

後
の

効
果

現
状

と
課

題
・

達
成

状
況

等
年

度
別

計
画

5
5

① ③

救
急

セ
ン

タ
ー

と
の

連
携

に
よ

る
形

成
外

科
救

急
診

療
体

制
の

継
続

と
一

般
外

傷
対

応
方

法
の

変
更

(
形

成
外

科
)

令
和

2
年

度
ま

で
に

行
っ

て
き

た
救

急
対

応
に

つ
い

て
は

目
標

を
達

成
し

て
お

り
、

こ
れ

を
維

持
す

る
。

同
時

に
、

形
成

外
科

で
な

く
て

も
対

応
で

き
る

外
傷

に
つ

い
て

は
、

外
科

全
般

で
の

対
応

が
可

能
な

病
院

シ
ス

テ
ム

構
築

を
働

き
か

け
る

。

一
般

外
傷

に
形

成
外

科
医

が
最

善
の

治
療

を
行

う
と

、
人

件
費

、
糸

代
な

ど
の

経
費

が
増

し
、

正
確

な
コ

ス
ト

請
求

に
よ

り
、

病
院

負
担

は
増

大
す

る
た

め
、

外
科

医
誰

も
が

対
応

す
る

こ
と

で
コ

ス
ト

カ
ッ

ト
で

き
る

。
ま

た
、

一
般

外
傷

に
対

応
で

き
な

い
外

科
系

医
師

(
形

成
、

救
急

除
く

)
が

増
え

た
現

状
を

改
善

で
き

る
。

現
状

で
は

、
開

放
創

を
有

す
る

手
の

外
傷

は
切

断
指

を
含

め
て

、
形

成
外

科
が

対
応

し
て

い
る

。
熱

傷
、

壊
死

性
筋

膜
炎

、
顔

面
骨

骨
折

、
動

物
咬

傷
に

つ
い

て
も

救
急

部
か

ら
の

要
請

に
応

じ
て

い
る

。
一

般
的

な
切

り
傷

な
ど

、
外

傷
全

般
を

形
成

外
科

に
依

頼
す

る
誤

っ
た

院
内

の
風

潮
に

よ
り

、
手

術
を

中
断

し
て

の
対

応
、

予
約

の
美

容
診

療
の

中
断

な
ど

、
診

療
に

支
障

を
き

た
し

て
い

る
。

形
成

外
科

専
門

領
域

に
関

す
る

外
傷

に
つ

い
て

は
、

継
続

し
て

診
療

体
制

を
維

持
す

る
。

一
般

的
な

外
傷

に
つ

い
て

は
、

形
成

外
科

だ
け

で
な

く
、

外
科

系
全

般
(
若

手
中

心
に

外
科

系
当

番
医

を
決

め
て

も
良

い
と

思
う

)
の

医
師

が
、

外
来

受
付

時
間

外
(
形

成
外

科
に

関
し

て
は

1
0
：

3
0
以

降
の

受
付

)
は

、
患

者
を

診
療

で
き

る
体

制
の

構
築

を
病

院
に

要
求

し
て

い
く

。
具

体
的

に
は

病
院

か
ら

、
新

た
な

診
療

体
制

の
提

示
、

対
応

す
る

医
師

へ
の

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ
を

検
討

し
て

も
ら

う
。

△
〇

〇

誤
っ

た
風

潮
(
血

の
出

て
い

る
外

傷
は

形
成

外
科

)
を

是
正

す
る

た
め

に
、

一
般

外
傷

を
形

成
外

科
以

外
で

も
診

療
す

る
体

制
の

構
築

、
一

般
外

傷
を

見
た

医
師

へ
の

手
当

検
討

を
病

院
に

お
願

い
す

る
。

5
6

⑨

医
師

、
研

修
医

、
医

学
生

教
育 (
形

成
外

科
・

美
容

外
科

)

南
信

地
区

に
お

け
る

形
成

外
科

、
美

容
外

科
教

育
の

中
心

的
役

割
を

担
い

、
研

修
医

や
医

学
生

に
将

来
の

夢
を

与
え

た
い

。

伊
那

中
央

病
院

就
職

希
望

医
師

数
の

増
加

、
長

野
県

内
に

勤
務

す
る

研
修

医
の

増
加

が
期

待
さ

れ
る

｡

長
野

県
内

の
形

成
外

科
で

は
唯

一
美

容
外

科
研

修
が

可
能

で
あ

る
｡
当

院
の

特
色

で
あ

る
小

児
形

成
外

科
と

リ
ン

パ
管

手
術

、
美

容
外

科
に

つ
い

て
臨

床
研

修
、

臨
床

研
究

を
指

導
で

き
る

体
制

が
必

要
で

あ
る

｡

積
極

的
な

、
学

生
実

習
、

研
修

医
研

修
の

受
け

入
れ

を
維

持
す

る
。

実
習

、
研

修
中

に
、

実
際

の
手

術
執

刀
や

、
ミ

ニ
レ

ク
チ

ャ
ー

の
機

会
を

増
や

し
、

充
実

し
た

実
習

、
研

修
を

提
供

で
き

る
よ

う
に

す
る

。

〇
〇

〇

実
習

、
研

修
中

の
ミ

ニ
レ

ク
チ

ャ
ー

を
開

始
す

る
。

5
7

⑭

医
師

の
労

働
環

境
整

備

(
形

成
外

科
)

有
給

休
暇

の
積

極
的

取
得

と
個

々
の

医
師

の
状

況
に

応
じ

た
働

き
方

の
検

討

医
師

の
労

働
環

境
の

改
善

国
の

急
激

な
制

度
変

更
に

伴
い

、
夏

季
休

暇
を

有
給

休
暇

と
し

て
取

得
し

た
り

、
実

際
に

は
勤

務
し

た
日

に
有

給
休

暇
を

申
請

し
て

い
る

実
情

が
あ

る
。

男
性

医
師

の
育

休
は

も
ち

ろ
ん

、
女

医
の

結
婚

や
出

産
に

伴
う

休
暇

、
病

期
に

伴
う

休
暇

さ
え

も
、

取
り

に
く

い
状

況
で

あ
る

。

有
給

休
暇

に
つ

い
て

は
、

国
の

方
針

に
従

い
、

計
画

的
に

取
得

す
る

よ
う

、
指

導
し

、
上

司
が

積
極

的
に

有
給

休
暇

を
取

得
し

て
、

部
下

が
休

み
や

す
い

環
境

整
備

を
行

う
。

不
測

の
事

態
に

よ
る

医
師

労
働

力
の

減
少

が
生

じ
た

場
合

、
従

来
は

働
け

る
医

師
の

頑
張

り
で

し
の

い
で

き
た

が
、

今
後

は
診

療
制

限
、

手
術

キ
ャ

ン
セ

ル
な

ど
で

の
対

応
を

検
討

す
る

。

〇
〇

〇

計
画

的
な

休
暇

取
得

を
推

進
指

導
す

る
。

5
8

③

手
術

治
療

の
拡

充 (
脳

神
経

外
科

)

手
術

治
療

の
拡

充
手

術
室

運
営

改
善

の
た

め
の

提
案

患
者

数
の

増
加

が
期

待
で

き
る

｡
年

間
手

術
件

数
は

県
内

で
有

数
と

な
る

｡
し

か
し

手
術

枠
の

確
保

が
困

難
で

あ
り

、
予

定
手

術
待

ち
期

間
が

長
期

化
し

て
い

る
｡
ま

た
、

労
働

負
担

が
激

増
し

て
い

る
｡

手
術

枠
拡

大
、

手
術

ス
タ

ッ
フ

増
員

の
提

案
、

手
術

室
拡

張
･
改

修
(
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
手

術
室

整
備

)
の

検
討

、
手

術
設

備
充

実
の

必
要

性
あ

り
、

件
数

に
相

応
し

い
設

備
を

整
え

る
｡

○
○

○

手
術

枠
拡

大
手

術
ス

タ
ッ

フ
の

増
員

、
専

門
ス

タ
ッ

フ
の

育
成

設
備

の
充

実
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R
0
3
R
0
4
R
0
5

令
和

5
年

度
ま

で
の

目
標

達
成

に
向

け
て

の
取

組
事

項
令

和
5
年

度
取

組
事

項
№

区 分
取

組
項

目
(
担

当
部

署
)

令
和

5
年

度
ま

で
に

達
成

す
る

目
標

目
標

達
成

後
の

効
果

現
状

と
課

題
・

達
成

状
況

等
年

度
別

計
画

5
9

②

人
員

増
員

要
請

(
脳

神
経

外
科

)

機
能

集
約

化
に

伴
う

人
員

整
理

人
員

増
員

要
請

研
修

医
募

集
研

修
実

習
生

の
受

け
入

れ

人
員

の
確

保
に

よ
り

医
療

の
充

実
が

図
ら

れ
る

｡
現

状
で

の
人

員
配

置
は

大
ま

か
に

医
療

圏
レ

ベ
ル

で
の

医
師

数
を

勘
定

し
て

い
る

が
、

医
師

年
齢

、
労

働
の

質
、

診
療

内
容

が
必

ず
し

も
反

映
さ

れ
て

い
な

い
｡

現
状

で
は

専
門

医
2
名

と
非

専
門

医
1
名

で
あ

り
、

実
際

の
活

動
を

考
慮

す
る

と
も

う
少

し
増

員
が

欲
し

い
｡

活
動

が
県

内
で

す
ら

認
知

さ
れ

て
い

な
い

｡

病
院

間
の

機
能

分
担

の
明

瞭
化

、
あ

る
い

は
対

応
可

能
領

域
の

確
認

を
取

る
た

め
の

病
院

間
連

絡
を

と
っ

て
い

く
｡

単
に

手
術

件
数

の
み

で
な

く
学

会
研

究
報

告
も

行
う

よ
う

に
ア

ピ
ー

ル
し

て
い

く
｡
学

会
参

加
、

発
表

な
ど

で
大

学
に

ア
ピ

ー
ル

す
る

｡

○
○

○

広
報

の
展

開
と

学
習

会
の

実
施

6
0

②

労
働

環
境

の
抜

本
的

な
改

革

(
脳

神
経

外
科

)

労
働

環
境

の
抜

本
的

な
改

革
時

間
外

勤
務

の
軽

減

勤
務

形
態

を
見

直
す

こ
と

に
よ

り
医

師
の

負
担

軽
減

が
図

ら
れ

る
｡

現
状

で
か

な
り

の
努

力
を

し
て

お
り

、
手

術
件

数
の

割
に

は
時

間
外

勤
務

が
極

め
て

少
な

い
｡
(
手

術
件

数
は

一
般

施
設

の
5
倍

以
上

行
っ

て
お

り
、

時
間

外
は

制
限

内
も

し
く

は
他

科
医

師
よ

り
少

な
い

｡
)

労
働

環
境

と
し

て
脳

外
科

は
2
4
時

間
呼

び
出

し
緊

急
対

応
可

能
を

標
榜

し
て

い
る

た
め

、
個

人
負

担
が

大
き

い
｡
S
C
U
運

営
の

た
め

の
義

務
的

当
直

の
数

も
極

め
て

多
い

｡
　

ま
た

勤
務

日
別

の
診

療
報

酬
差

が
あ

る
こ

と
が

判
明

し
て

お
り

是
正

が
必

要
で

あ
る

｡
特

に
休

日
就

労
は

週
末

時
担

当
者

の
負

担
が

大
き

い
｡
　

上
級

医
師

の
高

齢
化

も
考

慮
す

る
必

要
あ

り
。

労
働

形
態

を
救

急
科

の
よ

う
な

当
番

制
勤

務
と

し
、

合
わ

せ
て

通
常

勤
務

時
間

内
の

業
務

に
関

し
て

は
適

宜
時

間
外

と
し

て
義

務
を

果
た

す
よ

う
に

し
て

い
く

こ
と

で
勤

務
時

間
の

集
約

化
を

図
り

、
休

日
等

を
確

保
し

や
す

く
す

る
｡
休

前
日

勤
務

は
実

質
翌

日
半

日
を

無
償

労
働

提
供

し
て

い
る

実
態

を
解

決
す

る
必

要
が

あ
る

｡
(
報

酬
な

ど
)

○
○

○

労
働

形
態

改
革

の
提

案
実

行

6
1

②

脳
血

管
内

治
療

の
充

実

(
脳

神
経

外
科

)

血
管

内
治

療
部

門
の

設
立

血
管

内
治

療
が

可
能

で
急

性
期

血
栓

回
収

に
対

応
し

て
い

る
施

設
と

し
て

治
療

対
象

地
域

が
拡

大
す

る
｡

血
管

内
治

療
の

可
能

な
設

備
が

整
え

ら
れ

つ
つ

あ
る

が
、

血
管

内
治

療
医

が
1

人
で

あ
る

た
め

現
実

的
に

は
対

応
が

制
限

さ
れ

か
ね

な
い

｡
　

血
栓

回
収

に
は

専
門

医
が

参
与

し
て

お
り

負
担

が
大

き
い

。

血
管

内
治

療
を

取
得

で
き

る
体

制
を

整
え

、
人

員
を

確
保

す
る

｡
血

管
内

治
療

部
門

を
組

織
し

て
体

制
の

強
化

を
図

る
｡

治
療

部
門

で
指

導
医

育
成

と
研

修
医

を
受

け
入

れ
る

｡

◎
⇒

⇒

血
管

内
治

療
部

門
の

検
討

6
2

②

神
経

内
視

鏡
セ

ン
タ

ー
の

設
立

(
脳

神
経

外
科

)

内
視

鏡
専

門
医

の
招

聘
と

資
格

獲
得

治
療

選
択

の
拡

大
と

対
象

疾
患

の
拡

大
　

人
員

確
保

に
よ

る
利

用
体

制
の

充
実

神
経

内
視

鏡
と

外
市

況
が

整
備

さ
れ

て
い

る
施

設
は

当
院

の
み

で
あ

る
。

大
学

か
ら

神
経

内
視

鏡
専

門
医

の
獲

得
お

よ
び

　
神

経
内

視
鏡

セ
ン

タ
ー

の
設

立
○

〇
〇

人
員

確
保

　
大

学
と

の
連

携
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R
0
3
R
0
4
R
0
5

令
和

5
年

度
ま

で
の

目
標

達
成

に
向

け
て

の
取

組
事

項
令

和
5
年

度
取

組
事

項
№

区 分
取

組
項

目
(
担

当
部

署
)

令
和

5
年

度
ま

で
に

達
成

す
る

目
標

目
標

達
成

後
の

効
果

現
状

と
課

題
・

達
成

状
況

等
年

度
別

計
画

6
3

②

脳
卒

中
セ

ン
タ

ー
の

運
用

と
発

展

(
脳

卒
中

セ
ン

タ
ー

)

脳
卒

中
セ

ン
タ

ー
の

順
調

な
運

用
と

発
展

外
来

部
門

の
移

転

よ
り

多
く

の
脳

卒
中

患
者

及
び

脳
血

管
疾

患
患

者
が

来
院

す
る

｡
多

く
の

症
例

治
療

実
績

を
上

げ
る

こ
と

に
よ

り
、

指
導

医
資

格
が

得
ら

れ
る

｡

脳
卒

中
治

療
は

科
を

越
え

て
行

わ
れ

る
べ

き
で

あ
り

、
関

係
部

署
と

の
ボ

ー
ダ

ー
レ

ス
の

連
携

が
必

要
で

あ
る

｡

脳
卒

中
セ

ン
タ

ー
の

運
用

･
発

展
セ

ン
タ

ー
内

に
内

科
部

門
･
外

科
部

門
･

血
管

内
治

療
部

門
を

設
置

脳
卒

中
治

療
の

ス
タ

ン
ダ

ー
ド

化
院

内
外

へ
の

啓
発

脳
神

経
血

管
内

治
療

の
指

導
施

設
と

す
る

｡

○
○

○

院
内

外
へ

の
啓

発
活

動
勉

強
会

･
講

演
会

の
開

催

6
4

②

院
内

連
携

の
強

化 (
脳

卒
中

セ
ン

タ
ー

)

院
内

診
療

連
携

の
強

化
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
充

実

院
内

で
の

連
携

が
強

化
さ

れ
る

こ
と

に
よ

り
、

よ
り

良
い

医
療

の
提

供
が

図
ら

れ
る

｡

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
を

行
い

情
報

集
約

し
て

い
る

｡
回

復
期

へ
の

移
行

、
療

養
へ

の
移

行
に

際
し

、
リ

ハ
ビ

リ
の

マ
ン

ネ
リ

化
が

見
ら

れ
る

｡

救
命

救
急

セ
ン

タ
ー

と
連

携
リ

ハ
ビ

リ
運

営
面

か
ら

の
評

価
介

入
を

提
案

○
○

○

救
命

救
急

セ
ン

タ
ー

と
連

携
定

期
勉

強
会

の
開

催

6
5

②

画
像

診
断

技
術

の
向

上
お

よ
び

遠
隔

診
断

(
脳

卒
中

セ
ン

タ
ー

)

画
像

診
断

技
術

の
向

上
お

よ
び

遠
隔

診
断

画
像

の
遠

隔
診

断
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

現
場

の
負

担
軽

減
が

図
ら

れ
る

｡

携
帯

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
の

利
用

に
よ

り
、

守
秘

状
況

を
維

持
し

な
が

ら
遠

隔
で

画
像

確
認

を
行

う
こ

と
が

可
能

と
な

っ
て

い
る

｡
臨

床
判

定
、

手
術

適
応

、
人

員
確

保
に

有
効

で
あ

る
｡

よ
り

簡
易

か
つ

安
全

な
シ

ス
テ

ム
へ

の
移

行
に

よ
り

負
担

軽
減

を
目

指
す

｡

○
○

○

よ
り

簡
易

か
つ

安
全

な
シ

ス
テ

ム
へ

の
移

行

6
6

②

血
栓

回
収

治
療

の
充

実

(
脳

卒
中

セ
ン

タ
ー

)

血
栓

回
収

委
の

増
員

登
録

血
栓

回
収

治
療

に
お

け
る

個
人

負
担

の
軽

減
が

図
れ

る

血
栓

回
収

療
法

に
つ

い
て

は
デ

バ
イ

ス
の

進
歩

も
あ

り
専

門
医

が
に

参
加

し
て

い
る

状
態

で
負

担
面

か
ら

考
え

る
と

望
ま

し
く

な
い

。
血

栓
回

収
に

関
す

る
当

番
制

の
確

立
と

負
担

軽
減

が
必

要
で

あ
る

。

血
栓

回
収

の
当

番
制

の
確

立
。

　
急

性
期

脳
梗

塞
治

療
の

負
担

軽
減

。

〇
〇

〇

血
栓

回
収

当
番

表
作

成

6
7

②

脳
卒

中
部

門
の

強
化

(
脳

卒
中

セ
ン

タ
ー

)

S
C
U
拡

充
･
機

能
改

善
脳

卒
中

患
者

へ
の

よ
り

良
い

医
療

の
提

供
が

図
ら

れ
る

｡
患

者
数

の
増

加
が

期
待

で
き

る
｡

S
C
U
は

現
在

1
2
床

で
運

用
し

て
お

り
、

在
院

日
数

は
1
0
日

～
1
1
日

で
あ

る
｡

繁
忙

期
は

在
院

日
数

が
8
日

程
度

ま
で

に
な

る
が

、
夏

場
は

1
2
日

を
超

え
る

な
ど

季
節

的
な

幅
が

あ
る

｡
　

セ
ン

タ
ー

機
能

は
十

分
果

た
し

て
い

る
が

今
後

は
柔

軟
な

対
応

が
必

要
と

な
る

だ
ろ

う
｡

全
体

病
床

の
バ

ラ
ン

ス
を

崩
す

こ
と

な
く

、
将

来
的

な
ベ

ッ
ド

数
を

把
握

し
た

上
で

の
増

床
や

病
棟

改
修

を
提

案
す

る
｡

事
務

員
に

よ
り

年
度

別
、

地
域

別
、

季
節

別
と

い
っ

た
他

因
子

の
分

析
を

行
い

、
有

効
な

脳
卒

中
対

策
を

と
っ

て
い

く
｡

労
働

負
担

軽
減

案
を

立
案

す
る

｡
組

織
図

へ
の

部
門

明
瞭

化
、

広
域

へ
の

活
動

宣
伝

、
客

観
的

評
価

の
実

施

○
○

○

段
階

的
増

床
、

病
棟

改
修

の
検

討
患

者
解

析
の

実
施

労
働

負
担

軽
減

策
の

立
案

別 -20



R
0
3
R
0
4
R
0
5

令
和

5
年

度
ま

で
の

目
標

達
成

に
向

け
て

の
取

組
事

項
令

和
5
年

度
取

組
事

項
№

区 分
取

組
項

目
(
担

当
部

署
)

令
和

5
年

度
ま

で
に

達
成

す
る

目
標

目
標

達
成

後
の

効
果

現
状

と
課

題
・

達
成

状
況

等
年

度
別

計
画

6
8

⑧

地
域

連
携

の
強

化 (
脳

卒
中

セ
ン

タ
ー

)

上
伊

那
医

療
圏

で
の

役
割

分
担

化
脳

卒
中

パ
ス

の
運

用

近
隣

の
医

療
機

関
と

の
役

割
分

担
を

明
確

に
す

る
こ

と
に

よ
り

、
連

携
の

強
化

が
図

ら
れ

る
｡

円
滑

な
脳

卒
中

パ
ス

の
運

用
に

よ
り

、
よ

り
良

い
医

療
の

提
供

が
図

ら
れ

る
｡

現
在

は
生

協
病

院
に

広
く

受
け

入
れ

て
も

ら
っ

て
い

る
が

、
同

時
に

そ
れ

以
外

の
選

択
肢

が
な

い
の

も
事

実
で

あ
り

、
1
病

院
へ

の
依

存
が

高
ま

る
の

は
危

険
と

考
え

て
い

る
｡

近
隣

医
療

機
関

へ
役

割
分

担
に

つ
い

て
呼

び
か

け
て

い
る

が
、

反
応

が
少

な
い

｡
ま

た
、

生
協

病
院

も
し

く
は

近
隣

開
業

医
へ

の
紹

介
と

同
時

に
脳

卒
中

パ
ス

を
渡

し
て

い
る

が
、

回
収

率
が

低
い

｡

近
隣

へ
の

分
担

確
認

ア
ン

ケ
ー

ト
等

の
方

式
で

の
役

割
確

認
、

分
担

明
瞭

化
を

提
案

す
る

｡
パ

ス
関

連
病

院
、

広
域

で
の

パ
ス

受
け

入
れ

を
し

て
も

ら
え

る
回

復
期

病
院

を
開

拓
す

る
｡

パ
ス

は
本

来
自

動
的

に
回

収
さ

れ
て

く
る

が
ど

こ
か

で
滞

っ
て

い
る

場
合

も
あ

る
と

考
え

ら
れ

る
の

で
、

こ
れ

を
追

跡
す

る
｡

○
○

○

分
担

確
認

ア
ン

ケ
ー

ト
の

実
施

分
担

明
瞭

化
の

提
案

パ
ス

の
追

跡

6
9

②

リ
ハ

ビ
リ

体
制

の
充

実

(
脳

卒
中

セ
ン

タ
ー

)

リ
ハ

ビ
リ

技
士

の
体

制
維

持
職

員
体

制
に

応
じ

た
収

益
の

確
保

人
員

が
減

少
し

た
場

合
、

急
性

期
部

門
で

の
リ

ハ
ビ

リ
を

基
準

上
限

ま
で

取
れ

な
く

な
る

上
限

の
9
単

位
ま

で
取

れ
る

人
員

を
確

保
、

維
持

す
る

○
○

○

リ
ハ

ビ
リ

技
士

の
確

保
、

維
持

7
0

②

救
護

率
向

上
の

た
め

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
整

備

(
脳

卒
中

セ
ン

タ
ー

)

脳
卒

中
通

信
網

の
整

備
迅

速
な

準
備

に
よ

り
高

い
救

護
率

の
達

成
を

目
指

す
｡

一
刻

を
争

う
治

療
に

即
時

対
応

す
べ

く
、

発
生

状
況

の
情

報
を

迅
速

に
集

約
す

る
必

要
が

あ
る

｡

脳
卒

中
発

信
端

末
を

各
診

療
所

等
に

配
置

し
、

情
報

が
得

ら
れ

し
だ

い
治

療
準

備
を

開
始

す
る

｡
○

○
○

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

化
の

検
討

7
1

② ⑧

病
院

間
連

携
の

強
化

(
脳

卒
中

セ
ン

タ
ー

)

関
連

中
堅

病
院

に
お

け
る

端
末

で
の

情
報

伝
達

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
作

成

早
期

の
情

報
伝

達
に

よ
り

治
療

開
始

時
期

の
短

縮
化

、
治

療
準

備
の

迅
速

化
が

図
れ

る
｡

遠
方

病
院

、
特

に
木

曽
、

辰
野

な
ど

か
ら

の
患

者
は

治
療

タ
イ

ミ
ン

グ
を

逃
し

て
い

る
症

例
も

多
い

｡

ま
ず

木
曽

、
辰

野
あ

る
い

は
生

協
病

院
に

端
末

を
置

い
て

の
運

用
実

験
を

行
い

有
効

性
を

検
証

す
る

｡
◎

⇒
⇒

情
報

伝
達

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
有

効
性

の
検

証

7
2

⑥ ⑧

脳
卒

中
情

報
の

伝
達

、
逆

紹
介

率
の

向
上

(
脳

卒
中

セ
ン

タ
ー

)

パ
ス

の
継

続
、

改
善

逆
紹

介
推

進
部

署
の

設
置

情
報

の
一

元
化

逆
紹

介
率

の
向

上
パ

ス
を

渡
す

が
、

直
接

紹
介

し
て

い
る

診
療

所
に

は
返

還
義

務
が

な
い

｡
逆

紹
介

を
勧

め
て

も
断

ら
れ

る
た

め
、

説
得

に
労

力
と

時
間

を
取

ら
れ

る
｡

逆
紹

介
推

進
部

署
を

独
立

化
し

、
相

談
所

の
よ

う
な

形
で

そ
こ

に
紹

介
し

て
適

正
な

診
療

所
開

業
医

を
選

定
紹

介
し

て
も

ら
う

｡
◎

⇒
⇒

逆
紹

介
推

進
部

署
の

設
置

7
3

⑥

脳
卒

中
発

症
予

防
と

啓
発

(
脳

卒
中

セ
ン

タ
ー

)

市
民

講
座

の
開

設
(
完

全
オ

ー
プ

ン
)

市
民

へ
の

脳
卒

中
予

防
、

早
期

治
療

へ
の

啓
発

ま
だ

広
く

脳
卒

中
情

報
が

浸
透

し
て

い
な

い
一

方
、

公
開

講
座

を
院

内
開

催
し

た
場

合
は

リ
ピ

ー
タ

ー
が

中
心

と
な

り
が

ち
で

あ
る

｡

市
民

講
座

の
年

1
回

開
催

院
内

で
の

オ
ー

プ
ン

勉
強

会
を

開
催

す
る

｡
I
S
C
便

り
を

作
成

し
、

地
域

に
向

け
て

情
報

を
発

信
す

る
｡

○
○

○

感
染

状
況

に
応

じ
脳

卒
中

市
民

講
座

の
検

討
院

内
勉

強
会

の
開

催
I
S
C
便

り
の

作
成
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R
0
3
R
0
4
R
0
5

令
和

5
年

度
ま

で
の

目
標

達
成

に
向

け
て

の
取

組
事

項
令

和
5
年

度
取

組
事

項
№

区 分
取

組
項

目
(
担

当
部

署
)

令
和

5
年

度
ま

で
に

達
成

す
る

目
標

目
標

達
成

後
の

効
果

現
状

と
課

題
・

達
成

状
況

等
年

度
別

計
画

7
4

① ⑤

病
棟

運
用

の
適

正
化

お
よ

び
効

率
化

(
脳

卒
中

セ
ン

タ
ー

)

病
棟

再
編

、
人

員
配

置
病

棟
管

理
の

効
率

化
脳

卒
中

患
者

の
移

動
過

程
で

3
階

西
病

棟
の

他
科

患
者

が
押

し
出

さ
れ

る
可

能
性

が
あ

り
、

必
要

な
設

備
人

員
に

変
更

が
必

要
に

な
る

｡

ニ
ー

ズ
を

検
証

し
、

必
要

設
備

の
設

置
(
6
階

へ
の

シ
ャ

ワ
ー

ベ
ッ

ド
設

置
等

)

◎
⇒

⇒

必
要

設
備

の
検

証

7
5

③

学
術

的
研

究
の

充
実

(
脳

卒
中

セ
ン

タ
ー

)

学
会

発
表

、
脳

卒
中

関
連

学
会

へ
の

参
加

最
新

の
脳

卒
中

治
療

へ
の

理
解

と
早

期
導

入
の

必
要

性
を

理
解

す
る

｡

多
く

の
学

会
が

あ
る

た
め

、
看

護
師

･
コ

メ
デ

ィ
カ

ル
の

参
加

を
推

進
し

始
め

た
｡

脳
卒

中
学

会
、

脳
神

経
外

科
学

会
、

神
経

学
会

、
電

気
生

理
学

会
等

に
発

表
を

含
め

て
2
人

ほ
ど

の
参

画
予

算
を

確
保

し
、

参
加

を
認

め
る

｡
◎

⇒
⇒

学
会

へ
の

参
画

7
6

③

院
内

に
お

け
る

脳
卒

中
治

療
の

周
知

(
脳

卒
中

セ
ン

タ
ー

)

脳
卒

中
認

定
看

護
師

･
技

師
の

育
成

(
2
～

3
人

)
脳

卒
中

の
正

し
い

知
識

と
観

察
点

が
周

知
さ

れ
る

こ
と

で
安

全
確

実
な

医
療

が
実

践
で

き
る

｡

多
く

の
人

員
配

置
換

え
が

繰
り

返
さ

れ
る

中
で

、
治

療
の

基
本

と
な

る
観

察
点

や
注

意
点

な
ど

の
再

指
導

を
繰

り
返

し
行

わ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
｡

認
定

看
護

師
に

選
定

で
き

る
だ

け
の

人
員

の
確

保
勉

強
会

へ
の

参
加

◎
⇒

⇒

看
護

師
･
技

師
の

確
保

7
7

②

呼
吸

器
セ

ン
タ

ー
(
仮

称
)
の

創
設

(
呼

吸
器

外
科

、
呼

吸
器

内
科

)

が
ん

診
療

に
つ

い
て

、
診

断
か

ら
内

科
的

治
療

、
外

科
的

治
療

、
集

学
的

治
療

の
シ

ー
ム

レ
ス

な
提

供
を

図
る

｡

内
科

、
外

科
の

枠
を

取
り

払
い

、
医

療
ス

タ
ッ

フ
が

情
報

共
有

し
、

集
学

的
な

が
ん

治
療

を
提

供
で

き
る

｡

①
内

科
、

外
科

の
枠

を
取

り
払

い
、

医
療

ス
タ

ッ
フ

が
情

報
共

有
し

、
集

学
的

な
が

ん
治

療
を

提
供

で
き

る
。

②
放

射
線

診
断

科
、

放
射

線
治

療
科

と
の

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
を

開
始

し
た

①
呼

吸
器

セ
ン

タ
ー

(
仮

称
)
の

創
設

準
備 ②

地
域

連
携

パ
ス

の
推

進
③

呼
吸

器
内

科
、

外
科

医
増

員
④

在
宅

緩
和

ケ
ア

の
推

進
△

〇
〇

①
呼

吸
器

セ
ン

タ
ー

創
設

へ
の

準
備

②
呼

吸
器

内
科

医
の

増
員 ③

呼
吸

器
外

科
医

増
員

達
成

7
8

②

気
管

支
鏡

お
よ

び
術

中
ナ

ビ
ゲ

ー
シ

ョ
ン

シ
ス

テ
ム

導
入

(
呼

吸
器

外
科

)

①
3
D
 
画

像
を

用
い

た
安

全
な

手
術

遂
行

②
気

管
支

鏡
ナ

ビ
ゲ

ー
シ

ョ
ン

シ
ス

テ
ム

①
3
D
 
画

像
を

用
い

た
安

全
な

手
術

遂
行

②
気

管
支

鏡
検

査
を

安
全

に
遂

行
し

、
診

断
率

を
向

上
さ

せ
る

①
現

在
の

画
像

処
理

シ
ス

テ
ム

は
画

像
処

理
は

煩
雑

で
、

医
師

、
放

射
線

技
師

に
多

大
な

負
担

が
か

か
っ

て
い

る
②

気
管

支
鏡

検
査

の
診

断
率

を
向

上
さ

せ
る

｡

①
画

像
処

理
支

援
ソ

フ
ト

の
導

入
②

超
音

波
内

視
鏡

シ
ス

テ
ム

の
導

入

△
△

〇

①
新

し
い

微
小

肺
癌

同
定

法
の

検
討

②
画

像
処

理
支

援
ソ

フ
ト

の
検

討

7
9

②

ロ
ボ

ッ
ト

手
術

の
発

展

(
呼

吸
器

外
科

)

ロ
ボ

ッ
ト

手
術

に
お

け
る

適
応

拡
大

(
肺

葉
切

除
術

)

①
よ

り
安

全
、

精
密

な
手

術
が

提
供

で
き

る
②

患
者

増
加

、
外

科
医

増
加

に
つ

な
が

る

①
南

信
地

区
で

は
諏

訪
赤

十
字

病
院

が
導

入
②

H
2
9
.
1
.
1
付

け
で

有
資

格
者

の
呼

吸
器

外
科

が
赴

任
③

肺
悪

性
腫

瘍
手

術
、

縦
隔

腫
瘍

手
術

で
保

険
適

応
④

施
設

基
準

を
満

た
す

①
術

者
増

員
→

達
成

②
手

術
助

手
、

手
術

ス
タ

ッ
フ

の
育

成
③

症
例

数
の

増
加

④
安

全
に

手
術

を
遂

行
す

る
〇

〇
◎

①
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

の
充

実
②

手
術

助
手

、
手

術
ス

タ
ッ

フ
の

育
成
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R
0
3
R
0
4
R
0
5

令
和

5
年

度
ま

で
の

目
標

達
成

に
向

け
て

の
取

組
事

項
令

和
5
年

度
取

組
事

項
№

区 分
取

組
項

目
(
担

当
部

署
)

令
和

5
年

度
ま

で
に

達
成

す
る

目
標

目
標

達
成

後
の

効
果

現
状

と
課

題
・

達
成

状
況

等
年

度
別

計
画

8
0

⑤

地
域

企
業

と
の

医
工

連
携

の
推

進 (
呼

吸
器

外
科

、
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
)

地
域

の
企

業
と

連
携

し
た

医
療

器
具

、
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
器

具
、

ソ
フ

ト
開

発

①
伊

那
谷

発
の

医
療

器
具

、
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
器

具
、

ソ
フ

ト
の

発
信

従
来

病
院

、
企

業
の

ニ
ー

ズ
や

シ
ー

ズ
を

ま
と

め
る

機
会

が
皆

無
で

あ
っ

た
が

、
医

療
連

携
に

つ
い

て
検

討
す

る
場

が
発

足
し

た

①
医

療
機

器
開

発
②

医
療

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

機
器

開
発

③
医

療
に

関
す

る
ソ

フ
ト

(
手

術
ア

ー
カ

イ
ブ

等
)
開

発
④

地
域

、
全

国
へ

の
発

信
、

広
報

〇
◎

⇒

①
開

発
等

医
工

連
携

を
活

発
に

す
る

②
定

期
的

な
勉

強
会

の
開

催
③

地
域

、
全

国
へ

の
発

信
、

広
報

8
1

②

現
在

の
診

療
体

制
の

維
持

(
乳

腺
内

分
泌

外
科

)

乳
癌

、
甲

状
腺

癌
に

対
す

る
標

準
的

診
療

の
維

持

伊
那

地
域

で
し

か
治

療
で

き
な

い
患

者
に

対
し

、
標

準
に

近
い

診
療

を
可

能
に

す
る

｡

常
勤

医
は

1
名

で
対

応
し

て
い

る
。

手
術

は
信

州
大

学
乳

腺
内

分
泌

外
科

か
ら

の
パ

ー
ト

医
師

と
行

っ
て

い
る

。
当

面
の

間
、

信
州

大
学

か
ら

の
常

勤
医

の
派

遣
は

困
難

と
予

想
さ

れ
る

。

現
状

の
維

持
を

目
標

に
す

る
。

◎
◎

⇒

現
状

の
維

持

8
2

②

医
師

の
常

勤
化

(
心

臓
血

管
外

科
)

心
臓

血
管

外
科

医
の

診
療

時
間

の
増

及
び

常
勤

化

心
臓

血
管

疾
病

患
者

の
さ

ら
な

る
救

命
率

の
向

上
が

図
ら

れ
る

｡

心
臓

血
管

疾
患

治
療

を
充

実
し

た
も

の
に

す
る

た
め

に
は

心
臓

手
術

を
行

う
心

臓
血

管
外

科
医

の
常

勤
化

が
必

要
で

あ
る

｡
現

在
非

常
勤

医
師

に
よ

る
週

1
回

の
外

来
診

療
を

行
っ

て
い

る
が

、
外

来
に

お
け

る
術

前
･
術

後
管

理
が

週
1
回

で
は

収
ま

ら
な

く
な

り
つ

つ
あ

る
｡

心
臓

血
管

外
科

医
の

常
勤

化
を

図
り

、
中

南
信

地
区

に
お

け
る

外
来

心
臓

血
管

外
科

セ
ン

タ
ー

の
構

築
△

△
○

外
来

枠
の

増
強

(
週

1
→

週
2
)

8
3

②

良
質

な
医

療
の

提
供

(
皮

膚
科

)

N
A
R
R
O
W
-
B
A
N
D
 
U
V
B
療

法
の

推
進

収
益

の
改

善
患

者
の

Q
O
L
の

改
善

患
者

数
が

多
す

ぎ
て

要
望

に
応

じ
切

れ
な

い
状

況
で

あ
る

｡
看

護
師

の
増

員

○
○

○

看
護

師
の

増
員

8
4

②

前
立

腺
ロ

ボ
ッ

ト
手

術
の

標
準

化 (
泌

尿
器

科
)

ロ
ボ

ッ
ト

前
立

腺
手

術
を

年
間

3
0
例

施
行

ロ
ボ

ッ
ト

手
術

は
よ

り
身

近
な

安
全

な
手

術
で

あ
る

こ
と

が
周

知
さ

れ
る

。

年
間

3
0
例

以
上

は
現

状
の

泌
尿

器
科

二
人

体
制

で
は

、
達

成
困

難
と

考
え

ら
れ

る
。

手
術

が
安

定
し

た
と

こ
ろ

で
周

辺
地

域
へ

の
広

報
す

る
。

○
○

○

6
か

月
で

1
0
例

の
症

例
を

施
行

し
、

保
険

請
求

で
き

る
よ

う
に

す
る

。

8
5

②

診
療

体
制

の
充

実 (
泌

尿
器

科
)

泌
尿

器
科

医
師

の
増

員
医

師
の

負
担

軽
減

が
図

ら
れ

、
多

く
の

患
者

に
良

質
な

医
療

を
提

供
す

る
こ

と
が

で
き

る
｡

常
勤

医
2
名

体
制

で
は

患
者

を
十

分
に

引
き

受
け

る
こ

と
が

で
き

な
い

｡
医

師
の

負
担

が
増

大
し

て
い

る
｡
ま

た
ロ

ボ
ッ

ト
前

立
腺

手
術

の
症

例
増

加
に

も
必

要
で

あ
る

。

信
州

大
学

医
学

部
へ

医
師

派
遣

依
頼

を
引

き
続

き
継

続
す

る
と

と
も

に
、

他
大

学
ま

た
は

病
院

か
ら

の
医

師
研

修
を

受
け

入
れ

る
｡

○
○

○

医
師

の
増

員
を

働
き

か
け

る
｡

8
6

⑧

地
域

連
携

(
泌

尿
器

科
)

岩
田

ク
リ

ニ
ッ

ク
と

の
連

携
の

強
化

外
来

診
療

の
時

間
を

削
減

で
き

、
手

術
の

時
間

を
確

保
で

き
る

｡

上
記

の
課

題
と

も
同

様
の

問
題

で
あ

る
が

、
手

術
の

時
間

を
確

保
す

る
た

め
に

で
き

る
こ

と
を

考
え

、
手

術
の

適
応

で
な

い
疾

患
は

逆
紹

介
を

行
い

、
岩

田
ク

リ
ニ

ッ
ク

で
対

応
を

お
願

い
す

る
｡

逆
紹

介
患

者
を

増
や

す
｡

◎
◎

◎

患
者

さ
ん

の
理

解
を

得
る

た
め

に
丁

寧
な

対
応

を
行

う
｡
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R
0
3
R
0
4
R
0
5

令
和

5
年

度
ま

で
の

目
標

達
成

に
向

け
て

の
取

組
事

項
令

和
5
年

度
取

組
事

項
№

区 分
取

組
項

目
(
担

当
部

署
)

令
和

5
年

度
ま

で
に

達
成

す
る

目
標

目
標

達
成

後
の

効
果

現
状

と
課

題
・

達
成

状
況

等
年

度
別

計
画

8
7

②

助
産

師
外

来
の

充
実

(
産

婦
人

科
)

医
師

負
担

軽
減

の
た

め
の

助
産

師
外

来
の

維
持

、
院

内
助

産
の

拡
充

医
師

の
負

担
軽

減
お

よ
び

出
産

指
導

の
充

実
助

産
師

外
来

は
維

持
で

き
て

い
る

が
、

C
O
V
I
D
-
1
9
流

行
に

よ
り

、
3
7
週

以
降

の
妊

婦
が

C
O
V
I
D
-
1
9
に

感
染

し
た

際
、

感
染

の
適

応
で

緊
急

帝
王

切
開

と
し

て
お

り
、

助
産

師
の

負
担

が
増

え
て

い
る

。

助
産

師
の

人
数

を
増

や
す

こ
と

に
よ

り
、

妊
娠

満
期

の
C
O
V
I
D
-
1
9
感

染
の

妊
婦

も
、

条
件

に
よ

っ
て

は
経

腟
分

娩
を

目
指

す
こ

と
が

で
き

れ
ば

、
総

合
的

に
助

産
師

、
お

よ
び

医
師

の
負

担
の

軽
減

が
、

期
待

さ
れ

る
。

◎
⇒

⇒

助
産

師
の

人
数

を
増

や
し

、
C
O
V
I
D
-
1
9
妊

婦
の

経
腟

分
娩

の
可

否
を

検
討

し
て

い
く

。

8
8

②

現
状

の
診

療
の

維
持

(
産

婦
人

科
)

フ
ル

タ
イ

ム
で

勤
務

す
る

医
師

と
、

時
間

短
縮

や
非

常
勤

で
勤

務
す

る
医

師
の

勤
務

時
間

調
整

。
あ

る
い

は
常

勤
医

の
増

員
。

現
状

の
診

療
を

縮
小

す
る

こ
と

が
な

け
れ

ば
、

収
入

も
維

持
で

き
る

C
O
V
I
D
-
1
9
流

行
に

よ
り

、
感

染
妊

婦
の

帝
王

切
開

が
増

え
て

い
る

。
通

常
の

緊
急

帝
王

切
開

よ
り

準
備

に
時

間
を

要
し

、
負

担
が

大
き

い
。

婦
人

科
は

内
視

鏡
手

術
が

増
加

し
、

入
院

期
間

が
短

い
こ

と
か

ら
、

医
師

の
み

な
ら

ず
患

者
、

看
護

師
の

負
担

の
軽

減
に

つ
な

が
っ

て
い

る
と

考
え

る
。

助
産

師
と

協
力

し
て

、
C
O
V
I
D
-
1
9
感

染
の

妊
婦

も
、

条
件

に
よ

っ
て

は
経

腟
分

娩
を

目
指

せ
る

か
検

討
す

る
。

婦
人

科
は

ロ
ボ

ッ
ト

支
援

下
手

術
を

開
始

す
る

予
定

で
あ

り
、

安
全

に
手

術
を

行
え

る
よ

う
、

各
部

署
と

協
力

し
て

進
め

て
い

く
。

○
⇒

⇒

C
O
V
I
D
-
1
9
妊

婦
の

経
腟

分
娩

の
可

否
を

検
討

し
て

い
く

。
ロ

ボ
ッ

ト
支

援
下

手
術

が
軌

道
に

乗
る

よ
う

、
進

め
て

い
く

。

8
9

②

医
師

の
診

療
体

制 (
眼

科
)

眼
科

医
師

の
増

員
診

療
レ

ベ
ル

の
向

上
と

医
師

の
負

担
軽

減
平

成
3
1
年

4
月

よ
り

宮
原

医
師

が
就

任
し

た
た

め
眼

科
診

療
、

特
に

緑
内

障
の

レ
ベ

ル
ア

ッ
プ

が
で

き
た

が
業

務
量

も
増

え
て

い
る

。
緑

内
障

手
術

も
増

加
し

つ
つ

あ
る

が
手

術
助

手
が

必
要

と
な

る
。

外
来

診
療

を
減

ら
さ

な
い

た
め

に
は

若
手

医
師

の
増

員
が

必
要

と
な

る
。

信
州

大
学

眼
科

に
要

請
し

若
手

医
師

派
遣

を
検

討
す

る
。

診
察

室
の

確
保

⇒
現

在
の

外
来

で
は

ス
ペ

ー
ス

的
に

困
難

。
△

△
△

医
師

3
人

体
制

を
目

指
す

。

9
0

②

視
能

訓
練

士
の

新
た

な
取

り
組

み (
眼

科
)

・
三

歳
児

検
診

へ
の

介
入 ・

ロ
ー

ビ
ジ

ョ
ン

外
来

の
充

実

小
児

眼
疾

患
の

早
期

発
見

と
地

域
へ

の
貢

献
Q
u
a
l
i
t
y
 
o
f

V
i
s
i
o
n
(
Q
O
V
)
の

改
善

平
成

3
1
年

4
月

よ
り

宮
原

医
師

が
就

任
し

た
た

め
検

査
量

が
増

え
、

検
査

が
外

来
診

療
に

追
い

つ
け

な
い

状
態

で
あ

っ
た

。
令

和
2
年

1
月

よ
り

視
能

訓
練

士
が

1
名

増
員

と
な

り
あ

る
程

度
改

善
さ

れ
た

が
産

休
・

育
休

で
1
名

減
と

な
っ

た
。

現
在

は
3
名

の
視

能
訓

練
士

で
眼

科
業

務
を

行
っ

て
い

る
。

地
域

か
ら

は
3
歳

児
検

診
へ

視
能

訓
練

士
介

入
の

要
望

が
あ

り
要

望
の

あ
る

地
域

に
は

派
遣

し
て

い
る

。
早

期
に

志
納

訓
練

が
必

要
な

児
も

見
つ

か
っ

て
お

り
弱

視
予

防
の

成
果

を
あ

っ
げ

て
い

る
。

ま
た

近
年

ロ
ー

ビ
ジ

ョ
ン

外
来

の
需

要
が

高
ま

り
不

定
期

で
は

あ
る

が
ロ

ー
ビ

ジ
ョ

ン
外

来
を

行
っ

て
い

た
が

育
休

中
の

視
能

訓
練

士
の

担
当

で
あ

っ
た

た
め

現
在

は
休

診
し

て
い

る
。

視
能

訓
練

士
増

員
に

よ
る

検
査

体
制

の
見

直
し

と
充

実

◎
〇

⇒

・
3
歳

児
検

診
介

入
の

継
続

。
・

ロ
ー

ビ
ジ

ョ
ン

外
来

の
定

期
化

⇒
産

休
中

の
視

能
訓

練
士

復
帰

後
に

取
り

組
む

。
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R
0
3
R
0
4
R
0
5

令
和

5
年

度
ま

で
の

目
標

達
成

に
向

け
て

の
取

組
事

項
令

和
5
年

度
取

組
事

項
№

区 分
取

組
項

目
(
担

当
部

署
)

令
和

5
年

度
ま

で
に

達
成

す
る

目
標

目
標

達
成

後
の

効
果

現
状

と
課

題
・

達
成

状
況

等
年

度
別

計
画

9
1

②

外
来

診
療

体
制

の
維

持
(
ス

タ
ッ

フ
)

(
眼

科
)

眼
科

ス
タ

ッ
フ

維
持

・
看

護
師

、
医

療
ク

ラ
ー

ク
、

眼
科

検
査

助
手

眼
科

ス
タ

ッ
フ

の
負

担
軽

減
と

診
療

時
間

の
短

縮

看
護

師
に

つ
い

て
は

常
勤

と
パ

ー
ト

で
各

1
名

が
勤

務
し

て
い

る
た

め
硝

子
体

注
射

や
そ

の
ほ

か
の

治
療

・
処

置
が

滞
り

な
く

行
わ

れ
て

い
た

が
令

和
4
年

1
月

3
1
日

で
現

在
の

パ
ー

ト
看

護
士

が
退

職
し

専
属

の
看

護
師

は
補

充
さ

れ
な

い
と

聞
い

て
い

る
。

特
殊

な
治

療
や

処
置

が
多

い
た

め
診

療
に

影
響

が
出

る
こ

と
は

確
実

で
あ

り
一

人
の

眼
科

専
属

看
護

師
の

負
担

が
大

き
く

な
る

。
眼

科
専

属
の

看
護

師
2
名

体
制

が
望

ま
し

い
。

眼
科

検
査

助
手

の
資

格
を

持
つ

職
員

が
1
名

令
和

2
年

3
月

で
退

職
予

定
で

あ
っ

た
が

引
き

続
き

勤
務

し
て

み
ら

っ
て

い
る

た
め

外
来

事
務

・
検

査
の

両
面

で
外

来
業

務
も

滞
り

な
く

行
わ

れ
て

い
る

。
ま

た
医

療
ク

ラ
ー

ク
2
名

に
よ

り
医

師
の

業
務

が
軽

減
し

て
い

る
。

現
体

制
の

維
持

◎
⇒

⇒

現
体

制
の

維
持

9
2

②

手
術

体
制

の
見

直
し

(
眼

科
)

手
術

日
の

増
設

入
院

日
数

の
短

縮
手

術
待

機
日

数
の

短
縮

予
約

手
術

は
現

在
約

1
0
か

月
待

ち
の

状
態

。
白

内
障

手
術

は
運

転
免

許
更

新
の

た
め

更
新

期
限

ま
で

の
手

術
を

希
望

さ
れ

る
ケ

ー
ス

が
あ

る
が

対
応

で
き

て
い

な
い

ケ
ー

ス
が

ほ
と

ん
ど

と
な

っ
て

い
る

。
白

内
障

日
帰

り
手

術
は

術
前

チ
ェ

ッ
ク

や
術

前
点

眼
等

の
処

置
お

よ
び

術
後

帰
宅

ま
で

の
経

過
観

察
の

場
所

や
人

員
を

確
保

す
る

必
要

が
あ

る
。

試
験

的
に

1
日

入
院

を
お

こ
な

っ
た

が
病

棟
、

外
来

ス
タ

ッ
フ

の
負

担
が

大
き

い
。

緑
内

障
手

術
症

例
が

増
加

の
た

め
白

内
障

手
術

予
約

が
伸

び
る

傾
向

に
あ

る
。

手
術

日
の

増
設

は
医

師
数

と
手

術
枠

の
確

保
が

必
要

と
な

る
。

眼
科

手
術

日
の

増
加

検
討

入
院

日
数

の
短

縮

〇
〇

〇

眼
科

手
術

日
の

増
加

検
討 白

内
障

手
術

の
1
日

入
院

症
例

の
増

加
の

検
討

9
3

②

医
師

の
常

勤
化

(
耳

鼻
咽

喉
科

)

耳
鼻

咽
喉

科
医

師
の

常
勤

化
及

び
複

数
化

耳
鼻

咽
喉

科
疾

患
患

者
に

良
質

な
医

療
を

提
供

で
き

る
と

と
も

に
、

患
者

の
増

加
が

期
待

で
き

る
｡

令
和

4
年

9
月

よ
り

常
勤

化
を

達
成

し
、

1
0
月

か
ら

は
複

数
化

も
達

成
し

て
い

る
。

耳
鼻

咽
喉

科
疾

患
患

者
に

良
質

な
医

療
を

提
供

す
る

体
制

が
整

っ
て

き
て

い
る

。

耳
鼻

咽
喉

科
医

師
の

常
勤

化
及

び
複

数
化

△
◎

⇒

耳
鼻

咽
喉

科
医

師
の

常
勤

化
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R
0
3
R
0
4
R
0
5

令
和

5
年

度
ま

で
の

目
標

達
成

に
向

け
て

の
取

組
事

項
令

和
5
年

度
取

組
事

項
№

区 分
取

組
項

目
(
担

当
部

署
)

令
和

5
年

度
ま

で
に

達
成

す
る

目
標

目
標

達
成

後
の

効
果

現
状

と
課

題
・

達
成

状
況

等
年

度
別

計
画

9
4

②

診
療

の
充

実

(
耳

鼻
咽

喉
科

)

耳
鼻

咽
喉

科
疾

患
の

早
期

発
見

と
治

療
の

充
実

ク
リ

ニ
カ

ル
パ

ス
の

充
実

疾
患

の
早

期
発

見
と

治
療

効
果

が
向

上
す

る
｡
ク

リ
ニ

カ
ル

パ
ス

の
導

入
に

よ
り

、
ス

タ
ッ

フ
及

び
患

者
へ

の
よ

り
良

い
医

療
提

供
が

実
現

ざ
れ

る
。

現
在

も
行

っ
て

い
る

が
、

更
に

早
期

発
見

を
行

い
治

療
効

果
を

上
げ

る
た

め
、

医
師

充
実

と
医

療
機

器
の

整
備

が
求

め
ら

れ
る

｡
令

和
4
年

9
月

よ
り

常
勤

化
に

伴
い

、
医

療
機

器
も

充
実

し
て

き
て

い
る

が
、

医
療

機
器

の
有

効
活

用
す

る
た

め
の

体
制

の
整

備
が

必
要

で
あ

る
。

耳
鼻

咽
喉

科
医

師
の

複
数

化
と

医
療

機
器

の
整

備
医

療
機

器
有

効
活

用
の

た
め

の
体

制
整

備 疾
患

ご
と

の
ク

リ
ニ

カ
ル

パ
ス

の
作

成
○

◎
⇒

医
療

機
器

の
整

備
医

療
機

器
有

効
活

用
の

た
め

の
体

制
整

備
ク

リ
ニ

カ
ル

パ
ス

の
作

成

9
5

②

他
科

と
の

連
携

強
化

(
耳

鼻
咽

喉
科

)

疾
患

ご
と

の
診

察
フ

ロ
ー

チ
ャ

ー
ト

作
成

急
患

へ
の

迅
速

な
対

応
め

ま
い

等
の

症
状

に
よ

り
救

急
受

診
す

る
患

者
が

多
い

が
、

常
勤

医
が

い
な

い
こ

と
か

ら
迅

速
な

対
応

が
で

き
な

い
｡

疾
患

ご
と

の
診

察
フ

ロ
ー

チ
ャ

ー
ト

を
作

成
し

、
医

師
不

在
時

で
も

急
患

に
迅

速
な

対
応

が
で

き
る

体
制

を
整

備
す

る
｡

○
◎

⇒

疾
患

ご
と

の
診

察
フ

ロ
ー

チ
ャ

ー
ト

作
成

9
6

⑨

医
師

、
研

修
医

、
医

学
生

教
育 (
耳

鼻
咽

喉
科

)

上
伊

那
地

区
に

お
け

る
耳

鼻
咽

喉
科

教
育

の
中

心
的

役
割

を
担

う
。

長
野

県
内

に
勤

務
す

る
医

師
の

増
加

、
ひ

い
て

は
伊

那
中

央
病

院
医

師
数

の
増

加
が

期
待

さ
れ

る
｡

伊
那

中
央

病
院

で
の

耳
鼻

咽
喉

科
診

療
の

体
制

が
不

十
分

で
あ

っ
た

た
め

、
今

後
、

臨
床

研
修

を
指

導
で

き
る

体
制

が
必

要
で

あ
る

｡

積
極

的
な

、
学

生
実

習
、

研
修

医
研

修
の

受
け

入
れ

を
開

始
し

、
適

宜
指

導
を

行
う

。
△

△
〇

実
習

、
研

修
中

の
受

入
と

指
導

を
開

始
す

る
。

9
7

②

画
像

診
断

レ
ポ

ー
ト

の
作

成

(
放

射
線

診
断

科
)

読
影

依
頼

の
全

症
例

に
つ

い
て

レ
ポ

ー
ト

作
成

。

依
頼

医
の

負
担

軽
減

。
円

滑
な

診
療

。
2
0
2
1
年

4
月

よ
り

松
原

が
嘱

託
医

と
な

り
、

現
在

は
細

田
、

前
原

が
常

勤
医

と
し

て
勤

務
。

信
州

大
学

か
ら

は
週

2
日

非
常

勤
医

師
が

派
遣

さ
れ

て
い

る
。

2
0
2
1
年

5
月

か
ら

は
救

急
部

の
検

査
に

つ
い

て
も

全
例

レ
ポ

ー
ト

を
作

成
、

夜
間

の
検

査
に

つ
い

て
は

翌
朝

に
レ

ポ
ー

ト
作

成
を

心
掛

け
て

い
る

。
　

2
0
2
2
年

4
月

か
ら

信
州

大
学

の
働

き
方

改
革

の
た

め
、

週
2
日

の
派

遣
が

半
日

ず
つ

と
な

っ
て

し
ま

っ
た

。

2
0
2
1
年

4
月

か
ら

は
読

影
レ

ポ
ー

ト
作

成
が

迅
速

に
で

き
る

よ
う

に
な

っ
て

き
て

お
り

、
読

影
加

算
2
取

得
も

検
討

し
て

い
け

そ
う

で
あ

る
。

読
影

件
数

が
年

々
増

え
、

現
在

、
手

一
杯

な
状

況
で

、
読

影
加

算
 
2
習

得
に

は
人

員
の

確
保

が
必

須
と

思
わ

れ
る

が
、

難
し

い
状

況
で

す
。

〇
⇒

⇒

読
影

加
算

2
取

得
を

検
討

現
状

維
持

9
8

③

撮
像

プ
ロ

ト
コ

ー
ル

見
直

し

(
放

射
線

診
断

科
)

C
T
、

M
R
I
の

撮
像

プ
ロ

ト
コ

ー
ル

の
見

直
し

、
改

善
。

画
像

診
断

レ
ベ

ル
の

向
上

。
2
0
2
1
年

4
月

よ
り

少
し

ず
つ

見
直

し
、

改
善

し
て

い
る

。
検

査
の

前
に

診
断

医
が

検
査

内
容

を
確

認
し

検
査

計
画

を
立

て
る

よ
う

に
し

た
。

2
0
2
2
年

2
月

に
3
T
M
R
I
の

入
れ

替
え

が
無

事
終

了
、

プ
ロ

ト
コ

ー
ル

作
成

も
ひ

と
と

お
り

行
っ

た
。

常
に

良
い

画
質

が
保

て
る

よ
う

注
意

す
る

。
放

射
線

技
師

と
の

連
絡

、
画

質
検

討
も

頻
繁

に
行

う
。

M
R
I
に

つ
い

て
は

今
年

度
中

に
3
T
が

入
れ

替
え

に
な

る
の

で
、

1
.
5
T
と

合
わ

せ
て

プ
ロ

ト
コ

ー
ル

を
作

成
し

た
い

。
現

在
ひ

と
段

落
し

た
状

況
で

す
が

、
随

時
検

討
し

て
い

く
。

〇
◎

⇒

M
R
I
プ

ロ
ト

コ
ー

ル
作

成
現

状
維

持
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R
0
4
R
0
5

令
和

5
年

度
ま

で
の

目
標

達
成

に
向

け
て

の
取

組
事

項
令

和
5
年

度
取

組
事

項
№

区 分
取

組
項

目
(
担

当
部

署
)

令
和

5
年

度
ま

で
に

達
成

す
る

目
標

目
標

達
成

後
の

効
果

現
状

と
課

題
・

達
成

状
況

等
年

度
別

計
画

9
9

⑩

検
診

P
E
T
、

胸
部

C
T
の

レ
ポ

ー
ト

作
成

(
放

射
線

診
断

科
)

検
診

P
E
T
、

胸
部

C
T
の

レ
ポ

ー
ト

作
成

今
ま

で
レ

ポ
ー

ト
作

成
を

行
っ

て
い

た
P
E
T
に

加
え

て
胸

部
 
C
T
も

作
成

さ
せ

て
頂

く
こ

と
に

し
た

。

令
和

5
年

度
に

は
脳

ド
ッ

ク
も

レ
ポ

ー
ト

作
成

を
行

う
。

現
在

3
-
4
か

月
待

ち
の

状
況

で
あ

る
の

で
、

待
ち

の
短

縮
、

検
査

総
数

も
増

や
し

て
い

き
た

い
。

脳
ド

ッ
ク

は
引

き
続

き
院

外
で

読
影

す
る

こ
と

に
な

り
ま

し
た

。
将

来
読

影
加

算
2
習

得
時

に
は

読
影

さ
せ

て
い

た
だ

け
る

と
、

診
断

医
の

負
担

軽
減

に
な

り
ま

す
の

で
よ

ろ
し

く
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

〇
◎

⇒

脳
ド

ッ
ク

レ
ポ

ー
ト

作
成 現

状
維

持

1
0
0

②

高
精

度
放

射
線

治
療

の
推

進

(
放

射
線

治
療

科
)

高
精

度
放

射
線

治
療

の
推

進
が

ん
治

療
成

績
の

向
上

や
副

作
用

の
低

減
が

可
能

と
な

る
｡

通
常

照
射

に
つ

い
て

は
問

題
な

く
行

え
て

お
り

、
体

幹
部

定
位

放
射

線
治

療
I
M
R
T
(
強

度
変

調
放

射
線

治
療

)
を

開
始

し
た

高
精

度
放

射
線

治
療

に
必

要
な

体
制

を
維

持
す

る
(
放

射
線

治
療

の
品

質
管

理
な

ど
)
｡
当

院
に

お
け

る
高

精
度

放
射

線
治

療
の

ニ
ー

ズ
を

ふ
ま

え
な

が
ら

、
そ

の
遂

行
に

必
要

な
ス

キ
ル

や
知

識
を

身
に

つ
け

て
い

く
｡

◎
⇒

⇒

放
射

線
治

療
の

品
質

管
理 必

要
な

ス
キ

ル
や

知
識

の
修

得

1
0
1

③

放
射

線
治

療
の

充
実

(
放

射
線

治
療

科
)

放
射

線
治

療
セ

ン
タ

ー
の

開
設

南
信

に
お

け
る

放
射

線
治

療
の

拠
点

施
設

と
な

る
｡

医
師

･
技

師
の

育
成

を
行

う
｡

北
棟

増
築

と
あ

わ
せ

リ
ニ

ア
ッ

ク
が

更
新

さ
れ

た
。

放
射

線
治

療
セ

ン
タ

ー
を

開
設

す
る

｡

△
△

△

放
射

線
治

療
セ

ン
タ

ー
の

開
設

検
討

1
0
2

③

放
射

線
治

療
の

品
質

管
理

体
制

の
維

持
、

推
進

(
放

射
線

治
療

科
)

品
質

管
理

委
員

会
、

品
質

管
理

会
議

の
運

営
放

射
線

治
療

の
品

質
の

維
持

に
対

す
る

意
識

の
向

上
、

お
よ

び
治

療
者

側
の

資
質

向
上

に
寄

与
す

る

年
1
回

、
放

射
線

安
全

委
員

会
と

の
同

時
開

催
で

品
質

管
理

委
員

会
を

開
催

。
実

務
者

の
み

で
月

1
回

品
質

管
理

会
議

を
開

催
し

、
問

題
点

の
洗

い
出

し
と

そ
の

改
善

を
行

っ
て

い
る

。

定
期

的
な

品
質

管
理

会
議

の
開

催
を

継
続

し
、

新
た

な
治

療
が

安
全

に
行

え
る

よ
う

マ
ニ

ュ
ア

ル
整

備
、

教
育

を
行

っ
て

い
く

。
◎

⇒
⇒

品
質

管
理

体
制

の
維

持
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
作

成
検

討
、

問
題

点
の

洗
い

出
し

1
0
3

②

新
規

放
射

線
治

療
適

応
疾

患
へ

の
対

応

(
放

射
線

治
療

科
)

新
規

放
射

線
治

療
適

応
疾

患
へ

の
対

応
診

療
報

酬
改

定
に

よ
り

新
た

に
定

位
照

射
の

適
応

と
な

っ
た

部
位

(
骨

転
移

、
腎

癌
、

膵
癌

等
)
へ

の
治

療
が

可
能

と
な

る
。

新
た

な
治

療
部

位
(
特

に
脊

椎
)
へ

の
定

位
照

射
を

行
う

た
め

の
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
が

不
足

し
て

い
る

。

当
院

に
お

い
て

紹
介

の
多

い
骨

転
移

(
特

に
脊

椎
)
へ

の
定

位
照

射
を

開
始

す
る

。
◎

⇒

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

の
購

入
、

操
作

の
習

熟
、

関
連

科
と

の
連

携
、

治
療

開
始

1
0
4

③

高
度

な
放

射
線

治
療

の
実

施

(
診

療
放

射
線

科
・

放
射

線
治

療
科

)

機
器

の
品

質
管

理
と

高
精

度
な

放
射

線
治

療
の

実
施

①
が

ん
放

射
線

治
療

に
お

け
る

質
の

向
上

②
収

入
増

①
放

射
線

治
療

専
門

技
師

資
格

者
の

増
員

を
必

要
と

す
る

②
品

質
管

理
会

議
(
1
回

/
月

)
実

施
し

て
い

る

①
放

射
線

治
療

専
門

技
師

の
資

格
取

得
②

医
学

物
理

士
資

格
者

の
採

用
(
令

和
5

年
度

)
△

〇
◎

①
必

要
な

資
格

取
得

を
目

指
す

②
放

射
線

品
質

管
理

に
よ

る
治

療
成

績
の

向
上

別 -27



R
0
3
R
0
4
R
0
5

令
和

5
年

度
ま

で
の

目
標

達
成

に
向

け
て

の
取

組
事

項
令

和
5
年

度
取

組
事

項
№

区 分
取

組
項

目
(
担

当
部

署
)

令
和

5
年

度
ま

で
に

達
成

す
る

目
標

目
標

達
成

後
の

効
果

現
状

と
課

題
・

達
成

状
況

等
年

度
別

計
画

1
0
5

② ③ ⑤

安
全

で
信

頼
さ

れ
る

麻
酔

の
提

供 (
麻

酔
科

)

機
器

、
設

備
の

充
実

、
麻

酔
科

マ
ン

パ
ワ

ー
の

充
実

安
全

で
信

頼
さ

れ
る

麻
酔

の
提

供
標

準
的

麻
酔

器
、

モ
ニ

タ
ー

等
の

設
備

、
機

器
の

不
足

、
老

朽
化

。
麻

酔
科

マ
ン

パ
ワ

ー
の

不
足

、
特

に
常

勤
、

緊
急

対
応

ス
タ

ッ
フ

。
手

術
部

門
シ

ス
テ

ム
機

器
更

新
必

要
(
診

療
記

録
保

存
限

界
)

必
要

機
器

の
整

備
、

麻
酔

科
人

員
確

保
(
常

勤
、

平
日

パ
ー

ト
、

オ
ン

コ
ー

ル
当

番
)
。

薬
剤

師
の

関
与

、
M
E
の

関
与

。
手

術
部

門
シ

ス
テ

ム
の

機
器

更
新

、
ソ

フ
ト

改
良

(
診

療
情

報
部

)
〇

〇
◎

機
器

充
実

化
、

設
備

充
実

化
、

人
員

確
保

(
常

勤
、

パ
ー

ト
)
、

専
門

的
手

技
の

研
修

、
薬

剤
師

・
M
E
の

関
与

。
手

術
部

門
シ

ス
テ

ム
の

保
守

、
改

良
(
診

療
情

報
部

)
。

1
0
6

②

ス
タ

ッ
フ

の
充

実 (
救

急
科

)

救
急

ス
タ

ッ
フ

の
充

実
救

急
患

者
へ

不
応

需
の

な
い

迅
速

な
救

急
医

療
の

提
供

が
で

き
る

｡

　
令

和
4
年

4
月

お
よ

び
1
0
月

に
各

1
名

の
専

従
医

の
退

職
し

た
。

1
0
月

に
1
名

専
従

医
が

着
任

し
た

こ
と

に
よ

り
、

現
在

6
名

の
救

急
専

門
医

に
よ

っ
て

運
営

し
て

い
る

。
更

に
令

和
5
年

2
月

に
、

1
名

の
退

職
が

予
定

さ
れ

て
お

り
、

3
月

以
降

は
5
名

の
専

従
医

に
よ

る
運

営
と

な
る

。
信

州
大

学
か

ら
の

救
急

科
医

師
の

派
遣

の
予

定
は

再
三

の
要

請
に

関
わ

ら
ず

実
現

の
目

処
は

な
い

。
す

で
に

救
急

科
と

し
て

独
自

に
病

棟
を

運
営

す
る

こ
と

は
不

可
能

な
状

態
で

あ
り

、
E
R
を

維
持

す
る

た
め

に
は

最
低

6
名

の
専

従
医

が
必

要
で

あ
り

早
急

な
常

勤
医

の
確

保
が

必
要

で
あ

る
。

も
し

そ
れ

が
不

可
能

で
あ

る
場

合
、

全
科

当
直

な
ど

夜
間

救
急

体
制

の
抜

本
的

な
見

直
し

が
求

め
ら

れ
る

極
め

て
深

刻
な

状
況

に
あ

る
。

後
期

研
修

医
の

基
幹

型
研

修
施

設
へ

の
転

換
な

ど
検

討
し

て
い

る
が

指
導

医
要

件
等

で
現

実
的

で
は

な
い

。
救

急
外

来
看

護
師

は
電

話
対

応
、

ト
リ

ア
ー

ジ
等

で
主

と
し

て
夜

間
の

業
務

が
増

加
し

て
い

る
状

態
。

救
急

認
定

看
護

師
は

移
動

の
た

め
現

在
欠

員
と

な
っ

て
い

る
。

J
T
A
S
ト

リ
ア

ー
ジ

の
専

門
教

育
を

う
け

た
看

護
師

も
救

命
救

急
セ

ン
タ

ー
か

ら
移

動
と

な
っ

て
お

り
不

足
し

て
い

る
現

状
で

あ
る

｡
増

員
と

資
格

取
得

が
必

要
と

考
え

る
。

①
救

急
医

師
の

増
員

②
後

期
研

修
の

基
幹

型
研

修
施

設
へ

の
転

換
？

③
救

急
看

護
師

の
増

員
④

救
急

認
定

看
護

師
及

び
ト

リ
ア

ー
ジ

専
門

看
護

師
の

養
成

△
⇒

⇒

医
師

及
び

看
護

師
の

増
員 救

急
認

定
看

護
師

の
養

成 ト
リ

ア
ー

ジ
専

門
看

護
師

の
養

成

別 -28



R
0
3
R
0
4
R
0
5

令
和

5
年

度
ま

で
の

目
標

達
成

に
向

け
て

の
取

組
事

項
令

和
5
年

度
取

組
事

項
№

区 分
取

組
項

目
(
担

当
部

署
)

令
和

5
年

度
ま

で
に

達
成

す
る

目
標

目
標

達
成

後
の

効
果

現
状

と
課

題
・

達
成

状
況

等
年

度
別

計
画

1
0
7

②

一
次

救
急

診
療

の
充

実

(
救

急
科

)

医
師

会
医

師
に

よ
る

一
次

救
急

診
療

体
制

の
充

実

土
･
日

曜
日

及
び

休
日

、
夜

間
の

一
次

救
急

診
療

の
充

実
が

図
ら

れ
る

｡

　
夜

間
の

一
次

救
急

診
療

に
つ

い
て

は
、

成
人

が
午

後
7
時

か
ら

午
後

1
0
時

ま
で

医
師

会
で

、
ま

た
小

児
は

午
後

7
時

か
ら

午
後

9
時

ま
で

医
師

会
と

当
院

の
小

児
科

で
対

応
し

て
い

る
が

、
特

に
休

日
の

夜
間

は
欠

席
状

態
が

続
い

て
お

り
、

救
急

科
で

対
応

し
て

い
る

｡
現

在
は

コ
ロ

ナ
禍

の
た

め
外

来
一

次
救

急
患

者
の

減
少

も
あ

り
上

記
体

制
は

一
時

的
に

中
断

し
て

い
る

が
、

一
次

救
急

は
市

町
村

と
医

師
会

で
責

任
を

も
っ

て
対

応
す

る
は

ず
で

あ
り

、
今

後
と

も
充

実
が

望
ま

れ
る

｡

土
･
日

曜
日

、
休

日
の

一
次

診
療

に
対

応
す

る
医

師
会

医
師

の
体

制
の

充
実

○
○

○

①
医

師
会

及
び

開
業

医
に

対
し

、
土

･
日

曜
日

、
休

日
夜

間
の

一
次

診
療

の
協

力
要

請
を

行
う

｡
ま

た
は

、
伊

那
市

と
医

師
会

主
導

で
夜

間
救

急
セ

ン
タ

ー
を

設
置

し
て

い
た

だ
く

。
②

医
師

会
医

師
に

よ
る

一
次

救
急

の
広

報

1
0
8

②

救
命

救
急

セ
ン

タ
ー

の
充

実

(
救

急
科

)

①
救

急
部

パ
ス

の
作

成
･

充
実

医
療

の
質

の
向

上
①

手
術

適
応

の
無

い
軽

症
頭

部
外

傷
パ

ス
、

ア
ナ

フ
ィ

ラ
キ

シ
ー

パ
ス

が
作

成
さ

れ
た

｡
今

後
市

中
肺

炎
、

単
純

性
尿

路
感

染
、

末
梢

性
め

ま
い

等
の

パ
ス

の
作

成
が

望
ま

れ
る

｡
し

か
し

な
が

ら
、

現
状

は
人

員
不

足
か

ら
救

急
科

独
自

の
病

棟
運

営
が

不
可

能
な

状
況

に
あ

り
、

人
員

の
充

足
が

他
科

の
負

担
軽

減
に

つ
な

が
る

と
考

え
て

い
る

①
救

急
科

入
院

頻
度

の
多

い
も

の
か

ら
漸

次
パ

ス
を

作
成

す
る

｡

◎
⇒

⇒

①
救

急
科

入
院

頻
度

の
多

い
も

の
か

ら
漸

次
パ

ス
を

作
成

す
る

｡
②

救
命

セ
ン

タ
ー

を
運

営
で

き
る

救
急

科
あ

る
い

は
集

中
治

療
専

従
医

の
確

保

1
0
9

⑥

脳
卒

中
、

急
性

心
筋

梗
塞

、
小

児
救

急
医

療
の

充
実

(
救

急
科

)

①
脳

卒
中

セ
ン

タ
ー

、
循

環
器

科
、

小
児

科
と

の
連

携
を

図
る

｡

医
療

の
質

の
向

上
県

立
こ

ど
も

病
院

、
ド

ク
タ

ー
ヘ

リ
検

証
会

な
ど

で
、

院
外

の
他

科
と

の
検

討
会

は
行

わ
れ

て
い

る
が

、
院

内
の

医
師

間
の

検
討

会
は

あ
ま

り
な

さ
れ

て
い

な
い

｡
し

か
し

な
が

ら
、

脳
梗

塞
急

性
期

に
お

け
る

t
P
A
準

備
パ

ス
が

作
成

さ
れ

、
脳

卒
中

に
お

け
る

迅
速

な
治

療
介

入
が

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
。

ま
た

、
C
P
A
症

例
に

お
け

る
P
C
P
S
導

入
に

つ
い

て
定

期
的

に
シ

ュ
ミ

レ
ー

シ
ョ

ン
を

行
う

な
ど

の
協

力
体

制
が

構
築

さ
れ

つ
つ

あ
る

。

各
科

と
の

定
期

的
な

症
例

検
討

会
を

開
催

す
る

｡

○
○

○

担
当

者
を

決
め

て
、

各
科

と
の

定
期

的
な

症
例

検
討

会
の

開
催

1
1
0

①

病
院

前
救

急
医

療
の

充
実

(
救

急
科

)

ド
ク

タ
ー

カ
ー

の
運

用
医

療
の

質
の

向
上

ド
ク

タ
ー

ヘ
リ

で
対

応
不

能
な

時
間

帯
に

、
県

内
各

救
命

救
急

セ
ン

タ
ー

で
は

ド
ク

タ
ー

カ
ー

の
運

用
が

開
始

さ
れ

て
き

て
い

る
。

上
伊

那
広

域
消

防
と

ド
ク

タ
ー

カ
ー

導
入

の
検

討
を

行
っ

た
が

、
予

算
等

の
関

係
で

立
ち

消
え

状
態

と
な

っ
て

い
る

。

消
防

本
部

、
市

町
村

と
の

ド
ク

タ
ー

カ
ー

運
用

に
つ

い
て

の
再

度
検

討

○
○

○

担
当

者
を

決
め

て
、

検
討

会
の

開
催
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R
0
3
R
0
4
R
0
5

令
和

5
年

度
ま

で
の

目
標

達
成

に
向

け
て

の
取

組
事

項
令

和
5
年

度
取

組
事

項
№

区 分
取

組
項

目
(
担

当
部

署
)

令
和

5
年

度
ま

で
に

達
成

す
る

目
標

目
標

達
成

後
の

効
果

現
状

と
課

題
・

達
成

状
況

等
年

度
別

計
画

1
1
1

⑭

救
急

統
計

等
の

作
成

業
務

の
充

実 (
救

急
科

)

救
急

統
計

･
ク

リ
ニ

カ
ル

イ
ン

ジ
ケ

ー
タ

の
作

成
と

公
表

救
急

の
状

況
と

推
移

を
把

握
で

き
る

と
と

も
に

、
内

外
へ

実
績

を
公

表
す

る
こ

と
に

よ
り

、
病

院
の

P
R
も

で
き

る
｡

救
急

に
関

す
る

統
計

、
ク

リ
ニ

カ
ル

イ
ン

ジ
ケ

ー
タ

の
作

成
は

専
従

事
務

員
に

よ
り

実
施

さ
れ

て
お

り
、

H
P
上

に
公

表
さ

れ
て

い
る

が
、

さ
ら

な
る

充
実

が
必

要
で

あ
る

｡

救
急

統
計

、
ク

リ
ニ

カ
ル

イ
ン

ジ
ケ

ー
タ

を
速

や
か

に
作

成
し

提
出

で
き

る
環

境
を

充
実

す
る

｡
○

○
○

救
急

統
計

や
ク

リ
ニ

カ
ル

イ
ン

ジ
ケ

ー
タ

の
作

成
に

つ
い

て
、

診
療

情
報

管
理

部
門

及
び

事
務

部
門

と
協

議
し

、
担

当
部

門
を

決
定

す
る

｡

1
1
2

⑧

地
域

連
携

の
推

進 (
救

急
科

)

病
病

連
携

･
病

診
連

携
の

推
進

地
域

連
携

を
推

進
し

、
救

命
救

急
セ

ン
タ

ー
と

し
て

の
本

分
を

生
か

す
｡

救
急

患
者

に
つ

い
て

医
院

、
病

院
経

由
の

救
急

搬
入

の
場

合
の

紹
介

率
の

向
上

｡
逆

紹
介

率
向

上
に

む
け

て
一

層
の

努
力

を
行

う
｡

紹
介

を
受

け
た

救
急

患
者

を
さ

ら
に

受
け

入
れ

る
。

紹
介

率
6
0
%
、

逆
紹

介
率

7
0
%
以

上
を

目
指

す
｡

○
○

○

地
域

連
携

室
を

介
し

て
、

医
師

会
へ

働
き

か
け

る
｡
医

師
会

、
病

院
と

の
交

流
会

を
行

う
｡

1
1
3

⑧

地
域

連
携

の
推

進 (
救

急
科

)

病
病

連
携

･
病

診
連

携
の

推
進

地
域

連
携

を
推

進
し

、
救

命
救

急
セ

ン
タ

ー
と

し
て

の
本

分
を

生
か

す
｡

終
末

期
の

患
者

に
対

す
る

在
宅

・
施

設
で

の
看

取
り

を
開

業
医

、
施

設
担

当
医

師
で

積
極

的
に

行
な

っ
て

い
た

だ
き

、
不

毛
な

救
命

処
置

を
減

少
さ

せ
て

い
た

だ
く

｡

来
院

時
心

肺
停

止
か

つ
蘇

生
を

希
望

さ
れ

な
い

症
例

の
減

少
｡

○
○

○

地
域

連
携

室
を

介
し

て
、

医
師

会
へ

働
き

か
け

る
｡
医

師
会

、
病

院
と

の
交

流
会

を
行

う
｡

1
1
4

⑭

働
き

方
改

革

(
救

急
科

)

救
急

救
命

士
雇

用
に

つ
い

て
病

院
救

急
車

の
運

転
、

院
内

処
置

、
消

防
職

員
や

救
命

士
学

校
生

徒
の

指
導

を
行

う
。

現
在

、
病

院
救

急
車

は
事

務
職

員
が

運
転

し
て

い
る

が
、

救
命

士
(
で

き
れ

ば
退

職
後

)
の

雇
用

に
よ

っ
て

、
搬

送
に

は
経

験
豊

富
な

救
命

士
を

活
用

し
た

い
。

ま
た

、
院

内
で

救
命

士
が

院
外

同
様

に
救

命
処

置
を

行
う

こ
と

が
今

後
検

討
さ

れ
て

い
る

た
め

、
救

急
救

命
士

の
雇

用
は

、
看

護
師

の
負

担
軽

減
と

な
り

、
さ

ら
に

救
急

隊
や

学
生

指
導

も
行

え
る

こ
と

か
ら

、
医

師
・

看
護

師
の

負
担

軽
減

と
な

る
。

救
急

救
命

士
の

雇
用

△
△

△

1
1
5

①

周
術

期
口

腔
機

能
管

理
セ

ン
タ

ー
の

設
立

(
歯

科
口

腔
外

科
)

周
術

期
口

腔
機

能
管

理
セ

ン
タ

ー
を

開
設

し
、

周
術

期
口

腔
機

能
患

者
の

介
入

率
の

向
上

(
全

例
)
を

目
指

す
。

が
ん

治
療

に
伴

う
口

腔
合

併
症

の
減

少
に

よ
り

、
早

期
か

ら
の

患
者

Q
O
L
の

改
善

が
見

込
め

る
｡
さ

ら
に

全
身

的
合

併
症

減
少

に
よ

る
早

期
退

院
に

伴
う

病
院

収
益

の
向

上
ひ

い
て

は
質

の
高

い
医

療
の

提
供

を
行

う
事

が
出

来
る

。

患
者

支
援

セ
ン

タ
ー

の
介

入
に

よ
り

、
多

く
の

手
術

予
定

患
者

は
口

腔
ケ

ア
の

介
入

を
行

っ
て

い
る

。
し

か
し

、
現

状
で

は
診

療
室

が
4
診

し
か

無
い

た
め

、
が

ん
化

学
療

法
中

の
口

腔
ケ

ア
患

者
へ

の
介

入
を

含
め

キ
ャ

パ
シ

テ
ィ

ー
の

限
界

を
超

え
て

い
る

状
況

で
あ

る
。

つ
い

て
は

周
術

期
口

腔
ケ

ア
セ

ン
タ

ー
の

設
立

な
ら

び
に

診
療

室
の

拡
充

が
急

務
で

あ
る

と
考

え
る

。

マ
ン

パ
ワ

ー
の

確
保

(
特

に
歯

科
衛

生
士

の
待

遇
改

善
<
会

計
年

度
任

用
職

員
>
)

周
術

期
口

腔
ケ

ア
セ

ン
タ

ー
の

創
設

(
外

来
診

療
室

の
拡

充
)
。

悪
性

腫
瘍

手
術

や
抗

が
ん

剤
治

療
を

予
定

し
て

い
る

方
は

全
症

例
の

受
診

を
目

指
す

。
一

般
市

民
向

け
の

啓
発

活
動

。
長

野
県

士
会

医
師

会
に

よ
る

が
ん

診
療

医
科

歯
科

連
携

事
業

へ
協

力
。

○
⇒

⇒

周
術

期
口

腔
機

能
管

理
セ

ン
タ

ー
の

開
設

(
外

来
診

療
室

の
拡

充
)
。

マ
ン

パ
ワ

ー
の

確
保

(
歯

科
衛

生
士

)
患

者
支

援
セ

ン
タ

ー
と

の
連

携
強

化
。

院
内

各
部

署
や

一
般

市
民

向
け

の
啓

発
活

動
。
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R
0
3
R
0
4
R
0
5

令
和

5
年

度
ま

で
の

目
標

達
成

に
向

け
て

の
取

組
事

項
令

和
5
年

度
取

組
事

項
№

区 分
取

組
項

目
(
担

当
部

署
)

令
和

5
年

度
ま

で
に

達
成

す
る

目
標

目
標

達
成

後
の

効
果

現
状

と
課

題
・

達
成

状
況

等
年

度
別

計
画

1
1
6

②

地
域

連
携

の
推

進 (
歯

科
口

腔
外

科
)

病
診

連
携

の
推

進
口

腔
外

科
疾

患
全

般
に

わ
た

っ
て

良
質

な
医

療
を

提
供

し
、

上
伊

那
医

療
圏

に
お

け
る

地
域

基
幹

病
院

と
し

て
口

腔
外

科
医

療
を

実
践

し
て

い
く

｡
医

療
の

収
益

向
上

も
期

待
で

き
る

｡

上
伊

那
地

区
で

口
腔

外
科

専
門

医
・

指
導

医
が

常
勤

す
る

施
設

は
本

院
の

み
で

あ
る

｡
上

伊
那

医
師

会
お

よ
び

歯
科

医
師

会
か

ら
の

紹
介

患
者

は
月

1
0
0
～

1
2
0

件
で

あ
る

。
南

信
の

中
核

病
院

と
し

て
さ

ら
な

る
拡

大
を

目
指

す
｡

現
在

、
院

外
紹

介
は

月
1
0
0
～

1
2
0
件

の
た

め
紹

介
患

者
が

2
か

月
先

ま
で

一
杯

の
状

況
で

あ
る

。
早

急
に

外
来

診
療

室
の

拡
充

が
必

要
な

状
況

で
あ

る
と

考
え

る
。

歯
科

口
腔

外
科

の
広

報
活

動
と

診
療

実
績

の
積

み
重

ね
に

よ
る

信
頼

獲
得

、
患

者
数

増
を

目
指

す
｡
口

腔
外

科
手

術
件

数
の

増
加

を
目

指
す

｡

◎
⇒

⇒

医
師

会
や

歯
科

医
師

会
で

の
広

報
･
講

演
活

動
を

拡
大

。
外

来
枠

増
加

に
よ

る
患

者
数

増
加

を
は

か
り

、
医

療
収

入
へ

の
寄

与
を

目
指

す
｡

マ
ン

パ
ワ

ー
の

確
保

(
歯

科
衛

生
士

)

1
1
7

③

他
科

と
の

連
携

治
療

の
充

実

(
歯

科
口

腔
外

科
)

他
科

と
の

連
携

治
療

の
充

実
定

期
的

に
看

護
師

へ
の

口
腔

ケ
ア

の
実

践
講

習
会

を
行

う
｡

口
腔

ケ
ア

チ
ー

ム
医

療
の

実
践

、
患

者
Q
O
L
･
医

療
の

質
の

向
上

N
S
T
･
口

腔
ケ

ア
チ

ー
ム

に
よ

り
、

入
院

患
者

の
誤

嚥
性

肺
炎

の
予

防
に

寄
与

す
る

｡
口

腔
チ

ェ
ッ

ク
･
ケ

ア
介

入
に

よ
り

患
者

Q
O
L
の

向
上

に
寄

与
･
貢

献
す

る
｡

口
腔

ケ
ア

チ
ー

ム
に

よ
る

介
入

件
数

は
増

加
し

て
き

て
お

り
、

昨
年

度
の

介
入

件
数

新
規

5
9
2
件

・
延

べ
1
8
8
9
件

で
あ

っ
た

。

マ
ン

パ
ワ

ー
の

確
保

(
歯

科
衛

生
士

)
入

院
し

た
時

点
で

担
当

の
看

護
師

が
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

に
記

入
し

、
介

入
項

目
に

該
当

し
た

場
合

、
自

動
的

に
口

腔
ケ

ア
チ

ー
ム

が
介

入
す

る
シ

ス
テ

ム
を

導
入

各
病

棟
へ

の
専

属
歯

科
衛

生
性

の
配

置
｡

◎
⇒

⇒

良
質

な
口

腔
ケ

ア
チ

ー
ム

医
療

の
実

践
。

マ
ン

パ
ワ

ー
の

確
保

(
歯

科
衛

生
士

)

1
1
8

②

上
伊

那
地

区
に

お
け

る
専

門
的

口
腔

癌
・

顎
変

形
症

治
療

の
推

進 (
歯

科
口

腔
外

科
)

口
腔

癌
・

外
科

矯
正

手
術

件
数

の
増

加
上

伊
那

地
区

に
お

け
る

口
腔

癌
医

療
体

制
な

ら
び

に
顎

変
形

症
治

療
の

充
実

、
医

療
収

入
の

向
上

。

口
腔

癌
指

導
医

に
よ

る
専

門
性

を
生

か
し

た
口

腔
が

ん
医

療
を

提
供

す
る

｡
口

腔
癌

を
早

期
発

見
で

き
る

よ
う

一
般

住
民

･
医

師
会

･
歯

科
医

師
会

で
の

講
演

活
動

を
行

う
｡

顎
変

形
症

治
療

の
啓

蒙
・

啓
発

。

よ
り

充
実

し
た

口
腔

癌
治

療
の

実
施

を
可

能
と

す
る

た
め

に
、

形
成

外
科

医
師

、
腫

瘍
内

科
医

師
、

緩
和

ケ
ア

看
護

師
、

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
科

な
ど

と
の

チ
ー

ム
医

療
の

充
実

を
図

り
、

よ
り

良
質

な
口

腔
癌

医
療

を
提

供
す

る
｡

◎
⇒

⇒

歯
科

医
師

会
で

の
定

期
的

な
講

演
活

動
。

一
般

住
民

･
医

師
会

へ
の

啓
蒙

活
動

。

1
1
9

①

歯
科

イ
ン

プ
ラ

ン
ト

治
療

の
充

実 (
歯

科
口

腔
外

科
)

歯
科

イ
ン

プ
ラ

ン
ト

治
療

の
充

実
イ

ン
プ

ラ
ン

ト
治

療
に

お
け

る
良

質
な

医
療

を
提

供
し

、
上

伊
那

医
療

圏
に

お
け

る
地

域
基

幹
病

院
と

し
て

難
症

例
患

者
の

受
け

入
れ

｡
自

費
診

療
の

た
め

医
療

収
入

の
向

上
｡

信
大

か
ら

の
派

遣
医

師
に

よ
り

、
水

曜
日

午
後

(
月

1
回

)
に

イ
ン

プ
ラ

ン
ト

外
来

を
開

設
｡
上

伊
那

歯
科

医
師

会
か

ら
の

紹
介

患
者

の
拡

大
を

目
指

す
｡

マ
ン

パ
ワ

ー
の

確
保

(
歯

科
衛

生
士

)
｡

歯
科

口
腔

外
科

で
の

イ
ン

プ
ラ

ン
ト

治
療

の
広

報
活

動
と

診
療

実
績

の
積

み
重

ね
に

よ
る

信
頼

獲
得

｡
患

者
数

増
を

目
指

す
｡

◎
⇒

⇒

マ
ン

パ
ワ

ー
の

確
保

。
歯

科
医

師
会

で
の

定
期

的
な

講
演

活
動

。

1
2
0

③

摂
食

・
嚥

下
外

来
の

開
設

(
歯

科
口

腔
外

科
)

摂
食

･
嚥

下
障

害
患

者
へ

の
介

入
摂

食
嚥

下
障

害
患

者
の

介
入

に
よ

り
、

誤
嚥

性
肺

炎
を

予
防

し
、

さ
ら

に
早

期
経

口
摂

取
に

よ
り

患
者

Q
O
L
の

改
善

が
見

込
め

る
｡
摂

食
機

能
療

法
算

定
に

よ
る

医
療

収
益

の
向

上
。

平
成

2
8
年

8
月

よ
り

摂
食

･
嚥

下
外

来
を

開
設

(
週

1
回

)
｡

昨
年

度
の

摂
食

嚥
下

チ
ー

ム
新

規
介

入
件

数
は

2
8
6
件

、
延

べ
回

診
件

数
は

4
5
7

件
で

あ
っ

た
。

院
外

紹
介

患
者

の
増

加
を

目
指

す
。

◎
⇒

⇒

医
師

会
や

歯
科

医
師

会
で

の
広

報
･
講

演
活

動
を

拡
大

。
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R
0
3
R
0
4
R
0
5

令
和

5
年

度
ま

で
の

目
標

達
成

に
向

け
て

の
取

組
事

項
令

和
5
年

度
取

組
事

項
№

区 分
取

組
項

目
(
担

当
部

署
)

令
和

5
年

度
ま

で
に

達
成

す
る

目
標

目
標

達
成

後
の

効
果

現
状

と
課

題
・

達
成

状
況

等
年

度
別

計
画

1
2
1

② ③

病
理

医
の

確
保

(
病

理
診

断
科

)

病
理

医
(
正

職
員

)
確

保
の

目
途

を
つ

け
る

・
病

理
診

断
業

務
の

質
の

向
上

・
現

勤
務

医
の

負
担

軽
減

・
細

胞
診

断
業

務
の

質
の

向
上

・
検

体
増

加
と

マ
ン

パ
ワ

ー
不

足
に

よ
り

、
切

り
出

し
業

務
を

技
師

が
行

っ
て

い
る

・
病

理
診

断
管

理
加

算
1
の

取
得

・
病

理
医

(
正

職
員

)
確

保
の

目
途

が
つ

い
た

・
細

胞
診

専
門

医
資

格
を

有
す

る
病

理
医

の
増

員
を

検
討

す
る

〇
◎

⇒

1
2
2

⑨

病
理

解
剖

・
C
P
C
の

実
施

推
進 (
病

理
診

断
科

)

解
剖

1
0
体

,
 
C
P
C
3
回

(
/
年

)
・

診
療

の
質

の
向

上
・

研
修

医
の

教
育

の
充

実

･
解

剖
2
体

、
C
P
C
0
回

 
(
R
4
年

1
1
月

1
6
日

現
在

)
･
研

修
医

の
人

数
に

比
べ

解
剖

件
数

が
少

な
い

解
剖

1
0
体

、
C
P
C
 
3
回

〇
⇒

⇒

･
臨

床
へ

の
働

き
か

け
の

強
化

1
2
3

③ ⑩

細
胞

診
検

査
の

充
実

(
病

理
診

断
科

)

・
細

胞
診

技
術

の
向

上
・

健
診

セ
ン

タ
ー

開
設

へ
の

対
応

・
細

胞
検

査
業

務
の

充
実

細
胞

検
査

士
不

足
･
有

資
格

者
3
名

で
迅

速
検

査
を

含
め

全
例

ダ
ブ

ル
チ

ェ
ッ

ク
を

行
っ

て
い

る
(
資

格
取

得
者

1
名

増
加

)
･
健

診
セ

ン
タ

ー
開

設
に

伴
う

検
体

増
加

へ
の

対
応

・
細

胞
診

結
果

と
組

織
診

断
と

の
対

比
を

行
う

検
討

会
を

毎
月

開
催

し
て

い
る

・
引

き
続

き
細

胞
診

結
果

と
組

織
診

断
と

の
対

比
を

行
い

、
細

胞
診

技
術

の
向

上
に

努
め

る

〇
⇒

⇒

・
研

修
会

へ
の

積
極

的
参

加
・

細
胞

検
査

士
の

育
成

・
引

き
続

き
細

胞
診

結
果

と
組

織
診

断
と

の
対

比
を

行
い

、
細

胞
診

技
術

の
向

上
に

努
め

る
・

A
I
 
の

導
入

に
つ

い
て

検
討

を
開

始
す

る

1
2
4

⑤

施
設

の
環

境
整

備 (
病

理
診

断
科

)

・
解

剖
室

の
環

境
改

善
・

切
り

出
し

ス
ペ

ー
ス

の
改

修

・
解

剖
室

・
切

り
出

し
ス

ペ
ー

ス
の

衛
生

的
な

環
境

づ
く

り

・
解

剖
室

の
使

い
勝

手
が

悪
い

・
解

剖
室

の
換

気
が

悪
く

、
ホ

ル
マ

リ
ン

臭
が

す
る

・
切

り
出

し
ス

ペ
ー

ス
の

換
気

・
使

い
勝

手
が

悪
い

・
解

剖
室

の
換

気
装

置
の

導
入

に
よ

る
環

境
改

善
・

切
り

出
し

ス
ペ

ー
ス

の
改

修
〇

⇒
⇒

・
解

剖
室

の
レ

イ
ア

ウ
ト

変
更

・
切

り
出

し
ス

ペ
ー

ス
の

改
修

1
2
5

① ② ⑧ ⑭

治
療

の
場

所
選

択
(
創

傷
ケ

ア
セ

ン
タ

ー
、

院
内

外
の

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

、
地

域
開

業
医

と
の

連
携

)

外
来

通
院

受
診

か
ら

訪
問

診
療

、
往

診
へ

の
移

行
を

増
や

す

長
期

入
院

患
者

数
が

減
り

ベ
ッ

ド
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
が

潤
滑

に
な

る
。

患
者

や
介

護
者

に
と

っ
て

も
都

合
が

よ
い

。

難
治

性
潰

瘍
患

者
は

通
院

で
き

な
く

な
っ

た
り

、
患

部
の

悪
化

に
伴

い
頻

回
に

診
察

す
る

必
要

が
あ

る
。

し
か

し
、

在
宅

で
創

傷
を

診
て

く
れ

る
医

師
が

い
な

い
た

め
、

当
外

来
が

主
と

な
ら

ざ
る

を
得

な
い

。
院

内
外

の
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
と

当
外

来
が

連
携

し
て

治
療

に
あ

た
っ

て
い

る
(
無

償
診

療
)
。

患
者

家
族

や
、

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

か
ら

メ
ー

ル
や

電
話

が
殺

到
し

て
い

る
。

難
治

性
潰

瘍
患

者
を

地
域

で
(
在

宅
で

)
診

れ
る

診
療

体
系

を
構

築
す

る
。

往
診

で
き

る
体

制
に

し
て

(
訪

問
診

療
で

は
な

い
)
、

院
内

外
の

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

と
連

携
す

る
。

創
傷

関
連

の
特

定
N
s
を

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

へ
配

置
し

、
医

師
以

外
で

も
対

応
可

能
に

す
る

。

〇
◎

⇒

往
診

で
き

る
体

制
に

し
て

(
訪

問
診

療
で

は
な

い
)
、

院
内

外
の

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

と
連

携
す

る
。

創
傷

関
連

の
特

定
N
s
を

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

へ
配

置
し

、
医

師
以

外
で

も
対

応
可

能
に

す
る

。
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R
0
3
R
0
4
R
0
5

令
和

5
年

度
ま

で
の

目
標

達
成

に
向

け
て

の
取

組
事

項
令

和
5
年

度
取

組
事

項
№

区 分
取

組
項

目
(
担

当
部

署
)

令
和

5
年

度
ま

で
に

達
成

す
る

目
標

目
標

達
成

後
の

効
果

現
状

と
課

題
・

達
成

状
況

等
年

度
別

計
画

1
2
6

③ ⑧ ⑭

外
来

看
護

師
の

質
の

向
上

(
創

傷
ケ

ア
セ

ン
タ

ー
、

看
護

部
)

有
資

格
者

、
学

ぼ
う

と
す

る
姿

勢
、

人
間

性
、

指
導

力
の

あ
る

看
護

師
の

充
実

外
来

診
療

内
容

の
充

実
、

患
者

教
育

の
充

実
フ

ッ
ト

ケ
ア

の
資

格
が

あ
る

だ
け

で
は

患
者

教
育

は
で

き
な

い
。

現
状

に
満

足
せ

ず
学

び
続

け
る

姿
勢

、
人

間
性

、
指

導
力

の
あ

る
看

護
師

が
患

者
指

導
す

る
こ

と
で

、
患

者
の

病
状

が
快

方
に

向
か

う
。

有
資

格
者

で
あ

る
こ

と
も

大
切

だ
が

、
学

ぼ
う

と
す

る
姿

勢
、

人
間

性
、

指
導

力
の

あ
る

看
護

師
を

外
来

配
置

。
◎

⇒
⇒

看
護

師
の

配
置

転
換

1
2
7

③

病
棟

看
護

師
へ

の
足

浴
方

法
の

普
及

(
病

棟
、

看
護

部
)

全
病

棟
に

お
い

て
足

浴
手

技
の

普
及

看
護

の
質

の
向

上
全

病
棟

看
護

師
に

足
浴

方
法

が
普

及
し

て
い

な
い

た
め

、
垢

だ
ら

け
の

状
況

で
紹

介
受

診
と

な
っ

て
い

る
。

ま
た

傷
の

あ
る

患
者

で
あ

っ
て

も
、

足
浴

を
看

護
師

が
行

う
の

で
は

な
く

、
看

護
助

手
任

せ
に

な
っ

て
お

り
、

担
当

看
護

師
が

患
者

の
病

状
把

握
が

で
き

て
い

な
い

。

ど
の

病
棟

で
あ

っ
て

も
、

足
浴

を
全

看
護

師
、

看
護

助
手

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
(
足

浴
は

保
清

の
一

環
で

あ
る

)
。

◎
⇒

⇒

看
護

師
、

看
護

助
手

向
け

に
足

浴
主

義
の

講
座

を
取

り
入

れ
て

も
ら

う
(
ラ

ダ
ー

別
研

修
)

1
2
8

③

病
棟

看
護

師
が

退
院

指
導

が
で

き
る

よ
う

に
な

る (
病

棟
、

看
護

部
)

病
棟

看
護

師
か

ら
患

者
や

家
族

へ
創

処
置

の
指

導
が

で
き

る
(
退

院
前

指
導

)

看
護

の
質

の
向

上
回

診
時

に
担

当
看

護
師

が
つ

か
な

い
た

め
、

患
者

の
病

状
把

握
で

き
て

い
な

い
。

ま
た

、
退

院
前

に
患

者
や

家
族

に
創

処
置

指
導

が
必

要
で

あ
る

が
、

そ
の

指
導

が
外

来
看

護
師

任
せ

に
な

っ
て

い
る

。

病
棟

看
護

師
か

ら
直

接
、

患
者

や
患

者
家

族
に

処
置

内
容

の
指

導
で

き
る

よ
う

に
な

る
。

◎
⇒

⇒

回
診

に
つ

く
。

創
処

置
に

つ
い

て
病

棟
看

護
師

間
で

情
報

共
有

で
き

る
よ

う
、

i
p
a
d
(
渡

し
て

あ
る

)
を

活
用

す
る

。

1
2
9

⑧ ⑭

地
域

医
療

者
へ

の
啓

蒙
活

動

(
メ

デ
ィ

カ
ル

フ
ッ

ト
ケ

ア
チ

ー
ム

)

医
療

者
向

け
セ

ミ
ナ

ー
開

催
当

院
の

特
色

へ
つ

な
が

る
(
足

病
変

を
診

て
く

れ
る

診
療

科
が

あ
る

)
。

患
者

数
の

増
加

が
期

待
で

き
る

2
0
1
7
年

度
よ

り
フ

ッ
ト

ケ
ア

に
関

す
る

勉
強

会
を

定
期

的
に

開
催

し
て

き
た

。
院

外
か

ら
の

参
加

者
も

多
く

、
足

病
変

対
す

る
知

識
見

分
の

向
上

は
、

こ
の

地
域

で
強

く
求

め
ら

れ
て

い
る

。
当

院
は

そ
の

中
心

的
役

割
を

果
た

す
べ

き
で

あ
り

、
そ

れ
が

当
院

の
特

色
に

つ
な

が
る

。
た

だ
、

院
内

か
ら

の
参

加
者

が
あ

ま
り

に
も

少
な

す
ぎ

る
と

い
う

一
面

も
。

今
後

も
定

期
的

な
勉

強
会

を
開

催
す

る
。

院
内

か
ら

の
参

加
者

を
切

に
希

望
す

る
。

◎
⇒

⇒

定
期

的
な

勉
強

会
開

催
。

院
内

参
加

者
を

増
や

す
。

1
3
0

⑧ ⑭

足
病

変
に

関
す

る
情

報
提

供
の

強
化

(
メ

デ
ィ

カ
ル

フ
ッ

ト
ケ

ア
チ

ー
ム

)

市
民

公
開

講
座

の
開

催
足

病
変

の
予

防
、

早
期

治
療

へ
の

啓
発

足
病

変
を

有
す

る
患

者
は

急
増

し
て

い
る

。
予

防
段

階
で

取
り

組
む

べ
き

課
題

は
多

々
あ

り
、

市
民

の
知

識
見

分
を

広
げ

る
こ

と
で

足
病

変
の

発
症

予
防

に
つ

な
が

る
。

市
民

公
開

講
座

の
開

設

〇
◎

⇒

講
演

場
所

と
ス

タ
ッ

フ
の

確
保
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R
0
3
R
0
4
R
0
5

令
和

5
年

度
ま

で
の

目
標

達
成

に
向

け
て

の
取

組
事

項
令

和
5
年

度
取

組
事

項
№

区 分
取

組
項

目
(
担

当
部

署
)

令
和

5
年

度
ま

で
に

達
成

す
る

目
標

目
標

達
成

後
の

効
果

現
状

と
課

題
・

達
成

状
況

等
年

度
別

計
画

1
3
1

⑧ ⑭

足
病

変
に

関
す

る
情

報
提

供
の

強
化

(
メ

デ
ィ

カ
ル

フ
ッ

ト
ケ

ア
チ

ー
ム

)

お
で

か
け

講
座

の
開

催
継

続
高

齢
者

に
向

け
足

病
変

の
予

防
、

早
期

発
見

の
啓

蒙

高
齢

者
が

聴
講

し
や

す
い

距
離

(
公

民
館

レ
ベ

ル
)
で

の
講

座
の

開
催

お
で

か
け

講
座

の
継

続

〇
◎

⇒

講
座

開
設

場
所

と
ス

タ
ッ

フ
確

保

1
3
2

⑧ ⑭

足
病

変
に

関
す

る
情

報
提

供
の

強
化

(
メ

デ
ィ

カ
ル

フ
ッ

ト
ケ

ア
チ

ー
ム

)

「
は

い
伊

那
中

央
病

院
で

す
」

に
足

の
コ

ラ
ム

を
時

々
掲

載

一
般

市
民

に
向

け
足

病
変

の
予

防
、

早
期

発
見

の
啓

蒙
。

自
宅

で
一

般
市

民
が

情
報

収
取

で
き

る
。

一
般

市
民

が
足

に
関

す
る

知
識

向
上

「
は

い
伊

那
中

央
病

院
で

す
」

に
足

の
コ

ラ
ム

を
時

々
掲

載

〇
◎

⇒

記
事

作
成

、
編

集

1
3
3

⑧ ⑭

足
病

変
に

関
す

る
情

報
提

供
の

強
化

(
創

傷
ケ

ア
セ

ン
タ

ー
)

外
来

に
T
V
モ

ニ
タ

ー
設

置
外

来
の

待
合

中
に

患
者

に
足

病
変

に
つ

い
て

の
知

識
を

持
っ

て
も

ら
う

現
在

、
T
V
モ

ニ
タ

ー
で

Y
o
u
 
t
u
b
e
に

て
足

ケ
ア

方
法

な
ど

の
教

育
番

組
を

放
映

し
て

い
る

。
放

映
し

て
い

る
も

の
は

他
院

の
も

の
な

の
で

、
当

院
オ

リ
ジ

ナ
ル

を
作

成
し

た
い

。

T
V
モ

ニ
タ

ー
設

置
、

動
画

撮
影

〇
◎

⇒

当
院

オ
リ

ジ
ナ

ル
Y
o
u

T
u
b
e
作

成

1
3
4

⑧ ⑭

足
病

変
に

関
す

る
情

報
提

供
の

強
化

(
創

傷
ケ

ア
セ

ン
タ

ー
)

ベ
ッ

ド
サ

イ
ド

の
T
V
モ

ニ
タ

ー
に

動
画

配
信

透
析

患
者

に
足

病
変

に
つ

い
て

積
極

的
に

関
心

を
持

っ
て

も
ら

う

医
療

者
に

フ
ッ

ト
ケ

ア
を

全
面

的
に

依
存

し
て

い
る

患
者

が
多

い
。

自
分

の
足

に
関

心
を

持
っ

て
も

ら
う

。

動
画

配
信

△
〇

◎

床
頭

台
か

ら
の

動
画

配
信

1
3
5

⑧ ⑭

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

開
設

に
よ

る
情

報
の

拡
散

(
創

傷
ケ

ア
セ

ン
タ

ー
)

勉
強

会
や

外
来

診
療

に
関

す
る

内
容

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

開
設

事
務

作
業

を
削

減
診

療
内

容
の

周
知

患
者

数
の

増
加

創
傷

ケ
ア

セ
ン

タ
ー

の
診

療
内

容
に

関
す

る
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

開
設

す
る

こ
と

で
、

広
く

情
報

を
拡

散
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

診
療

内
容

を
周

知
す

る
こ

と
で

、
患

者
数

の
増

加
も

見
込

め
る

。

創
傷

ケ
ア

セ
ン

タ
ー

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
作

成

〇
◎

⇒

創
傷

ケ
ア

セ
ン

タ
ー

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
作

成

1
3
6

② ⑧

看
護

師
の

特
定

行
為

研
修

(
創

傷
ケ

ア
セ

ン
タ

ー
)

"
看

護
師

特
定

行
為

研
修

"
を

履
修

し
た

看
護

師
の

増
加

入
院

患
者

数
の

削
減

、
医

療
費

削
減

、
逆

紹
介

率
の

増
加

在
宅

医
療

で
デ

ブ
リ

ー
ド

マ
ン

を
施

行
し

て
く

れ
る

医
師

が
圧

倒
的

に
少

な
く

、
当

院
へ

の
紹

介
が

多
い

。

在
宅

で
看

護
師

に
よ

る
デ

ブ
リ

ー
ド

マ
ン

が
可

能
に

な
れ

ば
、

当
院

へ
通

院
す

る
患

者
の

手
間

や
外

来
患

者
数

の
削

減
、

逆
紹

介
率

の
増

加
に

つ
な

が
る

。
〇

◎
⇒

看
護

師
の

特
定

行
為

研
修

を
院

内
看

護
師

に
限

定
せ

ず
、

院
外

か
ら

の
受

け
入

れ
も

期
待

し
た

い
。
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R
0
3
R
0
4
R
0
5

令
和

5
年

度
ま

で
の

目
標

達
成

に
向

け
て

の
取

組
事

項
令

和
5
年

度
取

組
事

項
№

区 分
取

組
項

目
(
担

当
部

署
)

令
和

5
年

度
ま

で
に

達
成

す
る

目
標

目
標

達
成

後
の

効
果

現
状

と
課

題
・

達
成

状
況

等
年

度
別

計
画

1
3
7

② ③

医
師

の
増

員

(
創

傷
ケ

ア
セ

ン
タ

ー
、

経
営

企
画

課
)

足
病

変
に

特
化

し
た

医
師

の
増

員
患

者
数

の
増

加
、

医
師

の
働

き
方

改
革

足
病

変
の

ゲ
ー

ト
キ

ー
パ

ー
と

な
る

医
師

の
増

員
同

左

△
〇

◎

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
医

師
募

集

1
3
8

② ③ ⑫

外
来

診
察

室
の

増
築

(
創

傷
ケ

ア
セ

ン
タ

ー
、

経
営

企
画

課
)

外
来

診
察

室
の

増
築

患
者

数
の

増
加

、
診

療
の

質
の

向
上

部
屋

が
足

り
ず

、
他

科
の

診
察

室
を

お
借

り
し

て
い

る
。

あ
と

1
、

2
部

屋
常

に
使

用
で

き
る

診
察

室
が

欲
し

い
。

△
〇

◎

診
察

室
の

増
加

1
3
9

② ⑫

P
R
P
の

施
術

開
始 (
創

傷
ケ

ア
セ

ン
タ

ー
、

医
事

課
)

P
R
P
の

施
術

外
来

収
益

の
増

加
、

患
者

数
の

増
加

、
診

療
の

質
の

向
上

2
0
2
0
年

度
よ

り
P
R
P
療

法
が

難
治

性
潰

瘍
に

も
対

応
と

な
り

、
保

険
収

載
さ

れ
た

(
4
1
9
0
点

)
。

P
R
P
療

法
の

開
始

◎
⇒

⇒

P
R
P
療

法
の

開
始

、
診

療
部

屋
の

確
保

、
認

定
施

設
の

許
可

を
得

る

1
4
0

② ⑫

フ
ィ

ラ
ピ

ー
療

法
の

開
始

(
創

傷
ケ

ア
セ

ン
タ

ー
、

医
事

課
)

フ
ィ

ラ
ピ

ー
療

法
外

来
収

益
の

増
加

、
患

者
数

の
増

加
、

診
療

の
質

の
向

上

光
線

療
法

4
5
点

が
算

定
可

能
フ

ィ
ラ

ピ
ー

療
法

の
開

始

△
〇

◎

フ
ィ

ラ
ピ

ー
療

法
の

開
始

、
診

療
部

屋
の

確
保

1
4
1

② ③

適
正

な
薬

物
療

法
の

提
供

・
チ

ー
ム

医
療

の
実

践

(
薬

剤
部

)

①
医

薬
品

情
報

の
積

極
的

発
信

・
副

作
用

情
報

の
収

集
②

院
内

で
の

医
薬

品
に

関
わ

る
イ

ン
シ

デ
ン

ト
の

減
少

③
病

棟
・

外
来

部
門

で
の

薬
剤

師
業

務
の

充
実

④
医

薬
品

の
適

正
使

用
・

ポ
リ

フ
ァ

ー
マ

シ
ー

へ
の

対
応

⑤
緩

和
・

認
知

症
・

が
ん

治
療

・
感

染
・

肝
炎

・
術

後
疼

痛
管

理
等

へ
の

チ
ー

ム
医

療
へ

積
極

的
参

画

・
病

院
機

能
の

向
上

・
良

質
か

つ
高

度
医

療
へ

の
貢

献
・

適
正

・
安

全
な

薬
物

治
療

の
提

供
・

医
師

・
看

護
師

等
の

業
務

負
担

の
軽

減
・

医
療

費
削

減
・

患
者

予
後

の
向

上

①
D
I
(
医

薬
品

情
報

)
担

当
者

が
1
名

の
み

で
あ

り
、

質
向

上
の

た
め

に
も

複
数

体
制

が
必

要
②

院
内

で
報

告
さ

れ
る

イ
ン

シ
デ

ン
ト

事
例

の
3
0
％

強
が

薬
剤

に
関

わ
る

事
例

と
な

っ
て

い
る

。
③

④
各

病
棟

に
担

当
薬

剤
師

を
配

置
し

て
い

る
が

、
外

来
部

門
へ

の
薬

剤
師

配
置

が
で

き
て

い
な

い
、

薬
剤

師
業

務
の

拡
大

が
求

め
ら

れ
て

い
る

。
⑤

各
チ

ー
ム

へ
薬

剤
師

が
積

極
的

に
関

与
し

、
ク

リ
ニ

カ
ル

パ
ス

化
な

ど
を

検
討

し
て

い
る

。

①
D
I
担

当
者

の
複

数
体

制
を

検
討

②
医

療
安

全
管

理
室

へ
の

薬
剤

師
配

置
(
兼

務
)
、

薬
剤

に
関

わ
る

イ
ン

シ
デ

ン
ト

の
減

少
③

④
患

者
支

援
セ

ン
タ

ー
で

の
薬

剤
師

業
務

の
拡

充
を

検
討

⑤
各

チ
ー

ム
へ

薬
剤

師
が

参
加

し
ク

リ
ニ

カ
ル

パ
ス

化
に

よ
る

業
務

統
一

化
と

効
率

化
に

貢
献

〇
○

◎

①
D
I
担

当
者

の
複

数
体

制 ②
医

療
安

全
管

理
室

へ
の

薬
剤

師
配

置
(
兼

務
)
、

薬
剤

に
関

わ
る

イ
ン

シ
デ

ン
ト

事
例

の
3
0
％

以
下

へ
の

減
少

③
④

患
者

支
援

セ
ン

タ
ー

で
の

薬
剤

師
業

務
の

拡
充

⑤
各

チ
ー

ム
へ

薬
剤

師
が

参
加

、
ク

リ
ニ

カ
ル

パ
ス

化
に

よ
る

業
務

統
一

化
と

効
率

化
に

貢
献
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R
0
3
R
0
4
R
0
5

令
和

5
年

度
ま

で
の

目
標

達
成

に
向

け
て

の
取

組
事

項
令

和
5
年

度
取

組
事

項
№

区 分
取

組
項

目
(
担

当
部

署
)

令
和

5
年

度
ま

で
に

達
成

す
る

目
標

目
標

達
成

後
の

効
果

現
状

と
課

題
・

達
成

状
況

等
年

度
別

計
画

1
4
2

⑪

病
院

経
営

へ
の

参
画

・
適

正
な

薬
品

管
理

(
薬

剤
部

)

①
適

正
な

医
薬

品
在

庫
の

管
理

・
不

動
在

庫
の

減
少

②
高

額
医

薬
品

の
管

理
厳

格
化

③
適

正
・

正
確

な
保

険
請

求
の

監
視

・
返

戻
/
査

定
の

減
少

④
D
P
C
/
P
D
P
S
制

度
を

考
慮

し
た

薬
物

治
療

の
検

討

・
適

正
な

医
薬

品
購

入
金

額
の

維
持

・
期

限
切

れ
医

薬
品

破
棄

の
減

少
・

適
正

な
病

院
経

営
へ

の
貢

献

①
②

医
薬

品
ト

レ
ー

サ
ー

ビ
リ

テ
ィ

シ
ス

テ
ム

(
ス

ズ
ケ

ン
社

：
キ

ュ
ー

ビ
ッ

ク
ス

/
ア

ル
フ

レ
ッ

サ
社

：
ノ

ヴ
ァ

ム
)

の
利

活
用

に
よ

り
効

率
化

を
図

っ
た

。
③

定
期

的
な

医
事

課
レ

セ
プ

ト
デ

ー
タ

の
確

認
に

よ
り

年
間

約
5
0
0
万

円
の

算
定

漏
れ

を
発

見
し

た
。

④
D
P
C
制

度
に

つ
い

て
部

内
で

勉
強

会
を

実
施

、
医

師
へ

D
P
C
制

度
を

考
慮

し
た

処
方

提
案

を
行

っ
て

い
る

。

①
②

医
薬

品
ト

レ
ー

サ
ー

ビ
リ

テ
ィ

シ
ス

テ
ム

の
利

活
用

継
続

③
定

期
的

な
医

事
課

レ
セ

プ
ト

デ
ー

タ
の

確
認

④
D
P
C
制

度
の

理
解

を
深

め
、

医
師

へ
の

情
報

提
供

を
継

続
○

◎
⇒

①
②

医
薬

品
ト

レ
ー

サ
ー

ビ
リ

テ
ィ

シ
ス

テ
ム

の
利

活
用

継
続

③
定

期
的

な
医

事
課

レ
セ

プ
ト

デ
ー

タ
の

確
認

④
D
P
C
制

度
を

意
識

し
た

薬
物

療
法

を
医

師
へ

提
案

1
4
3

⑧

保
険

薬
局

と
の

連
携

(
薬

剤
部

)

①
定

期
的

な
研

修
会

の
開

催
に

よ
る

顔
の

見
え

る
関

係
づ

く
り

②
入

退
院

時
の

患
者

情
報

の
共

有
化

に
よ

り
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
へ

の
関

与

・
適

正
な

薬
物

治
療

へ
の

貢
献

・
多

剤
併

用
患

者
へ

の
減

薬
に

よ
る

ア
ド

ヒ
ア

ラ
ン

ス
の

向
上

・
残

薬
減

少
に

よ
る

社
会

保
障

費
の

適
正

化

①
②

薬
薬

連
携

に
関

わ
る

診
療

報
酬

(
退

院
時

薬
剤

情
報

管
理

指
導

料
/
退

院
時

薬
剤

情
報

連
携

加
算

/
連

携
充

実
加

算
な

ど
)
の

積
極

的
な

算
定

を
開

始
し

、
継

続
し

て
い

る
。

①
②

・
保

険
薬

局
と

の
定

期
的

な
研

修
会

の
開

催
・

患
者

情
報

の
共

有
化

と
関

連
す

る
診

療
報

酬
の

算
定

○
◎

⇒

①
②

・
保

険
薬

局
と

の
定

期
的

な
研

修
会

の
開

催
・

患
者

情
報

の
共

有
化

と
診

療
報

酬
の

算
定

1
4
4

③

薬
剤

部
業

務
の

I
T
化

に
よ

る
効

率
化

・
確

立

(
薬

剤
部

)

①
電

子
カ

ル
テ

マ
ス

タ
ー

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

②
電

子
処

方
箋

導
入

に
向

け
た

準
備

③
適

正
な

医
薬

品
情

報
管

理
の

た
め

の
シ

ス
テ

ム
化

③
薬

剤
部

門
シ

ス
テ

ム
の

保
守

管
理

と
最

新
機

能
の

検
討

・
電

子
カ

ル
テ

を
活

用
し

た
医

薬
品

情
報

の
提

供
、

処
方

オ
ー

ダ
時

の
誤

選
択

防
止

・
国

が
進

め
る

デ
ー

タ
ヘ

ル
ス

改
革

の
実

践
・

医
師

・
看

護
師

等
へ

の
適

正
な

医
薬

品
情

報
の

提
供

・
薬

剤
部

内
の

業
務

効
率

化
と

リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト

①
新

規
採

用
薬

剤
登

録
時

や
イ

ン
シ

デ
ン

ト
事

例
を

も
と

に
薬

品
マ

ス
タ

ー
保

守
を

継
続

②
情

報
収

集
を

開
始

③
電

子
カ

ル
テ

上
で

の
処

方
チ

ェ
ッ

ク
シ

ス
テ

ム
を

2
0
2
1
/
0
8
よ

り
開

始
、

薬
剤

師
の

ス
ー

パ
ー

ユ
ー

ザ
ー

設
定

を
解

除
し

相
互

作
用

・
ア

レ
ル

ギ
ー

情
報

に
よ

る
処

方
チ

ェ
ッ

ク
体

制
を

向
上

さ
せ

た
。

④
2
0
2
1
/
0
3
調

剤
シ

ス
テ

ム
の

全
面

更
新

と
と

も
に

部
内

レ
イ

ア
ウ

ト
変

更
に

よ
る

業
務

環
境

の
整

備
を

図
っ

た
。

①
新

規
採

用
薬

剤
登

録
時

や
イ

ン
シ

デ
ン

ト
事

例
を

も
と

に
薬

品
マ

ス
タ

ー
保

守
を

継
続

②
電

子
処

方
箋

の
導

入
を

図
る

。
③

薬
剤

相
互

作
用

・
ア

レ
ル

ギ
ー

情
報

に
よ

る
処

方
チ

ェ
ッ

ク
に

よ
る

適
正

な
薬

物
治

療
の

提
供

④
職

場
環

境
整

備
の

継
続

・
薬

剤
部

共
有

ス
ペ

ー
ス

の
利

活
用

○
○

◎

①
電

子
カ

ル
テ

薬
品

マ
ス

タ
ー

の
登

録
・

保
守

②
電

子
処

方
箋

の
運

用
開

始
③

電
子

カ
ル

テ
上

で
の

処
方

チ
ェ

ッ
ク

シ
ス

テ
ム

の
保

守
と

検
討

、
電

子
お

薬
手

帳
の

導
入

に
向

け
た

準
備

・
検

討
④

部
内

共
有

ス
ペ

ー
ス

を
確

保
し

働
き

や
す

い
環

境
整

備
を

図
る

。
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R
0
3
R
0
4
R
0
5

令
和

5
年

度
ま

で
の

目
標

達
成

に
向

け
て

の
取

組
事

項
令

和
5
年

度
取

組
事

項
№

区 分
取

組
項

目
(
担

当
部

署
)

令
和

5
年

度
ま

で
に

達
成

す
る

目
標

目
標

達
成

後
の

効
果

現
状

と
課

題
・

達
成

状
況

等
年

度
別

計
画

1
4
5

③

人
材

育
成

・
組

織
力

向
上

(
薬

剤
部

)

①
各

種
認

定
資

格
の

更
新

と
新

規
取

得
②

教
育

体
制

の
整

備
③

薬
剤

部
業

務
の

院
内

外
へ

の
ア

ピ
ー

ル

・
他

部
署

か
ら

の
信

頼
さ

れ
る

薬
剤

部
へ

の
成

長 ・
相

互
に

学
び

あ
い

、
成

長
す

る
組

織
の

構
築

・
薬

剤
部

組
織

力
の

維
持

・
向

上

①
②

・
定

期
的

な
部

内
勉

強
会

を
当

番
制

に
て

実
施

・
小

児
薬

物
療

法
認

定
薬

剤
師

、
緩

和
薬

物
療

法
認

定
薬

剤
師

、
心

不
全

療
養

指
導

士
、

周
術

期
管

理
な

ど
の

新
規

資
格

取
得

に
向

け
て

準
備

中

①
②

・
相

互
に

学
び

合
え

る
環

境
整

備
と

定
期

的
な

勉
強

会
の

開
催

・
部

内
研

究
費

を
利

活
用

し
た

資
格

取
得

支
援

の
継

続
・

学
会

発
表

な
ど

院
内

外
へ

の
ア

ピ
ー

ル ・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

更
新

と
学

生
実

習
の

受
け

入
れ

○
○

◎

①
②

・
相

互
に

学
び

合
え

る
環

境
整

備
と

定
期

的
な

勉
強

会
の

開
催

・
資

格
取

得
支

援
の

継
続 ・

学
会

発
表

な
ど

院
内

外
へ

の
ア

ピ
ー

ル
・

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
更

新
と

学
生

実
習

の
受

け
入

れ

1
4
6

③

高
度

な
放

射
線

治
療

の
実

施

(
診

療
放

射
線

科
・

放
射

線
治

療
科

)

①
機

器
の

品
質

管
理

と
高

精
度

な
放

射
線

治
療

の
実

施

①
が

ん
放

射
線

治
療

に
お

け
る

安
全

性
と

質
の

維
持

・
向

上
が

図
れ

る
。

①
放

射
線

治
療

専
門

技
師

資
格

者
の

増
員

を
必

要
と

す
る

。
・

令
和

5
年

度
採

用
職

員
と

し
て

医
学

物
理

士
資

格
保

有
の

診
療

放
射

線
技

師
の

採
用

が
決

定
し

て
い

る
。

・
充

実
し

た
品

質
管

理
会

議
(
1
回

/
月

)
実

施

①
放

射
線

治
療

専
門

技
師

の
資

格
取

得
に

向
け

学
会

等
へ

参
加

し
準

備
し

て
い

く
。

・
高

精
度

放
射

線
治

療
を

維
持

す
る

た
め

に
必

要
な

ス
キ

ル
や

知
識

を
身

に
つ

け
る

。

△
〇

◎

①
放

射
線

治
療

専
門

技
師

資
格

取
得

の
為

の
準

備 ・
放

射
線

品
質

管
理

に
よ

る
治

療
成

績
の

向
上

を
図

る
。

1
4
7

②

核
医

学
検

査
の

充
実

(
診

療
放

射
線

科
・

放
射

線
診

断
科

)

①
核

医
学

検
査

の
精

度
向

上
と

、
が

ん
早

期
発

見
へ

の
貢

献

①
良

悪
性

の
鑑

別
、

病
期

決
定

、
治

療
効

果
の

判
定

の
精

度
が

向
上

す
る

。

①
P
E
T
-
C
T
検

査
の

検
査

数
は

横
ば

い
状

態
が

続
い

て
い

る
。

・
今

年
度

、
技

師
一

人
が

核
医

学
専

門
技

師
資

格
を

取
得

し
た

。

①
検

査
充

実
の

た
め

の
研

修
参

加
・

核
医

学
検

査
数

の
増

加

△
〇

〇

①
R
I
検

査
の

特
徴

を
読

影
レ

ポ
ー

ト
等

で
ア

ピ
ー

ル
し

検
査

数
の

増
加

を
図

る

1
4
8

②

超
音

波
検

査
の

充
実

(
診

療
放

射
線

科
・

放
射

線
診

断
科

)

①
超

音
波

セ
ン

タ
ー

の
円

滑
な

業
務

実
施

②
検

査
数

増
加

③
超

音
波

検
査

士
資

格
取

得
と

増
員

①
②

医
師

の
診

療
補

助
と

し
て

の
貢

献
③

検
査

の
質

の
向

上
・

技
師

の
レ

ベ
ル

ア
ッ

プ ・
研

修
医

の
育

成

①
②

③
超

音
波

担
当

技
師

の
増

員
が

必
要

と
さ

れ
る

。
①

②
セ

ン
タ

ー
が

円
滑

に
運

用
す

る
よ

う
担

当
技

師
を

増
員

し
て

い
く

。
・

超
音

波
担

当
技

師
増

員
③

領
域

別
超

音
波

検
査

士
の

養
成

・
超

音
波

検
査

士
養

成

〇
〇

〇

①
超

音
波

担
当

技
師

の
増

員
②

超
音

波
検

査
士

の
資

格
取

得
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R
0
3
R
0
4
R
0
5

令
和

5
年

度
ま

で
の

目
標

達
成

に
向

け
て

の
取

組
事

項
令

和
5
年

度
取

組
事

項
№

区 分
取

組
項

目
(
担

当
部

署
)

令
和

5
年

度
ま

で
に

達
成

す
る

目
標

目
標

達
成

後
の

効
果

現
状

と
課

題
・

達
成

状
況

等
年

度
別

計
画

1
4
9

⑧

画
像

診
断

の
推

進 (
診

療
放

射
線

科
・

放
射

線
診

断
科

)

①
病

院
・

病
診

連
携

に
お

け
る

画
像

診
断

の
更

な
る

推
進

②
読

影
率

増
加

に
向

け
た

取
り

組
み

③
レ

ポ
ー

ト
開

封
率

増
加

に
向

け
た

取
り

組
み

①
地

域
連

携
の

向
上

②
③

医
師

の
診

療
補

助
と

、
患

者
へ

の
早

期
診

断
結

果
報

告
が

図
ら

れ
る

。

①
紹

介
・

共
同

利
用

患
者

の
枠

を
広

げ
、

患
者

数
の

増
加

に
繋

が
っ

て
い

る
。

②
画

像
診

断
医

体
制

が
改

善
さ

れ
、

読
影

率
の

向
上

が
図

ら
れ

て
い

る
。

③
レ

ポ
ー

ト
開

封
状

況
報

告
に

よ
り

開
封

率
が

上
が

っ
た

が
、

診
療

科
に

偏
り

が
あ

る
。

①
放

射
線

診
断

医
の

現
状

維
持

・
増

員
②

画
像

診
断

効
率

を
上

げ
る

た
め

の
画

像
作

成
③

レ
ポ

ー
ト

開
封

率
増

加
の

た
め

の
各

診
療

科
へ

の
働

き
か

け

〇
〇

◎

①
放

射
線

診
断

医
の

増
員

に
向

け
働

き
か

け
る

②
読

影
率

向
上

に
つ

な
が

る
検

査
実

施
と

情
報

提
供

②
C
T
・

M
R
I
の

検
査

方
法

に
つ

い
て

、
定

期
的

に
診

断
医

と
見

直
し

を
行

う
。

・
作

成
画

像
の

個
人

差
を

無
く

し
、

統
一

し
た

画
像

情
報

を
提

供
す

る
。

③
レ

ポ
ー

ト
開

封
へ

の
取

り
組

み

1
5
0

③

放
射

線
診

断
・

治
療

の
充

実

(
診

療
放

射
線

科
)

①
診

断
・

治
療

の
専

門
資

格
の

取
得

②
各

講
習

会
へ

の
参

加

①
②

良
質

な
医

療
の

提
供 ・

個
人

と
各

モ
ダ

リ
テ

ィ
の

レ
ベ

ル
ア

ッ
プ

①
M
R
I
・

C
T
・

治
療

の
専

門
技

師
の

資
格

取
得

を
目

指
し

て
い

る
・

今
年

度
核

医
学

専
門

技
師

資
格

を
取

得
し

た
。

①
専

門
資

格
取

得
に

向
け

た
講

習
会

参
加

と
ポ

イ
ン

ト
取

得
②

P
E
T
セ

ミ
ナ

ー
各

種
学

会
へ

の
参

加
〇

〇
◎

①
資

格
取

得
に

向
け

取
り

組
み

、
科

全
体

で
協

力
し

て
い

く
。

②
業

務
拡

大
講

習
会

受
講

、
告

示
研

修
を

全
員

が
行

っ
て

い
く

。

1
5
1

②

M
R
I
検

査
枠

の
増

加

(
診

療
放

射
線

科
・

放
射

線
診

断
科

)

①
3
T
M
R
I
検

査
枠

増
加

②
全

M
R
I
検

査
数

の
増

加
①

②
患

者
待

ち
時

間
の

短
縮

と
、

早
期

診
断

に
繋

が
る

。

3
.
0
T
M
R
I
更

新
に

伴
い

、
検

査
枠

を
4
0

～
5
0
/
月

、
脳

ド
ッ

ク
1
5
件

/
月

増
や

し
た

。
・

待
ち

日
数

約
2
週

間

①
更

に
3
T
M
R
I
検

査
枠

の
増

加
②

装
置

2
台

の
効

率
的

な
稼

働
・

脳
ド

ッ
ク

枠
を

段
階

的
に

増
や

し
て

い
く

(
長

期
的

取
組

)
〇

◎
◎

①
現

状
の

検
査

待
日

数
を

維
持

、
さ

ら
に

短
縮

を
目

指
し

な
が

ら
、

検
査

数
の

増
加

を
図

る
。

1
5
2

③

放
射

線
被

ば
く

低
減

の
た

め
の

線
量

管
理

(
診

療
放

射
線

科
)

①
安

心
・

安
全

な
放

射
線

検
査

の
実

施
①

医
療

被
ば

く
の

適
正

化
に

よ
る

安
全

性
の

向
上 ・

患
者

の
安

心
感

の
向

上

放
射

線
安

全
情

報
係

を
中

心
に

、
定

期
的

に
線

量
測

定
を

実
施

し
、

線
量

管
理

を
行

っ
て

い
る

。
・

装
置

の
日

常
点

検
に

よ
り

機
器

管
理

を
行

っ
て

い
る

。

①
放

射
線

被
ば

く
相

談
員

の
育

成
・

線
量

管
理

シ
ス

テ
ム

の
検

討

△
〇

〇

線
量

管
理

シ
ス

テ
ム

化
の

検
討

を
行

う
。

1
5
3

②

医
師

の
タ

ス
ク

シ
フ

ト
へ

の
協

力 (
診

療
放

射
線

科
)

①
タ

ス
ク

シ
フ

ト
に

向
け

て
の

準
備

②
安

全
か

つ
適

切
な

実
施

体
制

の
確

立

①
②

医
師

、
看

護
師

の
の

業
務

軽
減

・
技

師
の

レ
ベ

ル
ア

ッ
プ ・

円
滑

な
業

務
運

用

①
②

タ
ス

ク
シ

フ
ト

に
向

け
た

告
示

研
修

を
修

了
し

た
者

か
ら

、
実

技
研

修
を

開
始

し
て

い
る

。
・

業
務

拡
大

講
習

受
講

、
告

示
研

修
を

行
っ

て
い

る
。

①
業

務
拡

大
、

そ
の

他
講

習
会

へ
の

参
加 ②

タ
ス

ク
シ

フ
ト

に
伴

う
実

技
研

修
へ

の
参

加
〇

〇
〇

各
種

講
習

会
・

研
修

会
へ

参
加

す
る

告
示

研
修

へ
全

員
が

参
加

す
る

。
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R
0
3
R
0
4
R
0
5

令
和

5
年

度
ま

で
の

目
標

達
成

に
向

け
て

の
取

組
事

項
令

和
5
年

度
取

組
事

項
№

区 分
取

組
項

目
(
担

当
部

署
)

令
和

5
年

度
ま

で
に

達
成

す
る

目
標

目
標

達
成

後
の

効
果

現
状

と
課

題
・

達
成

状
況

等
年

度
別

計
画

1
5
4

②

救
急

医
療

へ
の

対
応

(
診

療
放

射
線

科
)

①
急

性
期

脳
・

心
臓

疾
患

の
緊

急
検

査
に

対
す

る
個

々
の

レ
ベ

ル
ア

ッ
プ ②

業
務

範
囲

の
拡

大

①
②

迅
速

で
良

質
な

医
療

の
提

供
・

鑑
別

診
断

の
向

上
・

急
性

期
治

療
の

充
実

・
休

日
夜

間
対

応
の

充
実

①
適

宜
、

血
管

造
影

検
査

の
研

修
を

実
施

し
て

い
る

。
・

緊
急

検
査

時
の

対
応

能
力

個
人

差
が

み
ら

れ
る

た
め

、
科

内
研

修
を

行
っ

て
い

る
が

、
更

に
継

続
し

て
い

く
。

②
担

当
業

務
を

増
や

す
た

め
の

研
修

を
実

施
し

て
い

る
。

①
緊

急
検

査
に

対
す

る
レ

ベ
ル

ア
ッ

プ
・

読
影

能
力

の
向

上
・

救
急

撮
影

認
定

技
師

の
増

員
②

担
当

業
務

以
外

の
研

修
〇

〇
〇

①
救

急
患

者
対

応
の

た
め

の
撮

影
技

術
や

検
査

方
法

を
身

に
つ

け
る

。
・

撮
影

技
術

、
読

影
能

力
の

向
上

を
図

る
。

②
担

当
外

の
検

査
研

修
を

行
う

。

1
5
5

③ ⑫

高
度

な
臨

床
検

査
・

情
報

の
提

供 (
臨

床
検

査
科

)

①
I
S
O
1
5
1
8
9
維

持
②

ニ
ー

ズ
に

合
っ

た
分

析
装

置
の

導
入

と
計

画
的

更
新

③
各

種
認

定
資

格
取

得

①
病

院
機

能
の

向
上

・
国

際
標

準
検

査
管

理
加

算
、

D
P
C
係

数
が

上
が

る
こ

と
に

よ
り

年
間

6
0
0

万
円

増
収

を
維

持
②

③
良

質
か

つ
高

度
医

療
へ

の
貢

献

①
I
S
O
1
5
1
8
9
：

2
0
1
9
.
2
.
1
9
取

得
・

2
0
2
0
年

　
第

1
回

サ
ー

ベ
イ

ラ
ン

ス
・

2
0
2
1
年

　
第

2
回

サ
ー

ベ
イ

ラ
ン

ス
・

2
0
2
2
年

　
更

新
審

査
　

更
新

認
定

②
各

部
門

分
析

装
置

の
老

朽
化

、
メ

ー
カ

ー
保

証
対

象
か

ら
の

除
外

等
、

部
品

調
達

不
能

機
器

有
、

計
画

的
な

更
新

が
必

要
。

・
医

師
向

け
に

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
を

実
施

し
、

医
師

の
ニ

ー
ズ

を
収

集
し

、
対

応
を

行
っ

た
。

③
超

音
波

検
査

士
、

認
定

病
理

検
査

技
師

、
今

年
度

受
験

予
定

。

①
I
S
O
1
5
1
8
9
維

持
②

臨
床

の
要

望
に

応
え

る
た

め
の

情
報

収
集

と
発

信
・

検
査

機
器

の
保

守
管

理
と

計
画

的
更

新 ③
各

種
認

定
取

得
(
輸

血
、

微
生

物
、

病
理

、
超

音
波

他
)

○
○

◎

①
I
S
O
1
5
1
8
9
維

持
②

現
有

装
置

の
状

況
把

握
、

保
守

状
態

の
確

認
・

適
切

な
点

検
に

よ
る

良
好

な
装

置
機

能
の

維
持 ・

新
規

検
査

及
び

更
新

装
置

の
情

報
収

取
と

導
入 ・

ニ
ー

ズ
の

把
握

③
各

種
認

定
資

格
取

得

1
5
6

③

超
音

波
検

査
セ

ン
タ

ー
の

充
実

(
臨

床
検

査
科

)

①
超

音
波

検
査

セ
ン

タ
ー

の
運

用
確

立
②

教
育

シ
ス

テ
ム

の
構

築 ③
超

音
波

検
査

士
の

増
員

、
精

度
保

証

①
患

者
サ

ー
ビ

ス
の

向
上

、
診

療
支

援
の

効
率

化 ②
教

育
の

拠
点

と
す

る
こ

と
に

よ
る

超
音

波
技

術
の

レ
ベ

ル
ア

ッ
プ

③
質

の
高

い
結

果
の

提
供

①
2
0
2
0
年

1
2
月

開
設

・
予

約
枠

を
拡

大
し

た
こ

と
に

よ
り

、
緊

急
検

査
の

待
ち

時
間

が
2
0
2
0
年

度
は

1
8
分

、
2
0
2
1
年

度
は

1
3
分

と
短

縮
し

、
現

在
は

維
持

し
て

い
る

。
②

教
育

方
法

・
達

成
目

標
統

一
中

。
・

院
外

の
臨

床
検

査
技

師
の

超
音

波
検

査
の

教
育

を
実

施
中

。
院

内
か

ら
の

依
頼

は
な

い
。

③
超

音
波

検
査

を
実

施
し

て
い

る
8
名

の
臨

床
検

査
技

師
の

う
ち

、
超

音
波

検
査

士
は

6
名

。
今

年
度

1
名

受
験

予
定

。
・

超
音

波
の

2
つ

の
精

度
管

理
調

査
に

参
加

。
良

好
な

成
績

を
維

持
。

①
地

域
の

超
音

波
検

査
の

ニ
ー

ズ
を

把
握

し
、

午
後

の
検

査
枠

の
空

い
て

い
る

と
こ

ろ
を

、
他

院
か

ら
の

紹
介

で
埋

め
る

こ
と

が
で

き
る

か
検

討
す

る
。

②
教

育
シ

ス
テ

ム
の

構
築

・
研

修
医

の
先

生
方

に
、

超
音

波
の

教
育

が
実

施
で

き
る

こ
と

を
働

き
か

け
る

。
③

超
音

波
検

査
士

の
育

成
。

学
会

認
定

精
度

管
理

調
査

の
成

績
維

持
。

○
○

◎

①
セ

ン
タ

ー
の

効
率

的
な

運
用

の
構

築
②

教
育

シ
ス

テ
ム

の
構

築 ③
超

音
波

検
査

士
の

育
成

、
学

会
認

定
精

度
管

理
調

査
の

成
績

維
持

。

1
5
7

③

遺
伝

子
検

査
の

充
実

(
臨

床
検

査
科

)

①
遺

伝
子

検
査

室
の

構
築

①
遺

伝
子

検
査

の
質

の
向

上
①

遺
伝

子
検

査
部

門
を

設
立

し
、

教
育

体
制

を
整

え
た

。
・

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

作
成

済
・

R
4
年

度
か

ら
、

I
S
O
1
5
1
8
9
の

認
定

範
囲

に
遺

伝
子

検
査

室
を

含
め

た
。

①
遺

伝
子

検
査

部
門

の
維

持

○
○

◎

①
遺

伝
子

検
査

部
門

の
維

持
・

発
展
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R
0
3
R
0
4
R
0
5

令
和

5
年

度
ま

で
の

目
標

達
成

に
向

け
て

の
取

組
事

項
令

和
5
年

度
取

組
事

項
№

区 分
取

組
項

目
(
担

当
部

署
)

令
和

5
年

度
ま

で
に

達
成

す
る

目
標

目
標

達
成

後
の

効
果

現
状

と
課

題
・

達
成

状
況

等
年

度
別

計
画

1
5
8

③

チ
ー

ム
医

療
の

実
践

(
他

部
署

と
の

連
携

)

(
臨

床
検

査
科

)

①
救

命
救

急
セ

ン
タ

ー
へ

技
師

の
派

遣
②

検
体

採
取

業
務

の
開

始 ③
検

査
の

説
明

、
相

談
業

務
の

拡
大

④
タ

ス
ク

シ
フ

ト
に

よ
る

業
務

拡
大

⑤
耳

鼻
咽

喉
科

へ
技

師
の

派
遣

①
②

③
④

⑤
医

師
･
看

護
師

の
業

務
負

担
軽

減
･
医

療
の

質
の

向
上

①
救

急
検

査
技

師
認

定
取

得
者

あ
り

。
②

実
施

は
採

血
の

み
。

正
規

職
員

全
員

が
検

体
採

取
指

定
講

習
会

を
受

講
済

。
③

泊
ド

ッ
ク

と
ち

ょ
こ

っ
と

健
診

受
診

者
に

対
し

実
施

中
④

タ
ス

ク
・

シ
フ

ト
/
シ

ェ
ア

の
厚

生
労

働
大

臣
指

定
研

修
会

を
7
名

受
講

済
。

持
続

皮
下

グ
ル

コ
ー

ス
検

査
に

つ
い

て
は

タ
ス

ク
・

シ
フ

ト
を

実
施

。
⑤

信
州

大
学

病
院

で
の

研
修

を
修

了
。

・
耳

鼻
科

の
検

査
領

域
の

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

作
成

済
。

・
外

来
日

は
耳

鼻
科

に
1
名

臨
床

検
査

技
師

が
常

駐
。

①
救

命
救

急
セ

ン
タ

ー
で

の
業

務
の

ニ
ー

ズ
の

把
握

②
検

体
採

取
業

務
の

拡
大

③
利

用
者

へ
の

検
査

説
明

の
継

続
と

他
職

種
に

対
す

る
情

報
発

信
の

継
続

④
タ

ス
ク

シ
フ

ト
シ

ェ
ア

に
関

す
る

研
修

会
へ

の
全

員
参

加
・

ニ
ー

ズ
を

把
握

し
取

り
組

む
。

⑤
R
5
年

度
よ

り
、

共
に

検
査

を
実

施
す

る
言

語
聴

覚
士

へ
の

指
導

○
○

◎

①
救

命
救

急
セ

ン
タ

ー
で

の
ニ

ー
ズ

の
把

握
と

業
務

内
容

検
討

②
検

体
採

取
業

務
の

拡
大 ③

利
用

者
へ

の
検

査
説

明
の

継
続

と
他

職
種

に
対

す
る

情
報

発
信

の
継

続 ④
タ

ス
ク

シ
フ

ト
シ

ェ
ア

に
よ

る
業

務
拡

大
に

伴
う

業
務

検
討

⑤
耳

鼻
咽

喉
科

領
域

の
検

査
の

充
実

1
5
9

③

感
染

対
策

の
強

化 (
臨

床
検

査
科

)

①
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

に
対

す
る

検
査

体
制

の
維

持
と

発
展

②
抗

菌
薬

適
正

使
用

支
援

業
務

へ
の

貢
献

③
感

染
対

策
業

務
の

維
持

と
発

展
④

肝
炎

重
症

化
予

防
へ

の
貢

献

①
早

期
発

見
に

よ
り

流
行

を
防

ぐ
。

院
内

感
染

の
防

止
。

②
医

療
費

削
減

・
患

者
予

後
の

向
上

③
院

内
感

染
の

防
止

・
早

期
発

見
④

肝
炎

の
重

症
化

予
防

①
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

も
含

め
、

全
例

院
内

実
施

体
制

構
築

。
今

後
も

新
し

い
検

査
を

取
り

入
れ

、
臨

床
の

ニ
ー

ズ
に

合
っ

た
検

査
の

実
践

を
目

指
す

。
②

抗
菌

薬
適

正
使

用
支

援
業

務
に

専
従

の
人

員
を

配
置

す
る

こ
と

で
、

感
染

症
W
e
b
シ

ス
テ

ム
I
C
2
を

活
用

し
、

広
域

抗
菌

薬
使

用
中

の
患

者
、

菌
血

症
の

患
者

、
薬

剤
耐

性
菌

検
出

例
な

ど
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
早

期
か

ら
行

っ
て

い
る

。
専

従
者

の
交

替
も

見
据

え
た

ス
タ

ッ
フ

の
教

育
が

必
要

で
あ

る
。

③
院

内
感

染
防

止
の

た
め

の
情

報
提

供
を

行
っ

て
い

る
。

④
肝

炎
重

症
化

予
防

の
た

め
の

受
検

、
受

診
、

受
療

ま
で

の
仕

組
み

を
W
G
に

て
作

成
済

。
陽

性
者

リ
ス

ト
を

月
1
回

提
供

し
て

い
る

。

①
情

報
収

集
に

努
め

、
状

況
に

あ
っ

た
検

査
の

提
供

。
･
臨

床
へ

の
情

報
提

供
･
他

職
種

と
の

情
報

共
有

強
化

②
抗

菌
薬

適
正

使
用

支
援

業
務

の
継

続
･
対

象
患

者
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

･
臨

床
へ

の
情

報
提

供
･
他

職
種

と
の

情
報

共
有

強
化

な
ど

を
継

続
し

、
感

染
対

策
の

強
化

に
努

め
る

。
ま

た
抗

菌
薬

適
正

使
用

支
援

業
務

に
専

従
で

き
る

知
識

を
持

つ
技

師
を

更
に

1
名

育
成

す
る

。
③

院
内

感
染

防
止

の
た

め
の

情
報

発
信

力
を

向
上

さ
せ

る
｡

④
肝

炎
検

査
結

果
の

患
者

へ
の

確
実

な
通

知
お

よ
び

受
診

勧
奨

の
仕

組
み

の
確

立
に

向
け

た
支

援

○
◎

⇒

①
ニ

ー
ズ

に
合

っ
た

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
検

査
の

拡
充

・
院

内
実

施
体

制
の

維
持

管
理

②
抗

菌
薬

適
正

使
用

支
援

業
務

担
当

者
の

指
名

と
教

育
③

継
続

し
た

情
報

の
発

信 ④
陽

性
結

果
の

確
実

な
通

知
を

継
続

、
W
G
で

の
支

援
の

継
続

1
6
0

⑩ ⑪

健
診

の
充

実

(
臨

床
検

査
科

)

①
接

遇
の

向
上

②
教

育
体

制
の

整
備

①
受

診
者

サ
ー

ビ
ス

の
向

上
に

よ
り

、
リ

ピ
ー

タ
ー

、
口

コ
ミ

で
の

受
診

者
増

②
検

査
者

に
よ

る
質

の
差

を
な

く
す

①
接

遇
研

修
を

実
施

②
教

育
体

制
整

備
中

・
マ

ニ
ュ

ア
ル

作
成

済

①
接

遇
の

更
な

る
向

上
②

教
育

体
制

の
浸

透

○
○

◎

①
健

診
セ

ン
タ

ー
で

業
務

す
る

職
員

対
象

の
接

遇
研

修
会

の
実

施
。

②
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
整

備
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R
0
3
R
0
4
R
0
5

令
和

5
年

度
ま

で
の

目
標

達
成

に
向

け
て

の
取

組
事

項
令

和
5
年

度
取

組
事

項
№

区 分
取

組
項

目
(
担

当
部

署
)

令
和

5
年

度
ま

で
に

達
成

す
る

目
標

目
標

達
成

後
の

効
果

現
状

と
課

題
・

達
成

状
況

等
年

度
別

計
画

1
6
1

③

包
括

的
が

ん
治

療
へ

の
参

画

(
臨

床
検

査
科

)

①
が

ん
ゲ

ノ
ム

医
療

に
準

拠
す

る
病

理
検

査
室

の
構

築
②

が
ん

ゲ
ノ

ム
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
と

し
て

の
支

援

①
医

療
の

質
の

向
上

②
患

者
さ

ん
の

治
療

に
対

す
る

満
足

度
の

向
上

①
マ

ニ
ュ

ア
ル

は
作

成
済

②
今

後
実

施
の

予
定

①
I
S
O
1
5
1
8
9
に

準
じ

た
病

理
部

門
の

運
営 ②

が
ん

ゲ
ノ

ム
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
の

育
成

・
が

ん
ゲ

ノ
ム

検
査

に
関

す
る

患
者

説
明

の
実

践

○
○

◎

①
I
S
O
1
5
1
8
9
に

準
拠

し
た

環
境

整
備

②
が

ん
ゲ

ノ
ム

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

の
育

成

1
6
2

②

心
大

血
管

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

運
用

(
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

技
術

科
)

心
大

血
管

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

充
実

多
職

種
参

加
の

医
療

チ
ー

ム
で

リ
ハ

を
行

い
患

者
の

Q
O
L
が

改
善

さ
れ

る
。

・
心

リ
ハ

(
1
)
施

設
基

準
取

得
。

・
心

臓
リ

ハ
指

導
士

P
T
3
名

・
外

来
で

集
団

リ
ハ

を
開

始
し

た
時

期
と

コ
ロ

ナ
感

染
が

重
な

り
、

個
別

リ
ハ

の
み

実
施

し
て

い
る

。
外

来
患

者
数

は
微

増
傾

向
で

あ
る

。
・

心
臓

リ
ハ

シ
ス

テ
ム

の
サ

ポ
ー

ト
が

終
了

し
、

故
障

し
た

場
合

は
集

団
リ

ハ
の

実
施

が
困

難
と

な
る

。
・

循
環

器
内

科
の

回
診

、
多

職
種

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
に

参
加

し
て

い
る

。
・

外
来

患
者

は
1
人

当
り

3
単

位
実

施
し

て
い

る
。

・
心

臓
リ

ハ
の

専
門

性
を

高
め

る
た

め
心

臓
リ

ハ
指

導
士

、
心

不
全

療
養

指
導

士
の

資
格

取
得

を
推

進
す

る
。

・
予

防
か

ら
入

院
・

外
来

、
患

者
・

家
族

教
育

ま
で

の
チ

ー
ム

医
療

を
推

進
す

る
。

・
心

臓
リ

ハ
シ

ス
テ

ム
の

機
器

更
新

を
検

討
す

る
。

・
循

環
器

疾
患

を
有

す
る

入
院

患
者

に
対

し
て

、
退

院
後

も
継

続
し

て
外

来
で

リ
ハ

を
実

施
し

、
再

発
の

早
期

発
見

、
早

期
退

院
、

再
入

院
の

減
少

、
職

場
復

帰
、

Q
O
L
の

改
善

を
促

進
す

る
。

○
◎

⇒

・
心

リ
ハ

チ
ー

ム
医

療
を

推
進

す
る

。
・

心
臓

病
教

室
の

運
営

に
協

力
す

る
。

・
感

染
収

束
後

の
外

来
集

団
リ

ハ
の

運
用

を
検

討
す

る
。

・
心

臓
リ

ハ
シ

ス
テ

ム
の

機
器

更
新

を
検

討
す

る
。

・
医

師
や

看
護

師
と

連
携

し
、

外
来

患
者

の
心

リ
ハ

を
安

全
に

実
施

す
る

。
・

外
来

患
者

1
人

当
り

3
単

位
実

施
を

継
続

す
る

。

1
6
3

⑥

が
ん

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

運
用

(
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

技
術

科
)

①
が

ん
患

者
の

A
D
L
改

善
及

び
維

持
、

精
神

的
サ

ポ
ー

ト
の

充
実

②
リ

ン
パ

浮
腫

治
療

の
継

続

①
が

ん
患

者
の

A
D
L
、

Q
O
L
が

改
善

さ
れ

る
。

②
リ

ン
パ

浮
腫

患
者

の
A
D
L
・

Q
O
L
が

改
善

さ
れ

る
。

①
が

ん
リ

ハ
施

設
基

準
取

得
。

・
令

和
4
年

度
が

ん
リ

ハ
研

修
修

了
者

の
実

稼
動

人
数

は
、

P
T
7
名

、
O
T
6
名

、
S
T
6
名

計
1
9
名

で
あ

る
。

処
方

数
が

増
加

し
休

日
対

応
に

苦
慮

し
て

い
る

。
・

週
2
回

多
職

種
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

へ
参

加
し

て
い

る
。

・
が

ん
患

者
の

Q
O
L
の

向
上

を
目

的
と

し
た

多
施

設
共

同
研

究
の

参
加

に
つ

い
て

腫
瘍

内
科

医
師

と
検

討
し

て
い

る
。

②
リ

ン
パ

浮
腫

治
療

を
O
T
1
名

看
護

師
3

名
で

業
務

を
実

施
し

て
い

る
が

術
当

日
の

夜
間

対
応

・
休

日
対

応
の

業
務

負
担

が
大

き
い

。

①
医

師
、

看
護

師
と

連
携

し
身

体
機

能
、

A
D
L
、

精
神

面
へ

の
支

援
の

充
実

。
・

休
日

対
応

を
継

続
す

る
た

め
が

ん
リ

ハ
研

修
へ

参
加

す
る

。
・

腫
瘍

内
科

医
師

と
多

施
設

共
同

研
究

の
参

加
に

つ
い

て
検

討
を

行
う

。
②

リ
ン

パ
浮

腫
治

療
士

資
格

取
得

の
た

め
人

選
を

行
う

。
○

○
○

①
多

職
種

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
に

参
加

し
が

ん
患

者
の

Q
O
L
改

善
に

協
力

す
る

。
休

日
対

応
の

勤
務

調
整

を
行

う
。

・
休

日
対

応
の

た
め

が
ん

リ
ハ

研
修

へ
参

加
す

る
。

・
多

施
設

共
同

研
究

へ
の

参
加

に
つ

い
て

検
討

を
行

う
。

②
リ

ン
パ

浮
腫

治
療

士
資

格
取

得
の

た
め

人
選

を
行

う
。
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R
0
3
R
0
4
R
0
5

令
和

5
年

度
ま

で
の

目
標

達
成

に
向

け
て

の
取

組
事

項
令

和
5
年

度
取

組
事

項
№

区 分
取

組
項

目
(
担

当
部

署
)

令
和

5
年

度
ま

で
に

達
成

す
る

目
標

目
標

達
成

後
の

効
果

現
状

と
課

題
・

達
成

状
況

等
年

度
別

計
画

1
6
4

②

小
児

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

推
進

(
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

技
術

科
)

①
地

域
連

携
の

推
進

②
専

門
的

に
小

児
リ

ハ
対

応
が

出
来

る
職

員
の

育
成

③
小

児
待

合
室

の
有

効
運

用

①
患

児
の

療
育

環
境

の
充

実
が

成
さ

れ
る

。
②

専
門

的
な

小
児

リ
ハ

が
実

施
さ

れ
る

。
③

安
全

に
配

慮
し

た
廊

下
待

合
の

運
用

。

①
学

校
・

保
育

・
行

政
等

関
係

機
関

と
連

携
し

療
育

指
導

を
実

施
し

て
い

る
。

・
リ

モ
ー

ト
に

よ
る

関
係

者
会

議
や

療
育

指
導

を
進

め
て

い
る

。
②

小
児

リ
ハ

が
行

え
る

専
門

知
識

を
有

す
る

ス
タ

ッ
フ

が
不

足
し

て
い

る
。

(
小

児
リ

ハ
ス

タ
ッ

フ
2
名

育
休

中
)

③
小

児
待

合
室

利
用

を
検

討
し

た
が

、
十

分
な

感
染

対
策

が
困

難
で

あ
り

、
廊

下
待

合
が

妥
当

と
な

っ
た

。
・

新
た

に
廊

下
待

合
利

用
時

の
ル

ー
ル

を
保

護
者

に
通

知
し

て
い

る
。

①
関

係
機

関
と

の
連

携
・

療
育

指
導

を
継

続
す

る
。

②
専

門
的

に
小

児
リ

ハ
対

応
で

き
る

職
員

の
育

成
、

技
術

伝
達

を
行

う
｡
効

率
的

な
小

児
リ

ハ
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
再

構
築

を
行

う
。

③
安

全
な

廊
下

待
合

の
利

用
を

推
進

す
る

。

○
○

◎

①
連

携
・

療
育

指
導

に
リ

モ
ー

ト
環

境
の

積
極

的
利

用
を

勧
め

る
。

②
小

児
リ

ハ
ス

タ
ッ

フ
へ

の
技

術
伝

達
を

継
続

す
る

。
・

新
た

な
人

材
育

成
を

検
討

す
る

。
③

小
児

待
合

室
を

小
児

リ
ハ

訓
練

室
と

し
て

利
用

し
て

い
く

。

1
6
5

②

訪
問

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

運
用

(
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

技
術

科
)

訪
問

リ
ハ

の
需

要
の

検
討

と
広

域
で

の
効

率
的

な
運

用

当
院

退
院

患
者

や
が

ん
・

難
病

等
当

院
の

医
療

ケ
ア

の
継

続
が

必
要

な
患

者
の

在
宅

生
活

へ
の

不
安

が
緩

和
さ

れ
る

。

P
T
・

O
T
各

1
名

が
病

院
業

務
と

兼
務

し
て

い
る

。
当

院
退

院
患

者
以

外
の

医
療

リ
ハ

対
象

者
か

ら
の

依
頼

が
微

増
し

て
お

り
業

務
拡

大
に

つ
い

て
検

討
が

必
要

で
あ

る
。

訪
問

リ
ハ

の
需

要
･
必

要
職

種
･
必

要
職

員
数

を
検

討
す

る
。

△
△

△

訪
問

リ
ハ

の
需

要
件

数
や

必
要

職
種

の
デ

ー
タ

を
収

集
す

る
。
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R
0
3
R
0
4
R
0
5

令
和

5
年

度
ま

で
の

目
標

達
成

に
向

け
て

の
取

組
事

項
令

和
5
年

度
取

組
事

項
№

区 分
取

組
項

目
(
担

当
部

署
)

令
和

5
年

度
ま

で
に

達
成

す
る

目
標

目
標

達
成

後
の

効
果

現
状

と
課

題
・

達
成

状
況

等
年

度
別

計
画

1
6
6

②

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
体

制
の

拡
充

(
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

技
術

科
)

①
3
6
5
日

リ
ハ

体
制

の
維

持
と

リ
ハ

ス
タ

ッ
フ

の
充

実
②

地
域

連
携

の
推

進
③

多
職

種
連

携
の

推
進

④
腎

臓
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
導

入
と

運
用

の
検

討

①
早

期
介

入
に

よ
る

入
院

患
者

の
回

復
促

進
。

・
リ

ス
ク

管
理

体
制

の
強

化
。

②
地

域
連

携
強

化
③

未
実

施
の

診
療

科
と

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
が

実
施

さ
れ

、
リ

ハ
総

合
計

画
評

価
料

が
算

定
で

き
る

。
・

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
の

効
率

化
に

よ
り

患
者

の
リ

ハ
実

施
単

位
数

が
増

加
す

る
。

④
透

析
患

者
の

A
D
L
・

Q
O
L
が

改
善

さ
れ

る

①
休

日
は

I
C
U
、

S
C
U
、

回
復

期
患

者
を

優
先

し
3
6
5
日

リ
ハ

を
継

続
。

・
リ

ス
ク

管
理

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

作
成

,
運

用
し

イ
ン

シ
デ

ン
ト

発
生

時
は

随
時

見
直

し
て

い
る

。
②

脳
卒

中
リ

ハ
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

に
上

伊
那

生
協

病
院

医
師

、
看

護
師

、
リ

ハ
ス

タ
ッ

フ
が

参
加

し
て

い
る

。
・

言
語

聴
覚

士
が

箕
輪

町
の

小
児

リ
ハ

に
協

力
し

て
い

る
。

③
多

職
種

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
が

未
実

施
の

診
療

科
が

あ
り

、
月

3
0
-
4
0
人

の
患

者
に

つ
い

て
リ

ハ
総

合
計

画
評

価
料

(
1

月
3
0
0
点

)
を

算
定

で
き

て
い

な
い

。
・

各
種

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
(
約

3
0
種

)
の

開
催

時
間

が
5
分

～
1
時

間
以

上
と

異
な

り
、

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
当

番
は

超
過

勤
務

対
応

も
し

く
は

受
け

持
ち

患
者

の
単

位
数

の
調

整
を

行
う

こ
と

が
常

態
化

し
て

い
る

。
④

透
析

患
者

の
運

動
指

導
は

腎
機

能
の

改
善

に
効

果
が

あ
る

と
い

わ
れ

て
い

る
が

、
入

院
・

外
来

と
も

に
未

介
入

の
患

者
が

多
数

を
占

め
て

い
る

。

①
一

般
床

の
発

症
・

術
後

1
4
日

以
内

の
入

院
患

者
に

提
供

す
る

た
め

休
日

の
人

員
配

置
等

業
務

内
容

を
検

討
す

る
。

・
リ

ス
ク

管
理

の
研

修
会

を
開

催
し

、
事

例
共

有
を

行
う

。
ま

た
手

順
書

の
見

直
し

と
周

知
を

行
う

。
②

リ
ハ

に
関

す
る

情
報

共
有

等
地

域
の

関
係

機
関

と
の

連
携

を
推

進
す

る
。

③
多

職
種

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
の

実
施

方
法

に
つ

い
て

関
係

部
署

と
検

討
す

る
。

④
リ

ハ
を

受
け

て
い

な
い

透
析

患
者

の
透

析
時

運
動

指
導

等
加

算
(
7
5
点

、
算

定
上

限
9
0
日

)
の

算
定

に
向

け
て

腎
臓

内
科

医
師

お
よ

び
看

護
部

と
運

用
を

検
討

す
る

。
(
P
T
2
名

O
T
1
名

研
修

修
了

)

○
○

○

①
適

切
な

休
日

出
勤

者
数

の
調

整
を

行
い

、
一

般
床

の
発

症
・

術
後

1
4

日
以

内
の

患
者

へ
リ

ハ
を

提
供

す
る

。
・

リ
ス

ク
管

理
の

研
修

会
を

開
催

す
る

。
②

関
係

地
域

の
リ

ハ
職

種
勉

強
会

へ
参

加
す

る
。

③
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

の
実

施
方

法
に

つ
い

て
関

係
部

署
と

検
討

す
る

。
④

透
析

時
運

動
指

導
等

加
算

の
算

定
に

向
け

て
腎

臓
内

科
医

師
お

よ
び

看
護

部
と

運
用

を
検

討
す

る
。

1
6
7

②

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
科

の
診

療
体

制
の

確
立

(
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

技
術

科
)

リ
ハ

科
の

診
療

管
理

①
主

治
医

の
負

担
軽

減
②

リ
ハ

外
来

患
者

の
利

便
性

向
上

③
外

来
リ

ハ
患

者
の

多
職

種
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

が
実

施
さ

れ
る

こ
と

で
リ

ハ
総

合
計

画
評

価
料

の
算

定
が

可
能

と
な

る
。

(
収

益
：

年
間

約
8
,
0
0
0
千

円
)

①
リ

ハ
科

の
診

療
体

制
が

未
整

備
。

・
外

来
リ

ハ
併

診
が

主
治

医
の

負
担

に
な

っ
て

い
る

｡
②

外
来

リ
ハ

患
者

は
医

師
診

察
が

必
須

で
あ

り
、

リ
ハ

だ
け

の
通

院
が

で
き

な
い

｡
③

リ
ハ

科
医

師
は

整
形

外
科

業
務

と
回

復
期

リ
ハ

病
棟

業
務

を
兼

務
し

て
い

る
。

リ
ハ

科
診

療
業

務
に

携
わ

る
看

護
師

は
不

在
で

あ
る

。

①
リ

ハ
科

の
運

用
を

検
討

す
る

。
②

リ
ハ

科
診

察
室

を
確

保
す

る
。

③
リ

ハ
科

業
務

を
専

任
す

る
医

師
を

確
保

す
る

。
・

リ
ハ

科
診

療
業

務
に

携
わ

る
看

護
師

を
確

保
す

る
。

△
△

△

①
②

③
病

院
運

営
の

方
針

に
従

い
対

応
す

る
。

・
医

師
、

看
護

師
の

費
用

対
効

果
を

考
慮

し
、

収
益

に
つ

な
が

る
算

定
項

目
を

模
索

す
る

。
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R
0
3
R
0
4
R
0
5

令
和

5
年

度
ま

で
の

目
標

達
成

に
向

け
て

の
取

組
事

項
令

和
5
年

度
取

組
事

項
№

区 分
取

組
項

目
(
担

当
部

署
)

令
和

5
年

度
ま

で
に

達
成

す
る

目
標

目
標

達
成

後
の

効
果

現
状

と
課

題
・

達
成

状
況

等
年

度
別

計
画

1
6
8

②

回
復

期
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
運

営

(
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

技
術

科
)

①
地

域
医

療
構

想
に

基
づ

い
た

回
復

期
リ

ハ
の

安
定

し
た

運
用

②
回

復
期

リ
ハ

病
棟

の
専

任
医

師
業

務
の

拡
充

急
性

期
か

ら
回

復
期

・
生

活
期

ま
で

を
支

援
す

る
リ

ハ
体

制
が

充
実

さ
れ

る
。

①
平

成
2
8
年

3
西

病
棟

3
6
床

で
運

用
開

始
。

令
和

2
年

診
療

報
酬

改
訂

で
施

設
基

準
3
を

取
得

。
②

回
復

期
病

棟
の

責
任

者
は

リ
ハ

科
医

師
で

あ
る

が
、

治
療

は
主

治
医

が
担

当
し

て
い

る
。

多
職

種
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

は
医

師
不

在
に

て
行

っ
て

お
り

、
目

標
設

定
等

が
不

明
瞭

と
な

る
場

合
が

あ
る

。

①
地

域
医

療
の

ニ
ー

ズ
、

社
会

情
勢

の
変

化
に

対
応

し
て

い
く

｡
②

回
復

期
リ

ハ
病

棟
で

の
専

任
医

師
業

務
が

充
実

す
る

。
△

△
○

①
②

病
院

運
営

の
方

針
、

地
域

ニ
ー

ズ
に

従
い

対
応

す
る

｡
・

医
師

の
費

用
対

効
果

を
考

慮
し

、
回

復
期

リ
ハ

病
棟

の
運

営
を

他
職

種
と

模
索

す
る

。

1
6
9

③

職
員

の
育

成

(
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

技
術

科
)

①
必

要
な

臨
床

技
能

と
人

材
育

成
の

実
施

・
専

門
領

域
毎

に
職

員
を

チ
ー

ム
化

し
、

症
例

検
討

、
勉

強
会

の
実

施
②

組
織

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

す
る

人
材

の
育

成

①
専

門
職

と
し

て
レ

ベ
ル

ア
ッ

プ
す

る
。

・
リ

ー
ダ

ー
と

し
て

指
導

が
で

き
る

。
②

組
織

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

が
で

き
る

。

①
平

成
2
2
年

～
新

人
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

施
し

て
い

る
(
1
～

3
年

目
)
。

・
キ

ャ
リ

ア
ラ

ダ
ー

の
整

備
を

行
い

、
令

和
2
年

4
月

よ
り

運
用

を
開

始
し

た
。

・
内

容
に

つ
い

て
適

宜
検

討
し

加
筆

修
正

を
実

施
し

て
い

る
。

・
現

行
の

診
療

報
酬

算
定

に
必

要
な

有
資

格
者

不
在

の
年

齢
層

が
あ

る
。

②
外

部
の

管
理

職
研

修
会

に
科

長
係

長
が

参
加

し
て

い
る

。

①
新

人
教

育
を

含
め

た
キ

ャ
リ

ア
ラ

ダ
ー

の
整

備
と

実
施

を
行

う
。

・
専

門
領

域
毎

に
症

例
検

討
、

勉
強

会
を

定
期

的
に

開
催

す
る

。
・

資
格

取
得

を
促

す
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
の

作
成

に
つ

い
て

検
討

す
る

。
②

研
修

機
会

を
確

保
す

る
。

○
◎

⇒

①
キ

ャ
リ

ア
ラ

ダ
ー

を
運

用
し

個
々

の
進

捗
状

況
を

可
視

化
す

る
。

・
教

育
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
再

検
討

を
行

う
。

・
チ

ー
ム

リ
ー

ダ
ー

を
中

心
に

、
各

疾
患

の
専

門
性

を
高

め
て

い
く

。
・

資
格

取
得

を
促

す
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
の

作
成

に
つ

い
て

検
討

す
る

。
②

管
理

職
研

修
会

へ
の

参
加

を
継

続
す

る
。

・
業

務
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
整

備
を

行
う

。
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R
0
3
R
0
4
R
0
5

令
和

5
年

度
ま

で
の

目
標

達
成

に
向

け
て

の
取

組
事

項
令

和
5
年

度
取

組
事

項
№

区 分
取

組
項

目
(
担

当
部

署
)

令
和

5
年

度
ま

で
に

達
成

す
る

目
標

目
標

達
成

後
の

効
果

現
状

と
課

題
・

達
成

状
況

等
年

度
別

計
画

1
7
0

③

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
効

果
の

向
上

(
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

技
術

科
)

①
評

価
機

器
を

用
い

て
、

医
師

の
業

務
負

担
の

軽
減

を
図

り
、

リ
ハ

の
効

果
判

定
を

明
確

化
す

る
。

②
患

部
の

治
癒

促
進

を
促

す
。

③
各

科
離

床
プ

ロ
ト

コ
ル

の
作

成
と

運
用

④
歩

行
自

立
判

定
基

準
の

作
成

①
超

音
波

画
像

診
断

装
置

、
歩

行
分

析
機

器
に

よ
る

評
価

は
医

師
の

治
療

方
針

に
そ

っ
た

リ
ハ

効
果

が
期

待
で

き
る

。
・

患
者

と
疾

病
に

対
す

る
情

報
共

有
が

可
能

に
な

り
、

治
療

に
対

し
て

能
動

的
な

行
動

を
促

す
こ

と
が

で
き

る
。

②
拡

散
型

圧
力

波
の

使
用

に
よ

り
患

部
治

癒
促

進
を

促
し

A
D
L
・

Q
O
L
が

改
善

す
る

。
③

発
症

後
お

よ
び

術
後

の
離

床
基

準
を

標
準

化
す

る
こ

と
で

患
者

の
せ

ん
妄

予
防

、
合

併
症

の
軽

減
、

活
動

レ
ベ

ル
の

早
期

回
復

が
期

待
で

き
る

。
④

転
倒

予
防

に
寄

与
す

る
。

患
者

の
自

立
心

が
養

わ
れ

、
生

活
範

囲
が

拡
大

す
る

。

①
超

音
波

画
像

診
断

装
置

の
選

定
を

行
い

、
購

入
申

請
中

で
あ

る
。

・
歩

行
分

析
機

器
で

歩
行

評
価

を
行

い
、

可
視

化
す

る
こ

と
で

医
療

者
と

患
者

が
歩

行
能

力
を

共
有

す
る

こ
と

が
で

き
、

二
次

的
障

害
の

予
防

や
適

切
な

装
具

の
選

択
を

行
う

こ
と

が
可

能
と

な
る

。
・

ド
ラ

イ
ビ

ン
グ

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
を

用
い

て
身

体
能

力
、

認
知

能
力

を
客

観
的

に
判

断
し

、
退

院
後

の
自

動
車

運
転

の
可

否
に

つ
い

て
判

断
す

る
こ

と
が

可
能

と
な

る
。

②
疼

痛
部

位
や

筋
緊

張
亢

進
等

患
部

の
治

療
を

徒
手

で
実

施
し

て
い

る
が

2
0
分

以
上

の
時

間
を

要
す

る
場

合
は

動
作

練
習

が
実

施
困

難
と

な
る

。
拡

散
型

圧
力

波
治

療
器

を
用

い
る

こ
と

で
患

部
の

治
癒

促
進

が
2
-
5
分

と
短

時
間

で
得

ら
れ

、
残

り
の

時
間

を
動

作
練

習
に

費
や

す
こ

と
が

で
き

る
。

③
脳

卒
中

・
循

環
器

・
I
C
U
・

耳
鼻

科
の

離
床

プ
ロ

ト
コ

ル
を

作
成

し
運

用
を

開
始

し
て

い
る

。
今

後
他

科
に

つ
い

て
検

討
し

て
い

く
。

④
ワ

ー
キ

ン
グ

グ
ル

ー
プ

を
立

ち
上

げ
歩

行
自

立
度

判
定

基
準

に
つ

い
て

検
討

し
て

い
る

。

①
可

視
化

お
よ

び
数

値
化

で
き

る
客

観
的

指
標

を
用

い
て

、
病

態
の

変
化

を
把

握
で

き
る

超
音

波
画

像
診

断
装

置
の

技
術

向
上

を
目

的
と

し
た

研
修

を
行

う
。

・
歩

行
分

析
機

器
、

ド
ラ

イ
ビ

ン
グ

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
の

デ
モ

を
行

い
、

機
器

導
入

の
検

討
を

行
う

。
②

拡
散

型
圧

力
波

治
療

器
の

デ
モ

を
行

い
患

者
使

用
を

想
定

し
た

運
用

を
検

討
す

る
。

③
各

診
療

科
に

働
き

か
け

、
プ

ロ
ト

コ
ル

の
作

成
を

検
討

す
る

。
④

歩
行

自
立

度
判

定
基

準
の

作
成

と
運

用
を

行
う

。

△
△

○

①
評

価
機

器
の

選
定

や
勉

強
会

を
開

催
し

、
導

入
の

必
要

性
や

費
用

対
効

果
を

分
析

す
る

。
・

超
音

波
機

器
等

各
機

器
の

使
用

者
の

技
術

向
上

を
目

指
す

。
②

拡
散

型
圧

力
波

治
療

器
の

デ
モ

を
行

い
患

者
使

用
を

想
定

し
た

運
用

を
検

討
す

る
。

③
各

診
療

科
に

働
き

か
け

、
プ

ロ
ト

コ
ル

の
作

成
を

検
討

す
る

。
④

歩
行

自
立

度
判

定
基

準
の

作
成

と
運

用
を

行
う

。

1
7
1

③

ロ
ボ

ッ
ト

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

推
進

(
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

技
術

科
)

ロ
ボ

ッ
ト

リ
ハ

の
導

入
と

運
用

に
つ

い
て

検
討

・
必

要
な

課
題

の
反

復
練

習
を

正
確

に
実

施
す

る
こ

と
で

効
率

の
良

い
リ

ハ
を

提
供

で
き

、
且

つ
入

院
期

間
の

短
縮

に
つ

な
が

る
。

・
人

的
接

触
を

減
ら

す
こ

と
で

感
染

予
防

と
な

る
。

・
ロ

ボ
ッ

ト
リ

ハ
は

、
年

々
研

究
報

告
が

増
加

し
て

お
り

、
急

性
期

か
ら

回
復

期
へ

の
適

応
が

あ
る

。
・

運
動

量
増

加
機

器
加

算
(
1
月

1
5
0
点

脳
卒

中
、

脊
髄

損
傷

患
者

限
定

)
の

算
定

が
可

能
で

あ
る

。
・

使
用

す
る

機
器

に
よ

る
が

装
着

や
設

定
の

手
間

が
か

か
り

、
短

時
間

の
リ

ハ
に

は
適

さ
な

い
。

ロ
ボ

ッ
ト

リ
ハ

の
効

果
や

適
応

、
安

全
性

に
つ

い
て

検
討

を
継

続
す

る
。

△
○

○

機
器

の
選

定
や

デ
モ

を
開

催
し

、
導

入
の

必
要

性
に

つ
い

て
検

討
し

て
い

く
。
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R
0
3
R
0
4
R
0
5

令
和

5
年

度
ま

で
の

目
標

達
成

に
向

け
て

の
取

組
事

項
令

和
5
年

度
取

組
事

項
№

区 分
取

組
項

目
(
担

当
部

署
)

令
和

5
年

度
ま

で
に

達
成

す
る

目
標

目
標

達
成

後
の

効
果

現
状

と
課

題
・

達
成

状
況

等
年

度
別

計
画

1
7
2

④

感
染

対
策

(
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

技
術

科
)

感
染

対
策

を
ハ

ー
ド

面
お

よ
び

ソ
フ

ト
面

か
ら

検
討

し
実

行

感
染

予
防

と
安

全
な

リ
ハ

の
提

供
が

可
能

と
な

る
。

①
院

内
「

C
O
V
I
D
-
1
9
発

生
レ

ベ
ル

別
対

応
」

に
基

づ
き

対
応

を
行

っ
て

い
る

。
②

患
者

へ
2
0
分

以
上

直
接

的
介

入
が

必
須

で
あ

り
、

長
時

間
の

接
触

に
よ

る
感

染
リ

ス
ク

が
高

い
。

③
感

染
病

棟
に

介
入

す
る

リ
ハ

ビ
リ

チ
ー

ム
を

立
ち

上
げ

、
実

運
用

を
行

っ
て

い
る

。

①
感

染
状

況
に

応
じ

て
リ

ハ
室

の
ゾ

ー
ニ

ン
グ

や
時

間
帯

の
運

用
を

関
連

部
署

と
検

討
す

る
。

②
マ

ス
ク

の
着

用
と

適
切

な
院

内
感

染
予

防
策

を
行

い
、

フ
ィ

ッ
ト

ネ
ス

マ
シ

ン
や

エ
ル

ゴ
メ

ー
タ

ー
、

移
乗

支
援

機
器

等
の

間
接

的
介

入
を

継
続

す
る

。
③

感
染

状
況

に
対

応
し

た
ス

タ
ッ

フ
の

運
用

を
継

続
す

る
。

○
○

◎

①
フ

ェ
ー

ズ
に

よ
る

、
リ

ハ
室

運
用

を
引

き
続

き
検

討
し

て
い

く
。

②
患

者
と

の
間

接
的

介
入

方
法

を
模

索
す

る
。

(
リ

モ
ー

ト
介

入
等

)
③

確
実

な
感

染
対

策
を

行
え

る
よ

う
、

勉
強

会
や

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

を
継

続
し

て
行

う
。

1
7
3

③

外
来

が
ん

患
者

の
栄

養
管

理
体

制
の

充
実

(
臨

床
栄

養
科

)

通
院

治
療

室
へ

の
管

理
栄

養
士

常
駐

化
に

向
け

た
検

討

医
療

の
質

の
向

上
・

令
和

4
年

1
2
月

、
外

来
栄

養
食

事
指

導
料

注
2
に

関
す

る
施

設
基

準
届

出
・

対
象

1
5
5
件

/
月

(
連

携
充

実
加

算
)
、

2
0
人

前
後

/
日

・
化

学
療

法
の

患
者

に
看

護
師

が
栄

養
指

導
の

希
望

を
聞

き
予

約
を

取
得

し
て

い
る

が
件

数
が

少
な

い
(
0
～

4
件

/
月

)
・

毎
週

水
曜

日
に

通
院

治
療

室
の

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
に

参
加

、
栄

養
指

導
の

必
要

な
患

者
の

拾
い

出
し

を
開

始
・

が
ん

患
者

へ
の

栄
養

介
入

プ
ロ

ト
コ

ル
を

作
成

中

①
が

ん
患

者
へ

の
栄

養
指

導
介

入
方

法
の

検
討

、
実

施
、

体
制

作
り

②
指

導
媒

体
の

検
討

、
作

成
③

管
理

栄
養

士
の

ス
キ

ル
向

上
と

人
材

確
保

○
○

○

・
介

入
件

数
増

加
①

が
ん

患
者

栄
養

介
入

プ
ロ

ト
コ

ル
に

沿
っ

た
栄

養
食

事
指

導
実

施
②

P
G
-
S
G
A
法

に
よ

る
栄

養
評

価
を

用
い

た
継

続
的

な
栄

養
介

入
の

検
討

、
実

施
・

病
態

別
・

症
状

別
の

指
導

媒
体

作
成
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R
0
3
R
0
4
R
0
5

令
和

5
年

度
ま

で
の

目
標

達
成

に
向

け
て

の
取

組
事

項
令

和
5
年

度
取

組
事

項
№

区 分
取

組
項

目
(
担

当
部

署
)

令
和

5
年

度
ま

で
に

達
成

す
る

目
標

目
標

達
成

後
の

効
果

現
状

と
課

題
・

達
成

状
況

等
年

度
別

計
画

1
7
4

③

入
院

患
者

の
栄

養
管

理
の

質
の

向
上

(
臨

床
栄

養
科

)

①
患

者
支

援
セ

ン
タ

ー
と

の
連

携
強

化
②

地
域

連
携

の
推

進
③

栄
養

指
導

算
定

率
向

上 ④
チ

ー
ム

医
療

の
推

進
⑤

栄
養

基
準

の
改

訂
と

メ
ニ

ュ
ー

の
充

実

医
療

の
質

の
向

上
地

域
医

療
連

携
と

在
宅

医
療

支
援

の
推

進
患

者
給

食
の

質
向

上

①
患

者
支

援
セ

ン
タ

ー
か

ら
の

外
来

S
G
A
栄

養
不

良
判

定
者

に
関

す
る

情
報

提
供

：
1
0
件

/
月

(
前

年
7
件

)
②

栄
養

情
報

提
供

書
作

成
数

：
8
件

/
月

(
前

年
3
件

)
、

退
院

後
の

フ
ォ

ロ
ー

先
の

早
期

把
握

が
課

題
③

栄
養

指
導

2
4
件

/
月

/
人

(
前

年
2
4

件
)
、

M
e
d
i
c
a
l
C
o
d
e
分

析
算

定
率

3
3
.
4
％

(
前

年
4
1
.
1
%
)

・
栄

養
診

断
(
P
E
S
報

告
)
に

よ
る

記
載

を
開

始
④ ・

N
S
T
新

規
介

入
2
1
件

/
月

(
前

年
1
7
件

)
・

管
理

栄
養

士
に

よ
る

食
事

変
更

4
8
.
9
%
(
前

年
4
2
.
4
%
)

・
一

部
病

棟
で

が
ん

患
者

に
P
G
-
S
G
A
法

に
よ

る
栄

養
評

価
を

開
始

、
消

化
器

が
ん

患
者

へ
の

栄
養

介
入

プ
ロ

ト
コ

ル
を

検
討

中
・

F
L
S
対

象
患

者
に

簡
易

栄
養

状
態

評
価

(
M
N
A
)
を

開
始

・
早

期
栄

養
介

入
プ

ロ
ト

コ
ル

・
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

作
成

、
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
等

の
運

用
を

検
討

中
⑤ ・

2
月

に
栄

養
成

分
表

八
訂

に
移

行
、

献
立

修
正

後
、

本
格

運
用

の
予

定
・

嚥
下

調
整

食
メ

ニ
ュ

ー
に

係
る

試
作

・
評

価
を

6
回

/
月

実
施

、
4
月

導
入

開
始

に
向

け
準

備
中

・
化

学
療

法
食

喫
食

者
を

対
象

に
ア

ン
ケ

ー
ト

実
施

・
評

価
、

職
員

対
象

に
さ

く
ら

食
提

案
に

つ
い

て
の

ア
ン

ケ
ー

ト
を

計
画

中

①
栄

養
不

良
患

者
に

入
院

時
か

ら
N
S
T

が
介

入
で

き
る

仕
組

み
作

り
②

栄
養

情
報

提
供

書
(
様

式
)
の

検
討

、
病

棟
と

の
連

携
強

化
③

栄
養

指
導

対
象

者
へ

の
栄

養
指

導
介

入
パ

ス
の

実
践

・
栄

養
指

導
シ

ス
テ

ム
の

更
新

、
栄

養
指

導
記

録
の

標
準

化
、

記
録

時
間

短
縮

化
に

向
け

た
検

討
、

実
施

⑤
食

事
摂

取
基

準
2
0
2
0
に

沿
っ

た
栄

養
基

準
改

訂
・

電
子

カ
ル

テ
ト

ッ
プ

ペ
ー

ジ
へ

の
掲

載
・

サ
イ

ク
ル

メ
ニ

ュ
ー

の
確

立
・

一
般

常
食

以
外

の
検

食
実

施
、

評
価

、
改

善
・

嚥
下

調
整

食
標

準
化

に
向

け
た

メ
ニ

ュ
ー

の
開

発
・

化
学

療
法

食
の

充
実

・
病

院
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
へ

の
献

立
紹

介

○
〇

◎

・
栄

養
指

導
M
e
d
i
c
a
l
C
o
d
e
分

析
算

定
率

5
0
%

・
消

化
器

が
ん

患
者

栄
養

介
入

プ
ロ

ト
コ

ル
作

成
、

周
知

、
運

用
開

始
・

栄
養

診
断

(
P
E
S
報

告
)

に
よ

る
栄

養
指

導
報

告
書

の
作

成
・

栄
養

成
分

表
八

訂
対

応
へ

献
立

見
直

し
、

栄
養

基
準

改
訂

・
早

期
栄

養
介

入
管

理
加

算
算

定
開

始
・

嚥
下

調
整

食
の

導
入

、
評

価
・

化
学

療
法

食
の

評
価

と
検

討
・

一
般

食
常

食
以

外
の

検
食

実
施

、
評

価
、

改
善
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R
0
3
R
0
4
R
0
5

令
和

5
年

度
ま

で
の

目
標

達
成

に
向

け
て

の
取

組
事

項
令

和
5
年

度
取

組
事

項
№

区 分
取

組
項

目
(
担

当
部

署
)

令
和

5
年

度
ま

で
に

達
成

す
る

目
標

目
標

達
成

後
の

効
果

現
状

と
課

題
・

達
成

状
況

等
年

度
別

計
画

1
7
5

③

患
者

給
食

業
務

の
充

実

(
臨

床
栄

養
科

)

①
食

事
の

満
足

度
患

者
満

足
度

調
査

 
8
0
%

嗜
好

調
査

 
7
5
％

②
食

事
提

供
に

関
す

る
イ

ン
シ

デ
ン

ト
の

減
少

③
患

者
給

食
業

務
委

託
契

約
更

新

フ
ー

ド
サ

ー
ビ

ス
業

務
の

質
向

上
食

の
安

全
性

の
向

上

①
食

事
満

足
度

患
者

満
足

度
調

査
7
9
.
2
％

(
前

年
7
9
.
6
％

)
嗜

好
調

査
に

お
け

る
満

足
度

7
3
.
0
%
(
前

年
7
3
.
9
％

)
②

食
事

オ
ー

ダ
実

態
調

査
、

部
門

シ
ス

テ
ム

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

の
i
n
d
e
x
調

整
等

に
よ

り
、

オ
ー

ダ
締

切
り

時
間

後
の

食
事

変
更

に
伴

う
イ

ン
シ

デ
ン

ト
は

減
少

傾
向

小
児

入
院

時
の

ア
レ

ル
ギ

ー
等

禁
止

食
材

確
認

体
制

に
つ

い
て

検
討

中
③

患
者

給
食

業
務

委
託

契
約

2
0
2
2
年

1
0

月
～

長
期

契
約

(
3
年

)
締

結

①
嗜

好
調

査
実

施
、

分
析

・
食

事
環

境
の

充
実

に
向

け
た

検
討

、
実

践
・

看
護

部
門

と
の

業
務

連
携

強
化

②
業

務
の

効
率

化
と

リ
ス

ク
軽

減
に

向
け

た
検

討
、

実
施

③
患

者
給

食
業

務
委

託
契

約
更

新
に

む
け

た
仕

様
書

の
検

討
、

入
札

、
契

約
締

結

○
○

◎

①
嗜

好
調

査
の

実
施

、
分

析
、

患
者

満
足

度
向

上
に

向
け

た
取

り
組

み
、

配
膳

時
間

調
査

の
実

施
、

分
析

②
病

院
・

委
託

業
者

協
同

で
の

危
害

分
析

の
実

施
と

再
発

防
止

策
立

案

1
7
6

④

感
染

対
策

の
強

化 (
臨

床
栄

養
科

)

C
O
V
I
D
-
1
9
 
入

院
患

者
数

に
応

じ
た

運
用

検
討

、
必

要
物

品
の

確
保

継
続

し
た

診
療

体
制

の
提

供
・

感
染

対
策

本
部

か
ら

の
入

院
連

絡
、

栄
養

部
門

へ
の

感
染

症
発

生
・

終
了

報
告

(
F
A
X
)
、

下
膳

処
理

方
法

も
適

正
に

実
施

さ
れ

て
い

る
・

感
染

症
患

者
に

は
ト

レ
ー

を
区

別
化

し
デ

ィ
ス

ポ
食

器
で

対
応

・
栄

養
相

談
室

に
は

仕
切

り
板

を
設

置
、

入
室

人
数

の
制

限
、

指
導

時
間

の
短

縮
、

環
境

整
備

を
徹

底
し

栄
養

指
導

を
実

施
・

コ
ロ

ナ
ウ

ィ
ル

ス
感

染
対

応
マ

ニ
ュ

ア
ル

に
沿

い
給

食
対

応
、

献
立

変
更

な
く

給
食

を
運

営

・
感

染
対

策
本

部
、

病
棟

部
門

と
の

情
報

連
携

強
化

・
栄

養
部

門
対

応
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
作

成
・

必
要

物
品

の
確

保

◎
⇒

⇒

・
感

染
対

策
の

徹
底

1
7
7

⑪

使
用

食
材

料
支

出
の

適
正

化

(
臨

床
栄

養
科

)

①
使

用
食

材
比

率
4
0
%

②
廃

棄
食

食
数

比
率

2
％

以
下

経
費

削
減

①
給

食
材

料
費

2
8
2
円

/
食

(
前

年
2
7
6

円
)
、

使
用

食
材

比
率

4
1
.
6
%
(
前

年
4
0
.
7
％

)
②

廃
棄

食
数

比
率

2
.
2
％

ま
で

減
少

、
前

日
調

査
時

の
予

定
退

院
患

者
数

と
実

数
と

の
格

差
が

課
題

①
月

別
目

標
額

の
設

定
、

実
績

検
証

　
食

数
変

動
に

応
じ

た
発

注
調

整
②

廃
棄

調
査

の
実

施
、

分
析

　
食

事
オ

ー
ダ

締
切

り
時

間
の

検
討

③
患

者
給

食
業

務
委

託
契

約
に

か
か

る
給

食
材

料
費

負
担

契
約

の
検

討

○
○

◎

①
生

鮮
食

品
(
週

‣
月

毎
)
、

在
庫

食
品

(
半

年
毎

)
の

見
積

、
業

者
決

定
・

栄
養

補
助

食
品

提
供

ロ
ス

削
減

②
廃

棄
調

査
の

実
施

、
分

析

1
7
8

②

災
害

非
常

時
の

栄
養

管
理

体
制

の
充

実

(
臨

床
栄

養
科

)

災
害

非
常

時
の

栄
養

部
門

体
制

の
確

立
災

害
拠

点
病

院
と

し
て

の
機

能
強

化
・

既
設

部
署

で
の

独
自

訓
練

を
計

画
・

実
施

・
マ

ニ
ュ

ア
ル

、
様

式
の

見
直

し
を

随
時

実
施

・
食

種
形

態
別

献
立

、
個

別
献

立
対

応
者

へ
の

対
応

検
討

・
研

修
会

の
計

画
、

実
施

・
委

託
従

事
者

と
病

院
職

員
合

同
参

加
で

の
訓

練
実

施

○
◎

⇒

・
患

者
給

食
供

給
計

画
訓

練
の

実
施

・
ア

レ
ル

ギ
ー

食
へ

の
対

応
を

検
討

別 -48



R
0
3
R
0
4
R
0
5

令
和

5
年

度
ま

で
の

目
標

達
成

に
向

け
て

の
取

組
事

項
令

和
5
年

度
取

組
事

項
№

区 分
取

組
項

目
(
担

当
部

署
)

令
和

5
年

度
ま

で
に

達
成

す
る

目
標

目
標

達
成

後
の

効
果

現
状

と
課

題
・

達
成

状
況

等
年

度
別

計
画

1
7
9

⑤

患
者

給
食

設
備

・
管

理
の

充
実 (
臨

床
栄

養
科

)

①
厨

房
設

備
機

器
の

計
画

的
更

新
②

H
A
C
C
P
に

基
づ

く
衛

生
管

理
の

実
施

食
品

衛
生

管
理

の
適

正
化 食

の
安

全
性

維
持

①
厨

房
機

器
の

更
新

は
計

画
を

毎
年

見
直

し
実

施
②

衛
生

管
理

計
画

書
及

び
手

順
書

は
随

時
見

直
し

実
施

①
厨

房
設

備
機

器
の

計
画

的
更

新
②

営
業

許
可

申
請

完
了

食
品

衛
生

管
理

計
画

書
の

作
成

、
実

施
、

検
証

〇
〇

○

①
厨

房
設

備
機

器
更

新
②

衛
生

管
理

計
画

書
及

び
手

順
書

の
見

直
し

、
作

成
(
継

続
)

1
8
0

③

職
員

の
育

成

(
臨

床
栄

養
科

)

・
専

門
領

域
研

修
会

へ
の

参
加

推
進

・
認

定
資

格
取

得

医
療

の
質

の
向

上
職

員
の

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
ア

ッ
プ

・
能

力
ア

ッ
プ

・
新

人
教

育
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
見

直
し

実
施

・
科

内
勉

強
会

は
毎

月
開

催
・

専
門

領
域

研
修

会
へ

の
参

加
を

推
奨

中 ・
日

本
栄

養
代

謝
学

会
認

定
臨

床
実

地
修

練
研

修
終

了
1
名

・
教

育
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
完

成
・

病
院

機
能

に
見

合
っ

た
認

定
資

格
取

得
者

の
増

加

○
○

○

・
認

定
資

格
取

得
、

更
新

に
む

け
た

取
り

組
み

・
日

本
栄

養
代

謝
学

会
認

定
臨

床
実

地
修

練
研

修
へ

の
参

加
(
1
名

)
・

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

研
修

等
へ

の
参

加
推

進
・

毎
月

の
科

内
勉

強
会

開
催

別 -49



R
0
3
R
0
4
R
0
5

令
和

5
年

度
ま

で
の

目
標

達
成

に
向

け
て

の
取

組
事

項
令

和
5
年

度
取

組
事

項
№

区 分
取

組
項

目
(
担

当
部

署
)

令
和

5
年

度
ま

で
に

達
成

す
る

目
標

目
標

達
成

後
の

効
果

現
状

と
課

題
・

達
成

状
況

等
年

度
別

計
画

1
8
1

③

チ
ー

ム
医

療
へ

の
参

画

(
臨

床
工

学
室

)

①
呼

吸
療

法
に

お
け

る
人

工
呼

吸
器

離
脱

プ
ロ

ト
コ

ー
ル

の
運

用
②

手
術

室
で

の
保

守
点

検
機

器
の

拡
大

。
③

超
音

波
検

査
セ

ン
タ

ー
で

の
保

守
管

理
。

④
人

工
呼

吸
器

の
C
E
点

検
結

果
を

電
子

カ
ル

テ
へ

反
映

さ
せ

情
報

共
有

を
図

る
。

⑤
内

視
鏡

業
務

へ
の

充
実

。
⑥

C
E
管

理
機

器
の

点
検

頻
度

見
直

し
機

器
の

ピ
ッ

ク
ア

ッ
プ

⑦
輸

液
ポ

ン
プ

・
シ

リ
ン

ジ
ポ

ン
プ

台
数

不
足

の
解

消
。

⑧
C
E
修

理
可

能
機

器
の

不
具

合
対

応
の

充
実

。

①
人

工
呼

吸
器

か
ら

の
安

全
で

早
期

離
脱

が
可

能
と

な
る

。
②

手
術

室
機

器
の

適
正

管
理

。
ま

た
、

始
業

点
検

も
拡

大
す

る
こ

と
で

看
護

師
の

負
担

も
軽

減
で

き
る

。
③

超
音

波
検

査
機

器
の

適
正

管
理

④
医

師
、

看
護

師
と

の
情

報
共

有
が

で
き

、
安

全
か

つ
適

正
な

人
工

呼
吸

管
理

が
可

能
と

な
る

。
⑤

内
視

鏡
室

看
護

師
負

担
軽

減
・

内
視

鏡
機

器
適

正
管

理
。

⑥
保

守
点

検
の

充
実

⑦
輸

液
ポ

ン
プ

・
シ

リ
ン

ジ
ポ

ン
プ

が
使

用
し

た
い

時
に

使
用

で
き

る
。

⑧
故

障
医

療
機

器
の

ダ
ウ

ン
タ

イ
ム

短
縮

、
経

費
節

減
。

①
R
3
年

度
R
S
T
中

心
に

離
脱

プ
ロ

ト
コ

ー
ル

は
ほ

ぼ
完

成
し

た
。

②
一

部
点

検
は

実
施

で
き

て
い

る
が

点
検

で
き

て
い

な
い

機
器

も
あ

る
。

始
業

点
検

も
一

部
開

始
し

て
い

る
が

看
護

師
が

行
っ

て
い

る
機

器
も

あ
る

。
点

検
を

実
施

す
る

た
め

の
知

識
・

ス
キ

ル
が

な
い

機
器

も
あ

る
。

・
R
3
年

度
手

術
室

早
出

業
務

開
始

。
麻

酔
器

・
患

者
監

視
装

置
・

電
気

メ
ス

関
係

・
加

温
装

置
・

駆
血

装
置

・
フ

ッ
ト

ポ
ン

プ
を

中
心

に
始

業
点

検
を

実
施

。
内

視
鏡

シ
ス

テ
ム

の
始

業
点

検
を

開
始

。
・

ダ
ヴ

ィ
ン

チ
手

術
が

開
始

し
た

が
関

わ
れ

る
ス

タ
ッ

フ
が

限
定

し
て

い
る

。
泌

尿
器

科
へ

の
対

応
は

8
割

程
度

の
ス

タ
ッ

フ
が

対
応

可
能

と
な

っ
た

。
産

婦
人

科
で

開
始

し
た

た
め

対
応

で
き

る
ス

タ
ッ

フ
を

増
や

し
て

い
く

。
③

病
棟

等
に

配
置

さ
れ

て
い

る
超

音
波

検
査

機
器

に
関

し
て

は
台

帳
作

成
済

み
。

月
1
回

の
点

検
を

開
始

し
た

。
ま

た
、

不
具

合
対

応
も

開
始

し
た

。
④

人
工

呼
吸

器
点

検
結

果
は

紙
ベ

ー
ス

の
み

の
運

用
で

あ
り

、
電

子
カ

ル
テ

へ
反

映
は

で
き

て
い

な
い

。
人

工
呼

吸
器

点
検

結
果

は
紙

ベ
ー

ス
と

電
子

カ
ル

テ
に

エ
ク

セ
ル

シ
ー

ト
を

作
成

し
テ

ス
ト

患
者

に
試

験
的

に
入

力
を

開
始

し
た

。
対

象
患

者
に

つ
い

て
も

検
討

中
。

⑤
休

日
・

時
間

外
の

緊
急

内
視

鏡
後

の
内

視
鏡

洗
浄

業
務

に
関

わ
る

。
動

画
に

よ
る

手
順

書
を

作
成

し
対

応
を

し
て

い
る

。
⑥

頻
度

に
つ

い
て

の
見

直
し

は
行

っ
て

い
な

い
⑦

輸
液

ポ
ン

プ
・

シ
リ

ン
ジ

ポ
ン

プ
の

台
数

が
不

足
し

て
お

り
使

用
し

た
い

と
き

に
使

用
で

き
な

い
。

ポ
ン

プ
を

確
保

す
る

た
め

に
現

場
看

護
師

は
相

当
な

労
力

を
割

い
て

い
る

。
⑧

交
換

部
品

の
在

庫
が

な
い

も
の

は
部

品
納

品
ま

で
作

業
が

で
き

な
い

。
ダ

ウ
ン

タ
イ

ム
が

短
縮

で
き

な
い

場
合

も
あ

る
。

修
理

時
間

が
確

保
で

き
な

い
こ

と
も

あ
る

。

①
呼

吸
ケ

ア
チ

ー
ム

(
R
S
T
)
と

協
力

し
プ

ロ
ト

コ
ー

ル
の

周
知

。
②

現
行

手
術

室
業

務
の

見
直

し
、

点
検

を
実

施
す

る
た

め
の

知
識

・
ス

キ
ル

習
得

。
点

検
対

象
機

器
を

拡
大

。
点

検
頻

度
の

見
直

し
。

③
機

器
台

帳
整

備
、

保
守

管
理

、
適

正
台

数
管

理
等

を
行

う
。

④
人

工
呼

吸
器

点
検

結
果

を
電

子
カ

ル
テ

に
反

映
さ

せ
、

医
師

、
看

護
師

と
情

報
共

有
を

図
り

人
工

呼
吸

器
情

報
の

一
元

管
理

を
目

指
す

。
⑤

休
日

・
時

間
外

の
内

視
鏡

後
の

内
視

鏡
洗

浄
業

務
の

維
持

。
⑥

C
E
管

理
機

器
の

点
検

頻
度

見
直

し
機

器
の

ピ
ッ

ク
ア

ッ
プ

⑦
輸

液
ポ

ン
プ

・
シ

リ
ン

ジ
ポ

ン
プ

の
購

入
。

看
護

部
と

の
業

務
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

を
引

き
続

き
行

い
運

用
面

の
見

直
し

を
行

う
。

⑧
交

換
部

品
在

庫
の

見
直

し
、

作
業

時
間

確
保

に
つ

い
て

の
検

討
。

〇
〇

◎

①
離

脱
プ

ロ
ト

コ
ー

ル
運

用
を

軌
道

に
乗

せ
る

②
始

業
点

検
対

象
機

器
の

拡
大

・
定

期
点

検
機

器
の

拡
大

(
リ

ス
ト

ア
ッ

プ
)

・
ダ

ヴ
ィ

ン
チ

手
術

に
関

わ
る

ス
タ

ッ
フ

を
増

や
す

。
③

点
検

業
務

を
軌

道
に

乗
せ

点
検

内
容

を
見

直
す

。
④

人
工

呼
吸

器
の

点
検

結
果

に
つ

い
て

電
子

カ
ル

テ
に

入
力

を
開

始
し

、
エ

ク
セ

ル
シ

ー
ト

を
改

善
す

る
。

⑤
休

日
・

時
間

外
の

内
視

鏡
後

の
内

視
鏡

洗
浄

業
務

を
維

持
す

る
。

⑥
C
E
管

理
機

器
の

保
守

点
検

頻
度

の
見

直
し

。
⑦

輸
液

ポ
ン

プ
・

シ
リ

ン
ジ

ポ
ン

プ
の

購
入

。
看

護
部

と
の

業
務

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
を

引
き

続
き

行
い

運
用

面
の

見
直

し
を

行
う

。
⑧

交
換

部
品

在
庫

の
見

直
し

、
作

業
時

間
確

保
に

つ
い

て
の

検
討

。
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R
0
3
R
0
4
R
0
5

令
和

5
年

度
ま

で
の

目
標

達
成

に
向

け
て

の
取

組
事

項
令

和
5
年

度
取

組
事

項
№

区 分
取

組
項

目
(
担

当
部

署
)

令
和

5
年

度
ま

で
に

達
成

す
る

目
標

目
標

達
成

後
の

効
果

現
状

と
課

題
・

達
成

状
況

等
年

度
別

計
画

1
8
2

③

透
析

関
連

業
務

の
充

実

(
臨

床
工

学
室

)

①
ダ

イ
ア

ラ
イ

ザ
ー

の
種

類
を

増
や

し
、

患
者

に
適

し
た

膜
素

材
を

選
定

す
る

。
②

予
防

保
守

点
検

の
実

施
。

③
安

全
な

透
析

医
療

体
制

確
保

と
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の

履
行

の
維

持
。

④
出

張
用

透
析

装
置

の
適

正
管

理
。

①
患

者
ご

と
に

適
し

た
透

析
療

法
の

提
供

。
②

透
析

装
置

故
障

率
の

低
下

。
③

④
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

準
拠

す
る

こ
と

に
よ

り
、

水
質

の
適

正
な

管
理

が
で

き
、

精
度

が
高

く
安

全
な

透
析

が
実

施
で

き
る

。

①
H
D
F
用

の
ヘ

モ
ダ

イ
ア

フ
ィ

ル
タ

を
新

規
導

入
し

2
種

類
と

な
っ

た
。

(
H
D
・

H
D
F
1
種

類
ず

つ
)
→

さ
ら

に
H
D
用

の
ダ

イ
ア

ラ
イ

ザ
の

膜
の

種
類

は
2
種

類
に

な
る

よ
う

調
整

中
。

患
者

の
状

態
に

合
わ

せ
た

ダ
イ

ア
ラ

イ
ザ

の
使

い
分

け
が

で
き

る
よ

う
、

医
師

と
の

調
整

が
完

了
し

た
。

②
保

守
点

検
は

実
施

し
て

い
る

が
、

装
置

内
部

ま
で

は
実

施
で

き
て

い
な

い
。

・
除

水
ポ

ン
プ

・
原

液
ポ

ン
プ

分
解

手
順

は
完

成
し

た
。

→
技

術
指

導
を

行
い

、
C
E
全

員
が

不
具

合
対

応
が

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
。

・
除

水
ポ

ン
プ

・
原

液
ポ

ン
プ

の
頻

発
す

る
不

具
合

は
地

下
水

に
含

ま
れ

る
ケ

イ
素

が
増

加
し

た
こ

と
で

あ
る

こ
と

が
判

明
し

、
除

去
フ

ィ
ル

タ
ー

を
設

置
し

た
。

③
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
通

り
に

履
行

で
き

て
い

る
。

④
出

張
用

透
析

装
置

の
水

質
管

理
が

実
施

で
き

て
い

な
い

。
・

R
3
年

度
C
O
V
I
D
-
1
9
補

助
金

に
て

出
張

透
析

用
R
O
装

置
・

出
張

用
透

析
装

置
更

新
。

消
毒

方
法

を
検

討
し

て
い

る
。

→
消

毒
効

果
の

評
価

の
為

に
検

査
を

開
始

し
た

。

①
H
D
・

H
D
F
両

治
療

に
お

い
て

、
膜

の
種

類
は

さ
ら

に
充

実
さ

せ
て

い
く

。
②

装
置

内
部

の
除

水
ポ

ン
プ

・
原

液
ポ

ン
プ

の
分

解
・

洗
浄

を
行

う
。

・
除

水
ポ

ン
プ

・
原

液
ポ

ン
プ

の
分

解
・

洗
浄

の
必

要
性

に
つ

い
て

再
評

価
を

行
う

。
→

当
不

具
合

が
頻

発
し

た
原

因
は

解
決

し
た

た
め

、
定

期
的

な
分

解
洗

浄
は

不
要

と
し

た
。

③
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の

準
拠

。
④

出
張

用
透

析
装

置
の

エ
ン

ド
ト

キ
シ

ン
濃

度
測

定
、

生
菌

検
査

実
施

。

〇
〇

◎

①
H
D
F
対

象
患

者
を

ピ
ッ

ク
ア

ッ
プ

し
、

導
入

し
て

い
く

。
ま

た
、

ダ
イ

ア
ラ

イ
ザ

ラ
イ

ン
ナ

ッ
プ

を
充

実
さ

せ
、

患
者

の
病

態
に

合
っ

た
も

の
を

選
択

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
②

予
防

保
守

点
検

の
実

施
。

③
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の

確
認

→
継

続
し

て
い

く
。

④
出

張
用

透
析

装
置

の
水

質
管

理
開

始
。

・
消

毒
効

果
を

評
価

す
る

た
め

に
エ

ン
ド

ト
キ

シ
ン

濃
度

測
定

、
生

菌
検

査
を

実
施

。

1
8
3

③

職
員

の
育

成

(
臨

床
工

学
室

)

・
各

種
研

修
会

へ
の

積
極

的
参

加
。

・
認

定
資

格
取

得
・

各
分

野
の

専
門

性
を

高
め

る
。

・
タ

ス
ク

シ
フ

ト
に

関
わ

る
研

修
受

講
(
全

職
員

)
・

学
会

参
加

の
計

画
化

。

・
質

の
高

い
技

術
を

提
供

す
る

。
・

職
員

の
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

向
上

。

・
研

修
会

な
ど

の
参

加
は

計
画

化
さ

れ
て

い
な

い
。

・
R
4
年

度
は

コ
ロ

ナ
禍

で
あ

り
認

定
資

格
取

得
な

し
。

・
R
4
年

度
臨

床
工

学
科

学
習

会
は

定
例

化
で

き
て

い
る

・
長

野
県

臨
床

工
学

会
・

自
治

体
病

院
学

会
に

て
発

表
。

・
臨

床
高

気
圧

酸
素

治
療

装
置

操
作

技
師

1
名

取
得

。
1
名

取
得

予
定

。

・
関

連
す

る
学

会
へ

は
1
名

は
参

加
で

き
る

よ
う

計
画

を
立

て
る

。
・

学
会

発
表

年
1
回

以
上

目
標

。
・

M
E
室

内
学

習
会

定
例

化
。

・
タ

ス
ク

シ
フ

ト
に

関
わ

る
研

修
順

次
参

加
〇

◎
⇒

・
資

格
取

得
の

推
進

・
呼

吸
療

法
認

定
士

1
名

　
臨

床
高

気
圧

酸
素

治
療

装
置

操
作

技
師

2
1
名

・
研

修
会

・
学

会
参

加
の

計
画

化
。

・
タ

ス
ク

シ
フ

ト
研

修
全

員
終

了
・

学
会

発
表
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R
0
3
R
0
4
R
0
5

令
和

5
年

度
ま

で
の

目
標

達
成

に
向

け
て

の
取

組
事

項
令

和
5
年

度
取

組
事

項
№

区 分
取

組
項

目
(
担

当
部

署
)

令
和

5
年

度
ま

で
に

達
成

す
る

目
標

目
標

達
成

後
の

効
果

現
状

と
課

題
・

達
成

状
況

等
年

度
別

計
画

1
8
4

③

教
育

体
制

の
充

実 (
看

護
部

)

①
看

護
師

ク
リ

ニ
カ

ル
ラ

ダ
ー

(
J
N
A
日

本
看

護
協

会
)
に

沿
っ

た
教

育
計

画
運

用

①
看

護
実

践
能

力
の

標
準

化
②

中
核

病
院

と
し

て
研

修
機

能
向

上

①
ｸ
ﾘ
ﾆ
ｶ
ﾙ
ﾗ
ﾀ
ﾞ
ｰ
を

使
用

し
,
レ

ベ
ル

別
に

教
育

計
画

に
沿

っ
て

実
施

し
て

い
る

。
新

卒
新

人
(
1
8
名

)
は

コ
ロ

ナ
禍

で
病

院
実

習
が

行
え

て
い

な
い

学
生

が
多

い
為

、
社

会
人

基
礎

力
に

も
重

き
を

置
き

つ
つ

教
育

専
従

を
中

心
に

取
り

組
ん

だ
。

②
e
-
ラ

ー
ニ

ン
グ

研
修

が
浸

透
し

た
。

③
i
M
S
C
を

活
用

し
時

間
内

短
時

間
で

の
呼

吸
管

理
・

心
電

図
・

ガ
ウ

ン
テ

ク
ニ

ッ
ク

な
ど

の
技

術
研

修
が

出
来

た
。

今
年

度
参

加
者

は
2
0
0
人

に
達

す
る

み
こ

み
。

(
R
3
　

1
5
0
人

)
④

院
外

発
表

は
7
名

、
講

師
依

頼
1
0
名

と
日

頃
の

成
果

を
発

信
で

き
た

。
⑤

看
護

師
長

に
よ

る
看

護
研

究
支

援
に

偏
り

が
あ

る
。

⑥
教

育
専

従
1
名

、
専

任
1
名

体
制

で
き

め
細

か
な

運
用

が
で

き
た

。
〈

課
題

〉
・

新
人

1
年

目
と

プ
リ

セ
プ

タ
ー

に
関

す
る

支
援

方
法

の
充

実
。

・
当

院
看

護
師

の
あ

る
べ

き
姿

を
意

識
し

た
教

育
の

充
実

・
学

び
を

や
り

が
い

ア
ッ

プ
に

つ
な

げ
る

支
援

の
検

討
。

看
護

師
ク

リ
ニ

カ
ル

ラ
ダ

ー
　

教
育

計
画

、
評

価
表

の
運

用
　

受
講

し
や

す
い

環
境

整
備

を
実

施
　

　
・

研
修

の
全

て
を

時
間

内
研

修
　

　
・

リ
モ

ー
ト

研
修

の
有

効
活

用
　

　
・

病
院

で
企

画
す

る
研

修
の

活
用

　
　

・
e
-
ラ

ー
ニ

ン
グ

の
活

用

〇
〇

◎

・
実

習
時

間
が

少
な

い
ま

ま
就

職
し

た
新

人
看

護
職

へ
の

教
育

支
援

方
法

の
検

討
を

継
続

。
・

レ
ベ

ル
Ⅲ

の
看

護
研

究
へ

の
取

り
組

み
支

援
。

・
学

会
・

研
修

会
な

ど
へ

の
演

題
発

表
の

増
加

・
看

護
管

理
者

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

ラ
ダ

ー
の

運
用

・
評

価
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R
0
3
R
0
4
R
0
5

令
和

5
年

度
ま

で
の

目
標

達
成

に
向

け
て

の
取

組
事

項
令

和
5
年

度
取

組
事

項
№

区 分
取

組
項

目
(
担

当
部

署
)

令
和

5
年

度
ま

で
に

達
成

す
る

目
標

目
標

達
成

後
の

効
果

現
状

と
課

題
・

達
成

状
況

等
年

度
別

計
画

1
8
5

認
定

・
特

定
行

為
等

教
育

体
制

の
充

実

(
看

護
部

)

①
認

定
看

護
師

の
院

内
外

の
活

躍
②

特
定

行
為

研
修

の
指

定
研

修
機

関
と

し
て

の
充

実

①
上

伊
那

医
療

圏
の

看
護

の
質

向
上

へ
の

貢
献

②
患

者
へ

の
タ

イ
ム

リ
ー

な
対

応
③

医
師

の
負

担
軽

減
④

地
域

医
療

の
推

進

①
脳

卒
中

認
定

看
護

師
に

よ
る

脳
卒

中
相

談
は

5
件

。
救

急
看

護
認

定
に

よ
る

救
急

対
応

コ
ー

ス
の

企
画

運
営

実
施

、
認

定
看

護
師

の
専

門
分

野
を

主
体

と
す

る
上

伊
那

医
師

会
准

看
護

学
院

へ
の

授
業

、
緩

和
認

定
に

よ
る

E
L
N
E
C
ー

J
企

画
運

営
,
小

児
専

門
看

護
師

の
上

伊
那

圏
域

自
立

支
援

協
議

会
へ

の
参

加
・

長
野

県
看

護
大

学
で

の
講

義
、

感
染

管
理

認
定

に
よ

る
伊

那
市

社
協

ホ
ー

ム
ヘ

ル
パ

ー
へ

の
講

義
等

が
実

施
出

来
た

。
認

定
看

護
師

4
名

が
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

Q
R

コ
ー

ド
か

ら
ア

ク
セ

ス
で

き
る

学
習

会
を

担
当

し
た

。
②

特
定

行
為

看
護

師
(
令

和
4
年

9
月

2
1

名
〉

の
分

野
別

表
示

の
周

知
に

よ
り

業
務

が
依

頼
し

や
す

く
な

っ
た

。
③

看
護

師
長

会
が

特
定

看
護

師
会

を
支

援
し

、
タ

ス
ク

シ
フ

ト
に

よ
る

活
動

時
間

の
把

握
が

で
き

た
。

④
特

定
行

為
看

護
師

の
院

外
で

の
活

動
は

無
か

っ
た

。
⑤

特
定

行
為

看
護

師
の

ラ
ダ

ー
作

成
を

検
討

し
た

。
〈

課
題

〉
・

新
分

野
の

認
定

看
護

師
の

へ
の

受
講

と
後

継
者

育
成

・
特

定
行

為
看

護
師

の
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
へ

の
配

置
・

特
定

行
為

看
護

師
の

現
場

に
お

け
る

実
践

の
推

進
と

医
師

の
タ

ス
ク

シ
フ

ト
の

成
果

・
特

定
行

為
看

護
師

の
質

の
保

証

①
院

内
で

の
活

動
の

充
実

と
実

践
　

院
外

で
の

活
動

の
推

進
②

特
定

行
為

看
護

師
の

増
員

と
　

能
力

発
揮

で
き

る
体

制
の

確
立

　
　

・
必

要
に

応
じ

た
活

動
日

の
設

定
　

　
・

院
外

に
お

け
る

特
定

行
為

看
護

　
　

　
師

の
活

動
推

進
の

体
制

づ
く

り
　

　
・

地
域

の
ニ

ー
ズ

に
合

っ
た

分
野

　
　

　
開

講
の

検
討

〇
〇

◎

・
認

定
看

護
師

に
よ

る
院

内
外

活
動

の
検

討
(
地

域
の

ニ
ー

ズ
の

把
握

・
診

療
報

酬
を

視
野

に
入

れ
た

)
・

糖
尿

病
看

護
、

脳
卒

中
看

護
、

が
ん

専
門

看
護

の
3
分

野
の

育
成

と
認

定
看

護
師

育
成

に
向

け
た

人
材

発
掘

・
感

染
管

理
認

定
看

護
師

の
育

成
〈

学
習

環
境

が
整

備
さ

れ
て

い
る

)
・

特
定

行
為

看
護

師
の

育
成

及
び

、
ラ

ダ
ー

作
成

、
活

動
実

績
に

よ
る

医
師

の
タ

ス
ク

シ
フ

ト
の

評
価

・
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
へ

の
特

定
行

為
看

護
師

の
配

置
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R
0
3
R
0
4
R
0
5

令
和

5
年

度
ま

で
の

目
標

達
成

に
向

け
て

の
取

組
事

項
令

和
5
年

度
取

組
事

項
№

区 分
取

組
項

目
(
担

当
部

署
)

令
和

5
年

度
ま

で
に

達
成

す
る

目
標

目
標

達
成

後
の

効
果

現
状

と
課

題
・

達
成

状
況

等
年

度
別

計
画

1
8
6

③

管
理

体
制

の
強

化 (
看

護
部

)

①
管

理
者

ラ
ダ

ー
に

沿
っ

た
教

育
計

画
の

運
用 ②

成
果

を
出

せ
る

新
看

護
管

理
体

制
の

構
築

①
健

全
経

営
に

貢
献

①
新

看
護

管
理

体
制

実
施

に
伴

う
部

署
へ

の
増

員
配

置
に

伴
い

機
能

評
価

を
は

じ
め

と
し

た
管

理
業

務
へ

の
積

極
的

な
対

応
が

で
き

た
。

R
1
年

(
3
西

・
6
西

)
R
2

年
(
5
東

)
R
3
年

(
3
東

)
R
4
年

(
6
東

)
②

新
任

看
護

師
長

教
育

体
制

の
評

価
が

出
来

た
。

③
看

護
管

理
者

ラ
ダ

ー
の

運
用

が
開

始
。

〈
課

題
〉

・
看

護
管

理
の

充
実

に
よ

る
経

営
改

善
。

・
新

看
護

管
理

体
制

の
継

続
。

①
｢
管

理
の

日
｣
の

拡
大

と
充

実
②

新
看

護
管

理
体

制
に

伴
う

ス
タ

ッ
フ

の
増

員
計

画
の

実
施

③
新

任
師

長
教

育
体

制
の

基
準

完
成

　
目

標
：

新
任

師
長

と
し

て
確

実
に

独
　

り
立

ち
で

き
る

④
管

理
者

ラ
ダ

ー
の

運
用

 
評

価
 
修

正
〇

〇
◎

・
管

理
者

ラ
ダ

ー
の

活
用

と
評

価
・

次
世

代
管

理
者

(
師

長
候

補
・

後
継

者
)
の

育
成

・
管

理
業

務
を

経
営

改
善

に
つ

な
げ

る
(
診

療
報

酬
改

定
後

の
新

設
加

算
・

見
直

し
の

実
施

)
・

令
和

6
年

以
降

の
役

職
定

年
に

向
け

た
体

制
つ

く
り

。
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R
0
3
R
0
4
R
0
5

令
和

5
年

度
ま

で
の

目
標

達
成

に
向

け
て

の
取

組
事

項
令

和
5
年

度
取

組
事

項
№

区 分
取

組
項

目
(
担

当
部

署
)

令
和

5
年

度
ま

で
に

達
成

す
る

目
標

目
標

達
成

後
の

効
果

現
状

と
課

題
・

達
成

状
況

等
年

度
別

計
画

1
8
7

③

夜
間

看
護

体
制

の
充

実

(
看

護
部

)

手
厚

い
夜

間
看

護
職

員
の

配
置

維
持

①
安

心
安

全
な

入
院

生
活 ・

夜
間

に
お

け
る

身
体

拘
束

の
緩

和
・

転
倒

転
落

レ
ベ

ル
Ⅲ

b
が

増
加

し
な

い
②

看
護

職
員

の
負

担
軽

減 ③
加

算
の

取
得

維
持

①
病

棟
4
人

夜
勤

の
強

み
を

生
か

し
手

厚
い

看
護

が
出

来
て

い
る

が
超

高
齢

化
に

よ
る

看
護

の
多

様
性

に
よ

り
業

務
が

煩
雑

と
な

っ
て

い
る

。
(
H
2
9
年

1
2
月

以
降

、
看

護
職

員
夜

間
配

置
加

算
1
2
:
1
)

②
身

体
拘

束
緩

和
に

向
け

た
倫

理
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

件
数

は
伸

び
て

い
な

い
。

③
転

倒
に

よ
る

イ
ン

シ
デ

ン
ト

レ
ベ

ル
Ⅲ

ｂ
は

④
1
0
月

に
残

業
削

減
を

め
ざ

し
ユ

ニ
フ

ォ
ー

ム
2
色

制
を

開
始

し
た

。
⑤

1
0
月

よ
り

看
護

補
助

体
制

充
実

加
算

を
算

定
し

、
昼

間
も

含
め

た
看

護
師

の
業

務
負

担
軽

減
、

タ
ス

ク
シ

フ
ト

に
取

り
組

ん
だ

。
看

護
補

助
者

の
夜

間
業

務
に

哺
乳

瓶
洗

浄
・

夜
間

の
C
T
搬

送
業

務
を

追
加

し
た

。
⑥

夜
勤

可
能

な
看

護
補

助
者

は
1
6
名

で
前

年
同

月
と

比
較

し
5
名

減
と

な
っ

た
。

H
2
8
年

7
月

以
降

夜
間

急
性

期
看

護
補

助
者

加
算

1
0
0
:
1
。

〈
課

題
〉

・
イ

ン
シ

デ
ン

ト
要

因
を

考
慮

し
た

業
務

改
善

の
検

討
・

夜
勤

時
間

7
2
時

間
以

下
の

実
現

・
ユ

ニ
フ

ォ
ー

ム
2
色

制
に

よ
る

超
過

勤
務

時
間

の
変

化
、

夜
勤

負
担

感
の

評
価 ・

他
職

種
へ

の
タ

ス
ク

シ
フ

ト
の

検
討

・
夜

勤
可

能
な

看
護

補
助

者
の

増
員

①
手

厚
い

体
制

の
評

価
と

質
を

上
げ

る
た

め
の

目
標

に
挙

げ
取

り
組

む
②

夜
勤

従
事

者
の

確
保

・
看

護
職

員
夜

間
配

置
加

算
1
2
:
1
維

持
　

一
般

病
棟

7
2
時

間
以

下
の

維
持

　
夜

勤
専

従
の

で
き

る
看

護
師

(
3
0
人

以
上

1
ｸ
ｰ
ﾙ
当

た
り

1
0
人

以
上

)
・

全
て

の
特

定
病

床
夜

勤
7
2
時

間
以

下
　

を
目

指
し

計
画

的
な

増
員

・
夜

勤
従

事
者

の
処

遇
改

善
　

手
当

の
増

額
　

一
定

回
数

以
上

の
夜

勤
に

対
す

る
　

手
当

、
夜

間
看

護
手

当
、

夜
勤

専
従

手
当

③
夜

勤
の

で
き

る
看

護
補

助
者

の
確

保
(
2
0
人

以
上

)
　

看
護

補
助

者
の

雇
用

形
態

改
善

　
会

計
年

度
任

用
制

度
へ

の
対

応
　

介
護

福
祉

士
の

任
用

検
討

〇
○

◎

・
安

全
性

を
考

慮
し

た
看

護
補

助
者

、
他

職
種

へ
の

タ
ス

ク
シ

フ
ト

の
検

討
・

ユ
ニ

フ
ォ

ー
ム

2
色

制
の

評
価

・
夜

勤
可

能
な

看
護

補
助

者
の

確
保
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R
0
3
R
0
4
R
0
5

令
和

5
年

度
ま

で
の

目
標

達
成

に
向

け
て

の
取

組
事

項
令

和
5
年

度
取

組
事

項
№

区 分
取

組
項

目
(
担

当
部

署
)

令
和

5
年

度
ま

で
に

達
成

す
る

目
標

目
標

達
成

後
の

効
果

現
状

と
課

題
・

達
成

状
況

等
年

度
別

計
画

1
8
8

⑧

医
療

連
携

の
推

進 (
看

護
部

)

①
入

退
院

支
援

の
推

進
②

訪
問

看
護

師
の

増
員

に
よ

る
在

宅
療

養
の

推
進

①
安

心
・

安
全

な
在

宅
医

療
へ

の
移

行
②

チ
ー

ム
医

療
の

推
進

③
増

収
④

1
週

間
以

内
の

再
入

院
率

の
低

下

①
入

院
時

支
援

加
算

が
順

調
に

算
定

で
き

た
。

退
院

調
整

看
護

師
の

活
用

が
十

分
に

で
き

て
い

る
。

②
コ

ロ
ナ

で
制

限
が

長
引

く
中

で
も

i
P
a
d
を

活
用

し
た

退
院

指
導

が
で

き
た

、
そ

の
反

面
思

う
よ

う
に

家
族

の
思

い
が

確
認

出
来

な
い

場
面

が
あ

っ
た

。
③

訪
問

看
護

セ
ン

タ
ー

の
管

理
者

に
看

護
師

長
を

配
置

し
た

こ
と

に
よ

り
、

院
内

で
の

連
携

が
強

ま
っ

た
。

④
チ

ー
ム

ラ
ウ

ン
ド

は
充

実
し

た
が

、
退

院
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

の
困

難
さ

は
あ

る
も

の
の

、
再

入
院

の
増

加
は

な
い

。
〈

課
題

〉
病

棟
・

外
来

の
連

携

①
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
と

の
看

護
部

と
の

連
携

強
化

②
退

院
前

・
退

院
後

訪
問

の
定

着
　

・
退

院
指

導
に

活
か

す
退

院
前

訪
問

　
・

在
宅

療
養

を
継

続
す

る
た

め
の

退
　

　
院

後
訪

問

〇
〇

◎

・
病

棟
と

外
来

の
一

元
化

の
再

検
討

。
・

コ
ロ

ナ
禍

に
お

け
る

退
院

前
・

後
訪

問
の

検
討

1
8
9

③

ナ
ー

ス
コ

ー
ル

シ
ス

テ
ム

の
更

新
と

床
頭

台
表

示
シ

ス
テ

ム
の

導
入

(
看

護
部

)

ナ
ー

ス
コ

ー
ル

シ
ス

テ
ム

の
更

新
と

床
頭

台
表

示
シ

ス
テ

ム
の

導
入

準
備

安
心

安
全

な
入

院
生

活
①

床
頭

台
表

示
シ

ス
テ

ム
〈

ピ
ク

ト
グ

ラ
ム

〉
は

導
入

で
き

た
。

。
②

ナ
ー

ス
コ

ー
ル

シ
ス

テ
ム

更
新

が
で

き
た

。
〈

課
題

〉
床

頭
台

表
示

シ
ス

テ
ム

〈
ピ

ク
ト

グ
ラ

ム
)
と

ナ
ー

ス
コ

ー
ル

シ
ス

テ
ム

の
効

率
的

な
活

用
推

進
。

ナ
ー

ス
コ

ー
ル

シ
ス

テ
ム

更
新

〇
○

◎

・
床

頭
台

表
示

シ
ス

テ
ム

の
活

用
に

よ
る

多
職

種
間

で
の

情
報

共
有

。
・

ナ
ー

ス
コ

ー
ル

シ
ス

テ
ム

更
新

に
よ

る
安

全
で

働
き

安
い

環
境

整
備

1
9
0

①

病
床

の
有

効
活

用 (
看

護
部

)

D
P
C
・

重
症

度
、

医
療

看
護

必
要

度
・

病
床

利
用

率
の

全
て

を
加

味
し

た
病

床
の

効
果

的
な

運
用

①
健

全
経

営
に

貢
献

人
口

減
少

・
コ

ロ
ナ

に
よ

る
病

床
利

用
率

の
低

下
〈

令
和

元
年

度
：

7
9
.
4
0
％

、
令

和
2
年

度
：

6
2
.
9
％

、
令

和
3
年

7
1
.
2
％

〉
〈

課
題

〉
・

D
P
C
、

重
症

度
医

療
看

護
必

要
度

を
意

識
し

た
病

床
の

有
効

活
用

・
コ

ロ
ナ

の
病

床
確

保
に

よ
る

病
床

逼
迫

①
病

床
管

理
を

一
元

化
す

る
こ

と
に

よ
り

、
戦

略
的

に
病

床
を

活
用

②
患

者
の

状
況

を
加

味
し

た
病

床
運

営

〇
〇

◎

・
ベ

ッ
ド

コ
ン

ト
ロ

ー
ラ

ー
に

よ
る

病
床

管
理

の
一

元
化
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R
0
3
R
0
4
R
0
5

令
和

5
年

度
ま

で
の

目
標

達
成

に
向

け
て

の
取

組
事

項
令

和
5
年

度
取

組
事

項
№

区 分
取

組
項

目
(
担

当
部

署
)

令
和

5
年

度
ま

で
に

達
成

す
る

目
標

目
標

達
成

後
の

効
果

現
状

と
課

題
・

達
成

状
況

等
年

度
別

計
画

1
9
1

⑤

ベ
ッ

ド
・

病
室

の
改

善

(
看

護
部

)

①
入

院
ベ

ッ
ド

の
全

て
を

電
動

ベ
ッ

ド
に

更
新

②
産

科
対

象
の

4
人

病
室

の
間

仕
切

り
な

ど
の

ア
メ

ニ
テ

ィ
向

上
③

看
護

ケ
ア

使
用

す
る

備
品

の
適

性
使

用

①
よ

り
快

適
な

療
養

環
境

の
提

供
①

手
動

ベ
ッ

ド
が

3
1
台

あ
る

。
ま

た
、

新
病

院
移

転
時

に
購

入
し

た
ベ

ッ
ド

も
1
5
年

以
上

が
経

過
し

備
品

交
換

や
破

損
も

し
ば

し
ば

あ
る

。
〈

ベ
ッ

ド
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
か

ら
の

修
理

R
4
年

1
1
月

ま
で

に
8
台

)
②

4
西

産
科

患
者

が
個

室
希

望
が

多
く

、
4
人

部
屋

で
は

終
日

カ
ー

テ
ン

で
仕

切
り

療
養

さ
れ

て
い

る
方

が
多

い
。

③
個

室
料

金
設

定
が

4
種

類
あ

り
希

望
料

金
個

室
に

空
き

が
な

い
と

差
額

料
が

頂
け

な
い

。
④

高
齢

化
・

自
立

度
の

低
い

患
者

の
増

加
に

よ
り

、
病

棟
の

身
障

者
ト

イ
レ

の
利

用
者

が
増

え
た

。
〈

課
題

〉
・

全
て

の
ベ

ッ
ド

の
電

動
化

を
検

討
・

4
人

病
室

の
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
・

ア
メ

ニ
テ

ィ
ー

向
上

の
検

討
・

個
室

料
金

の
見

直
し

検
討

・
身

障
者

ト
イ

レ
の

改
修

・
移

動
式

電
子

カ
ル

テ
用

ワ
ゴ

ン
の

更
新

な
ど

看
護

業
務

に
関

連
し

た
備

品
の

更
新

①
計

画
的

な
ベ

ッ
ト

の
更

新
(
2
年

目
/
6

年
計

画
)

②
4
人

床
の

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

・
ア

メ
ニ

テ
ィ

に
配

慮
し

た
環

境
の

提
供

③
同

意
が

得
ら

れ
や

す
い

個
室

料
金

設
定 ④

高
齢

化
・

多
様

化
に

伴
う

使
い

や
す

い
身

障
者

ト
イ

レ
の

検
討

⑤
転

倒
転

落
等

リ
ス

ク
回

避
・

看
護

師
の

身
体

へ
の

負
担

を
軽

減
し

た
介

護
用

品
の

検
討

〇
〇

◎

・
計

画
的

な
電

動
ベ

ッ
ド

の
予

算
化

(
令

和
5
年

5
台

)
・

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

・
ア

メ
ニ

テ
ィ

ー
を

考
慮

し
た

環
境

の
向

上
に

向
け

た
ニ

ー
ズ

の
把

握
・

身
障

者
ト

イ
レ

ド
ア

の
自

動
化
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R
0
3
R
0
4
R
0
5

令
和

5
年

度
ま

で
の

目
標

達
成

に
向

け
て

の
取

組
事

項
令

和
5
年

度
取

組
事

項
№

区 分
取

組
項

目
(
担

当
部

署
)

令
和

5
年

度
ま

で
に

達
成

す
る

目
標

目
標

達
成

後
の

効
果

現
状

と
課

題
・

達
成

状
況

等
年

度
別

計
画

1
9
2

③

医
療

の
質

向
上

と
医

療
安

全
文

化
の

醸
成

(
医

療
安

全
管

理
室

)

①
イ

ン
シ

デ
ン

ト
レ

ポ
ー

ト
提

出
数

：
5
件

×
3
9
4
床

＝
1
9
7
0
件

　
医

師
1
0
%

②
薬

剤
事

例
：

ハ
イ

リ
ス

ク
薬

イ
ン

シ
デ

ン
ト

の
減

少
持

参
薬

誤
薬

6
0
件

以
下

③
患

者
誤

認
:
3
0
件

以
下

レ
ベ

ル
2
以

上
0
件

④
転

倒
損

傷
発

生
率

：
全

国
平

均
以

下
維

持
⑤

レ
ベ

ル
3
ｂ

以
上

の
事

例
：

減
⑥

急
変

時
、

事
故

発
生

時
の

ス
キ

ル
向

上
⑦

肝
炎

対
策

基
本

指
針

に
基

づ
い

た
診

療
体

制
の

強
化

安
全

･
安

心
で

良
質

な
医

療
を

提
供

で
き

る
職

員
の

安
全

が
担

保
で

き
る

＊
現

状
に

記
載

の
数

値
は

R
3
年

度
(
R
2
年

度
)

①
レ

ポ
ー

ト
提

出
数

1
4
4
1
件

↑
(
1
2
0
6
件

)
と

前
年

度
よ

増
加

　
医

師
に

よ
る

報
告

4
.
0
%
↑

(
2
.
7
%
)
と

微
増

　
特

に
医

師
か

ら
の

レ
ベ

ル
が

低
い

レ
ポ

ー
ト

提
出

が
望

ま
れ

る
「

g
o
o
d
 
j
o
b
賞

」
表

彰
実

施
安

全
管

理
者

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

(
1
回

/
週

)
を

開
始

し
情

報
共

有
し

た
入

力
し

や
す

い
イ

ン
シ

デ
ン

ト
レ

ポ
ー

ト
シ

ス
テ

ム
の

検
討

②
薬

剤
事

例
：

5
1
6
件

↑
(
3
8
4
件

)
持

参
薬

誤
薬

7
8

件
↑

(
6
2
件

)
与

薬
の

原
則

「
6
つ

の
R
」

を
周

知
し

た
が

件
数

は
増

加
　

病
棟

薬
剤

師
と

の
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

定
着

と
共

同
で

の
分

析
を

目
指

す
　

病
棟

薬
剤

師
と

病
棟

看
護

師
と

の
業

務
分

担
に

つ
い

て
検

討
し

た
③

患
者

誤
認

：
5
月

・
1
1
月

ゼ
ロ

月
間

に
取

り
組

み
レ

ベ
ル

1
以

上
4
2
件

↑
(
2
5
件

)
内

レ
ベ

ル
2
が

2
件

↑
(
0
件

)
安

全
確

認
基

本
動

作
を

徹
底

す
る

④
転

倒
転

落
に

伴
う

治
療

事
例

：
Q
I
指

数
.
入

院
患

者
発

生
率

2
.
5
%
(
全

国
平

均
2
.
8
%
)
Q
I
指

数
.
レ

ベ
ル

2
以

上
損

傷
発

生
率

0
.
7
0
%
と

全
国

平
均

(
0
.
7
6
%
)
よ

り
低

値
を

維
持

　
レ

ベ
ル

3
b
 
3
件

↓
(
4
件

)
転

倒
後

重
症

化
し

な
い

取
り

組
み

が
必

要
抑

制
帯

や
衝

撃
吸

収
マ

ッ
ト

の
検

討
　

認
知

症
や

せ
ん

妄
患

者
対

応
ス

キ
ル

の
向

上
を

目
指

す
　

転
倒

転
落

予
防

対
策

チ
ー

ム
の

活
動

を
開

始
転

倒
転

落
患

者
の

眠
剤

・
安

定
剤

使
用

3
4
.
1
%
↑

(
3
3
.
3
%
)
だ

が
せ

ん
妄

テ
ン

プ
レ

ー
ト

の
活

用
が

定
着

し
て

き
た

　
薬

剤
部

に
よ

る
古

い
指

示
簿

の
修

正
が

必
要

⑤
レ

ベ
ル

3
b
以

上
の

事
例

1
4
件

↑
(
1
1
件

)
看

護
部

内
で

は
師

長
、

リ
ス

ク
委

員
を

中
心

に
S
E
L
L
分

析
手

法
が

浸
透

　
P
O
A
M
分

析
・

R
C
A
分

析
の

教
育

を
検

討
⑥

緊
急

時
対

応
教

育
：

K
I
D
U
K
I
コ

ー
ス

･
B
L
S
/
I
C
L
S
･
入

職
時

研
修

等
を

継
続

的
に

実
施

「
急

変
時

振
り

返
り

」
を

充
実

さ
せ

現
場

教
育

の
向

上
を

目
指

す
　

研
修

に
よ

る
ス

キ
ル

習
得

の
評

価
が

必
要

 
重

大
事

故
発

生
時

フ
ロ

ー
チ

ャ
ー

ト
の

周
知

が
不

十
分

⑦
肝

炎
重

症
化

予
防

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

W
G
に

よ
る

院

①
イ

ン
シ

デ
ン

ト
レ

ポ
ー

ト
提

出
数

の
増

加
と

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

周
知

徹
底

②
薬

剤
事

例
の

検
討

③
患

者
誤

認
の

減
少

に
向

け
た

啓
発

・
指

導
④

転
倒

に
よ

る
損

傷
発

生
率

の
低

下
と

薬
剤

に
関

係
す

る
転

倒
転

落
の

減
少

⑤
レ

ベ
ル

3
ｂ

事
例

の
分

析
手

法
の

教
育

/
再

発
防

止
⑥

急
変

対
応

の
訓

練
/
教

育
/
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
実

施
⑦

肝
炎

対
策

基
本

指
針

に
沿

っ
た

院
内

連
携

ス
キ

ー
ム

の
推

進

○
○

◎

医
療

安
全

管
理

係
専

任
の

薬
剤

師
の

配
置

と
新

イ
ン

シ
デ

ン
ト

レ
ポ

ー
ト

シ
ス

テ
ム

の
導

入
①

レ
ポ

ー
ト

提
出

数
：

医
師

向
け

事
例

集
作

成
・

携
帯

版
マ

ニ
ュ

ア
ル

作
成

検
討

・
各

イ
ン

シ
デ

ン
ト

の
重

点
取

り
組

み
の

設
定

②
薬

剤
事

例
：

部
署

別
デ

ー
タ

分
析

・
目

標
値

の
設

定
と

取
り

組
み

を
病

棟
薬

剤
師

と
検

討
③

患
者

誤
認

0
月

間
(
5
月

.
1
1

月
)
患

者
確

認
マ

ニ
ュ

ア
ル

遵
守

・
指

さ
し

呼
称

の
ラ

ウ
ン

ド
指

導
④

転
倒

転
落

：
チ

ー
ム

に
よ

る
事

例
分

析
と

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
、

環
境

ラ
ウ

ン
ド

の
実

施
⑤

S
H
E
L
L
分

析
の

推
進

R
C
A
・

P
O
A
M
分

析
・

要
因

分
析

研
修

の
実

施
⑥

救
急

専
従

を
中

心
に

し
た

急
変

対
応

教
育

：
E
a
r
l
y

W
a
r
n
i
n
g
 
S
c
o
r
e
値

評
価

に
基

づ
く

R
R
S
検

討
・

評
価

に
基

づ
く

研
修

の
見

直
し

、
重

大
事

故
発

生
時

の
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
検

討
⑦

肝
炎

推
進

事
業

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

チ
ー

ム
に

よ
る

院
内

連
携

シ
ス

テ
ム

の
推

進
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R
0
3
R
0
4
R
0
5

令
和

5
年

度
ま

で
の

目
標

達
成

に
向

け
て

の
取

組
事

項
令

和
5
年

度
取

組
事

項
№

区 分
取

組
項

目
(
担

当
部

署
)

令
和

5
年

度
ま

で
に

達
成

す
る

目
標

目
標

達
成

後
の

効
果

現
状

と
課

題
・

達
成

状
況

等
年

度
別

計
画

1
9
3

③ ④

院
内

感
染

の
件

数
の

減
少

感
染

症
に

強
い

病
院

作
り

上
伊

那
地

域
全

体
の

感
染

対
策

の
向

上
(
医

療
安

全
管

理
室

)

①
院

内
ア

ウ
ト

ブ
レ

イ
ク

0
②

全
職

員
が

、
重

要
な

感
染

症
(
1
類

、
2
類

、
新

型
イ

ン
フ

ル
、

指
定

感
染

症
等

)
に

対
す

る
対

応
が

で
き

る
③

針
刺

し
事

故
後

の
不

対
応

0
④

病
院

施
設

の
改

善
の

計
画

立
案

と
実

施
⑤

感
染

症
医

獲
得

⑥
タ

ー
ゲ

ッ
ト

サ
ー

ベ
イ

ラ
ン

ス
の

継
続

⑦
合

同
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

の
定

期
的

な
開

催
と

継
続

⑧
人

材
育

成
と

感
染

対
策

チ
ー

ム
の

環
境

づ
く

り

病
院

に
関

わ
る

全
て

の
人

を
感

染
所

か
ら

守
り

医
療

･
看

護
の

質
が

向
上

す
る

｡
上

伊
那

市
域

で
の

感
染

対
策

に
貢

献
す

る
。

①
C
O
V
I
D
-
1
9
以

外
の

感
染

症
に

つ
い

て
は

こ
の

3
年

間
発

生
無

し
。

ア
ウ

ト
ブ

レ
イ

ク
を

防
止

す
る

た
め

の
シ

ス
テ

ム
と

マ
ニ

ュ
ア

ル
は

整
備

さ
れ

て
い

る
の

で
、

着
実

に
実

施
し

て
い

く
。

②
-
1
感

染
対

策
週

間
(
1
1
月

)
新

興
感

染
に

対
応

す
る

た
め

の
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
を

実
施

 
。

②
-
2
武

井
教

育
専

従
と

協
力

し
P
P
E
着

脱
の

定
期

的
な

開
催

②
ー

3
院

内
全

体
で

感
染

対
策

に
取

り
組

む
た

め
の

知
識

と
技

術
の

効
用

、
部

署
ご

と
の

学
習

会
や

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

が
行

え
る

よ
う

計
画

が
必

要
で

あ
る

。
③

令
和

2
年

度
針

刺
し

件
数

2
5
件

、
令

和
3
年

度
3
1

件
の

事
故

が
発

生
、

令
和

4
年

度
は

現
在

ま
で

に
1
6
件

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

整
備

に
加

え
、

本
年

度
は

針
刺

し
事

故
防

止
の

研
修

会
を

実
施

。
事

故
を

で
き

る
だ

け
防

止
し

、
起

き
た

際
は

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
必

ず
受

け
る

こ
と

を
徹

底
し

て
い

く
。

④
感

染
に

強
い

病
院

づ
く

り
を

一
つ

ず
つ

行
っ

て
い

く
必

要
が

あ
り

、
早

期
に

対
応

す
る

べ
き

施
設

と
し

て
、

別
棟

診
療

施
設

の
移

設
と

増
築

が
必

要
で

あ
る

。
⑤

入
院

後
の

フ
ォ

ロ
ー

や
新

興
感

染
症

に
対

応
す

る
た

め
感

染
症

を
専

門
医

ま
た

は
総

合
的

に
診

療
を

行
え

る
医

師
が

必
要

。
⑥

本
年

度
福

島
認

定
が

B
S
I
サ

ー
ベ

イ
ラ

ン
ス

を
6

西
に

て
開

始
J
-
S
I
P
H
E
に

参
加

。
J
A
N
I
S
の

I
C
U
部

門
サ

ー
ベ

イ
ラ

ン
ス

に
参

加
。

が
ん

診
療

拠
点

病
院

要
件

と
し

て
S
S
I
サ

ー
ベ

イ
ラ

ン
ス

が
必

要
と

な
る

た
め

今
年

度
中

に
計

画
立

案
開

始
が

必
要

。
⑦

加
算

の
改

定
に

伴
い

、
連

携
医

療
機

関
も

増
え

現
在

1
4
医

療
機

関
と

の
連

携
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

を
実

施
し

て
い

る
、

こ
の

加
算

は
連

携
で

成
り

立
つ

も
の

で
あ

り
、

当
院

が
加

算
1
を

継
続

す
る

こ
と

が
必

須
で

あ
る

。
指

導
加

算
も

今
年

度
中

に
4
件

行
う

必
要

が
あ

る
。

⑧
現

在
資

格
取

得
が

予
定

さ
れ

て
い

る
の

は
薬

剤
師

の
み

、
A
S
T
専

従
者

の
医

療
安

全
管

理
室

へ
の

配
置

や
連

携
医

療
機

関
や

施
設

な
ど

に
協

力
す

る
た

め
の

体
制

づ
く

り
が

必
要

で
あ

る
。

①
流

行
性

疾
患

の
周

知
と

予
防

や
早

期
発

見
の

た
め

の
啓

発
、

現
在

の
体

制
を

継
続

し
、

早
期

に
介

入
す

る
②

毎
年

感
染

対
策

週
間

に
合

わ
せ

シ
ュ

ミ
レ

ー
シ

ョ
ン

を
実

施
す

る
③

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
の

確
認

と
予

防
の

た
め

の
研

修
・

啓
発

活
動

④
感

染
対

策
委

員
会

に
て

ハ
ー

ド
面

の
整

備
を

検
討

立
案

し
て

い
く

外
来

施
設

に
つ

い
て

計
画

を
立

て
る

⑤
医

師
の

獲
得

に
つ

い
て

ど
の

よ
う

に
行

う
の

が
良

い
の

か
、

相
談

し
行

動
す

る ⑥
現

在
の

サ
ー

ベ
イ

ラ
ン

ス
の

継
続

と
、

S
S
I
サ

ー
ベ

イ
ラ

ン
ス

の
開

始
⑦

合
同

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
の

開
催

と
、

指
導

加
算

の
実

施
、

上
伊

那
で

の
新

興
感

染
症

へ
の

対
応

、
連

携
シ

ス
テ

ム
の

構
築

⑧
A
S
T
専

従
の

医
療

安
全

管
理

室
へ

の
配

置
、

院
外

に
活

動
を

広
げ

る
た

め
の

組
織

づ
く

り

〇
〇

◎

①
院

内
で

の
流

行
性

疾
患

の
早

期
発

見
と

現
場

介
入

②
感

染
対

策
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
随

時
改

定
と

作
成

。
1
1
月

に
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
の

実
施

③
発

生
時

の
対

応
・

報
告

の
実

践
と

確
認

④
ハ

ー
ド

面
の

計
画

を
実

現
化

さ
せ

る
⑤

病
院

長
へ

相
談

⑥
V
A
P
サ

ー
ベ

イ
ラ

ン
ス

の
開

始
⑦

地
域

で
取

り
組

む
た

め
の

連
携

づ
く

り
を

開
始 ⑧

感
染

防
止

の
た

め
の

活
動

を
強

化
。

I
C
T
・

A
S
T
メ

ン
バ

ー
の

育
成

。
感

染
管

理
を

充
実

さ
せ

る
た

め
の

組
織

づ
く

り
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R
0
3
R
0
4
R
0
5

令
和

5
年

度
ま

で
の

目
標

達
成

に
向

け
て

の
取

組
事

項
令

和
5
年

度
取

組
事

項
№

区 分
取

組
項

目
(
担

当
部

署
)

令
和

5
年

度
ま

で
に

達
成

す
る

目
標

目
標

達
成

後
の

効
果

現
状

と
課

題
・

達
成

状
況

等
年

度
別

計
画

1
9
4

⑧

地
域

医
療

支
援

病
院

と
し

て
の

役
割

が
機

能
で

き
る

(
地

域
医

療
連

携
室

)

①
紹

介
率

8
0
%
以

上
、

逆
紹

介
率

8
0
%
以

上
②

共
同

利
用

の
定

着
③

返
書

管
理

の
再

構
築

④
予

約
業

務
の

効
率

化
⑤

乳
が

ん
地

域
連

携
パ

ス
の

運
用

構
築

⑤
信

州
メ

デ
ィ

カ
ル

ネ
ッ

ト
推

進

地
域

支
援

病
院

の
機

能
を

維
持

で
き

る
｡

総
合

入
院

体
制

加
算

取
得 地

域
の

保
健

医
療

機
関

か
ら

の
信

頼
を

得
る

｡
上

伊
那

の
医

療
の

質
が

向
上

す
る

｡
地

域
連

携
パ

ス
・

が
ん

地
域

連
携

パ
ス

の
運

用
件

数
の

増
加

令
和

2
年

度
は

紹
介

率
7
0
％

、
逆

紹
介

率
7
7
％

と
上

昇
し

た
。

今
後

は
か

か
り

つ
け

医
機

能
の

推
進

 
と

紹
介

の
増

加
を

目
指

す
。

が
ん

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

職
員

・
外

科
外

来
と

の
連

携
を

強
化

。
と

パ
ス

へ
の

取
り

組
み

に
関

す
る

周
知

を
継

続
す

る
。

①
紹

介
･
逆

紹
介

患
者

件
数

増
加

に
む

け
た

支
援

内
シ

ス
テ

ム
の

構
築

及
び

実
施 ②

前
方

連
携

に
よ

る
か

か
り

つ
け

医
把

握
業

務
の

構
築

③
返

書
管

理
の

再
構

築
及

び
実

施
④

予
約

業
務

の
効

率
化

⑤
乳

が
ん

地
域

連
携

パ
ス

運
用

開
始

に
向

け
た

取
り

組
み

⑥
信

州
メ

デ
ィ

カ
ル

ネ
ッ

ト
広

報

◎
○

⇒

①
紹

介
率

7
5
％

以
上

、
逆

紹
介

率
8
0
％

以
上

②
前

方
連

携
に

よ
る

か
か

り
つ

け
医

把
握

業
務

の
構

築
③

返
書

管
理

の
再

構
築

及
び

実
施

④
予

約
業

務
の

効
率

化
⑤

が
ん

地
域

連
携

推
進

委
員

会
の

活
躍

⑥
信

州
メ

デ
ィ

カ
ル

ネ
ッ

ト

1
9
5

⑧

医
療

福
祉

相
談

業
務

・
入

退
院

支
援

の
充

実

(
地

域
医

療
連

携
室

)

医
療

福
祉

相
談

対
応

可
能

人
数

、
年

間
4
,
5
0
0
人

早
期

介
入

に
よ

る
退

院
支

援
、

ニ
ー

ズ
等

へ
の

迅
速

な
対

応
と

、
心

理
的

不
安

を
抱

え
る

患
者

や
家

族
の

問
題

軽
減

及
び

解
決

外
来

・
病

棟
・

が
ん

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

・
患

者
支

援
セ

ン
タ

ー
と

の
連

携
が

で
き

て
い

る
。

①
相

談
業

務
の

効
率

化
と

相
談

体
制

の
充

実
②

質
の

向
上

と
人

材
育

成
、

組
織

力
の

強
化

◎
◎

⇒

①
増

員
の

検
討

②
院

内
他

部
門

と
の

連
携

強
化

1
9
6

③ ⑧

退
院

調
整

機
能

の
充

実

(
地

域
医

療
連

携
室

)

・
入

退
院

支
援

加
算

算
定

月
平

均
3
5
0
件

・
退

院
時

共
同

指
導

料
2

算
定

　
年

3
0
件

・
多

機
関

共
同

指
導

加
算

　
年

1
5
件

・
介

護
支

援
等

連
携

指
導

料
算

定
　

年
3
3
0
件

安
心

し
て

退
院

で
き

る
体

制
｡

早
期

か
ら

の
退

院
支

援
の

充
実

患
者

支
援

セ
ン

タ
ー

・
が

ん
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
と

の
連

携
強

化
を

図
る

上
伊

那
入

退
院

時
連

携
ル

ー
ル

に
よ

る
、

ケ
ア

マ
ネ

ジ
ャ

ー
か

ら
の

入
院

時
情

報
提

供
書

の
活

用
と

退
院

後
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

シ
ー

ト
で

の
振

り
返

り
。

病
棟

看
護

師
と

の
退

院
支

援
の

連
携

を
強

化
を

図
る

。

①
退

院
調

整
部

門
と

病
棟

看
護

師
の

業
務

連
携

②
外

来
・

患
者

支
援

セ
ン

タ
ー

・
が

ん
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
と

の
連

携
強

化
③

上
伊

那
入

退
院

時
連

携
ル

ー
ル

の
運

用
定

着
◎

◎
⇒

①
退

院
調

整
部

門
と

病
棟

看
護

師
の

業
務

連
携

②
外

来
・

患
者

支
援

セ
ン

タ
ー

・
が

ん
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
と

の
連

携
強

化
③

開
業

医
と

の
連

携
強

化

1
9
7

③ ⑧

心
理

相
談

事
業

の
充

実

(
地

域
医

療
連

携
室

)

心
理

相
談

対
応

可
能

件
数

、
年

間
1
,
8
0
0
件

早
期

介
入

に
よ

る
支

援
、

ニ
ー

ズ
等

へ
の

迅
速

な
対

応
と

、
心

理
的

不
安

を
抱

え
る

患
者

や
家

族
の

問
題

軽
減

及
び

解
決

が
ん

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

・
緩

和
ケ

ア
チ

ー
ム

・
院

外
精

神
科

医
療

機
関

・
上

伊
那

圏
域

特
別

支
援

教
育

連
携

協
議

会
と

の
連

携
が

行
え

強
化

で
き

て
い

る
。

今
後

、
心

理
士

業
務

の
役

割
分

担
と

整
理

が
課

題
で

あ
る

。

①
相

談
業

務
の

効
率

化
と

相
談

体
制

の
充

実
②

心
理

士
業

務
の

役
割

分
担

と
整

理
を

行
う

◎
◎

⇒

①
が

ん
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
・

緩
和

ケ
ア

チ
ー

ム
か

ら
の

ニ
ー

ズ
へ

の
対

応
②

心
理

士
業

務
の

役
割

分
担

と
整

理
を

行
う

。
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R
0
3
R
0
4
R
0
5

令
和

5
年

度
ま

で
の

目
標

達
成

に
向

け
て

の
取

組
事

項
令

和
5
年

度
取

組
事

項
№

区 分
取

組
項

目
(
担

当
部

署
)

令
和

5
年

度
ま

で
に

達
成

す
る

目
標

目
標

達
成

後
の

効
果

現
状

と
課

題
・

達
成

状
況

等
年

度
別

計
画

1
9
8

⑩

健
診

の
充

実

(
健

診
セ

ン
タ

ー
)

①
特

定
健

診
を

保
険

指
導

の
実

施
②

ド
ッ

ク
・

社
保

の
受

診
者

数
年

間
5
,
0
0
0
人

を
目

標
と

す
る

住
民

ニ
ー

ズ
に

あ
っ

た
健

診
の

実
施

に
よ

り
利

用
者

増
が

図
ら

れ
、

周
辺

地
域

住
民

の
中

心
的

な
健

診
施

設
と

な
り

得
る

｡

①
現

状
の

年
間

受
診

者
数

は
、

日
帰

り
ド

ッ
ク

1
2
4
7
人

、
一

泊
ド

ッ
ク

1
9
5

人
、

脳
ド

ッ
ク

3
8
8
人

、
社

保
健

診
1
3
1
3
人

。
②

現
状

で
は

上
部

内
視

鏡
に

お
い

て
1

日
1
5
人

の
制

限
が

あ
り

、
今

後
の

受
診

者
拡

大
に

向
け

医
師

の
確

保
が

課
題

で
あ

る
③

健
康

教
室

2
回

実
施

①
特

定
保

健
指

導
実

施
に

向
け

て
準

備
を

進
め

る
②

数
値

目
標

達
成

の
た

め
の

医
師

・
ス

タ
ッ

フ
の

確
保

③
新

規
の

団
体

予
約

④
空

き
枠

状
況

の
確

認
の

効
率

化
○

◎
⇒

①
受

診
者

の
拡

大
に

向
け

た
取

り
組

み
(
満

足
度

調
査

)
②

空
き

枠
状

況
確

認
シ

ス
テ

ム
の

構
築

③
健

康
教

室
の

実
施

1
9
9

⑥ ⑧

サ
ロ

ン
ま

ほ
ら

の
充

実

(
が

ん
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
)

が
ん

患
者

及
び

家
族

対
象

の
サ

ロ
ン

の
利

用
率

を
向

上

が
ん

患
者

同
士

が
情

報
交

換
を

行
っ

た
り

話
し

合
う

こ
と

に
よ

り
、

が
ん

疾
患

治
療

に
前

向
き

に
行

動
で

き
る

｡

令
和

4
年

7
月

か
ら

患
者

、
家

族
向

け
の

学
習

会
を

オ
ン

ラ
イ

ン
ま

た
は

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

で
開

催
し

て
い

る
が

、
参

加
者

が
少

な
い

。

①
イ

ベ
ン

ト
な

ど
の

開
催

に
よ

り
、

が
ん

患
者

サ
ロ

ン
を

充
実

さ
せ

、
さ

ら
に

多
く

の
方

に
利

用
し

て
い

た
だ

く
｡

②
社

会
情

勢
を

踏
ま

え
た

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

開
催

の
検

討

△
○

⇒

①
一

般
市

民
向

け
講

座
の

動
画

配
信

②
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
開

催
の

検
討

2
0
0

⑥ ⑧

が
ん

医
療

の
情

報
収

集
及

び
提

供
の

充
実

(
が

ん
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
)

が
ん

に
関

す
る

信
頼

の
お

け
る

情
報

を
積

極
的

に
提

供
す

る
｡

患
者

と
医

療
者

の
よ

り
よ

い
関

係
の

構
築

、
が

ん
予

防
･
早

期
発

見
等

に
つ

な
が

る
｡

意
思

決
定

支
援

に
つ

な
が

る
。

・
参

考
図

書
･
D
V
D
の

整
備

・
外

部
の

専
門

職
と

の
連

携
に

よ
る

相
談

対
応

の
拡

充
・

コ
ロ

ナ
の

感
染

対
策

と
し

て
中

止
し

て
い

た
資

料
の

閲
覧

を
再

開
し

、
定

期
的

に
整

備
で

き
た

。
・

が
ん

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

専
従

看
護

師
の

業
務

、
役

割
に

つ
い

て
、

明
文

化
し

た
。

・
長

野
県

が
ん

診
療

連
携

協
議

会
に

参
加

し
、

情
報

提
供

、
共

有
が

で
き

た
。

今
後

は
セ

ン
タ

ー
運

営
の

評
価

方
法

が
課

題
で

あ
る

。
・

令
和

6
年

度
の

が
ん

診
療

連
携

拠
点

病
院

の
機

能
評

価
更

新
に

向
け

て
情

報
収

集
を

開
始

し
た

。

①
が

ん
に

関
す

る
信

頼
の

お
け

る
情

報
の

収
集

②
が

ん
に

関
す

る
図

書
･
D
V
D
の

購
入

③
が

ん
情

報
提

供
コ

ー
ナ

ー
の

充
実

④
相

談
す

る
機

会
を

増
や

す
⑤

様
々

な
テ

ー
マ

で
の

学
習

会
開

催
と

情
報

発
信

○
○

⇒

①
さ

ん
ぽ

セ
ン

タ
ー

、
社

会
保

険
労

務
士

、
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
松

本
と

の
連

携
、

相
談

会
の

開
催

②
オ

ン
ラ

イ
ン

で
の

相
談

対
応

の
検

討
③

院
内

が
ん

関
連

チ
ー

ム
と

の
連

携
強

化
④

学
習

会
の

開
催

方
法

、
周

知
方

法
の

検
討

2
0
1

⑥ ⑧

が
ん

相
談

員
の

資
質

向
上

(
が

ん
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
)

が
ん

相
談

員
の

研
修

に
積

極
的

に
参

加
し

相
談

員
の

資
質

の
向

上
を

図
る

｡
研

修
1
～

3
修

了
者

8
人

｡

適
切

な
対

応
の

取
れ

る
相

談
員

の
増

。
人

材
確

保
と

適
正

配
置

が
ん

セ
ン

タ
ー

主
催

の
各

種
研

修
へ

の
参

加
と

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

研
修

・
指

導
者

研
修

へ
の

参
加

。

①
が

ん
セ

ン
タ

ー
主

催
の

各
種

研
修

へ
の

参
加

②
が

ん
地

域
連

携
パ

ス
へ

の
参

画
◎

◎
⇒

①
が

ん
相

談
員

の
増

加
研

修
1
～

3
を

修
了

し
た

看
護

師
を

増
や

す
②

人
材

確
保

③
需

要
、

指
定

要
件

に
即

し
た

人
員

配
置

、
職

員
採

用
の

検
討
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R
0
3
R
0
4
R
0
5

令
和

5
年

度
ま

で
の

目
標

達
成

に
向

け
て

の
取

組
事

項
令

和
5
年

度
取

組
事

項
№

区 分
取

組
項

目
(
担

当
部

署
)

令
和

5
年

度
ま

で
に

達
成

す
る

目
標

目
標

達
成

後
の

効
果

現
状

と
課

題
・

達
成

状
況

等
年

度
別

計
画

2
0
2

④

情
報

シ
ス

テ
ム

機
器

の
更

新
･

機
能

向
上

(
診

療
情

報
管

理
室

)

①
経

年
劣

化
機

器
更

新
②

障
害

時
対

策
や

業
務

効
率

化
の

た
め

シ
ス

テ
ム

の
機

能
ア

ッ
プ

③
サ

イ
バ

ー
攻

撃
対

策

業
務

の
効

率
化

と
情

報
共

有
に

よ
る

患
者

へ
の

適
切

な
医

療
の

提
供

が
促

進
さ

れ
る

｡

2
4
時

間
3
6
5
日

に
お

よ
ぶ

総
合

情
報

シ
ス

テ
ム

の
安

定
稼

働
、

な
ら

び
に

昨
今

の
サ

イ
バ

ー
攻

撃
に

対
す

る
対

策
の

実
施

緊
急

度
及

び
財

源
に

よ
り

適
切

な
機

器
配

置
と

更
新

を
実

施
す

る
｡

◎
⇒

⇒

総
合

情
報

シ
ス

テ
ム

改
修

、
部

門
ｻ
ｰ
ﾊ
ﾞ
ｰ
更

新

2
0
3

④

電
子

カ
ル

テ
シ

ス
テ

ム
の

更
新

(
診

療
情

報
管

理
室

)

電
子

カ
ル

テ
シ

ス
テ

ム
の

拡
張

お
よ

び
更

新
業

務
の

効
率

化
と

患
者

へ
の

適
切

な
医

療
の

提
供

が
促

進
さ

れ
る

｡

平
成

2
1
年

3
月

よ
り

電
子

ｶ
ﾙ
ﾃ
運

用
開

始
、

平
成

2
9
年

3
月

ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
全

面
更

新
実

施
済

、
ｻ
ｰ
ﾊ
ﾞ
ｰ
お

よ
び

端
末

等
機

器
劣

化
が

進
む

中
で

適
切

な
医

療
提

供
継

続
の

た
め

次
期

ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
更

新
が

重
点

課
題

と
な

っ
て

い
る

｡

現
シ

ス
テ

ム
の

メ
リ

ッ
ト

･
デ

メ
リ

ッ
ト

及
び

各
部

門
シ

ス
テ

ム
と

の
連

携
に

つ
い

て
検

証
し

、
適

切
な

医
療

を
提

供
す

る
た

め
、

適
切

な
シ

ス
テ

ム
の

検
討

を
行

う
｡

⇒
⇒

⇒

令
和

7
年

度
更

新
予

定

2
0
4

②

退
院

時
要

約
作

成
率

向
上

(
診

療
情

報
管

理
室

)

退
院

時
要

約
(
サ

マ
リ

ー
)
の

1
0
0
%
作

成
診

療
録

の
適

正
管

理
が

促
進

さ
れ

る
｡

現
在

の
退

院
後

1
4
日

以
内

の
ｻ
ﾏ
ﾘ
ｰ
作

成
率

は
お

お
む

ね
9
5
％

以
上

で
推

移
し

て
い

る
が

、
一

部
診

療
科

で
低

い
状

況
が

見
受

け
ら

れ
る

こ
と

か
ら

、
医

師
へ

の
働

き
か

け
が

必
要

。

退
院

後
1
4
日

以
内

の
サ

マ
リ

ー
作

成
率

1
0
0
%
に

向
け

て
診

療
情

報
管

理
委

員
会

で
の

向
上

に
向

け
た

検
討

と
医

師
事

務
作

業
補

助
者

に
よ

る
サ

マ
リ

ー
の

一
部

作
成

及
び

未
作

成
の

多
い

傾
向

医
師

へ
の

働
き

掛
け

の
継

続
診

療
録

監
査

の
充

実
と

と
も

に
各

部
門

へ
の

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
を

行
う

◎
⇒

⇒

・
医

師
事

務
作

業
補

助
者

に
よ

る
サ

マ
リ

ー
の

一
部

作
成

。
・

退
院

後
2
0
日

時
点

で
未

作
成

の
も

の
が

あ
る

診
療

科
の

部
長

へ
の

働
き

掛
け

・
診

療
録

監
査

件
数

を
増

や
す

と
と

も
に

、
各

部
門

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
の

実
施

2
0
5

③

デ
ー

タ
セ

ン
タ

ー
の

開
設

(
診

療
情

報
管

理
室

)

デ
ー

タ
セ

ン
タ

ー
の

開
設

Q
I
指

標
等

の
算

出
、

公
表

を
行

い
、

診
療

情
報

の
適

切
管

理
、

有
効

活
用

の
促

進
で

医
療

の
質

向
上

が
図

ら
れ

、
患

者
･

医
療

者
が

信
頼

す
る

病
院

と
な

る
｡

各
部

署
で

Q
I
や

関
係

統
計

情
報

が
作

成
さ

れ
て

い
る

｡
一

括
管

理
、

有
効

利
用

、
目

標
値

等
が

な
く

、
Q
I
の

2
6
項

目
の

取
り

組
み

が
2
5
年

度
か

ら
始

ま
り

、
H
2
7
か

ら
は

全
国

自
治

体
病

院
協

議
会

の
Q
I
の

取
り

組
み

も
開

始
し

た
｡

医
事

課
に

所
属

す
る

診
療

情
報

管
理

士
と

の
連

携
強

化
を

検
討

中
。

人
的

な
確

保
研

修
育

成
を

行
う

と
と

も
に

、
Q
I
指

標
等

の
算

出
、

D
P
C
デ

ー
タ

に
よ

る
ベ

ン
チ

マ
ー

ク
、

目
標

値
の

設
定

、
簡

易
的

な
原

価
計

算
、

時
系

列
的

な
分

析
に

よ
り

医
療

の
質

の
向

上
や

経
営

改
善

へ
の

資
料

作
成

や
職

員
へ

の
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

を
実

施
す

る
｡

○
○

○

関
係

職
員

へ
の

各
種

研
修

(
コ

ー
デ

ィ
ン

グ
、

が
ん

登
録

、
Q
I
運

用
、

学
会

参
加

等
)
の

実
施

、
院

内
で

の
情

報
共

有
と

活
用

推
進

に
取

り
組

む
｡

2
0
6

②

医
師

事
務

作
業

補
助

者
の

レ
ベ

ル
ア

ッ
プ

(
診

療
情

報
管

理
室

)

医
師

事
務

作
業

補
助

者
の

レ
ベ

ル
ア

ッ
プ

医
師

の
事

務
業

務
の

負
担

軽
減

と
医

療
の

質
向

上
に

つ
な

が
る

｡

平
成

2
4
年

度
よ

り
1
5
:
1
の

配
置

を
実

施
済

み
だ

が
、

さ
ら

な
る

医
師

の
事

務
業

務
の

負
担

軽
減

が
必

要
｡

医
師

事
務

作
業

補
助

者
の

レ
ベ

ル
ア

ッ
プ

の
た

め
の

研
修

体
制

の
充

実
が

課
題

と
な

っ
て

い
る

。

配
置

科
医

師
と

調
整

す
る

中
で

医
師

事
務

作
業

補
助

者
の

業
務

拡
充

を
図

っ
て

い
く

｡
ま

た
、

業
務

状
況

に
よ

る
適

正
配

置
を

行
う

｡
新

規
採

用
者

に
対

す
る

研
修

体
制

の
充

実
と

と
も

に
全

て
の

医
師

事
務

作
業

補
助

者
を

対
象

と
し

た
研

修
を

実
施

す
る

○
○

◎

医
師

事
務

作
業

補
助

者
の

業
務

拡
充

、
増

員
、

適
正

配
置

。
・

外
部

研
修

の
活

用
。

・
新

規
採

用
時

以
外

の
定

期
的

な
研

修
の

実
施

別 -62



R
0
3
R
0
4
R
0
5

令
和

5
年

度
ま

で
の

目
標

達
成

に
向

け
て

の
取

組
事

項
令

和
5
年

度
取

組
事

項
№

区 分
取

組
項

目
(
担

当
部

署
)

令
和

5
年

度
ま

で
に

達
成

す
る

目
標

目
標

達
成

後
の

効
果

現
状

と
課

題
・

達
成

状
況

等
年

度
別

計
画

2
0
7

⑥

が
ん

診
療

連
携

拠
点

病
院

の
充

実 (
診

療
情

報
管

理
室

、
地

域
医

療
連

携
室

、
医

療
福

祉
室

)

が
ん

診
療

連
携

拠
点

病
院

の
充

実
が

ん
診

療
連

携
拠

点
病

院
と

し
て

患
者

及
び

医
療

者
の

信
頼

が
得

ら
れ

る
｡

平
成

2
1
年

に
指

定
を

受
け

2
5
年

に
更

新
と

な
り

地
域

が
ん

患
者

へ
の

医
療

提
供

は
充

実
し

て
き

て
い

る
が

、
質

の
高

い
が

ん
医

療
、

チ
ー

ム
医

療
、

サ
ポ

ー
ト

医
療

の
強

化
が

課
題

と
な

っ
て

い
る

｡

①
集

学
的

治
療

の
更

な
る

充
実

と
医

療
従

事
者

の
育

成
②

診
断

時
か

ら
の

緩
和

ケ
ア

③
包

括
的

が
ん

治
療

セ
ン

タ
ー

の
設

置
④

が
ん

ゲ
ノ

ム
医

療
連

携
病

院
の

機
能

強
化

の
推

進
⑤

が
ん

診
療

連
携

拠
点

病
院

指
定

要
件

の
未

充
足

要
件

へ
の

対
応

(
手

術
部

位
感

染
に

関
す

る
サ

ー
ベ

イ
ラ

ン
ス

の
実

施
、

院
内

自
殺

リ
ス

ク
に

対
す

る
共

通
フ

ロ
ー

や
関

係
職

種
に

情
報

共
有

を
行

う
体

制
を

構
築

)

○
○

○

・
院

内
の

が
ん

診
療

連
携

拠
点

病
院

運
営

委
員

会
な

ど
関

連
委

員
会

等
で

の
検

討
の

実
施

｡
・

院
内

が
ん

登
録

実
務

者
(
初

級
)
の

育
成

・
包

括
的

が
ん

治
療

セ
ン

タ
ー

運
営

委
員

会
の

立
ち

上
げ

2
0
8

③

院
内

ク
リ

ニ
カ

ル
パ

ス
の

推
進

(
診

療
情

報
管

理
室

)

院
内

ク
リ

ニ
カ

ル
パ

ス
の

推
進

適
用

率
5
0
%

医
療

の
標

準
化

と
入

院
日

数
の

適
正

化
が

図
ら

れ
る

｡

院
内

ク
リ

ニ
カ

ル
パ

ス
の

導
入

運
用

を
行

い
医

療
の

質
の

向
上

と
効

率
性

の
あ

る
医

療
の

提
供

に
努

め
て

い
る

｡
適

用
率

は
4
4
%
を

超
え

徐
々

に
向

上
し

て
い

る
｡

院
内

パ
ス

専
任

看
護

師
と

連
携

す
る

中
で

院
内

ク
リ

ニ
カ

ル
パ

ス
の

導
入

推
進

を
図

り
、

基
準

の
設

定
、

入
院

日
数

の
適

正
化

を
図

る
｡

○
○

○

パ
ス

専
任

看
護

師
と

連
携

し
電

子
カ

ル
テ

パ
ス

の
導

入
推

進
を

図
り

、
基

準
の

設
定

、
入

院
日

数
の

適
正

化
を

推
進

す
る

｡

2
0
9

⑪

情
報

伝
達

シ
ス

テ
ム

の
改

善

(
診

療
情

報
管

理
室

、
総

務
課

)

情
報

伝
達

時
間

の
短

縮
1
時

間
以

内
職

員
1
人

1
人

ま
で

、
確

実
か

つ
迅

速
な

情
報

伝
達 災

害
時

の
確

実
か

つ
迅

速
な

情
報

伝
達

無
駄

な
紙

運
用

の
減

少
に

よ
る

業
務

、
経

費
の

節
約

①
J
ラ

イ
ン

、
W
E
B
2
1
、

伊
那

市
職

員
ポ

ー
タ

ル
の

3
つ

の
院

内
ラ

ン
が

あ
り

、
一

度
に

情
報

伝
達

が
で

き
な

い
｡

②
災

害
時

に
携

帯
メ

ー
ル

で
の

情
報

伝
達

が
必

要
③

情
報

伝
達

シ
ス

テ
ム

が
導

入
さ

れ
て

い
る

が
課

題
の

整
理

、
精

査
が

必
要

④
メ

ー
ル

配
信

し
て

も
受

付
拒

否
設

定
や

ア
ド

レ
ス

変
更

の
た

め
受

信
さ

れ
な

い
場

合
が

あ
る

｡

情
報

伝
達

シ
ス

テ
ム

が
導

入
さ

れ
て

い
る

が
課

題
の

整
理

、
運

用
方

法
の

精
査

が
必

要

○
○

○

①
メ

ー
ル

配
信

シ
ス

テ
ム

の
効

果
的

運
用

②
グ

ル
ー

プ
別

利
用

の
推

進
、

登
録

職
員

の
拡

大
他

③
伝

達
内

容
に

よ
る

伝
達

方
法

の
検

討

別 -63



R
0
3
R
0
4
R
0
5

令
和

5
年

度
ま

で
の

目
標

達
成

に
向

け
て

の
取

組
事

項
令

和
5
年

度
取

組
事

項
№

区 分
取

組
項

目
(
担

当
部

署
)

令
和

5
年

度
ま

で
に

達
成

す
る

目
標

目
標

達
成

後
の

効
果

現
状

と
課

題
・

達
成

状
況

等
年

度
別

計
画

2
1
0

⑧

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
機

能
強

化
を

は
か

る

(
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
)

1
.
(
医

療
保

険
)
機

能
強

化
型

訪
問

看
護

管
理

療
養

費
3
を

算
定

す
る

<
満

た
さ

れ
て

い
な

い
算

定
要

件
>

1
)
地

域
の

医
療

機
関

の
看

護
職

員
が

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

に
お

い
て

、
一

定
期

間
勤

務
す

る
等

、
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
と

当
該

医
療

機
関

と
の

間
で

の
看

護
職

員
の

相
互

交
流

に
よ

る
実

績
が

あ
る

こ
と

2
)
地

域
の

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

や
地

域
住

民
に

向
け

て
の

研
修

2
。

看
護

の
質

の
向

上

(
医

療
保

険
)
機

能
強

化
型

訪
問

看
護

療
養

費
3
が

算
定

で
き

る
｡
(
機

能
強

化
型

で
は

な
い

場
合

と
比

較
し

て
、

医
療

保
険

利
用

者
1
名

に
つ

き
7
,
4
4
0
円

が
8
,
4
7
0
円

へ
1
人

に
つ

き
月

1
,
0
3
0
円

か
け

る
3
5
名

の
増

収
と

な
る

。

1
-
1
)
伊

那
中

央
病

院
を

含
む

地
域

の
保

健
医

療
機

関
の

看
護

職
員

の
一

定
期

間
勤

務
実

績
は

な
い

。
1
-
2
)
令

和
4
年

度
は

当
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
主

催
で

上
伊

那
郡

内
の

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

を
対

象
と

し
た

学
習

会
を

3
回

実
施

し
た

。
ま

た
長

野
県

看
護

大
学

学
生

の
実

習
の

受
け

入
れ

も
再

開
し

た
。

長
野

県
訪

問
看

護
連

絡
協

議
会

南
信

ブ
ロ

ッ
ク

主
催

の
研

修
に

も
4
回

参
加

し
た

。

1
-
1
)
伊

那
中

央
病

院
を

含
む

地
域

の
保

健
医

療
機

関
の

看
護

職
員

の
一

定
期

間
勤

務
実

績
が

で
き

る
よ

う
な

働
き

か
け

の
継

続
(
算

定
要

件
)

1
-
2
)
地

域
の

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

や
地

域
住

民
に

向
け

た
研

修
会

の
企

画
と

実
施

(
2
回

/
年

　
以

上
)
(
算

定
要

件
)

〇
◎

⇒

1
-
1
)
伊

那
中

央
病

院
の

一
般

病
棟

か
ら

短
期

研
修

と
い

う
形

で
月

に
数

日
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
へ

勤
務

す
る

体
制

を
構

築
す

る
。

1
-
2
)
地

域
の

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

や
地

域
住

民
に

向
け

た
研

修
会

の
企

画
と

実
施

(
2
回

/
年

以
上

)
(
算

定
要

件
)

令
和

4
年

度
同

様
に

上
伊

那
地

域
の

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

に
勤

務
す

る
看

護
師

も
参

加
で

き
る

学
習

会
を

定
期

的
に

実
施

す
る

。

2
1
1

⑧

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
機

能
強

化
を

は
か

る

(
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
)

1
。

(
医

療
保

険
)
訪

問
看

護
管

理
療

養
費

2
を

算
定

す
る

か
、

検
討

を
行

う
<
満

た
さ

れ
て

い
な

い
算

定
要

件
>

1
-
1
)
常

勤
看

護
師

5
名

以
上 1
-
2
)
①

②
③

の
い

ず
れ

か ①
タ

ー
ミ

ナ
ル

ケ
ア

1
5

件
/
年

②
タ

ー
ミ

ナ
ル

ケ
ア

件
数

、
か

つ
、

超
重

症
児

･
準

超
重

症
児

の
利

用
者

数
　

1
0
件

/
年

と
3
人

③
超

重
症

児
･
準

重
症

児
の

利
用

者
数

5
人

1
-
3
)
居

宅
介

護
支

援
事

業
所

を
同

一
敷

地
内

に
設

置

病
院

療
養

か
ら

在
宅

療
養

へ
の

移
行

の
支

援
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

｡
(
医

療
保

険
)
機

能
強

化
型

訪
問

看
護

療
養

費
2
が

算
定

で
き

る
｡
(
機

能
強

化
型

で
は

な
い

場
合

と
比

較
し

て
、

医
療

保
険

利
用

者
1
名

に
つ

き
7
,
4
4
0
円

か
ら

9
,
8
0
0
円

へ
一

人
に

つ
き

月
額

2
,
3
6
0
円

×
3
5
名

の
増

収
と

な
る

。

1
-
1
)
訪

問
看

護
師

は
R
4
年

1
1
月

の
時

点
で

、
管

理
者

以
外

の
常

勤
が

5
名

と
な

っ
た

。
1
-
2
)
①

R
3
年

度
は

タ
ー

ミ
ナ

ル
ケ

ア
加

算
・

療
養

費
を

2
7
件

算
定

し
て

い
る

。
R
4
年

度
1
0
月

の
時

点
で

は
1
6
件

。
1
-
2
)
③

小
児

の
利

用
者

は
3
～

5
名

で
、

よ
こ

ば
い

で
あ

る
。

1
-
3
)
居

宅
介

護
支

援
事

業
所

の
設

置
に

つ
い

て
は

進
展

し
て

い
な

い
。

1
-
1
)
3
6
5
日

2
4
時

間
訪

問
看

護
の

提
供

が
で

き
る

体
制

の
確

保
｡
訪

問
看

護
師

の
増

員
(
算

定
要

件
)

1
-
2
)
①

癌
・

非
癌

を
問

わ
ず

、
在

宅
看

取
り

に
つ

い
て

、
開

業
医

と
の

連
携

強
化

を
行

な
う

。
1
-
3
)
居

宅
介

護
支

援
事

業
所

の
設

置
に

関
す

る
情

報
を

収
集

す
る

。

○
○

⇒

1
-
1
)
ス

タ
ッ

フ
増

員
の

働
き

か
け

を
行

う
。

1
-
2
)
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
の

広
報

活
動

1
-
3
)
居

宅
介

護
支

援
事

業
所

の
設

置
に

設
置

に
関

す
る

情
報

収
集

別 -64



R
0
3
R
0
4
R
0
5

令
和

5
年

度
ま

で
の

目
標

達
成

に
向

け
て

の
取

組
事

項
令

和
5
年

度
取

組
事

項
№

区 分
取

組
項

目
(
担

当
部

署
)

令
和

5
年

度
ま

で
に

達
成

す
る

目
標

目
標

達
成

後
の

効
果

現
状

と
課

題
・

達
成

状
況

等
年

度
別

計
画

2
1
2

⑧

訪
問

看
護

シ
ス

テ
ム

の
更

新
と

I
C
T
の

導
入

(
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
)

1
.
訪

問
看

護
シ

ス
テ

ム
の

更
新

と
I
C
T
の

導
入

1
)
。

訪
問

看
護

に
お

け
る

業
務

の
効

率
化

(
訪

問
看

護
記

録
の

記
入

の
短

縮
、

管
理

の
効

率
化

)
2
)
。

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

内
外

の
情

報
共

有
の

効
率

化 3
)
。

サ
ー

ビ
ス

の
質

の
向

上

1
。

令
和

4
年

7
月

よ
り

カ
ナ

ミ
ッ

ク
社

の
ト

リ
ト

ラ
ス

と
い

う
ク

ラ
ウ

ド
を

利
用

し
た

訪
問

看
護

支
援

シ
ス

テ
ム

を
導

入
し

た
。

1
.
令

和
4
度

新
シ

ス
テ

ム
を

導
入

し
た

の
で

終
了

と
す

る
。

△
◎

2
1
3

⑤

医
師

住
宅

の
維

持
管

理

(
総

務
課

)

病
院

管
理

の
医

師
住

宅
に

つ
い

て
は

、
入

居
希

望
に

対
応

し
た

適
切

な
維

持
管

理
を

行
う

｡

希
望

に
沿

っ
た

住
宅

の
確

保
に

よ
り

医
師

の
勤

務
環

境
を

整
え

る
｡

耐
用

年
数

が
経

過
し

老
朽

化
が

進
ん

で
い

る
た

め
、

維
持

管
理

業
務

が
増

大
し

て
い

る
｡

・
入

退
去

及
び

維
持

管
理

を
適

正
に

行
う

｡
・

耐
用

年
数

が
経

過
し

、
老

朽
化

の
進

ん
だ

住
宅

は
取

り
壊

し
、

土
地

は
伊

那
市

に
返

却
す

る
｡
R
4
年

度
に

川
北

医
師

住
宅

取
り

壊
し

、
土

地
は

市
に

返
却

。
・

民
間

の
賃

貸
住

宅
に

つ
い

て
、

調
査

、
研

究
の

上
賃

借
す

る
。

○
○

○

・
入

居
住

宅
に

つ
い

て
は

適
切

な
維

持
管

理
を

行
う

｡
・

取
り

壊
し

計
画

を
策

定
し

、
計

画
に

沿
っ

て
入

居
職

員
へ

の
退

去
の

依
頼

と
説

明
を

行
う

｡
基

本
、

住
人

が
い

な
く

な
っ

た
住

宅
か

ら
取

り
壊

し
を

行
う

。

2
1
4

⑤

保
育

施
設

の
充

実 (
総

務
課

)

子
ど

も
を

安
心

し
て

保
育

施
設

に
預

け
る

こ
と

が
で

き
、

職
員

が
働

き
続

け
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
保

育
環

境
を

整
備

す
る

｡

①
育

休
者

等
の

早
期

復
職

支
援

②
離

職
者

の
防

止
、

離
職

率
の

低
下

・
若

い
女

性
職

員
･
女

性
医

師
の

増
加

・
核

家
族

化
等

に
よ

る
産

･
育

休
者

の
増

加
・

感
染

症
の

影
響

に
よ

る
病

児
病

後
児

の
利

用
者

の
減

少

H
2
9
:
病

児
病

後
児

保
育

施
設

「
あ

る
ぷ

す
」

開
設

R
0
2
:
院

内
保

育
施

設
の

ト
イ

レ
・

洗
面

所
等

の
水

回
り

整
備

・
職

員
の

希
望

に
沿

っ
た

保
育

が
出

来
る

よ
う

職
員

配
置

を
行

う
｡

・
病

児
･
病

後
児

保
育

は
構

成
市

町
村

と
連

携
し

て
運

用
す

る
｡

・
施

設
の

状
況

を
把

握
し

、
必

要
な

改
修

を
実

施
す

る
｡

○
○

○

①
保

育
の

質
向

上
の

た
め

の
研

修
②

病
児

･
病

後
児

保
育

の
実

施
③

院
内

保
育

施
設

の
屋

根
の

改
修

工
事

2
1
5

⑭

人
事

評
価

制
度

の
運

用

(
総

務
課

)

人
事

評
価

結
果

を
医

師
を

除
く

正
規

職
員

の
処

遇
(
勤

勉
手

当
)
に

反
映

す
る

。

①
地

方
公

務
員

法
の

遵
守 ②

病
院

職
員

と
し

て
の

資
質

の
向

上
③

組
織

力
の

強
化

・
運

用
に

向
け

た
問

題
点

を
洗

い
出

す
た

め
の

試
行

。
令

和
5
年

度
に

運
用

が
開

始
で

き
る

よ
う

試
行

を
重

ね
る

。
○

○
◎

①
評

価
制

度
の

構
築

②
試

行
③

評
価

者
研

修
の

継
続

別 -65



R
0
3
R
0
4
R
0
5

令
和

5
年

度
ま

で
の

目
標

達
成

に
向

け
て

の
取

組
事

項
令

和
5
年

度
取

組
事

項
№

区 分
取

組
項

目
(
担

当
部

署
)

令
和

5
年

度
ま

で
に

達
成

す
る

目
標

目
標

達
成

後
の

効
果

現
状

と
課

題
・

達
成

状
況

等
年

度
別

計
画

2
1
6

⑭

委
員

会
等

の
見

直
し

(
総

務
課

)

効
率

的
な

委
員

会
組

織
の

運
用

・
病

院
運

営
の

効
率

化
・

職
員

負
担

の
軽

減
・

診
療

報
酬

の
改

定
、

病
院

機
能

評
価

の
認

定
を

契
機

に
委

員
会

数
が

増
加

し
て

い
る

｡
・

会
議

に
関

す
る

、
職

員
負

担
が

増
大

し
て

い
る

｡
・

手
術

室
拡

張
等

に
よ

る
講

堂
、

会
議

ス
ペ

ー
ス

の
減

少
。

・
委

員
数

、
開

催
頻

度
の

見
直

し
・

委
員

会
の

開
催

方
法

、
開

催
時

間
の

見
直

し
・

委
員

会
の

再
編

等
の

検
討

◎
⇒

⇒

・
委

員
数

の
減

少
、

開
催

頻
度

の
減

少
の

検
討

・
委

員
会

の
開

催
方

法
、

開
催

時
間

の
見

直
し ・

委
員

会
の

再
編

等
の

検
討

・
委

員
の

兼
務

の
検

討

2
1
7

⑭

文
書

管
理

の
徹

底 (
総

務
課

)

・
適

切
な

文
書

管
理

の
確

保
・

院
内

の
環

境
美

化

院
内

の
情

報
伝

達
の

徹
底 文

書
保

存
の

適
格

化
文

書
整

理
の

実
施

・
文

書
が

各
部

署
や

倉
庫

に
保

管
で

き
な

く
な

っ
て

い
る

。
・

文
書

保
存

ル
ー

ル
が

明
確

に
な

っ
て

い
な

い
。

・
定

期
的

な
文

書
整

理
の

実
施

・
会

議
録

の
共

有
サ

ー
バ

ー
へ

の
保

存
の

徹
底

◎
⇒

⇒

文
書

管
理

規
程

の
周

知
及

び
運

用
案

の
策

定

2
1
8

③

職
員

の
就

労
環

境
の

整
備

(
総

務
課

・
職

員
安

全
衛

生
委

員
会

)

・
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

ケ
ア

の
充

実
・

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

の
防

止 ・
職

員
満

足
度

の
向

上

職
員

の
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
向

上
離

職
者

等
の

減
少

・
新

し
い

職
場

環
境

へ
の

配
慮

と
し

て
、

R
1
年

度
か

ら
新

人
職

員
へ

の
面

談
の

実
施

。
・

R
1
年

度
か

ら
産

業
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

を
実

施
・

R
2
年

度
か

ら
産

業
医

(
専

属
)
の

採
用

産
業

医
、

産
業

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

に
よ

る
相

談
体

制
の

充
実

職
員

満
足

度
調

査
結

果
の

分
析

に
よ

る
改

善
点

へ
の

対
応

◎
⇒

⇒

・
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

ケ
ア

の
充

実
・

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

の
防

止 ・
職

員
満

足
度

の
向

上

2
1
9

③

患
者

満
足

度
の

向
上

(
サ

ー
ビ

ス
向

上
委

員
会

)

・
苦

情
の

減
少

(
対

前
年

度
比

)
・

感
謝

の
増

加
(
対

前
年

度
比

)

患
者

満
足

度
の

向
上

職
員

の
接

遇
技

術
の

向
上

患
者

満
足

度
の

向
上

の
た

め
、

病
院

利
用

者
か

ら
の

提
言

や
苦

情
等

を
受

け
入

れ
、

業
務

や
接

遇
等

に
活

か
す

｡

・
院

内
に

提
言

箱
を

設
置

し
、

担
当

部
署

で
の

業
務

改
善

等
に

活
か

す
と

共
に

、
サ

ー
ビ

ス
向

上
委

員
会

で
の

検
討

結
果

を
院

内
に

掲
示

　
→

提
言

に
対

す
る

対
策

の
評

価
(
デ

ー
タ

化
)

・
第

三
者

調
査

機
関

に
よ

る
患

者
満

足
度

調
査

を
年

1
回

実
施

・
職

員
の

接
遇

向
上

を
図

る
た

め
職

員
研

修
を

実
施

◎
⇒

⇒

・
提

言
箱

の
苦

情
等

に
つ

い
て

部
署

別
･
内

容
別

デ
ー

タ
等

整
理

を
行

い
院

内
周

知
す

る
｡

・
患

者
満

足
度

調
査

の
実

施
・

職
員

研
修

を
実

施

別 -66



R
0
3
R
0
4
R
0
5

令
和

5
年

度
ま

で
の

目
標

達
成

に
向

け
て

の
取

組
事

項
令

和
5
年

度
取

組
事

項
№

区 分
取

組
項

目
(
担

当
部

署
)

令
和

5
年

度
ま

で
に

達
成

す
る

目
標

目
標

達
成

後
の

効
果

現
状

と
課

題
・

達
成

状
況

等
年

度
別

計
画

2
2
0

⑨

臨
床

研
修

の
充

実 (
診

療
部

・
卒

後
研

修
管

理
委

員
会

)

研
修

医
師

定
員

数
の

研
修

医
確

保
内

訳
:

 
基

幹
型

定
員

 
7
名

 
協

力
型

定
員

 
2
名

 
協

力
型

歯
科

医
師

 
1
名

こ
れ

か
ら

の
医

療
を

担
う

人
材

の
育

成
総

合
診

療
に

従
事

出
来

る
医

師
の

養
成

こ
れ

か
ら

の
医

療
を

担
う

人
材

を
育

成
す

る
た

め
、

魅
力

あ
る

医
療

体
制

及
び

研
修

環
境

の
構

築
を

行
う

必
要

が
あ

る
｡

研
修

病
院

と
し

て
、

地
域

医
療

に
関

す
る

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
充

実
さ

せ
る

必
要

が
あ

る
｡
ま

た
、

職
員

体
制

の
充

実
が

必
要

で
あ

る
｡

R
4
年

度
　

基
幹

型
1
年

次
 
7
名

　
　

　
　

2
年

次
 
5
名

　
協

力
型

2
年

次
 
1
名

　
歯

科
医

師
　

1
名 ･
定

員
増

加
に

伴
う

イ
ン

フ
ラ

の
整

備
が

必
要

(
住

宅
・

机
・

ロ
ッ

カ
ー

等
)
が

必
要

。

指
導

体
制

を
充

実
し

、
診

療
各

科
の

指
導

医
に

よ
る

き
め

細
や

か
な

指
導

を
行

う
｡

特
色

あ
る

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

整
備

し
、

研
修

医
の

募
集

を
強

化
す

る
｡

総
務

課
に

専
任

の
担

当
職

員
を

配
置

し
、

研
修

医
の

支
援

を
行

う
｡

幅
広

い
診

療
能

力
を

持
っ

た
医

師
の

養
成

と
、

質
の

高
い

研
修

を
行

う
｡

◎
⇒

⇒

特
色

あ
る

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

整
備

広
報

委
員

会
と

の
連

携
に

よ
る

H
P
等

の
充

実
魅

力
あ

る
設

備
･
機

器
の

整
備

専
任

職
員

の
配

置
定

員
増

に
伴

う
、

指
導

･
職

員
体

制
、

設
備

の
整

備

2
2
1

⑭

働
き

方
改

革
の

促
進

(
総

務
課

・
医

療
従

事
者

業
務

検
討

委
員

会
)

・
超

過
勤

務
時

間
の

削
減 ・

ワ
ー

ク
ラ

イ
フ

バ
ラ

ン
ス

・
離

職
者

の
防

止

・
業

務
分

担
の

見
直

し
・

業
務

の
協

働
化

と
、

病
院

職
員

の
業

務
量

平
準

化

・
医

師
や

看
護

師
へ

の
業

務
負

担
が

偏
ら

な
い

よ
う

、
医

師
事

務
作

業
補

助
者

や
看

護
補

助
者

の
採

用
に

努
め

て
き

た
。

・
事

務
職

員
へ

の
負

担
が

増
加

し
て

い
る

。

・
過

重
労

働
の

現
状

確
認

や
見

直
し

を
図

り
、

待
遇

改
善

を
行

う
｡

・
特

定
の

職
種

や
部

署
に

偏
っ

て
い

る
負

担
の

平
準

化
を

図
る

。
・

プ
ロ

パ
ー

事
務

職
員

を
計

画
的

に
採

用
す

る
。

△
○

○

過
重

労
働

の
現

状
確

認
、

見
直

し
勤

怠
管

理
シ

ス
テ

ム
導

入
・

運
用

に
向

け
た

検
討

2
2
2

③

人
材

育
成

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

の
運

営
管

理 (
メ

デ
ィ

カ
ル

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

運
営

委
員

会
)

①
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
ー

使
用

数
の

増
加

②
研

修
参

加
者

の
増

加

①
医

療
技

術
の

向
上

②
研

修
医

、
若

手
医

師
の

確
保

①
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
機

器
の

有
効

活
用 ②

研
修

参
加

者
の

促
進

①
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
ー

活
用

数
の

増
加

②
イ

ン
ス

ト
ラ

ク
タ

ー
の

育
成

③
機

器
の

更
新

計
画

◎
⇒

⇒

①
活

用
し

易
い

環
境

調
整 ②

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

検
討

③
研

修
内

容
や

料
金

の
再

検
討

別 -67



R
0
3
R
0
4
R
0
5

令
和

5
年

度
ま

で
の

目
標

達
成

に
向

け
て

の
取

組
事

項
令

和
5
年

度
取

組
事

項
№

区 分
取

組
項

目
(
担

当
部

署
)

令
和

5
年

度
ま

で
に

達
成

す
る

目
標

目
標

達
成

後
の

効
果

現
状

と
課

題
・

達
成

状
況

等
年

度
別

計
画

2
2
3

③ ⑭

病
院

機
能

評
価

の
更

新
･
継

続
の

検
討

(
経

営
企

画
課

)

病
院

機
能

評
価

の
更

新
審

査
受

診
の

検
討

と
業

務
等

の
改

善
･
向

上

病
院

機
能

の
充

実
と

医
療

の
質

の
向

上
令

和
2
年

度
に

更
新

を
す

る
予

定
で

作
業

を
進

め
て

い
た

が
、

新
型

コ
ロ

ナ
の

発
生

に
よ

り
審

査
の

延
期

を
申

請
し

、
更

新
を

1
年

延
期

し
た

。

令
和

3
年

度
に

認
定

更
新

の
た

め
対

策
委

員
会

を
開

催
し

更
新

に
つ

い
て

対
応

を
行

う
｡
R
3
年

1
0
月

2
6
日

～
2
7
日

実
施

◎
⇒

⇒

病
院

機
能

評
価

の
更

新
毎

年
度

P
D
C
A
サ

イ
ク

ル
に

よ
る

継
続

的
な

業
務

改
善

を
行

う
｡

新
型

コ
ロ

ナ
の

発
生

に
伴

い
、

更
新

時
期

が
1
年

延
期

さ
れ

た
た

め
期

中
の

確
認

を
5
年

度
に

行
う

。

2
2
4

⑫

新
公

立
病

院
改

革
プ

ラ
ン

の
運

用 (
経

営
企

画
課

)

平
成

2
8
年

度
策

定
の

新
公

立
病

院
改

革
プ

ラ
ン

に
則

っ
て

改
革

を
進

め
る

｡

地
域

の
中

核
病

院
と

し
て

安
定

的
に

不
採

算
医

療
や

高
度

･
先

進
医

療
な

ど
の

重
要

な
役

割
を

担
う

｡

新
経

営
改

革
プ

ラ
ン

の
達

成
に

向
け

て
取

り
組

む
｡
令

和
2
年

度
に

策
定

委
員

会
を

立
ち

上
げ

、
3
ヶ

年
計

画
と

し
て

策
定

作
業

中
｡

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

の
確

実
な

実
行

を
行

う
た

め
P
D
C
A
サ

イ
ク

ル
に

よ
る

見
直

し
を

毎
年

行
う

。
令

和
5
年

度
中

に
新

5
ヶ

年
改

革
プ

ラ
ン

を
策

定
す

る
。

〇
〇

◎

新
経

営
改

革
プ

ラ
ン

達
成

の
た

め
の

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

等
に

つ
い

て
各

部
署

で
評

価
･
見

直
し

を
行

う
｡

令
和

5
年

度
中

に
中

長
期

の
計

画
を

策
定

す
る

。
(
R
6
～

R
1
0
)

2
2
5

③ ⑫

経
営

改
善

へ
の

意
識

改
革

(
経

営
企

画
課

)

病
院

目
標

及
び

各
部

署
目

標
を

可
視

化
し

な
が

ら
、

個
人

目
標

も
管

理
す

る
手

法
を

習
得

す
る

｡

病
院

目
標

の
達

成
を

目
指

し
、

経
営

改
善

へ
向

け
た

職
員

の
意

識
改

革
と

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

向
上

を
図

る
｡

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

に
よ

り
部

署
ご

と
の

目
標

は
管

理
さ

れ
る

よ
う

に
な

っ
た

が
、

個
人

目
標

の
設

定
管

理
ま

で
に

は
至

っ
て

い
な

い
｡

全
部

署
で

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

に
沿

っ
た

目
標

管
理

制
度

を
導

入
し

、
個

人
の

目
標

、
部

署
の

目
標

を
設

定
管

理
し

、
病

院
目

標
の

達
成

を
目

指
す

｡
△

〇
◎

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

に
沿

っ
た

各
部

署
目

標
の

設
定

を
行

う
。

2
2
6

⑫

病
院

経
営

形
態

の
見

直
し

(
経

営
企

画
課

)

病
院

経
営

形
態

の
検

討
種

々
の

経
営

形
態

を
検

討
す

る
こ

と
に

よ
り

、
将

来
的

に
当

院
に

と
っ

て
有

効
な

経
営

形
態

を
把

握
で

き
る

｡

現
状

は
、

経
営

形
態

を
変

更
す

る
ほ

ど
の

事
由

は
な

い
が

、
公

立
病

院
･
当

院
の

将
来

性
等

を
分

析
す

る
中

で
、

よ
り

有
効

な
経

営
形

態
を

検
討

し
て

い
く

こ
と

が
必

要
で

あ
る

｡

当
院

の
現

状
や

将
来

予
測

を
、

さ
ま

ざ
ま

な
経

営
形

態
に

あ
て

は
め

て
検

討
す

る
｡
上

伊
那

の
自

治
体

病
院

と
の

情
報

交
換

、
連

携
を

進
め

る
｡

△
△

△

上
伊

那
の

自
治

体
病

院
と

の
情

報
交

換
、

連
携

を
進

め
、

地
域

医
療

計
画

と
の

整
合

を
図

る
｡

2
2
7

⑤ ⑪

単
年

度
黒

字
化

、
累

積
赤

字
の

解
消

、
建

設
改

良
積

立
金

の
計

上

(
経

営
企

画
課

)

①
単

年
度

黒
字

化
へ

の
早

期
回

復
②

令
和

5
年

度
末

累
積

赤
字

の
解

消
③

令
和

6
年

度
末

に
建

設
改

良
積

立
金

の
計

上

病
院

経
営

が
安

定
し

、
構

成
市

町
村

か
ら

の
繰

入
金

の
抑

制
が

図
ら

れ
、

住
民

の
安

心
が

得
ら

れ
る

｡
将

来
の

建
て

替
え

に
向

け
準

備
し

て
い

く
｡

①
未

処
理

欠
損

金
は

令
和

3
年

度
末

に
3
5
億

9
,
2
0
0
万

円
ま

で
増

加
｡

②
北

棟
へ

の
投

資
で

赤
字

と
な

り
、

R
5

年
度

は
新

型
コ

ロ
ナ

に
よ

り
収

支
悪

化
。

収
支

改
善

の
予

測
が

困
難

な
状

況

①
収

入
確

保
、

経
費

削
減

対
策

を
継

続
②

計
画

的
な

設
備

投
資

の
実

施
③

県
地

域
医

療
構

想
と

新
経

営
改

革
プ

ラ
ン

に
よ

る
病

床
機

能
再

編
等

将
来

に
渡

る
病

院
経

営
方

針
を

検
討

し
、

そ
の

実
施

に
向

け
た

取
り

組
み

を
強

化
す

る
｡

〇
〇

〇

①
収

入
確

保
、

経
費

削
減

対
策

の
実

施
②

中
長

期
の

財
政

推
計

に
よ

り
収

支
予

測
を

行
う

｡
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R
0
3
R
0
4
R
0
5

令
和

5
年

度
ま

で
の

目
標

達
成

に
向

け
て

の
取

組
事

項
令

和
5
年

度
取

組
事

項
№

区 分
取

組
項

目
(
担

当
部

署
)

令
和

5
年

度
ま

で
に

達
成

す
る

目
標

目
標

達
成

後
の

効
果

現
状

と
課

題
・

達
成

状
況

等
年

度
別

計
画

2
2
8

⑪

安
全

か
つ

有
利

な
資

金
運

用
と

起
債

未
償

還
残

高
の

減
少

(
経

営
企

画
課

)

①
受

取
利

息
年

2
,
5
0
0
万

円
超

確
保

②
起

債
未

償
還

残
高

1
0
0

億
円

未
満

医
業

外
収

益
の

確
保

経
営

の
安

定
①

平
成

2
2
年

度
額

面
4
億

円
、

2
3
年

度
3

億
円

、
2
4
年

度
3
億

円
、

2
5
年

度
1
0
億

円
、

2
6
年

度
1
0
億

円
の

1
0
年

利
付

国
債

、
2
7
年

度
1
0
年

利
付

J
M
F
債

8
億

円
を

購
入

②
今

後
も

現
金

の
増

加
が

見
込

ま
れ

る
こ

と
か

ら
、

安
全

か
つ

有
利

な
資

金
運

用
が

必
要

③
平

成
2
2
年

度
購

入
の

国
債

が
満

期
と

な
っ

た
が

、
新

型
コ

ロ
ナ

の
影

響
で

運
転

資
金

へ
充

当
せ

ざ
る

を
得

な
い

状
況

と
な

っ
た

。

①
余

裕
資

金
が

生
じ

れ
ば

国
債

等
債

権
を

購
入

し
、

安
全

確
実

な
資

金
運

用
を

行
う

｡
②

で
き

る
だ

け
有

利
な

定
期

預
金

を
行

う
｡

③
計

画
的

な
設

備
投

資
を

行
い

、
起

債
未

償
還

残
高

を
減

少
さ

せ
る

｡
④

ペ
イ

オ
フ

対
策

に
よ

る
借

入
先

調
整

を
行

う
。

〇
〇

〇

①
資

金
管

理
方

針
に

沿
っ

た
堅

実
な

資
金

運
用

を
行

う
(
R
5
.
3
.
2
0
 
1
0

億
円

)
②

引
き

続
き

ペ
イ

オ
フ

対
策

に
よ

る
借

入
先

調
整

を
継

続
す

る
。

③
起

債
未

償
還

残
高

の
減

少
に

よ
り

後
年

度
負

担
の

軽
減

を
行

う
。

2
2
9

③ ⑪

経
営

分
析

、
原

価
計

算
の

実
施

(
経

営
企

画
課

)

①
診

療
科

･
部

署
別

原
価

計
算

の
実

施
②

D
P
C
に

対
応

し
た

疾
病

別
原

価
計

算
の

実
施

診
療

科
別

、
疾

病
別

収
支

の
改

善
①

経
営

分
析

の
充

実
が

求
め

ら
れ

る
｡

②
原

価
計

算
に

必
要

と
な

る
病

院
資

産
の

部
署

別
割

合
の

算
定

方
法

、
人

件
費

等
の

所
属

負
担

割
合

が
確

定
し

て
お

ら
ず

基
礎

デ
ー

タ
の

整
理

す
ら

困
難

な
状

況
に

あ
る

。

①
分

析
デ

ー
タ

の
充

実
、

グ
ラ

フ
を

用
い

る
な

ど
の

可
視

化
②

原
価

計
算

に
対

す
る

理
解

促
進

③
診

療
科

･
部

署
別

原
価

計
算

の
実

施
④

D
P
C
に

対
応

し
た

疾
病

別
原

価
計

算
の

実
施

⑤
経

営
支

援
シ

ス
テ

ム
の

検
討

△
△

△

①
分

析
根

拠
の

整
理

②
原

価
計

算
に

対
す

る
理

解
促

進
③

診
療

科
別

･
部

署
別

原
価

計
算

の
試

行

2
3
0

⑤ ⑪

適
正

な
固

定
資

産
の

管
理

(
経

営
企

画
課

)

①
各

部
署

に
お

け
る

固
定

資
産

管
理

の
徹

底
①

固
定

資
産

の
有

効
利

用
、

適
正

配
置

②
正

確
な

資
産

の
把

握

①
決

算
書

の
固

定
資

産
明

細
書

と
財

務
会

計
シ

ス
テ

ム
の

固
定

資
産

デ
ー

タ
の

整
合

は
図

ら
れ

て
い

る
｡

②
地

方
公

営
企

業
会

計
制

度
の

改
正

に
よ

る
、

固
定

資
産

ご
と

の
財

源
登

録
が

な
さ

れ
て

い
る

｡
③

Q
R
コ

ー
ド

な
ど

に
よ

る
管

理
手

法
の

検
討

が
必

要
④

取
得

、
除

却
の

処
理

は
概

ね
適

正
に

更
新

さ
れ

て
い

る

①
毎

年
定

期
監

査
前

に
、

各
部

署
ご

と
医

療
器

械
等

と
固

定
資

産
台

帳
を

確
認

す
る

｡
②

備
品

シ
ー

ル
を

確
実

に
貼

る
｡
(
使

用
上

貼
れ

な
い

も
の

は
各

部
署

で
保

管
す

る
)

③
処

分
手

続
き

を
適

正
に

行
う

｡
④

固
定

資
産

の
デ

ー
タ

管
理

を
平

成
2
4

年
度

か
ら

財
務

会
計

シ
ス

テ
ム

で
一

本
化

し
て

行
っ

て
い

る
｡

〇
〇

〇

①
定

期
監

査
前

に
、

各
部

署
ご

と
医

療
器

械
等

と
固

定
資

産
台

帳
を

確
認

す
る

｡

2
3
1

⑭

病
院

広
報

の
充

実 (
広

報
委

員
会

)

病
院

広
報

の
充

実
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
更

新
シ

ス
テ

ム
の

更
新

見
や

す
い

･
分

か
り

や
す

い
広

報
等

を
作

成
す

る
こ

と
に

よ
り

、
病

院
へ

の
理

解
と

P
R
を

図
る

こ
と

が
で

き
る

｡

広
報

紙
｢
は

い
!
中

央
病

院
で

す
｣
は

3
市

町
村

の
全

戸
に

配
布

し
て

い
る

が
、

認
知

度
の

向
上

及
び

内
容

の
充

実
が

求
め

ら
れ

て
い

る
｡
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
は

、
平

成
2
2
年

度
に

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

し
、

閲
覧

件
数

は
横

ば
い

、
患

者
満

足
度

調
査

に
お

い
て

は
十

分
な

結
果

を
得

ら
れ

て
い

な
い

｡
診

療
実

績
等

の
掲

載
な

ど
、

よ
り

充
実

し
た

内
容

が
必

要
で

あ
る

｡

広
報

紙
の

認
知

度
及

び
満

足
度

の
向

上
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

充
実

医
療

広
告

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

へ
の

対
応

デ
ジ

タ
ル

サ
イ

ネ
ー

ジ
の

広
報

媒
体

の
設

置
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
検

討
〇

〇
〇

広
報

誌
認

知
度

5
%
向

上
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
掲

載
情

報
の

充
実

デ
ジ

タ
ル

サ
イ

ネ
ー

ジ
広

報
内

容
の

充
実

H
P
更

新
シ

ス
テ

ム
の

仕
様

検
討
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R
0
3
R
0
4
R
0
5

令
和

5
年

度
ま

で
の

目
標

達
成

に
向

け
て

の
取

組
事

項
令

和
5
年

度
取

組
事

項
№

区 分
取

組
項

目
(
担

当
部

署
)

令
和

5
年

度
ま

で
に

達
成

す
る

目
標

目
標

達
成

後
の

効
果

現
状

と
課

題
・

達
成

状
況

等
年

度
別

計
画

2
3
2

⑭

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
受

け
入

れ
、

育
成

(
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
運

営
委

員
会

)

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

受
け

入
れ

人
数

1
4
0
人

開
か

れ
た

病
院

･
地

域
密

着
型

の
病

院
地

域
住

民
の

病
院

運
営

へ
の

参
画

院
内

の
環

境
整

備
等

の
充

実

園
芸

や
看

護
補

助
等

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
を

受
け

入
れ

て
い

る
が

、
高

齢
化

に
よ

り
新

規
登

録
者

が
あ

っ
て

も
実

質
増

と
な

ら
な

い
｡
新

型
コ

ロ
ナ

に
よ

り
活

動
が

制
限

さ
れ

て
い

る
。

令
和

4
年

1
1
月

現
在

登
録

者
数

1
3
1
人

院
内

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
需

要
調

査
病

院
報

や
社

会
福

祉
協

議
会

と
の

協
力

に
よ

る
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

募
集

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

交
流

会
の

実
施

〇
〇

〇

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
活

動
状

況
を

広
報

し
、

同
時

に
募

集
す

る
｡
(
病

院
報

･
H
P
)

2
3
3

⑤

食
堂

･
売

店
の

充
実

･
見

直
し

(
食

堂
売

店
運

営
委

員
会

)

売
店

、
レ

ス
ト

ラ
ン

、
職

員
食

堂
の

位
置

、
機

能
を

再
検

討
す

る
｡

病
院

の
ア

メ
ニ

テ
ィ

が
向

上
し

、
患

者
満

足
度

の
向

上
、

職
員

の
福

利
厚

生
が

図
ら

れ
る

｡

平
成

2
8
か

ら
レ

ス
ト

ラ
ン

、
職

員
食

堂
は

(
株

)
レ

パ
ス

ト
「

す
み

れ
亭

」
に

委
託

｡
平

成
3
1
年

度
か

ら
5
年

間
売

店
は

藤
澤

｢
ニ

ュ
ー

ヤ
マ

ザ
キ

デ
イ

リ
ー

ス
ト

ア
｣

と
契

約
。

新
型

コ
ロ

ナ
等

の
影

響
に

よ
り

家
賃

等
を

免
除

し
て

い
る

レ
ス

ト
ラ

ン
、

職
員

食
堂

が
北

棟
に

移
転

し
た

た
め

、
そ

れ
に

合
わ

せ
て

委
託

業
者

の
円

滑
な

移
転

及
び

運
営

を
支

援
す

る
｡

売
店

の
収

支
に

つ
い

て
、

委
託

業
者

と
と

も
に

検
討

し
、

改
善

の
取

り
組

み
を

行
う

｡

〇
〇

〇

新
型

コ
ロ

ナ
等

に
よ

る
経

営
悪

化
に

対
し

家
賃

等
の

免
除

継
続

可
否

の
検

討

2
3
4

③ ⑤

病
院

施
設

等
の

改
修

(
施

設
管

理
課

)

病
院

施
設

等
の

改
修

｡
(
I
C
U
及

び
医

局
の

移
設

)
施

設
の

改
修

工
事

に
よ

る
病

院
機

能
の

充
実

。
病

院
機

能
充

実
の

た
め

改
修

等
を

検
討

・
実

施
す

る
必

要
が

あ
る

。
病

院
機

能
充

実
の

た
め

改
修

等
を

検
討

・
実

施
す

る
。

○
○

◎

実
施

設
計

完
了

。
工

事
監

理
の

実
施

(
R
4
)
。

医
局

・
I
C
U
移

設
工

事
完

了
。

2
3
5

⑪

薬
品

・
診

療
材

料
の

購
入

費
用

の
抑

制

(
施

設
管

理
課

)

薬
品

･
診

療
材

料
費

の
水

準
の

維
持

。
薬

剤
、

診
材

単
価

の
前

年
度

単
価

対
比

と
し

た
場

合
、

う
ち

2
.
0
%
抑

制
。

継
続

し
て

取
り

組
ん

で
い

る
が

、
診

療
報

酬
改

定
時

を
中

心
に

見
直

し
を

行
い

、
抑

制
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

｡

コ
ン

サ
ル

に
分

析
を

依
頼

し
、

結
果

を
基

に
、

各
デ

ィ
ー

ラ
ー

及
び

メ
ー

カ
ー

と
の

交
渉

を
行

う
｡
ま

た
、

専
門

部
署

の
交

渉
へ

の
積

極
参

画
。

◎
⇒

⇒

同
率

ス
ラ

イ
ド

以
上

を
原

則
と

し
て

交
渉

を
行

う
｡

2
3
6

⑪

物
品

購
入

管
理

の
一

元
化

(
施

設
管

理
課

)

機
器

の
更

新
管

理
を

適
正

に
行

う
｡
ま

た
、

購
入

機
器

の
履

歴
の

一
元

化
(
台

帳
化

)
。

管
理

品
の

リ
ス

ト
化

に
よ

る
不

必
要

投
資

経
費

の
削

減
。

医
療

機
器

等
の

共
有

化
が

進
ん

で
い

な
い

た
め

、
二

重
の

経
費

投
資

を
余

儀
な

く
さ

れ
て

い
る

。

機
器

の
更

新
に

つ
い

て
、

計
画

的
か

つ
効

率
的

な
投

資
を

行
え

る
体

制
を

整
え

る
た

め
、

機
器

の
配

備
状

況
の

共
有

化
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

医
療

機
器

安
全

管
理

責
任

部
門

と
の

連
携

。

〇
⇒

◎

購
入

状
況

の
分

析
を

実
施

し
、

無
駄

を
省

く
｡

2
3
7

⑪

直
営

業
務

の
見

直
し

を
含

め
た

委
託

業
務

の
検

討 (
施

設
管

理
課

)

直
営

、
委

託
双

方
の

業
務

の
効

率
化

検
討

。
委

託
経

費
、

直
営

に
関

わ
る

経
費

の
削

減
か

つ
効

率
化

の
実

現
。

委
託

･
直

営
の

効
率

的
な

業
務

の
検

証
が

必
要

。
直

営
よ

り
メ

リ
ッ

ト
が

あ
る

と
し

て
行

っ
て

い
る

が
、

情
勢

に
よ

り
常

に
必

要
か

ど
う

か
の

見
直

し
が

必
要

。

見
直

し
の

継
続

に
よ

り
、

不
要

な
費

用
を

削
減

す
る

｡
ま

た
、

類
似

の
委

託
関

係
に

つ
い

て
、

包
括

的
委

託
が

可
能

か
検

討
し

、
業

務
の

煩
雑

化
を

軽
減

す
る

。
(
R
2
年

度
中

に
一

部
実

施
)

◎
〇

⇒

随
時

検
討

、
随

時
見

直
し
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R
0
3
R
0
4
R
0
5

令
和

5
年

度
ま

で
の

目
標

達
成

に
向

け
て

の
取

組
事

項
令

和
5
年

度
取

組
事

項
№

区 分
取

組
項

目
(
担

当
部

署
)

令
和

5
年

度
ま

で
に

達
成

す
る

目
標

目
標

達
成

後
の

効
果

現
状

と
課

題
・

達
成

状
況

等
年

度
別

計
画

2
3
8

⑤

施
設

の
適

切
な

管
理

・
修

繕

(
施

設
管

理
課

)

施
設

の
改

修
や

設
備

の
更

新
を

計
画

し
、

実
施

す
る

｡

計
画

的
に

改
修

を
行

う
こ

と
で

、
修

繕
費

用
の

平
準

化
が

図
れ

る
。

開
院

し
て

1
8
年

以
上

が
経

過
し

、
建

物
等

に
も

補
修

の
必

要
な

個
所

が
増

え
て

き
て

い
る

｡
ま

た
、

新
築

時
に

整
備

し
た

設
備

等
も

不
具

合
が

発
生

し
、

更
新

時
期

を
迎

え
る

設
備

機
器

が
多

く
あ

る
｡

計
画

に
基

づ
く

施
設

・
設

備
の

点
検

･
改

修
･
更

新

○
○

○

実
施

計
画

に
基

づ
く

計
画

的
な

更
新

。

2
3
9

⑦

災
害

拠
点

病
院

機
能

の
充

実

(
災

害
拠

点
病

院
・

防
災

対
策

合
同

委
員

会
)

年
1
回

以
上

災
害

拠
点

病
院

訓
練

を
実

施
、

マ
ニ

ュ
ア

ル
(
ア

ク
シ

ョ
ン

カ
ー

ド
)
に

沿
っ

た
行

動
を

職
員

が
と

れ
る

｡
･
業

務
継

続
計

画
に

基
づ

い
た

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

運
用

大
規

模
災

害
発

生
時

に
災

害
拠

点
病

院
と

し
て

の
機

能
の

発
揮

、
業

務
継

続

大
規

模
災

害
に

備
え

て
、

必
要

物
品

の
備

蓄
を

行
う

と
共

に
、

災
害

時
医

療
に

関
す

る
訓

練
を

実
施

し
て

い
る

｡
訓

練
の

実
施

に
よ

り
災

害
拠

点
病

院
マ

ニ
ュ

ア
ル

・
業

務
継

続
計

画
の

検
証

と
改

正
を

行
っ

て
い

る
｡

2
次

医
療

圏
に

お
け

る
大

規
模

災
害

対
策

に
つ

い
て

関
係

医
療

機
関

と
協

議
･

検
討

し
、

実
動

訓
練

の
実

施
が

必
要

｡
休

日
、

夜
間

に
お

け
る

災
害

対
応

の
訓

練 診
療

材
料

等
優

先
供

給
の

た
め

の
協

定
な

ど
の

検
討

大
規

模
災

害
に

備
え

て
ト

リ
ア

ー
ジ

等
の

災
害

拠
点

病
院

訓
練

の
実

施
業

務
継

続
計

画
を

含
め

た
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
見

直
し

、
周

知
、

作
成

災
害

備
蓄

品
を

計
画

的
に

購
入

･
備

蓄
資

機
材

等
の

定
期

点
検

と
補

充

〇
◎

⇒

災
害

対
応

訓
練

の
実

施
と

業
務

継
続

計
画

に
基

づ
く

災
害

拠
点

病
院

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

検
証

･
見

直
し

、
訓

練
の

実
施

災
害

時
に

備
え

た
物

資
等

の
備

蓄
上

伊
那

地
域

包
括

医
療

協
議

会
主

催
の

大
規

模
災

害
訓

練
等

へ
の

参
加

診
療

材
料

、
燃

料
等

の
優

先
供

給
協

定

2
4
0

⑦

D
M
A
T
の

出
動

体
制

の
整

備

(
災

害
拠

点
病

院
・

防
災

対
策

合
同

委
員

会
)

速
や

か
に

出
動

で
き

る
体

制
の

維
持

・
充

実
災

害
支

援
の

充
実

多
様

化
す

る
D
M
A
T
業

務
に

対
応

、
隊

員
資

格
更

新
、

D
M
A
T
指

定
医

療
機

関
の

指
定

更
新

の
た

め
、

国
等

が
行

う
訓

練
･

研
修

に
参

加
す

る
必

要
が

あ
る

｡
D
M
A
T
登

録
医

師
は

救
急

科
所

属
が

多
い

た
め

、
出

動
に

伴
い

救
急

科
医

師
が

不
足

す
る

｡
(
救

急
医

師
4
名

)
資

機
材

の
更

新
･
充

実
が

必
要

で
あ

る
｡

D
M
A
T
倉

庫
内

の
整

備
。

日
本

D
M
A
T
研

修
修

了
者

、
医

師
3
名

、
看

護
師

1
1
名

、
業

務
調

整
員

9
名

。
長

野
県

D
M
A
T
研

修
の

み
修

了
者

　
医

師
1

名
、

看
護

師
3
名

、
業

務
調

整
員

8
名

所
属

の
バ

ラ
ン

ス
の

と
れ

た
D
M
A
T
医

師
、

看
護

師
の

増
加

資
機

材
の

更
新

･
補

充
国

･
県

の
D
M
A
T
訓

練
、

研
修

へ
の

参
加

隊
員

資
格

継
続

の
訓

練
･
研

修
へ

の
参

加

◎
⇒

⇒

国
･
県

の
D
M
A
T
訓

練
、

研
修

へ
の

参
加

隊
員

資
格

継
続

の
訓

練
･

研
修

へ
の

参
加

資
機

材
の

更
新

･
補

充

2
4
1

⑤ ⑪

環
境

対
策

(
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
推

進
委

員
会

)

省
エ

ネ
法

に
よ

る
指

定
区

分
｢
第

2
種

エ
ネ

ル
ギ

ー
管

理
指

定
工

場
｣
の

現
行

維
持

(
エ

ネ
ル

ギ
ー

使
用

量
:
年

間
3
,
0
0
0
㎘

以
下

)

エ
ネ

ル
ギ

ー
管

理
及

び
省

エ
ネ

対
策

を
推

進
す

る
｡
又

、
資

源
の

有
効

利
用

も
併

せ
て

実
施

す
る

事
に

よ
り

経
費

が
削

減
さ

れ
る

｡

各
部

署
で

取
り

組
み

可
能

な
改

善
活

動
を

実
施

し
て

い
る

｡
エ

ネ
ル

ギ
ー

使
用

量
前

年
比

1
%
削

減
水

道
使

用
量

の
削

減

○
○

○

エ
ネ

ル
ギ

ー
使

用
量

の
管

理
及

び
削

減
本

館
L
E
D
照

明
の

導
入

検
討 意

識
高

揚
に

よ
る

省
エ

ネ
対

策
強

化
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R
0
3
R
0
4
R
0
5

令
和

5
年

度
ま

で
の

目
標

達
成

に
向

け
て

の
取

組
事

項
令

和
5
年

度
取

組
事

項
№

区 分
取

組
項

目
(
担

当
部

署
)

令
和

5
年

度
ま

で
に

達
成

す
る

目
標

目
標

達
成

後
の

効
果

現
状

と
課

題
・

達
成

状
況

等
年

度
別

計
画

2
4
2

②

外
来

受
診

の
利

便
性

向
上

(
医

事
課

)

外
来

患
者

の
受

付
か

ら
会

計
ま

で
の

円
滑

な
流

れ
を

構
築

、
患

者
の

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

保
護

、
聴

覚
弱

者
対

策

同
姓

同
名

患
者

間
違

い
の

防
止

診
療

順
番

の
苦

情
、

ト
ラ

ブ
ル

の
減

少

外
来

患
者

の
時

間
的

拘
束

、
精

神
的

負
担

の
軽

減
、

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

保
護

及
び

聴
覚

・
視

覚
等

の
弱

者
対

策
が

求
め

ら
れ

て
い

る
｡

健
康

保
険

の
オ

ン
ラ

イ
ン

資
格

確
認

導
入

　
令

和
3
年

度
導

入
済

診
療

順
番

表
示

シ
ス

テ
ム

導
入

済
ま

も
な

く
コ

ー
ル

シ
ス

テ
ム

導
入

済

令
和

6
年

秋
に

紙
ベ

ー
ス

の
保

険
証

が
廃

止
さ

れ
る

予
定

だ
が

、
現

在
当

院
が

保
有

す
る

マ
イ

ナ
ン

バ
ー

カ
ー

ド
リ

ー
ダ

ー
3
台

に
よ

り
、

病
棟

含
め

た
院

全
体

の
運

用
が

可
能

か
、

リ
ー

ダ
ー

の
増

設
と

併
せ

て
検

討
。

〇
〇

〇

マ
イ

ナ
ン

バ
ー

カ
ー

ド
の

利
用

を
促

進
。

併
せ

て
、

薬
剤

・
特

定
健

診
情

報
を

当
院

で
取

得
で

き
る

運
用

を
構

築
し

、
患

者
及

び
職

員
の

利
便

性
向

上
を

図
る

。

2
4
3

⑪

医
事

課
職

員
の

増
及

び
職

員
の

プ
ロ

パ
ー

化

(
医

事
課

)

職
員

の
確

保
医

事
係

2
名

→
3
名

。
入

院
係

1
名

→
2

名
に

増

医
事

業
務

の
円

滑
な

運
用

、
資

質
の

向
上

、
医

業
収

益
の

増
加

診
療

報
酬

の
改

定
毎

に
煩

雑
に

な
っ

て
い

く
医

事
業

務
に

は
、

職
員

の
適

切
な

配
置

・
資

質
の

向
上

が
不

可
欠

で
あ

る
。

ま
た

、
医

業
収

益
の

増
加

の
た

め
に

は
、

知
識

を
有

す
る

職
員

が
継

続
的

に
業

務
を

行
っ

て
い

く
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
｡

知
識

を
有

す
る

職
員

の
雇

用
の

推
進

及
び

育
成

。
課

内
異

動
に

よ
り

職
員

の
ス

キ
ル

の
均

一
化

を
図

る
。

令
和

4
年

度
に

入
院

係
1
名

を
増

員
(
会

計
年

度
任

用
職

員
)
し

た
が

、
業

務
量

的
に

は
更

な
る

増
員

が
必

要
。

△
〇

〇

職
員

の
確

保
・

医
事

係
　

1
名

増
・

入
院

係
　

1
名

増
　

(
診

療
情

報
管

理
士

)

2
4
4

⑪ ⑬

診
療

報
酬

請
求

業
務

の
質

向
上

(
医

事
課

)

診
療

報
酬

改
定

に
的

確
に

対
応

す
る

｡
医

業
収

益
の

増
加

及
び

請
求

の
円

滑
な

運
用

適
正

な
診

療
報

酬
算

定
と

増
収

に
対

す
る

認
識

が
不

足
し

て
い

る
。

一
点

集
中

で
、

一
歩

一
歩

改
善

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

救
急

医
療

管
理

加
算

算
定

率
の

向
上

。
査

定
に

対
す

る
再

審
査

率
の

向
上

。
〇

〇
〇

①
救

急
医

療
管

理
加

算
算

定
率

の
向

上
。

②
査

定
に

対
す

る
再

審
査

率
の

向
上

。

2
4
5

⑪ ⑬

未
収

金
の

減
額

(
医

事
課

)

未
収

金
の

減
額

目
標

値
は

年
度

末
未

収
金

1
8
,
0
0
0
千

円
以

内

収
益

確
保

支
払

困
難

者
の

高
額

な
入

院
診

療
費

の
未

収
金

増
加

の
た

め
、

回
収

対
策

強
化

が
求

め
ら

れ
る

｡
悪

質
未

収
者

等
の

回
収

業
務

を
弁

護
士

へ
委

託
(
R
3
.
8
か

ら
)

入
院

時
早

期
対

応
を

徹
底

す
る

｡
限

度
額

適
用

等
各

種
制

度
の

活
用

を
促

進
す

る
｡

未
収

金
の

減
額

。
未

収
金

管
理

シ
ス

テ
ム

の
導

入
。

時
効

済
み

未
収

者
の

整
理

(
欠

損
)
。

後
払

い
制

度
の

導
入

検
討

。

〇
〇

〇

医
事

シ
ス

テ
ム

に
未

収
金

管
理

シ
ス

テ
ム

を
追

加
し

、
塩

漬
け

案
件

の
解

消
。

ま
た

、
後

払
い

制
度

の
導

入
等

に
よ

り
、

職
員

及
び

患
者

の
利

便
性

向
上

を
図

る
。

2
4
6

⑧ ⑪ ⑬

新
た

な
施

設
基

準
等

の
取

得

(
医

事
課

･
地

域
医

療
連

携
室

)

総
合

入
院

体
制

加
算

の
再

取
得

が
ん

診
療

に
係

る
施

設
基

準
の

拡
充

画
像

診
断

管
理

加
算

2
の

取
得

特
定

集
中

治
療

室
管

理
料

3
の

再
取

得

医
業

収
益

の
増

加
と

病
院

評
価

の
向

上
逆

紹
介

件
数

の
不

足
、

受
け

皿
と

な
る

地
域

医
療

機
関

と
の

連
携

強
化

不
足

診
療

密
度

不
足

と
研

修
医

不
足

新
設

の
施

設
基

準
や

未
取

得
の

施
設

基
準

の
取

得
に

向
け

た
研

究
精

神
科

に
係

る
地

域
医

療
機

関
と

の
連

携 施
設

基
準

を
満

た
す

た
め

の
院

内
体

制
の

再
整

備

当
院

の
診

療
実

績
を

常
に

把
握

し
、

よ
り

有
利

な
施

設
基

準
の

取
得

を
目

指
す

｡
逆

紹
介

の
推

進
、

地
域

医
療

機
関

と
の

連
携

強
化

。
包

括
範

囲
内

の
医

療
資

源
投

入
入

力
漏

れ
防

止
と

研
修

医
増

。
〇

〇
〇

R
0
6
年

度
診

療
報

酬
改

定
に

向
け

た
情

報
収

集
有

利
な

施
設

基
準

の
取

得 施
設

基
準

管
理

シ
ス

テ
ム

の
活

用
に

よ
る

適
正

な
施

設
基

準
の

管
理

逆
紹

介
の

推
進

施
設

基
準

取
得

目
標

に
向

け
た

問
題

点
等

の
洗

出
し

と
確

認

別 -72



R
0
3
R
0
4
R
0
5

令
和

5
年

度
ま

で
の

目
標

達
成

に
向

け
て

の
取

組
事

項
令

和
5
年

度
取

組
事

項
№

区 分
取

組
項

目
(
担

当
部

署
)

令
和

5
年

度
ま

で
に

達
成

す
る

目
標

目
標

達
成

後
の

効
果

現
状

と
課

題
・

達
成

状
況

等
年

度
別

計
画

2
4
7

②

病
床

の
再

編
成

(
病

床
運

営
委

員
会

)

①
病

床
機

能
の

効
果

的
か

つ
効

率
的

な
運

用
②

病
床

の
再

編
成

③
回

復
期

病
棟

の
機

能
充

実

適
正

な
病

床
管

理
と

病
院

運
営

①
特

定
機

能
病

床
の

あ
り

方
検

討
②

適
切

な
ベ

ッ
ド

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

③
医

療
計

画
と

地
域

医
療

構
想

へ
の

対
応

①
特

定
機

能
病

床
の

あ
り

方
検

討
②

適
切

な
ベ

ッ
ド

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

③
医

療
計

画
と

地
域

医
療

構
想

へ
の

対
応

△
△

〇

①
特

定
機

能
病

床
の

あ
り

方
検

討
②

適
切

な
ベ

ッ
ド

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

③
医

療
計

画
と

地
域

医
療

構
想

へ
の

対
応

2
4
8

⑪ ⑬

診
療

報
酬

の
適

正
な

請
求

(
診

療
報

酬
適

正
化

委
員

会
)

①
査

定
率

の
目

標
(
レ

セ
プ

ト
請

求
額

の
0
.
2
％

以
内

)
②

D
P
C
の

円
滑

な
運

用

医
療

収
益

の
確

保
①

医
事

課
に

て
定

期
的

に
返

戻
･
査

定
対

策
会

議
を

開
催

。
そ

の
結

果
を

委
員

会
へ

報
告

し
、

対
応

策
を

協
議

｡
②

D
P
C
コ

ー
デ

イ
ン

グ
の

妥
当

性
の

検
証

(
コ

ー
デ

イ
ン

グ
テ

キ
ス

ト
を

用
い

た
算

定
ル

ー
ル

の
確

認
)

①
返

戻
･
査

定
の

状
況

を
診

療
部

に
周

知 ②
丁

寧
な

D
P
C
コ

ー
デ

イ
ン

グ
(
診

療
録

等
の

正
確

な
読

み
取

り
、

詳
細

病
名

の
確

認
と

入
力

、
主

治
医

と
算

定
担

当
・

レ
セ

プ
ト

担
当

・
コ

―
デ

ー
ン

グ
担

当
者

と
の

連
携

)

○
〇

⇒

①
返

戻
･
査

定
の

状
況

を
診

療
部

に
周

知
②

丁
寧

な
D
P
C
コ

ー
デ

イ
ン

グ
(
診

療
録

等
の

正
確

な
読

み
取

り
、

詳
細

病
名

の
確

認
と

入
力

、
主

治
医

と
算

定
担

当
・

レ
セ

プ
ト

担
当

・
コ

―
デ

ー
ン

グ
担

当
者

と
の

連
携

)

2
4
9

②

救
命

救
急

活
動

の
向

上
･
発

展

(
P
C
P
S
 
E
x
p
e
r
t

T
e
a
m
)

P
C
P
S
 
E
x
p
e
r
t
 
T
e
a
m
の

活
動

の
発

展
、

向
上

P
C
P
S
導

入
パ

ス
の

普
及

院
内

外
の

心
肺

蘇
生

･
急

変
時

対
応

診
療

の
質

的
向

上

平
成

2
5
年

、
P
C
P
S
 
E
x
p
e
r
t
 
T
e
a
m
の

活
動

開
始

済
同

チ
ー

ム
の

活
動

内
容

の
向

上
、

発
展

P
C
P
S
運

用
の

中
で

の
院

内
統

一
運

用
で

あ
る

ク
リ

ニ
カ

ル
パ

ス
の

使
用

を
通

じ
た

P
C
P
S
運

用
の

標
準

化
さ

ら
に

は
、

同
チ

ー
ム

の
活

動
を

通
じ

て
、

組
織

的
な

提
言

を
行

い
、

救
命

救
急

処
置

の
院

内
全

体
の

底
上

げ
、

標
準

化
を

目
指

す
｡

C
O
V
I
T
-
1
9
感

染
症

対
策

を
組

み
込

ん
だ

安
全

か
つ

迅
速

な
P
C
P
S
導

入
の

シ
ス

テ
ム

化

P
C
P
S
 
E
x
p
e
r
t
 
T
e
a
m
の

活
動

の
向

上
同

チ
ー

ム
に

よ
る

定
期

的
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
実

施
に

よ
る

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

院
内

統
一

運
用

で
あ

る
P
C
P
S
導

入
パ

ス
の

普
及

院
内

急
変

対
応

支
援

チ
ー

ム
会

議
を

通
じ

た
院

内
へ

の
急

変
対

応
運

用
に

つ
い

て
の

提
言

◎
⇒

⇒

P
C
P
S
 
E
x
p
e
r
t
 
T
e
a
m
活

動
の

維
持

、
向

上
P
C
P
S
導

入
パ

ス
の

運
用

の
定

着
C
O
V
I
D
-
1
9
体

制
に

お
け

る
P
C
P
S
導

入
に

つ
い

て
、

院
内

感
染

対
策

に
準

拠
し

つ
つ

、
迅

速
か

つ
確

実
、

安
全

な
P
C
P
S

導
入

に
か

か
る

運
用

を
検

討
、

改
訂

し
、

実
証

例
の

振
り

返
り

や
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
を

通
じ

て
更

な
る

質
的

向
上

を
図

る

2
5
0

①

受
付

6
番

・
7
番

の
業

務
体

制
の

検
討

(
医

事
課

)

受
付

6
番

・
7
番

の
業

務
体

制
に

つ
い

て
、

現
状

体
制

の
充

実
、

業
者

委
託

を
検

討
す

る
。

窓
口

対
応

の
充

実
、

職
員

配
置

も
カ

バ
ー

で
き

る

臨
時

職
員

が
休

ん
だ

り
退

職
し

た
時

、
代

わ
り

に
医

事
課

の
他

の
臨

時
職

員
で

回
す

こ
と

が
困

難
に

な
っ

て
き

て
い

る
。

ま
た

、
全

く
の

初
心

者
で

あ
る

こ
と

が
多

く
、

慣
れ

る
前

に
苦

痛
に

思
っ

て
辞

め
て

し
ま

う
事

例
が

続
い

た
。

会
計

年
度

任
用

職
員

を
1
名

雇
用

。

現
状

委
託

を
考

え
て

い
る

企
業

の
マ

ン
パ

ワ
ー

不
足

も
あ

り
、

検
討

を
続

け
る

。
総

合
案

内
に

替
わ

る
イ

ン
フ

ォ
メ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

に
つ

い
て

、
コ

ン
シ

ェ
ル

ジ
ュ

を
含

む
ホ

ー
ル

全
体

の
運

用
及

び
体

制
の

構
築

を
図

る
。

△
〇

〇

受
付

6
・

7
に

つ
い

て
は

、
ニ

チ
イ

学
館

へ
の

委
託

を
検

討
。

イ
ン

フ
ォ

メ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
は

、
総

務
課

へ
の

移
管

も
含

め
て

検
討

。
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R
0
3
R
0
4
R
0
5

令
和

5
年

度
ま

で
の

目
標

達
成

に
向

け
て

の
取

組
事

項
令

和
5
年

度
取

組
事

項
№

区 分
取

組
項

目
(
担

当
部

署
)

令
和

5
年

度
ま

で
に

達
成

す
る

目
標

目
標

達
成

後
の

効
果

現
状

と
課

題
・

達
成

状
況

等
年

度
別

計
画

2
5
1

①

外
来

医
療

の
機

能
分

化
へ

の
対

応 (
医

事
課

･
地

域
医

療
連

携
室

)

地
域

の
状

況
等

を
踏

ま
え

た
初

診
時

選
定

療
養

費
の

徴
収

紹
介

受
診

重
点

医
療

機
関

の
指

定

適
切

な
医

療
機

関
受

診
に

よ
る

診
療

待
ち

時
間

の
短

縮
と

医
師

の
業

務
負

担
軽

減

現
状

の
初

診
時

選
定

療
養

費
徴

収
除

外
対

象
に

つ
い

て
、

院
内

か
ら

再
検

討
を

の
意

見
が

あ
る

。
令

和
6
年

度
診

療
報

酬
改

定
に

よ
り

、
選

定
療

養
費

の
増

額
と

免
除

要
件

の
見

直
し

を
実

施
。

医
療

資
源

を
重

点
的

に
活

用
す

る
初

診
外

来
数

を
増

や
す

。

地
域

の
状

況
等

を
考

慮
し

た
初

診
時

選
定

療
養

費
徴

収
除

外
対

象
の

検
討

。
地

域
に

お
け

る
外

来
医

療
の

役
割

分
担

の
明

確
化

〇
〇

⇒

初
診

時
選

定
療

養
費

の
公

平
性

を
保

っ
た

免
除

要
件

の
検

討
地

域
医

療
機

関
と

の
連

携
強

化
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（２）大規模事業計画 

・ 計画的に投資や医療機器の更新等を行い、安定的な経営を行うために、毎年予算編

成前に大規模事業計画の見直しを行います。 

・ 予算編成は、大規模事業計画に基づきその時期等を検討します。 

・ 300 万円以上のハード事業（施設整備、医療機器導入・更新、修繕等）、100 万円以

上ソフト事業（専門資格取得支援、システム導入）は必ず大規模事業計画に掲載す

るものとします。 

・ 病院全体として、特別大規模事業（特に大規模な事業、経営戦略的な事業等）を別

枠とし、経常的なものは、予算科目ごと予算枠を設定し、その範囲内で予算化する

こととします。 

 

① 特別大規模事業及び予算枠 

・ 収益的支出は今後 5年間、資本的支出は今後 10年間を次のとおり計画します。 

・ 医療機器については、更新の必要なものを優先し、原則として 2,000 万円以上の機

器を別枠とします。 

収益的支出（3条予算） 
       （千円） 

予算科目 
区分 

主管 

部署 

令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度 令和 9年度 

款項 目 事業内容 予算額 事業内容 予算額 事業内容 予算額 事業内容 予算額 事業内容 予算額 

経費 委託料 特別 臨床 

検査科 

ISOサー

ベイラン

ス・維持 

1,204   ISOサー

ベイラン

ス・維持 

1,204 ISO再審

査・維持 

3,200 ISOサー

ベイラン

ス・維持 

2,500 

   医事課 施設基準

管理シス

テム 

1,430 施設基準

管理シス

テム 

1,430 施設基準

管理シス

テム 

1,430 施設基準

管理シス

テム 

1,430 施設基準

管理シス

テム 

1,430 

 負担金 特別 特定行

為研修

センタ

ー 

特定行為

研修受講

料 

4,000 特定行為

研修受講

料 

4,000 特定行為

研修受講

料 

4,000 特定行為

研修受講

料 

4,000 特定行為

研修受講

料 

4,000 

   看護部 認定看護

師育成 2

名 

1,600 認定看護

師育成 2

名 

1,600 認定看護

師育成 2

名 

1,600 認定看護

師育成 2

名 

1,600 認定看護

師育成 2

名 

1,600 

研究研

修費 

研修旅

費 

特別 看護部 2,100 2,100 2,100 2,100 2,100 
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資本的支出（4条予算）                          （千円） 
予算科目 

区分 
主管 
部署 

令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度 令和 9年度 

款項 目 事業内容 予算額 事業内容 予算額 事業内容 予算額 事業内容 予算額 事業内容 予算額 

建設改
良費 

建物及
び附帯
設備・
構築物 

特別 施設 
管理課 

受変電設
備改修工
事 

62,000         

   照明 LED
化 

30,000 照明 LED
化 

50,000 照明 LED
化 

50,000 照明 LED
化 

60,000 照明 LED
化 

60,000 

   屋根・外
壁塗装 

20,500         

    空調監視
リモート
ユニット
更新 

13,000 空調監視
リモート
ユニット
更新 

14,000       

      冷温水発
生機更新 

61,000 空冷式チ
ラー更新 

38,000 冷却塔更
新 

44,000   

      リニア更
新工事 

297,000       

    エレベー
ター改修
三菱 3台 

12,000 エレベー
ター改修
日立 2台 

55,000 特定天井
改修 

47,000 エレベー
ター改修
日立 2台 

47,000 エレベー
ター改修
日立 1台 

33,000 

      特定天井
改修実施
設計 

2,400 特定天井
改修工事
監理 

1,600   エレベー
ター改修
三菱 3台 

20,000 

   手術室 1期工事
(ICU移
設・医局
拡張) 

116,600 2期工事
(手術室増
設) 

482,900       

    ICU移
設・医局
拡張工事
監理 

1,430 手術室増
設工事監
理 

6,050       

 医療機
器 

特別 薬剤科     注射部門
システム
更新 

50,000     

   診療 
放射線
科 

CT 装置
(第 1CT
室)更新 

220,000 体外衝撃
波結石破
砕装置 

80,300 血管撮影
装置(第 1
血管撮影
室)更新 

121,000 X線透視
撮影装置
(第 4)更
新 

44,000 外科用 X
線(3D)透
視装置更
新 Ziehm 

30,000 

      線量管理
システム
新規 

12,000 画像処理
システム 

18,000   CT 装置 
(南棟救
急)更新 

90,000 

   臨床 
検査科 

  採血管準
備システ
ム更新 

25,000 生化学免
疫分析装
置・搬送
システム 

150,000 誘発電位
検査装置 

20,000   

      睡眠ポリ
グラフ解
析装置 

10,000 多項目自
動血球分
析装置 

30,000     

      血液凝固
分析装置 

20,000       

   超音波
検査セ
ンター 

心臓超音
波検査装
置 

20,000 心臓超音
波検査装
置 

40,000       

   ﾘﾊﾋﾞﾘﾃ
ｰｼｮﾝ技
術科 

  心臓リハ
ビリテー
ションシ
ステム 

13,000     透析室 
RO 装置 

10,000 

   臨床 
工学室 

高気圧酸
素治療装
置更新 

25,000 透析室粉
末剤自動
溶解装置
更新 

15,000       

   手術室 アレン N
ポスト、
アレンス
パイナル
システ
ム、汎用
ベッド、
電気メ
ス、VIO
３、保冷
庫、牽引
ベッド 

39,330 汎用ベッ
ド、電気
メス、無
影灯、手
洗い、タ
ニケット 

65,700 保温庫、
インフィ
ニティ、
タニケッ
ト、ベア
ハガー、
電気メス 

35,100 保温庫、
顕微鏡、
タニケッ
ト、ベア
ハガー、
電気メス 

51,100 保温庫、
VIO3、ベ
アハガ
ー、バイ
ポーラ 

12,700 

   中央 
材料室 

真空超音
波洗浄乾
燥装置 

8,800 超音波洗
浄装置、
プラズマ
滅菌、高
圧蒸気滅
菌、シス
テム乾燥
機 

89,000 ジェット
ウォッシ
ャー超音
波洗浄装
置 

20,000  全自動チ
ューブ乾
燥機、低
温除湿乾
燥機 

 

9,000   

   看護部 セントラ
ルモニタ
ー通院治
療室 

8,000 セントラ
ルモニタ
ー4 東・6
東 

16,000 セントラ
ルモニタ
ー4 西・6
西 

16,000 セントラ
ルモニタ
ー5 西 

8,000 セントラ
ルモニタ
ー3 東 

8,000 
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   健診セ
ンター 

経口経鼻
上部消化
管ビデオ
スコープ 

11,286   超音波診
断装置
（頸部血
管、乳
腺、腹
部） 

10,000   超音波診
断装置
（頸部血
管、乳
腺、腹
部） 

10,000 

            眼底カメ
ラ・断層
像観察装
置 

12,000 

  枠 施設 
管理課 
他 

経常的な
医療器械
導 入 ･更 新 

90,000 経常的な
医療器械
導 入 ･更 新 

10,000 経常的な
医療器械
導 入 ･更 新 

100,000 経常的な
医療器械
導 入 ･更 新 

100,000 経常的な
医療器械
導入･更新 

100,000 

  備品 特別 診療情
報管理
室 

電子カル
テ整備・ 
部門シス
テム更
新・総合
情報シス
テムバッ
クアップ 

41,890 健診シス
テム更
新・部門
システム
更新 

94,546 総合情報
システム
更新 

865,300  手術映像
配信録画
更新・電
子カルテ
整備・部
門システ
ム更新 

45,000 電子カル
テ整備・
部門シス
テム更
新・北棟ﾈ
ｯﾄﾜｰｸ更新 

20,000 

    自動精算
機更新 

20,570 自動精算
機更新 

3,960       

    マイナン
バーカー
ドリーダ
ー増設、
インフラ
整備 

3,960         

    請求書兼
領収書様
式変更 

1,100         

   総務課     勤怠管理
システム 

17,600     

   MSC 腹腔鏡下
手術用ト
レーニン
グシミュ
レーター 

32,000   気管支・
消化器内
視鏡トレ
ーニング
シミュレ
ーター 

40,000   高機能患
者シミュ
レーター 

40,000 

   経営 
企画課 

    サイトリ
ニューア
ル 

4,000     

   医事課 未収金管
理システ
ム改修 

1,320         

    枠 施設 
管理課 
他 

経常的な
備品更新
等 

15,000 経常的な
備品更新
等 

20,000 経常的な
備品更新
等 

20,000 経常的な
備品更新
等 

20,000 経常的な
備品更新
等 

20,000 

計             

別 -77



 

          (千円) 

予算科目 
区分 

主管 
部署 

令和 10年度 令和 11年度 令和 12年度 令和 13年度 令和 14年度 

款項 目 事業内容 予算額 事業内容 予算額 事業内容 予算額 事業内容 予算額 事業内容 予算額 

建設改
良費 

建物及
び附帯
設備 

特別 施設 
管理課 

          

 医療機
器 

特別 診療放
射線科 

核医学装
置更新 
(SPECT) 

100,000 放射線治
療システ
ム更新 

500,000 MRI装置
(1.5T)更
新 

194,000 CT 装置
(第 2CT
室)更新 

90,000 MRI装置
(3.0T)更
新 

200,000 

    核医学装
置更新 
(PETCT) 

210,000   医用画像
管理シス
テム更新 

19,272 X線透視
撮影装置 
更新(第
2TV室) 

40,000   

        乳房撮影
装置 

40,000     

   臨床 
検査科 

全自動輸
血検査分
析装置 

12,000 全自動細
菌同定感
受性装置 

20,000   総合肺機
能検査シ
ステム 

10,000 脳波診断
システム 

25,000 

    血液ガス
分析装置 

10,000         

   手術室 ウロシス
テム 

12,000 ソノサー
ジェリ
ー、アン
スパック 

23,000 牽引ベッ
ド、エコ
ー 

12,000 内視鏡外
科システ
ム、タニ
ケット 

40,700 ハーモニ
ック 

12,800 

   中央 
材料室 

過酸化水
素低温プ
ラズマ滅
菌装置 

28,000 ジェット
ウォッシ
ャー超音
波洗浄装
置 

20,000  高圧蒸気
滅菌装置 

38,000 ジェット
ウォッシ
ャー超音
波洗浄装
置 

20,000  高圧蒸気
滅菌装置 

38,000 

   看護部 セントラ
ルモニタ
ー4 西・
分娩記録
室・産婦
人科外来 

24,000 セントラ
ルモニタ
ー5 東・
東 HCU 

24,000 セントラ
ルモニタ
ーICU 

8,000 セントラ
ルモニタ
ー感染症 

8,000 セントラ
ルモニタ
ー救急・
SCU 

16,000 

   健診セ
ンター 

超音波診
断装置(婦
人科） 

30,000 超音波診
断装置⁽頸
部血管、
乳腺、腹
部） 

10,000 胸部撮影
用Ｘ線装
置 

15,000 内視鏡検
査機器
（一式） 

90,000   

  枠 施設 
管理課 

経常的な
医療器械
導入･更新 

100,000 経常的な
医療器械
導入･更新 

100,000 経常的な
医療器械
導入･更新 

100,000 経常的な
医療器械
導入･更新 

100,000 経常的な
医療器械
導入･更新 

100,000 

 備品 特別 診療情
報管理
室 

電子カル
テ整備・
部門シス
テム更新 

15,000 電子カル
テ整備・
部門シス
テム更新 

15,000 電子カル
テ整備・
部門シス
テム更新 

15,000 電子カル
テ整備・
部門シス
テム更新 

15,000 電子カル
テ整備・
部門シス
テム更新 

15,000 

   MSC   フィジカ
ルアセス
メントモ
デル 

10,000       

  枠 施設 
管理課 

経常的な
備品更新
等 

20,000 経常的な
備品更新
等 

20,000 経常的な
備品更新
等 

20,000 経常的な
備品更新
等 

20,000 経常的な
備品更新
等 

20,000 

計             
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② 部署別予算要望(次年度以降5年間)

予算
ハード事業(医療機器購入等)300万円以上
ソフト事業(システム導入等)100万円以上

(千円)
予算要望

ハード事業(医療機器購入等)300万円以上
ソフト事業(システム導入等)100万円以上

(千円)

汎用超音波診断装置【麻酔重複】 727 MRガイド下集束超音波治療装置 不詳 不詳 1
ポータブル筋電計 430

呼吸器内科

物質併用電気手術器【オペ室重複】 8,200 内視鏡洗浄消毒装置 4,860 R06
消化管汎用ビデオスコープ 58,410 内視鏡システム 6,210 R06

大腸ビデオスコープ 4,140 R06
超音波診断装置 37,898 R06

循環器内科 運動負荷心電図測定装置【検査科重複】 9,600 OCT（光干渉断層像）システム 21,000 R06
AVVIGO Mobile（超音波イメージングカテーテル） 23,000 心臓ペースメーカ患者管理システム 5,814 R06
長時間心電図レコーダ 2,200 クライオアブレーションシステム 20,000 R06

心臓リハビリテーション関連機器 R06
コンピューターサーバー R06
IABP装置（保守期限切れに伴う） 13,000 R06
ヘモスフィアOXFT（保守期限変更に伴う） 5,250 R06

腎臓内科 透析装置の入れ替え（年2台） 4,000 R06 1

腫瘍内科 3Hガーディアン使用料 2,400 3Hガーディアン使用料 2,400 ～R07 1

緩和ケア 超低床ベッド【転倒防止重複】 800

小児科 超音波診断装置 10,500 超音波診断装置 10,500 R06

超音波診断装置（外来分） 4,200 手術支援装置 6,000 R06
3D画像解析イメージング【呼外重複】 15,000

整形外科 血液パック用陰圧型採血器 1,000 3Dプリンタ 5,000 R06
体成分分析装置 2,570 同種骨バンク保存システム 5,000 R06
アクアマンティスシステム 2,920 ナビゲーションシステム（人工関節用） 25,000 R06
術中ﾅﾋﾞｹﾞｰｼｮﾝｼｽﾃﾑ（整形外科向け） 65,500
同種骨移植加温システム 3,750

脊椎センター 術中ﾅﾋﾞｹﾞｰｼｮﾝｼｽﾃﾑ・ﾛﾎﾞｯﾄｱｰﾑ 110,000 脊髄誘発電位NVMソフトバージョンアップ 2,900 R06
脊髄誘発電位Bendiniベーシックセット 4,800 R06

皮膚粘弾性測定装置（キュートメーター） 1,070 神経刺激装置 480 R07 4
手術室用可動式CT装置【脳外、整形も使用】 273,877 R07 1
電動デルマトーム 2,850 R08 3

 美容外科 蓄熱型脱毛レーザー 17,337 HIFU装置 10,030 R07 2
高周波深部加温装置インディバ 5,445 CO2フラクショナルレーザー 9,000 R06 1

サーマクールFLX 14,110 R07 3
Q-Ruby LASER装置 11,000 R08 4
IPL治療機器 11,658 R08 5

脳神経外科 神経機能検査装置 13,700 磁器刺激装置 3,240
術中ﾅﾋﾞｹﾞｰｼｮﾝｼｽﾃﾑ・ﾛﾎﾞｯﾄｱｰﾑ 110,000 近赤外線カラーカメラシステム 8,700
コードレスドリルシステム 4,200
Airo モバイルCT【形成重複】 200,000

脳卒中センター RTMSマグプロシステム 13,330 赤外線酸素モニタ装置 4,500

呼吸器外科 ホプキンステレスコープ 1,395
3D画像解析イメージング 15,000
超音波診断装置 3,950

乳腺内分泌外科 ナビゲーターGPSシステム 5,790

心臓血管 外科

皮膚科 皮膚還流測定装置（PAD4000）【創傷重複】 2,400

泌尿器科 体外式結石破砕装置 73,000 尿流測定装置 3,300 R06 1
泌尿器科検診台 2,600 膀胱腎盂ビデオスコープ 8,000 R06 2

産婦人科 IR観察システム 6,730
超音波診断装置 19,500

眼科 白内障手術装置 23,900
手術用顕微鏡 38,750

耳鼻咽喉科 におい提示装置 2,300
頭頸部外科

放射線診断科

形成外科

部内
優先
順位

診療部

脳神経内科

部署名

令和5年度 令和6年度～令和9年度
実施
要望
年度

内科

消化器内科
内視鏡室

外科
消化器外科
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② 部署別予算要望(次年度以降5年間)

予算
ハード事業(医療機器購入等)300万円以上
ソフト事業(システム導入等)100万円以上

(千円)
予算要望

ハード事業(医療機器購入等)300万円以上
ソフト事業(システム導入等)100万円以上

(千円)

部内
優先
順位

部署名

令和5年度 令和6年度～令和9年度
実施
要望
年度

放射線治療科 BrainLab Elements サブクスリプション契約更新7年分 35,000 R07 1

麻酔科 全身麻酔器 17,500 麻酔器更新 3台/4年 12,000 必要時 1
テルフュージョンシリンジポンプ 1,170 手術室増室に伴う必要医療機器
汎用超音波画像診断装置【脳内重複】 727 手術増室に伴う必要部門システム
循環動態モニタリングシステム 5,886

救急科 血液ガス分析装置 9,800

歯科口腔外科 電動式骨手術器械 1,650 歯科診療ユニット
エナックハンドピース 345
持針器 420
タービン 534
等速ストレートハンドピース 201

病理診断科 切出し作業台 10,324 システム生物顕微鏡 3,500 R07
デジタルカメラ付き顕微鏡 2,938 自動固定包埋装置 6,000 R08 1
ミクロトーム 1,180 自動染色装置 4,500 R08 2
デジタルカメラ付き顕微鏡 2,218 自動封入装置 6,000 R08 3

クリオスタット 3,500 R09 1
自動免疫染色装置 7,000 R09 2
液状検体細胞診標本作製装置 14,000 R09 3
バーチャルスライド＋遠隔診断システム（要検討）

ウルトラキュレット 1,500
フィラピー 1,200
PAD4000【皮膚科重複】 2,400

薬剤科 PTP除包機 174 注射部門システム更新（2017.3導入） 50,000 R06

診療放射線科 CT装置（第1CT室） 220,000 体外衝撃波結石破砕装置 36,500 R06 1
レポーティングシステムサーバストレージ 4,025 線量管理システム 12,000 R06 2

血管撮影装置（第1血管撮影室） 121,000 R07 3
画像処理システム 18,000 R07
X線透視撮影装置（第4撮影室） 44,000 R08
外科用X線透視装置 30,000 R09
CT装置（南棟） 90,000 R09

臨床検査科 自動グリコヘモグロビン分析計 2,500 採血管準備システム 25,000 R06 1
全自動糖分析装置 2,480 血液凝固分析装置 20,000 R06 2
高圧蒸気滅菌機 570 睡眠ポリグラフ解析装置 10,000 R06 3
乾熱滅菌機 224 全自動尿分析装置 4,000 R06 4
睡眠評価装置 7,500 生化学・免疫分析装置・搬送システム一式 150,000 R07 5
運動負荷心電図測定装置【循環器重複】 9,600 多項目自動血球分析装置一式 30,000 R07 6

誘発電位検査装置 20,000 R08 7

ISO15189サーベイランス料・維持料 1,204 ISO15189維持料 511 R06
ISO15189サーベイランス料・維持料 1,204 R07
ISO15189再審査料・維持料 3,200 R08
ISO15189サーベイランス料・維持料 2,500 R09

心臓超音波診断装置 16,000 心臓超音波装置 30,000 R06 1

拡散型圧力波治療器 4,200 磁気刺激装置　パスリーダー 5,500 R06 1
ゲイトジャッジシステム レンタル 歩行支援ロボット　curara<ｸﾗﾗ> 1,749 R06 2
心臓リハビリテーションシステム 9,600 上肢用ロボット型運動訓練装置　ReoGo-J 6,700 R06 3

臨床栄養科 軽量洗米機（貯米庫付） 2,048 適温配膳車 4,520 R06 1
冷凍庫 355 電気オートリフター式消毒保管庫2台 5,528 R06 2
電磁フライヤー 523 製氷機 350 R06 3
適温配膳車 4,520 電気オートリフター式消毒保管庫1台 2,764 R07 1
真空包装機 908 適温配膳車 4,520 R07 2
電気消毒保管庫 1,039 電気消毒保管庫 689 R07 3

ガスブレージングパン 753 R07 4
食器洗浄機、蒸気ブースター　一式 5,168 R07 5
適温配膳車2台 7,820 R08 1
トレイディスペンサーカート 214 R08 2
コールドテーブル 600 R09 1
電気立体炊飯器 2,464 R09 2
フードスライサー 1,909 R09 3

栄養サポートチーム 経腸栄養用輸液ポンプ 400

診療技術部

リハビリテー
ション技術科

超音波検査センター

薬剤部

創傷ケアセンター
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② 部署別予算要望(次年度以降5年間)

予算
ハード事業(医療機器購入等)300万円以上
ソフト事業(システム導入等)100万円以上

(千円)
予算要望

ハード事業(医療機器購入等)300万円以上
ソフト事業(システム導入等)100万円以上

(千円)

部内
優先
順位

部署名

令和5年度 令和6年度～令和9年度
実施
要望
年度

臨床工学科 高気圧酸素治療装置 34,000 透析室粉末剤自動溶解装置 15,000 R06 1
輸液ポンプ 4,300 個人用透析装置×2台 4,020 R06 2
シリンジポンプ 3,150 輸液ポンプ×10台 2,500 R06 3
個人用透析装置 5,850 シリンジポンプ×10台 1,400 R06 4
移動用人工呼吸器 2,280 セントラルモニタ（4東・6東病棟） 16,000 R06 5
腹水濾過濃縮用装置 880 個人用透析装置×2台 4,020 R07 1
除細動器 1,950 人工呼吸器（2012年度購入分） 7,000 R07 2

輸液ポンプ×10台 2,500 R07 3
シリンジポンプ×10台 1,400 R07 4
セントラルモニタ（6西・4西病棟） 16,000 R07 5
個人用透析装置×2台 4,020 R08 1
人工呼吸器（2014年度購入分） 7,000 R08 2
輸液ポンプ×10台 2,500 R08 3
シリンジポンプ×10台 1,400 R08 4
セントラルモニタ（5西病棟） 8,000 R08 5
透析室RO装置 10,000 R09 1
個人用透析装置×2台 4,020 R09 2
人工呼吸器（2014年度購入分） 7,000 R09 3
輸液ポンプ×10台 2,500 R09 4
シリンジポンプ×10台 1,400 R09 5

電動ベッド 4,000 認定看護師2名の育成 14,800 R06-09 3
輸液ポンプ 4,300 人材育成事業・eラーニング契約更新を含む 4,000 R06-09 2
シリンジポンプ 3,150 看護勤務管理システム更新(出退勤管理の追加) 3,000 R07 5

電動ベッド(6年計画５台ずつ） R06-09 1

外来Ⅰ

外来Ⅱ セントラルモニター（通院治療室） 8,000

外来Ⅲ セントラルモニター 9,200
家庭用エアマッサージ器（ドクターメドマー） 248
ベッドサイドモニター 3,100

3東 セントラルモニター R09

3西

SCU ベッドサイドモニタ 6,200 R06

4東 セントラルモニター 8,000 R06

4西 分娩台 4,000 セントラルモニター 8,000 R07
ベッドサイドモニタ 1,500
ベッドサイドモニタ（新生児・未熟児用） 1,300
調乳水製造装置 3,300

5東 送信機 1,660 高機能ベット 900 R06

5西 ベッドサイドモニタ・送信機 2,000 セントラルモニター 8,000 R08
送信機 1,050

6東 セントラルモニター 8,000 R06

6西 膀胱尿量測定器 720 セントラルモニター 8,000 R07

ICU・CCU 電動ICUベッド 5,900 高機能ベット(高さ調整機能付き３台) 2,700 R06-07 4

透析 透析用ベッド 1,250

手術用ベッド 5,900 脳外科手術台OP3（マイクロチェアー含む） 9,000
真空超音波洗浄装置 8,800 滅菌装置・システム乾燥機 35,000 R06
脊椎用ベッドフレーム 8,790 ジェットウォッシャー超音波洗浄装置 16,000 R06
脊椎固定用フレーム 1,790 全自動チューブ乾燥機・超音波洗浄装置 22,000 R06
電気メス（エネルギープラットフォーム） 6,483 低温除湿乾燥機 2,500 R07
高周波手術装置（消内重複） 7,800
牽引ベッド 6,000

創傷ケアモデル2台 200 R06

排尿ケアチーム 膀胱用超音波診断装置 720

医療安全管理係

感染管理係

医療安全管理室

特定行為
研修センター

救命救急 センター

手術室・中央材料室

看護部
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② 部署別予算要望(次年度以降5年間)

予算
ハード事業(医療機器購入等)300万円以上
ソフト事業(システム導入等)100万円以上

(千円)
予算要望

ハード事業(医療機器購入等)300万円以上
ソフト事業(システム導入等)100万円以上

(千円)

部内
優先
順位

部署名

令和5年度 令和6年度～令和9年度
実施
要望
年度

上部消化管汎用ビデオスコープ 10,260 超音波診断装置（頸部血管・乳腺・腹部） 10,000 R07
超音波診断装置（頸部血管・乳腺・腹部）更新 10,000 R09

診療情報 管理室

診療情報管理係 電子カルテシステム遠隔バックアップ 16,000 健診システム更新 84,546 R06
電子カルテ増設 6,000 部門ｼｽﾃﾑｻｰﾊﾞｰ更新他(放射線画像ｻｰﾊﾞｰ) 10,000 R06
インシデントレポートシステム更新 15,400 総合情報システム更新 865,300 R07
がん化学療法レジメンサポートシステムサーバー更新 4,400 部門ｼｽﾃﾑｻｰﾊﾞｰ更新他(手術映像配信録画更新) 45,000 R08
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄパソコン等購入 6,754 北棟ネットワーク更新 5,000 R09
病棟ﾌﾘｰwifi機器 6,600
自動精算機更新 13,200
マイナンバー受付端末増設 3,410

医師事務係

居宅介護支援事業所(ｹｱﾏﾈ)用システム　1台 R06 2
訪問看護用軽自動車　1台 1,160 R06 1
居宅介護支援事業所(ｹｱﾏﾈ)用軽乗用車　１台 1,160 R07 3

総務係

職員係 勤怠管理システム（全職員向け） 17,600 R06～

企画係 ホームページリニューアル 4,000 R07
病院機能評価更新費用 3,000 R07

経理係

施設係 遡及適用対応（既存ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ） 34,800 遡及適用対応設計・施工管理（特定天井） 400 R06～07

受変電設備改修工事 65,000 遡及適用対応改修工事（特定天井） 47,000 R07
空調監視リモートユニット更新工事 15,510 空調監視リモートユニット更新工事 14,000 R06
屋根・外壁の塗装（災害研修棟） 16,400 照明器具ＬＥＤ化 250,000 R07-R11

冷温水発生機入替工事 61,000 R06
空冷式チラー入替工事 38,000 R07
高速リニア搬送装置改修工事 297,000 R06
冷却塔入替工事 44,000 R08
エレベーター改修 155,000 R06・R08-R09

監理 契約係

医事係 施設基準管理システムの更新 1,320 施設基準管理システムの更新 1,320 R06 1
施設基準管理システムの更新 1,320 R07
施設基準管理システムの更新 1,320 R08
施設基準管理システムの更新 1,320 R09

外来係

入院係

会計係

腹腔鏡下手術用トレーニングシミュレーター 32,000 気管支・消化器内視鏡トレーニングシミュレーター 40,000 R07
高機能患者シミュレーター 40,000 R09
フィジカルアセスメントモデル 10,000 R11
(医療収益の0.2％×1/2)

※ 計画的に更新・修繕が必要なものについては、300万円以下でも記載している

健診係

地域医療連携室

地域医療支援係

医療福祉係

退院調整係

ﾒﾃﾞｨｶﾙｼﾐｭﾚｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ

医療支援部

がん診療相談支援センター

訪問看護ステーション

事務部

総務課

経営企画課

施設管理課※

医事課
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予算編成及び経営改革プラン（大規模事業計画・アクションプラン）見直し手順

議会
審議会

理事者会 組合長 組織市町村
伊那市
財政課

院長 事務部長 経営企画課長 各部署

繰出金予算作
成

12月補正予算

当初予算編成

◎ 新規に行う300万円以上のハード事業、100万円以上のソフト事業は大規模事業計画にあげられたもの以外は
　 基本的に認められない。
※ 病院運営審議会には当初予算案概要を説明

決算書作成

4月
前年度決算

6月
決算内容分析

5月

8月

7月
決算審査

決算認定
等議会提
出案件他

(9月補正予算)

9月

定例議会
(決算認
定等)

理事者会

10月

アクションプ
ラン中間評価

11月

12月

定例議会 理事者会

各部署へ医療
機器、備品予
算要望依頼

各部署に予算
見積、大規模
事業計画、ア
クションプラ
ン見直し依頼

医療機器、備
品等予算要望

当初予算見積
大規模事業計
画、アクショ
ンプラン見直
し

定期監査

当初予算
繰出金ヒ
アリング

当初予算
繰出金依
頼、議会
提出案件
他

当初予算
繰出金内
示

2月

病院運営
審議会※

当初予算
等議会提
出案件他

1月

当初予算
査定(助
役同席)

3月補正
繰出金依
頼

随時連絡
調整

医療機器ヒアリングは監理契約係が主幹
備品ヒアリングは監理契約係が主幹
大規模事業計画、アクションプランは企画係が主幹
予算・決算は経理係が主幹

予算見積部署
に予算内示
3月補正予算

管理会議で
当初予算案、大規模
事業計画、アクショ
ンプラン決定

備考

議会提出
案件等に
ついて協
議

3月

定例議会
(予算議
決等)

理事者会

大規模事業計画、アクションプランヒアリング

当初予算査定

当初予算繰出金査定

予算見積書、大規模事業計画、
アクションプラン提出期限

医療機器 院長ヒアリング

備品 事務部長ヒアリング

当初予算ヒアリング

院内財政状況説明会
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